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第1章日米学生会議とは

第1章日米学生会議とは

1-1．第69回日米学生会議実行委員長挨拶

「"顧み"じやなくて、“省み"じやない？」その一言で長きに亘った議論は幕を閉じた。と

同時に「己を省み、人を知る。～価値観の共有か生まれる可能性～」をテーマに掲げた第69

回日米学生会議実行委員会が発足したのである。第68回会議における経験を経て、私たち

は次なる会議に理想を抱き、あらゆる希望を胸に船出をした。その時は、その後直面する荒

波の数々を知る由もなかった。

実行委員会は1年を通して様々な問いに直面する。「日米」で「学生」が「会議」を今の時

代にする意義は一体何なのか？偉大な先輩方と比べ、自分たちには何ができるのか？あらゆ

る価値観の物差しと自分の存在意義が衝突する。2016年8月に掲げた理想、進むにつれて

浮き上がる現実。日米学生会議はこうあるべきという外からの期待、自分は他の実行委員か

らどのように見られているのかという自問。揺らぐ個々人の思いと、実態を上回る過度の想

像。全てが相まって実行委員会を縛り付ける。それぞれが互いを自分の価値観から覗き見、

そして判断する。実行委員の人数分、個々人の色眼鏡に沿った実行委員会が出来上がった。

そしてその差が、チームとしての空気を乱したのだ。

しかし、私たち第69回会議実行委員会は、「省」の一文字に強くこだわるほど、長く苦し

い議論を重ね、それぞれが抱く会議の理想像を実体化する作業を怠ることはなかった。だか

らこそいつ何時も、自分達の決めたテーマに何度も立ち返り、それを信じて進むことができ

た。人が抱く思い、発する言葉、全てに理由があり、意味があるのだ。だからこそ、自分の

価値観を探り、人の価値観を理解しようと努める大切さをテーマに据えた。その信念を基に、

どんな時も第69回会議実行委員は対話へと歩みを進めた。それぞれが等しい価値観を持つ

「人」である。互いを尊重し合い、互いに歩み寄った。

日米学生会議は1934年に発足され、80年以上の歴史を誇る日本最古の学生団体であり、

宮澤喜一元首相やヘンリー・キッシンジヤー氏を始めとする名だたる大物アラムナイを擁

する・等、形容する言葉を他団体より多く持つ。それ故に私たちは学生では体験し得ない責

務に追われ、更には分裂も繰り返した。しかしそれでもこのチームが方向性を見失わず、最
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第I章日米学生会議とは

後まで温かい空気と共に連帯し続けられたのは、この｢人」として歩み寄る力があったから、

であるように思う。時にはタスクが、時には日米学生会議の持つ歴史の重みが私たちを上回

ることもあった。しかし、私たちはそれでも「実行委員会の」という肩書のついたメンバー

ではなく、「その人自身」として対話を続けたのだ。

このような空気感は2017年4月から新たに加わった参加者にも波及した。「日米学生会

議」という重く輝く名前を前に､初対面の彼らは緊張を帯びる。経歴の輝き、英語のスキル、

議論の鋭さ。それらの存在が、人を大きく見せた。「会議」である以上、そのような側面で人

を判断してしまうのは非常に簡単である。議論を素早く、声高らかに進めるものは強く、

JASCに相応しい人間であるかのような錯覚を覚え、反対に声を潜め、内で思考を溜める者

は疎外されてしまうかのように思えてしまう。しかしそうではなかった。彼らは一人ひとり

と向き合い、互いを知る壮大な冒険を始めた。次第に張り詰めていた緊張感が解け、代わり

に温かな連帯感、安心感が生まれていった。ここでは自分のありたい姿であっていい、だっ

てみんなが受け入れてくれるから。

社会に関して議論をする時、何故か人は知識を先行させてしまうものである。知識で組み

立てられた論理は一見正しいもののように見えるが、それだけで問題が解決するとは限らな

い。意見に対して複雑に絡まる当事者の感情や実情。それらを一つ一つ紐解き、何を問題の

本質としていたのか、探る作業が今の時代に必要不可欠だと私は思う。いくら「日米」とい

う強い他の二国関係と比べて特殊な関係性を持っていたとしても、「日米学生会議」という

歴史ある会議であったとしても、それらにかまけて机上の空論をしていたのでは意味がない。

「第69回日米学生会議」の実行委員及び参加者は、この壮大な挑戦に全力で挑んだ。勿

論、3週間という短い期間では、67人全員に対してそして全ての社会問題に対して歩みを深

めることはできなかっただろう。しかし、当会議での学びは必ずや今後の人生の糧となるだ

ろうと私は確信している。彼らは今後、社会の通説に惑わされず、「人」に歩み寄り、自らの

力で物事の本質に迫る力を存分に発揮していくはずだ｡それこそが､｢第69回日米学生会議」

の意義であったであろう。そして、私たちの壮大な挑戦はこれからも永遠に続き、私たちの

温かな連帯を永続させることを私は強く期待している。

最後に、第69回日米学生会議の開催に際して多大なるご協力を賜りました後援団体の皆

様、財団・企業の皆様、開催地の皆様、日頃から大変お世話になった国際教育振興会、ISC
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第1章日米学生会議とは

Inc.の皆様、日米学生会議アラムナイの皆様、

の皆様に感謝の意を表し、日本側代表として、

ただきます。本当にありがとうございました。

その他様々な形でご支援、ご協力頂いた全て

ここに第69回会議終了のご報告をさせてい

第69回日米学生会議 実行委員長

塩崎諒平
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第1章日米学生会議とは

本文中の略語1－2．

日米学生会議(Japan-AmericaStudentConference)

日米学生会議の現役および過去の参加学生

日本側主催団体の国際教育振興会(InternationalEducation

Center)

アメリカ側主催団体(InternationalStudentConferences)

実行委員会、または実行委員(ExecutiveCommittee)

アメリカ側実行委員会(AmericanExecutiveCommittee)

日本側実行委員会(japaneseExecutiveCommittee)

日米学生会議参加者(Delegate)

日本側参加者(JapaneseDelegate)

アメリカ側参加者(AmericanDelegate)

日米学生会議の過去の参加者(Alumni)

本会議開催地(Site)

分科会(RoundTable)

「21世紀の都市の在り方と個人の生き方」分科会

「国際社会における統治と外交:21世紀のテロリズム」分科会

「社会の健康と個人の役割」分科会

「現代における思想の価値」分科会

「報道の倫理」分科会

「マイノリティとマジョリティ：公正公平な社会の実現は

可能か」分科会

「個人と社会における文化の意義」分科会

参加者が腹を割って会議の感想や反省点を話し合う場

JASC(ジヤスク）

IASCer(ジャスカー）

IEC

ISC

EC

AEC

JEC

デリ、デリゲート

ジャパデリ

アメデリ

アラムナイ

サイト

RT

都市分科会

外交分科会

健康分科会

思想分科会

メディア分科会

マイノリティ分科会

文化分科会

リフレクション
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第2章第69回会議概要

第2章第69回会議概要

2-1．第69回会議テーマ

己を省み、人を知る。－価値観の共有から生まれる可能性一

SelfandSociety:SharingPerspectivesandlnspiringAction

第1回日米学生会議。「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間の平和にあ

る。その一翼を学生も担うべきである」という理念のもと、1934年に4人の日本人学生が太平洋

を渡り、日米学生会議を創設した。満州事変勃発による日米関係の悪化を憂慮したが故の行動で

ある。

第69回日米学生会議。創設当時の様相とは異なり、日米は良好な関係を築き上げ、その関係

に疑問を呈する者は少なくなった。しかし、2016年11月に行われた米国大統領選挙の結果は、

日米関係の重要な転機となる可能性を示唆している。この状況下では、日本も米国も互いの利害

得失に議論の焦点を当てがちである。しかし、両国が互いの立場を越えてそれぞれの価値観を共

有し、問題と向き合う必要があるのではないだろうか。この姿勢こそ、背負うものが少ない学生

が果たすべき役割なのである。

現代社会の諸問題を議論するとき、自分が属する国家や企業など自らが置かれている立場から

離れて意見を発することは難しい｡時にこれは偏見となり、問題の論点を曇らせる。だからこそ、

問題の当事者は何を求め、それに対して自分たちは何ができるのかということを、それぞれが置

かれている立場を越えて考える必要があるのではないだろうか。第69回会議では、実際に問題

のある現場に赴き、当事者の想いや現地の実情を自らの五感で体感する。こうして新しい価値観

に出会い、立場を越え、相対的に問題を再考していくのである。

こうして出会う様々な価値観と接触する中で､苦悩する参加者もいるであろう。新たに出会う

様々な価値観の中で、改めて自分を省みた時、自分の信念に対する揺らぎや弱さへの気付きに襲

われることがあるかもしれない。やり場のないもどかしさは想像以上に苦しいものである。しか

し、第69回会議は、この苦しみに果敢に立ち向かう参加者を歓迎する。そして寄り添い、共に乗

12



第2章第69回会議概要

り越えたい。

このように、立場の利害得失を越え、苦しみをも越え、一人の「人間」として、世界を、そし

て「日米関係」を見つめ直す。第69回日米学生会議は、学生だからこそ担うことのできる役割、

すなわち、日米両国の立場を越え、日米関係や世界を再構築する絶好の機会を提供するのである。

2-2.第69回会議開催概要

【参加者】

日本側：35名（実行委員8名を含む）

米国側：32名（実行委員8名を含む）

【主催】

一般財団法人国際教育振興会

【企画・運営】

第69回日米学生会議実行委員会 【開催地と日程】

京都府：2017年8月7日～8月11日

愛媛県:2017年8月11日～8月17日

三重県:2017年8月17日～8月22日

東京都:2017年8月22日～8月28日

【後援】

外務省、文部科学省、米国大使館、一般社団

法人日米協会

《京都サイト》

【後援】京都市

【賛助】（順不同）

公益財団法人三菱UFJ国際財団、公益財団

法人双日国際交流財団、公益財団法人平和

中島財団一般社団法人日米協会大阪日米

協会京都日米協会TheMinerFoundation、

日本たばこ産業株式会社、ANAホールデイ

ングス株式会社、日本航空株式会社､楽天株

式会社､東日本旅客鉄道株式会社､協和発酵

キリン株式会社､住友商事株式会社、日米学

生会議同窓会

【協賛】三洋化成工業株式会社

《愛媛サイト》

【後援】愛媛県、松山市、西予市

【協賛】第69回日米学生会議in愛媛サポ

ート委員会:愛媛大学国際連携推進機構･愛

媛県商工会議所連合会、愛媛県商工会連合

会、松山商工会議所、愛媛経済同友会、松山

青年会議所､愛媛県国際交流協会､松山国際

交流協会､今治市国際交流協会､松山容器株

式会社

【開催期間】

会議開催期間

事業実施期間

2017年8月7日～8月28日

2017年4月1日

～2018年3月31日
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第2章第69回会議概要

【ホームステイにご協力いただいた皆様】

天野清子、石村多賀子、片岡寛人

木下春馬、栗田由美子、栗林幸

佐々木和枝、杉原真紀、武安友里恵

谷口敏久、對馬文代、中田智津子

中田陽三、永井紀之、長野誠野本典英

浜川知子、東岡幸江、兵頭美穂

福本鮎美、堀内祥子、前谷泰三

松本かおり、三好祐吾、村上暢章

山岡傳一郎、山本真理子、吉田真也

渡部千春

【協力】三重県商工会議所連合会､神宮司驍、

割烹大喜､海の博物館､三重県立相可高等学

校､万協製薬株式会社､浅井農園株式会社、

蒼築舎株式会社、パイロットインキ株式会

社、みて株式会社、吉田本家山林部、四日市

公害と環境未来館､四日市市立博物館､六華

苑､三重県立四日市高等学校､四日市公害語

り部･野田之一様､桑名の千羽鶴を広める会、

三重県立桑名高等学校、四日市港管理組合、

学校法人津田学園、宮澤正明、鎌田雄介

《沖縄自主研修》

【協賛】那覇商工会議所､沖縄都市モノレー《三重サイト》

【後援】三重県、桑名市、四日市市、津市、

伊勢市、鳥羽市、多気町、皇學館大学

ル株式会社

【共催】（ものづくりパネルディスカッショ

ン）国立大学法人三重大学

【協賛】津商工会議所､四日市商工会議所、

伊勢商工会議所､松阪商工会議所､鈴鹿商工

会議所､桑名商工会議所､上野商工会議所、

亀山商工会議所､尾鷲商工会議所､名張商工

会議所､鳥羽商工会議所､熊野商工会議所、

三重県商工会連合会、多気町商工会、JA全

農みえ

【賛助】株式会社三重銀行､九鬼産業株式会

社､住友電装株式会社､三岐鉄道株式会社、

日本トランスシテイ株式会社、伊勢志摩鳥

羽インバウンド協議会、相差海女文化運営

協議会
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第2章第69回会議概要

2-3．第69回会議活動内容

1．分科会活動

【目的】特定の議題に関して、5~7月の事前準備期間、8月の本会議期間を通して集中的に

議論を行うことで､学生の知識向上と相互理解､その過程を通した人格的成長を目的とする。

【分科会一覧】

(1)21世紀の都市の在り方と個人の生き方

（2）国際社会における統治と外交：21世紀のテロリズム

（3）社会の健康と個人の役割

（4）現代における思想の価値

(51報道の倫理

’6）マイノリティとマジョリティ：公正公平な社会の実現は可能か

（7）個人と社会における文化の意義

【活動概要】

本会議において活動の中心となる分科会が7つ設けられており、日米各5名の学生が、本

会議期間中に30~40時間もの時間をかけて議論を重ねる。学生たちは、議題や開催地に対

して理解を深めることを目的に、政府機関、国際機関、企業、大学、NGO、NPO及び研究

所などへの訪問研修「フィールドトリップ」や調査などを行いながら、議論の質向上を図る。

特に、フィールドトリップは討論の対象となっている問題の現場や現状を実際に知ること

ができる貴重な機会であり、現場や現状を知り、議論に必要な多様かつ具体的視点を得るた

めの重要な活動となる。

2．全体活動

【フォーラム】

各開催地のテーマに沿って随時行われる。第一線で活躍する専門家や有識者の講演、ま

たは現地学生を交えたパネルディスカッションなどを通して、参加者のみでのディスカッ

ションとは異なる視点から知識を得たり、社会に対して学生の意見を発信したりする。
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【スペシャルトピックディスカッション】

全員が議論できるような議題を定めて、所属分科会以外の学生と議論・交流を深める。

【リフレクション】

参加者が一同に集い、約3週間の共同生活で分科会における議論の対立や人間関係の葛

藤から生まれる悩みなどを自由に話し合う。参加者自身が心を開き、自ら思うことを率直

に語り合うことにより参加者間に相互理解が生まれ、信頼構築の一助となることを期待し

ている。また、他者の思いを理解することにより、参加者に会議の充実や円滑な運営のた

めに努力している姿勢が参加者の中に生まれることを目的としている。

【ファイナルフォーラム】

最終開催地の東京で行われるファイナルフォーラムでは、主として分科会の議論の内容

や活動報告を行い、第69回日米学生会議の成果として現代社会が抱える諸問題に対する学

生なりの視点を社会に発信する。
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2-4.第69回会議実行委員会名簿

日本側実行委員会

塩崎諒平

東京外国語大学国際社会学部ラテンアメリカ地域専攻3年

コーディネーター：三重サイト

担当：実行委員長・財務・予算・防衛大学校研修

新郷雅大

東京大学工学部システム創成学科4年

コーディネーター：三重サイト・「現代における思想の価値」分科会

担当：副実行委員長・財務・報告会・春合宿・書記

有田彩子

同志社大学法学部政治学科4年

コーディネーター：京都サイト・「国附

担当：広報，報告会・直前合宿・保健

｢国際社会における統治と外交：21世紀のテロリズム」分科会

河崎涼太

同志社大学グローバル地域文化学部グローバル地域文化学科3年

コーディネーター：京都サイト・「個人と社会における文化の意義」分科会

担当：選考・沖縄研修・交通経理・書記

齊藤和平

九州大学21世紀プログラム4年

コーディネーター：愛媛サイト・「21世紀の都市の在り方と個人の生き方」分科会

担当：広報・春合宿・直前合宿・報告書

中川奈津子

慶應義塾大学総合政策学部総合政策学科2年

コーディネーター：東京サイト・「報道の倫理」分科会

担当：選考・報告会・沖縄研修・交通経理

藤本アベリーノ

群馬大学医学部医学科5年

コーディネーター：愛媛サイト・「社会の健康と個人の役割」分科会

担当：選考・勉強会・リエゾン・保健

吉川久美

慶應義塾大学法学部法律学科3年

コーディネーター：東京サイト・「マイノリティとマジョリティ：公正公平な

社会の実現は可能か」分科会

担当：広報・財務・沖縄自主研修・報告書

塗：

謎
‐ 些峯

17



第2章第69回会議概要

米国側実行委員会

ド YutaBaba

CarletonCollege,HistoryandStatistics,Classof2019

コーディネーター：愛媛サイト

アメリカ側実行委員長

JonFoissotte

JohnsHopkinsUniversity,SchoolofAdvancedlnternationalStudies,Classof2018

コーディネーター：愛媛サイト・「国際社会における統治と外交：21世紀のテロリズム」分科会

アメリカ側副実行委員長

FT･inNorris

NortheastemUniversitv,InternationalAffai,･sandPoliticalScience,Classof2019

コーディネーター：京都サイト・「マイノリテイとマジョリテイ：公r公平な

社会の実現は可能か」分科会

DanyiZeng

SmithCollege,Anthropology,Classof2017

コーディネーター：京都サイト・「21世紀の都市の在り方と個人の生き方」分科会

Ehennedenldehen-AmzM(IzIsun

FranklinandMarshallCollege,Govemment,Classof2018

コーディネーター：東京サイト・「個人と社会における文化の意義」分科会

EricMueUer

UniversityofWisconsin-Madison,PoliticalScience,Classof2018

コーディネーター：東京サイト・「現代における思想の価値」分科会

JenniferLim

NortheastemUniversity,CommunicationsandBusiness,Classof2017

コーディネーター：三重サイト・「報道の倫理」分科会

KaedeYoshioka

UniversityofCalifomia,Berkeley,ChemicalEngineering,Classof2018

コーディネーター：三重サイト・「社会の健康と個人の役割」分科会
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2-5．第69回会議参加者名簿

日本側参加者

氏名

伊藤江理華

金澤つき美

阪上結紀

戸嶋寛太

小倉匠海

古賀彩

古座匠

岩井凌太

長谷川信寿

林田將

藤本ミケイラ

大野友

押切彩

野間康平

吉村彩

新井英貴

大野あゆみ

豊坂竹寿

藤井一樹

小島直毅

佐々木彩乃

リーロイ

渡邉まり

川崎明宙

下吹越愛莉

松村謙太朗

諸星渚

大学

東北大学

中京大学

国際基督教大学

東京大学

立教大学

防衛大学校

東京大学

同志社大学

学習院大学

九州大学大学院

青山学院大学

早稲田大学

明治大学

京都大学

国際基督教大学

京都産業大学

京都大学

東京外国語大学

国際教養大学

北海道大学

九州大学

国際教養大学

国際基督教大学

京都大学

九州大学

東京大学

東京大学

学部・専攻 学年

2年

3年

2年

2年

3年

2年

3年

4年

3年

修士2年

3年

5年

3年

4年

4年

4年

3年

2年

3年

4年

2年

4年

3年

3年

1年

2年

2年

分科会

都市

都市

都市

都市

外交

外交

外交

健康

健康

健康

健康

思想

思想

思想

思想

報道

報道

報道

報道

マイ

マイ

マイ

マイ

文化

文化

文化

文化

医学部医学科

総合政策学部総合政策学科

教養学部アーツ・サイエンス学科

教養学部文科一類

異文化コミュニケーション学部

人文社会学専攻人間文化学科

経済学部経営学科

スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科

経済学部経営学科

工学府航空宇宙工学専攻

文学部フランス文学科

政治経済学部国際政治経済学科

経営学部経営学科

工学部工業化学科

教養学部アーツ・サイエンス学科

文化学部国際文化学科

法学部

言語文化学部東アジア学科中国語専攻

国際教養学部グローバル・スタディーズ学科

法学部法学課程

法学部

国際教養学部グローバル・スタディーズ学科

教養学部アーツ・サイエンス学科

工学部物理工学科

21世紀プログラム

教養学部文科一類

教養学部文科一類
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米国側参加者

Cl見負s RTUmversity

WashingtonandLeeUniversity

FranklinandMarshallCollege

WakeForestUniversiW

ShidlerCollegeofBusiness

atUniversityofHawaiiatManoa

NortheastemUniversiW

UniversitvofWisconsin-Madison
〃

ShidlerCollegeofBusiness

atUniversityofHawaiiatManoa

KalamazooCollege

WashingtonUniveTsityinSt.Louis

WheatonCollege

UniversiWofCalifomia,Berkeley

CarletonCollege

DukeUniversity

UniversityofCalifornia,Berkeley

UniversityofRochester

WilliamsCollege

UniversityofCalifornia,SanDiego

UniversityofCalifomia,

LosAngeles

HobartandWilliamSmithColleges

FranklinandMarshallConege

YaleUniversity

WashingtonUniversityinSt.Louis

RutgersUniversity

SmithCollege

N角、便 Major

Econom'csandEastAsianStudies

HistorywithafocusinEastAsia

HistoryandJapaneseLanguage

Business

PoliticalScienceandlntemationalRelation

PoliticalScienceandAsianStudies

MarketingandlnternationalBusiness

PoliticalScience

CognitiveNeuroscienceandJapaneseLanguage

AnthropologyandUrbanStudies

Chemistry

PoliticalScienceandSociology

PublicPolicv,GlobalHealthandlaDanese

Bioengineering

English

StatiSticsandjapanese

lntemationalStudiesandPoliticalScience

Biology

PublicPolicv

Govemment

AstrophysicsandAnthropology

japaneseLanguageandCulture

Marketing

EastAsianLanguagesandLi[erature
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KitannaHiromasa

CarolynJohnson

ChristopherKoontz

NganVo

SarahBernt

JalikaCeesayグ

NicolasGrigSby

E側1'創rdoLuis

Herrera

KassandraDiaz

NicoleMcNevin

HirotoshiUsui

EmikaOts']し急

CarolvnHoover
グ

1inTanizaki

DuoXu

jacquesChaumont

XingshenZhang

ChristinaZhou

EthanMattos

PaolaResendiz

StephanieSpear

AndrewFischer

EmlynMioLee-

Schalow

EvaMarieOlson
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第3章事前期間中の活動報告

第3章事前期間中の活動報告
■プログラムの詳細

3-1．第68回会議報告会(12月）
▼第68回会議報告

会議報告として、第68回会議の事前活動

や、アメリカで訪れた4つのサイト（ボス

トン・ワシントンD.C.･モンタナ.サンフ

ランシスコ）の活動報告、また分科会議論を

代表して、「個人とナショナルアイデンティ

ティ」分科会によるパネルトークが行われ

た。当会議の1年間の歩みを報告すること

を通して、日米学生会議がどのような活動

を行っているのか、発表した。

■概要・目的

第68回日米学生会議実行委員会が発足し

てから3ケ月。第68回日米学生会議報告会

兼､第69回日米学生会議説明会を開催した。

会の趣旨としては、アメリカで開催された

第68回会議の報告を通して、会議にご協力

していただいた全ての方々への感謝の意を

表すとともに、日米学生会議の社会的意義

を広く世間に発信することである。また、第

69回会議の会議概要を初めて公式に発表す

る場でもあった。青山学院大学にて開催さ

れた会には、応募を考えている大学生や高

校生、日米学生会議のアラムナイなど240

名を超える方々にお越しいただき、大盛況

のもとに終えることができた。
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第3章事前期間中の活動報告

第69回実行委員が創り上げてきた会議の構

想を発表し、次年度会議がどのようなもの

になるのか、ご来場の皆様に伝えた。

分科会活動報告の様子

▼基調講演：茂木健一郎氏

基調講演では、第38回会議日本側参加者

で、脳科学者の茂木健一郎氏にご講演いた

だいた。「安全保障」分科会のメンバーとし

て、ご自身が参加した時のご経験のお話や、

現代の日本とアメリカの大学生のおかれて

いる状況についてグローバルな観点からご

意見を述べていただいた。

世界的にご活躍されている先輩の興味深

いお話を､来場者の皆様はもちろん､実行委

員やアラムナイの皆様も夢中になって聞き

入っており、会場は熱気に包まれていた。

▼第69回会議概要発表

2017年8月に開催される第69回日米学

生会議のテーマ、開催地、分科会、選考試験

概要について初めて披露する場となった。
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選考活動 3-3．春合宿(5月）3-2. (2～3月）

■概要・目的 ■概要・目的

日米学生会議において、28名の参加者は

会議を作る主体であり、非常に重要な存在

である。11月下旬から2月23日の応募〆

切まで、全国の大学生に対して広く広報活

動を行い、応募者を募った。

参加者選考は1月から3月にかけて2段

階で実施された｡1次選考では論述試験を課

し、2次選考は1次選考合格者に対して、最

終合格を決めるため面接形式の選考をおこ

なった。2次選考に関して、今年度は京都、

東京の2つの会場で、以下の日程で開催さ

れた。今年度より海外に渡航している学生

を対象に、オンライン選考試験を導入した。

4月の選考委員会により最終決定した28

名の参加者が2泊3日の合宿で初の顔合わ

せを行う。本合宿において、参加者は過去の

会議参加者との交流を深め、日米学生会議

の歴史を学ぶとともに、英語でのディスカ

ッションや分科会活動などを初めとする日

米学生会議の基礎を身に付け、夏の本会議

に向けて最初の一歩を踏み出す。

■スケジュール

【日時】2017年5月5日(金)~5月7日（日）

【場所】国立オリンピック記念青少年総合

センター

■スケジュール 5月5日

▼1次選考試験

【募集】2017年1月18日（水）

～2月23日（木）

【形式】書類審査

日米学生会議概要説明

アイスブレイク

分科会議論

ようこそ先輩・懇親会

▼2次選考試験in京都・オンライン

【日時】2017年3月10日（金）

～3月12日（日）

【場所】同志社大学烏丸キャンパス

5月6日

･Wake-upTalk

･英語ディベート

･日米中関係についてのご講演

･分科会議論

▼2次選考試験in東京

【日時】2017年3月17日（金）

～3月19日（日）

【場所】東海大学代々木キャンパス

5月7B

･IointRTDiscussion

･春合宿リフレクション
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■各プログラムの詳細

▼日米学生会議概要説明（5月5日）

主催団体の国際教育振興会代表理事伊

部正信様より激励のご挨拶をいただいた

後、実行委員自己紹介や8月までのスケジ

ュール説明、ビデオによる日米学生会議の

歴史紹介などが行われた。

、可
二

1

r

k
－－

(上）ようこそ先輩の様子

（下）懇親会の様子

P

■（上）伊部様によるご挨拶

(下）アイスブレイクの様子 U

▼Wake-upTalk(5月6日）

2日目の朝には､目を覚ますためにWake-

upTalkを行った。「人間」「教育」「科学技

術」「宗教」「平和」の5つの分野の中から、

各々が興味のある分野のテーブルに集まり、

議論を交わした。

▼ようこそ先輩・懇親会（5月5日）

日米学生会議過去参加者の方々にお越し

いただき、会議が現在のキャリアにどのよ

うに活かされているのかというエピソード

や参加者に向けたアドバイス等様々な貴重

なお話を伺う機会を頂いた。また、懇親会で

も過去の会議における思い出話に花を咲か

せる場面も見受けられ、大変有意義な時間

となった。

『

甥一、齢一、心
戸
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参加者の声

朝から人間について50分語り合おう、と

はいかにもJASCらしい、濃い一日の始ま

りでした。

テーブルを8名ほどで囲み、「人間の定義

とは何か』という命題から、『人と人の場に

ある空気はどう形成されているのか』『な

ぜ人は自殺するのか』と、思いもよらぬ方向

にディスカッションが発展していき、ひと

りひとりの真蟄な疑問のぶつけ合いに、非

常に良い刺激を感じ続けました。（藤井一

樹）

参加者の声

私はこれまで、日本語での準備型ディベ

ートの経験はあったものの、即興型のディ

ベートや英語でのディベートを経験したこ

とがなく、楽しみに思う一方で不安もあり

ました。しかし、中川先生のレクチャーは初

心者にも大変わかりやすく、ディベート最

中だけでなく、普段から論理的に話を進め

ることができるようになるための要点を簡

潔に理解することができました。

実践演習では､RTメンバーが二手に分か

れ、相手チームとのディベートを行いまし

た。準備時間が短く、思うように準備ができ

ませんでしたが､本番を通して「どのように

考えていることを簡潔に伝えるか」を意識

しながら話す、ということを学ぶことがで

きました。

また、自分がどのように話をするかだけ

でなく、ペアを組んだメンバーと協力し合

いながら進められたことも大きな収穫でし

た。メンバーそれぞれが違う知識を持って

いますし、英語力もそれぞれですが､時間の

制約がある中で、効率よくそれらを共有し、

お互いの不足している部分を補い合いなが

ら課題に取り組むということは今後の議論

の中でも大変有用であると考えられます。

この英語ディベートプログラムは、自分の

能力に歯がゆい思いもしましたが、多くの

ことが得られた大変有意義な時間でした。

（金澤つき美）

▼英語デイベート（5月6日）

JASCの議論は、基本的にはデイベート

型討論ではなく、お互いの持つ意見･価値観

を共有し､聴き合う「対話｣である。しかし、

その対話をするにも、自分の持つ意見を論

理的に構築し、相手に伝わりやすいように

英語で伝えることがJASCでは重要にな

ってくるため､春合宿では､英語ディベート

を通してそのスキルを養った。

本プログラムでは、一般社団法人パーラ

メンタリーディベート人財育成協会代表

理事の中川智皓様を講師としてお招きし、

レクチャーと実践演習を行った。

蜀

Q 、

弓.圃
』

｢』F1‘二
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第3章事前期間中の活動報告

▼日米中関係についてご講演（5月6日）

1934年、満州事変後の日米関係の悪化を

憂慮して創設された日米学生会議。その理

念は、80年以上にわたって引き継がれてい

る。JASCのDNAとして引き継がれ、今日

でも日本の外交を語る上では欠かせない日

米安全保障関係を中心に、国際基督教大学

のStephenNagy上級准教授をお招きして、

日米中関係についてレクチャーを行ってい

ただいた。Nagy先生は、ご講演後も30分

以上、教室で学生たちの熱心な質問に真筆

に回答してくださった。お忙しい中お越し

いただいたNagy先生には、心より感謝申

し上げたい。

・日米関係の歴史

・緊迫する朝鮮半島情勢の背景

、台頭する中国とアメリカの力関係は世界

のパワーバランスにどのように影響してい

くのか、といった点について、示唆に富む知

見にたくさん触れることができました。

その中で私が最も気になったポイントは、

「中国はこれから軍事・経済的な大国にな

りうるが、現在の時点では米国のように理

念を広げる国にはなることは考えにくい。

おのずとその影響力も限られてくるのでは

ないか」という指摘です。その指摘はそもそ

も「パワーとは何か」という根本的な問いと

深く結びついており、力関係が大きく変わ

りつつある現代だからこそ見つめなおす本

質を見抜いた発言であったと思います。そ

の力関係の大きな変化の地理・経済的中間

地点にいる日本は、これからどのようにし

て自らの安全を保障するのか。このように、

IASCという将来を担う日米の学生が会議

で話し合いを始める前に必要不可欠な前提

を多く学ぶことができました。

冒頭のIASCの理念は、いまは僕が会議

に参加する意義そのものとなっています。

日本を取り巻く世界情勢が急激に変化して

いる中なぜ社会がJASCを必要としている

のか。いま世界はどの方向に動いているの

か。今年のJASCに参加する学生だからこ

そできることは何か。Nagy教授のレクチャ

ーは、智慧と一緒に私たちが考えるべき重

要な問いも69回目のJASCに残していきま

した。（大野友）

[I
聟

I」
「「

BL

bql 二

参加者の声

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平

洋の平和は日米の平和にある。その一翼を

学生も担うべきである」春合宿が始まった

ときはその理念に共感こそすれ、その言葉

の意味を国際関係という文脈の中で真に理

解したわけではありませんでした。

国際基督教大学のStephenNagy上級准

教授のレクチャーは、その言葉の意味を再

考する貴重な機会となりました｡Nagy先生

のレクチャーでは、
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第3章事前期間中の活動報告

▼JointRTDiscussion(5月7日）

春合宿では､6時間ほど分科会議論の時間

を取った。対面で議論できる春合宿で､一定

程度方向性を決めて、先に進んで行ってほ

しい、という思いから、本年は分科会議論の

最後に、お互いの分科会の様子を共有する

時間を取った。

すれば、この会議に何の意味があるのか、と、

容赦なく突きつけられる現実の課題。しか

し逆に、その誤魔化しの効かない疑問を披

歴し合ってこそ、自分たちがこの短い期間

で本当に何ができるのか、真剣に考えさせ

られる。

こうした議論の後、全ての分科会が集ま

って発表をしていくのですが、そこで私が

皆から感じたのは『お互いを助け合うこと』

の精神でした。

一つの分科会の発表につき15分間時間を

取るのですが､発表はそのうちのわずか3分

で、残りの12分は全てQ&Aに使われる

こと。ここで大事なのは、ただ発表している

のを聞いて終わり、ではなくむしろ聞いて

いる側が主体になり、全力でフィードバッ

クを返すということ。

私はそれまで､発表の場を『自分が聞いて

ただ満足する場』として捉えており、『自分

がこの場の人たちに対して、今ここで果た

して何を提供できるか」という視点に欠け

ていました。それに気づかされたのは､皆の

批判的ならぬ建設的なコメント。『いや、そ

れはできないでしよ』ではなく『こういう可

能性がある、こうすればできると思う」と、

メンバーの一人一人が真剣に向かい会おう

とする姿に、感銘を受けました。プレゼンタ

ーが話している一連のワードから連想され

る、己自身の思考・アイデア。それをひたす

ら全力で書き留めて、自分が今までしてき

た経験からは何が言えて、どんな情報を提

供できるのか。ひたすら相手のスタンスに

7つの分科会から1人ずつ集めたグルー

プを作り、

・分科会としての目標

･PotentialDiscussionTopics

・フィールドトリップ先候補

・7月までのスケジュール

の4点について､発表と議論の時間を取り、

お互いの分科会活動をより良いものにする

議論を行った。

参加者の声

最終日､7つの分科会それぞれが議論を重

ね、お互いの発表がありました。

一つの分科会につき学生5人、残り3か

月で私たちは何をするのか。内輪の議論だ

けで終えてしまうのか？学生の身にしか過

ぎない自分たちが話し合っても、それは既

に社会で結論が出ていることなのでは？と
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そこで自分の感情を共有することで、共

感することもあれば、自分なりの考えを発

見することもあると気が付きました。私に

とって､衝撃的な時間でもありました｡対話

をするということは、意見が合わないこと

ももちろんあります。そのどちらが正しい

か､優れているのかを考えるのではなく、そ

の意見そのものを尊重し、自分とは違うも

のを認めるというのは容易いことではあり

ません。

けれども、リフレクションを行ったこと

で、少しずつメンバーが歩み寄っていくの

がわかりました。そして、より良い人間関係

が構築されていくことで、今後の対話にも

繋がっていくと思います。リフレクション

は私にとっても、全体にとっても大変意義

のある時間でした。（金澤つき美）

立ったつもりで全力で支援しようとするこ

と、この思考の転換に至ったとき、自分の中

で何かが変わり、大学に戻った直後の授業

でいつもより建設的に発言できている自分

がいました。このJointRTを通しての成長

だったと思います。（藤井一樹）

▼春合宿リフレクション（5月7日）

3日間の春合宿、最後のプログラムは、

Renectiono全員が輪になって座り、1.5時

間の静かな空間を作り、自分について振り

返る、JASC伝統の場である。 ■春合宿全体を通しての感想①

第69回日米学生会議の幕開けとして緊張

の面持ちで向かった春合宿は、自分自身と

向き合うことの重要さを認識させられた3

日間でした。

恥ずかしながら私個人の話をすれば、目

の前の状況から目を背けてしまうというな

んとも致命的な現実逃避性が未だに抜けて

おらず、そんな自分を変えられればと半ば

自暴自棄になって応募したこともあり、普

段は人見知りなどつゆ知らずな自分が合宿

初日の集合教室で「なんかすごそう」な周り

の同期に話しかけることも障られたのが正

直なところです。

参加者の声

春合宿最終日、議論をするために集まっ

た私たちが、感情を共有しあうことにどん

な意味があるのかわかりませんでした。何

を目的としているのか？どんな作用が生ま

れるのか？そんな疑問だらけのまま、リフ

レクションに臨みました。

しかし、今はリフレクションをすること

がJASCには欠かせないことの1つである

と思います｡発言者以外は誰も話さない､静

かな空間で、自分と向き合うこと。他にはな

い空間です。

ワq
宮 ロ



第3章事前期間中の活動報告

(下）アイスブレイク＠代々木公園 の議論を重ねていこうと誓う次第です。（押

切彩）

■春合宿全体を通しての感想②

自分にとって春合宿で一番印象に残った

こと、それは「対話」でした。

合宿の前泊でさっそく深夜の3時まで語

り合い続けたこと。またその次の日の夜で

も同じ時間徹夜して語り合ったこと。ルワ

ンダの虐殺はなぜ起きたのか？男らしさ

(Masculinity)や女らしさ(Femininity)は

どう養われているのか？自分がふと感じた

疑問を口にすると、思ってもみなかった応

えがとっさに返ってくる。それに触発され、

また新たな視点からのアイデアが自分の中

に生まれる。日常の中で自然とディスカッ

ションが始まっていくこの土壌、これが自

分の求めていたことだ、と感じました。普段

大学の中でなかなかできずにいたことが発

見でき、JASCに参加した意義がここにあっ

たと、大きな喜びでした。分科会の仲間との

密なディスカッションはもちろん､JointRT

で行った横同士の意見の交換などからも、

"みんな本当にすごい経験をしてきた人た

ちなのだな"と大きな刺激を受けました。

しかし､実際は、目の前のことから逃げる

ことよりも、向き合った時に露呈してしま

う乙の人間としての未熟さを嫌でも認識さ

せられることから逃げていたのではないか

と春合宿を終えた今思います。分科会の議

論であれ､ご講演の理解度であれ､ディベー

トでの説得力であれ、同じぐらいの年数を

生きてきたはずの同期が持っていて自分に

ないものの落差に自己嫌悪の念を抱き、一

瞬ひどく落ち込みました。それでも、思想分

科会のメンバーはたった2回目程の対面に

も関わらず自分の居場所となってくれ、数

えるほどしか言葉を交わしたことのない参

加者でも、弱音を吐けば仲間の存在に気付

かされました。

まだ青二才の自分でも、まだ春合宿しか

経験していないとしても、こんな出会いは

滅多にないとわかるほど仲間に恵まれてい

ると感じます。「自分を変える」と覚悟を決

めて参加したからには、自己成長を叶えら

れる絶好の機会だと前向きに捉え、わから

ないことは積極的に喰らいつき、共に支え

合いながら、最後まで悔いのない学生目線
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また、私はじっくりとした中での会話が

好きで、夜中にメンバーと公園を周遊しな

がらお互い自分の大学のことを語り合った

り、部屋で一緒になった仲間と共通の学術

的な興味･関心を発見し合ったり、そうした

中での小さな語り合いが何よりも良い思い

出となりました。残り3か月間、この尊敬

すべき仲間たちとより深く語り合い、大き

く刺激を受けつつ、将来に繋がる自己へと

研讃を重ねていきたいです。（藤井一樹）

3-4.YFJヘリテージ(6月）

■概要・目的

YFJヘリテージは年末のAnnualYouth

Forumと並びYouthForumJapan(柳井俊

二会長)主催の年間二大行事のひとつ｡毎年

の日米学生会議代表の激励会として今年で

8年目の開催となった。YFJはJASC出身者

により創設されたJASCへの貴重な支援団

体の一つである。

2016年には国民投票によって、イギリス

がEUから離脱することとなり、2017年に

はトランプ政権が誕生するなど、世界各国

が内向きになっていく潮流の中で、学生た

ちは世界とどのように向き合っていくべき

か。各界第一線でご活躍中の渡部恒雄氏

（東京財団上席研究員)、羽場久美子氏(青

山学院大学教授)、そして近藤大介氏(週刊

現代編集次長)のご講演を通して、参加者た

ちはアメリカ、ヨーロッパ、中国の動向につ

いて知見を得、来たるべき本会議に向けて

準備を進めていった。

(上）ようこそ先輩集合写真

(下）春合宿集合写真

■運営組織

【主催】ユースフォーラムジャパン

【公式サイト】http://youthfbrum.jp

■
a
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第3章事前期間中の活動報告

■スケジュール ▼学生紹介（第69回会議日本側参加者）

【日時】2017年6月4日（日）

【場所】日本外国特派員協会

(有楽町電気ビル北館20階）

▼レセプション

乾杯：愛知和男特別顧問

来賓ご挨拶

橋本徹前日米学生会議同窓会会長

島田精一津田塾大学理事長

■各プログラムの詳細

▼ご挨拶柳井俊二YFJ会長(元外務次官）
_』 一

噸
月
司

Ｊ

一

■

一

＆

一一一

一一口一
一「｜●▼第12回ユースフォーラム結果報告･次回

フォーラムの案内

第12回YouthForumjapan実行委員長

兼モデレーター伊達佳内子（慶應義塾大

学法学部政治学科3年・第67回参加者）

からスライドショー（齊藤和平編集）を利

用しながら全体報告、日本代表パネリスト

の中山悠太郎（東京大学大学院教育学研

究科修士2年・第68回参加者）が個別報

告を行った。

■参加者の声

▼渡部恒雄氏のご講演

鍔電■『

い ち

摩
恥
じ鮒

守
刎
画
‐

～ 一
－

6月4日､YFJへリテージにおける最初の

ご講演は、「トランプ政権の外交と日米関係」

と題し、笹川平和財団特任研究員の渡部恒

雄さまからでした。次々と物議を醸す話題

が飛び出てくる米国のトランプ新政権の人

事や政策に焦点をあて、外交、安全保障、日

米関係やロシアゲートの行方など、話題は

多岐に渡り、現状と未来の可能性について

ご教示いただきました。

蕊饗

▼講演及び質疑（40分程度ずつ）

①渡部恒雄（東京財団上席研究員）

「トランプ政権と日米関係の今後」

②近藤大介（週刊現代編集次長）

「習近平の世界観」

③羽場久美子（青山学院大学教授）

「欧州危機-BREXIT、欧州選挙の行方」
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政治経験のない、異色の大統領となった

トランプ氏。自国第一を掲げ､伝統的な共和

党とは一線を画す考えで、大きな「変化」を

約束し実行しようとする姿勢は、世界が経

験したことのないものです。人格や素質を

日々問われ、重責の中で精神的なバランス

を保つ難しさも、初めてのことを成し遂げ

誇る姿も見えてきます。

米国はもとより、世界は常に変化し、時代

は進化を続けます｡"Yes,wecan!"で当選し

たオバマ大統領も、変化を掲げました｡俳優

から政治家へ転向したレーガン大統領もパ

パブッシュからブッシュ}r.へ父子で大統

領になったのも異例です。ならば、なぜ、ト

ランプ．氏だけが「異色」なのか。なぜ主要メ

ディアの多くが常に否定的な視線を向ける

のか。今回のご講演は私に新たな疑問を提

示するものとなりました。

答えはまだまだ未知ですが、否定的な報

道だけで我々がみるトランプ大統領は本当

に正しいのかどうか、考えるきっかけとな

りました｡肯定的な記事を読んでみると、私

自身、メディアによるプロパガンダでトラ

ンプ像を形成していることを気付かされま

す。自分の信じているものの土台に常に疑

問を投げかけ、固執して視野が狭くならぬ

よう、考えていきたいです。（伊藤江理華）

一一

鍾 塞 ． ~ ’鷺量二零営ご鷲…~…－

きました。

日本企業にヘッドハンティングされて北

京から東京に来られたという近藤さんの知

り合いの方は、北京に比べて東京は田舎で

驚いたと話していたそうで、そのことはと

ても興味深かったです。その人は日本に来

て最初に財布を買ったそうですが、電子マ

ネーが普及した北京ではスマホが財布の代

わりになるため、財布は必要ないそうです。

しかしその方曰く、東京は北京に比べて安

静、干浄、安全（静か、清潔、安全）という

3つのいいところがあり、給料も減るが物価

も北京より安いため、東京に来た方がいい

と判断したといいました。

経済､外交､国際援助などあらゆる場面で

世界的に絶大な影響力を誇り、成長を続け

る隣国、中国と日本はどう向き合っていく

か考えさせられました。

習近平は北京出身です。肉食文化を持ち、

歴史的にもしばしば大国の都となった北京

人は皇帝思考が強いといいます｡私は､相手

が力にものをいわせてくるなら、こちらも

力で、というのは得策ではないと思います。

巨大な中国を理解した上で、上手く立ち回

りながら、中国から学ぶべきものを吸収し

▼近藤大介氏のご講演

奇しくも、天安門事件からちょうど28年

経つ6月4日に、長年中国を研究していら

っしやる近藤大介さんからご講演をいただ

n n
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か昔から続く一つの潮流に過ぎないのかも

しれません。国民戦線の党首が仏大統領選

の決選投票に進んだのも今回が初めてでは

ありませんし、移民排斥は人種差別と絡ん

で20世紀初頭のアメリカにも見られた現象

です（1924年の排日移民法)。振り子のよう

に移民受容と排斥を行ったり来たりする旧

来までの流れの中で、テロやグローバル化

に伴う格差拡大という新しい問題に直面し

ている欧州、というイメージが徐々に浮か

び上がってきました。

ヨーロッパで民主主義や国民国家体制が

生まれて世界中に広がったように、いまヨ

ーロッパで起きていることは今後も世界中

で起きうるのでしょうか。おそらくグロー

バル化は今後も進み、人・モノ・カネ・情報

のボーダーを越えた移動はその規模とスピ

ードを拡大し続けるでしょう。その中で､少

子高齢化に苦しむ日本でも今の英仏で起き

ている事態がやってくることは十分考えら

れます。

世界情勢を地域的にではなく大局的にみ

ること、また自分が今いる位置との結びつ

きを意識することの大切さを、羽場教授の

講演から学ぶことができました。（大野友）

てきた日本の歴史を、今こそ振り返る時か

もしれません。（豊坂竹寿）

▼羽場久美子氏のご講演
－

ﾄ割，
ハーバート大字審閃蔀鼻

噌閃＝癖金鱸Aj“墨
一上▲r‘稲強 強竃

鯵

建一

簿
冑≦
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6月4日（日）のYFJヘリテージ、3人目

にご講演いただいたのは、国際政治学者の

羽場久美子教授でした。中東地域の情勢不

安に伴う移民流入と治安の悪化、そこから

つながる2016年のBrexitなど、いまヨー

ロッパでは急激な地殻変動が起きています。

講演では一つ一つの出来事の根本的な原因

に迫る鋭い分析と、その底流に流れる大き

なトレンドが浮き彫りにされ、聞いている

方に緊迫感とリアリティが痛いほど伝わっ

てくる時間となりました。

講演の中で印象的であったのは、マクロ

ン新仏大統領が誕生したことによりポピュ

リズムの隆盛に一定程度の歯止めがかけら

れたのではないか、という分析です。しかし

もしマクロン大統領の政策が失敗し、経済

格差が拡大し続けるような事態が起きた場

合､ポピュリズムのうねりは再燃して、ルペ

ン大統領が誕生する可能性が高いという見

方も同時に紹介されました。

Brexitから始まったように見えるいまの

ポピュリズムの流れも、元をたどればはる
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■各プログラムの詳細
3-5．防衛大学校研修（6月）

▼特別講義①「習近平政権の現状と中国の

国際情勢認識」（国際関係学科佐々木講師）

現代における日米関係を考える上で、中

国の動きは見逃せない。佐々木講師に上記

の題でご講演いただいた。

■概要・目的

本研修の目的は、神奈川県にある防衛大

学校での一日の研修を通して、日本の安全

保障について見識を深めることにある。

外交・安全保障について議論をするとき、

我々は簡単に「自衛隊は～」と発言する。し

かし、我々は自衛隊のことをどれほど理解

して発言しているだろうか。

そこで、第69回会議実行委員会は、我々

と同年代で、将来の自衛隊を率いていく防

衛大学校の学生の生活を理解し、議論を通

して見識を深めるべく、日米学生会議史上

初の1泊2日の防衛大学校研修を企画した。

参加者の声

ここ数年の中国の対外強硬的とも言える

態度はどこからくるものなのか。習近平政

権になってからの彼への権力の集中は、去

年10月の全国人民代表大会で「党の核心」

と位置付けられたことが端的に表していよ

う。歴代指導者の中で毛沢東、都小平、江沢

民しかいなかった。我々の世代では前総書

記の胡錦濤が領導してきた中国の記憶しか

ないし､彼の領導時代ではそこまで｢強い中

国」をイメージさせることはなかったから、

余計に習近平氏の元の集団指導体制が強力

に見える。対外的な強硬姿勢も、前政権とは

違って、明確な国家ビジョンを国民に打ち

出して、それを強力なリーダーシップによ

って実現することで、共産党統治の正当性

維持と国内治安の安定を目指すという国内

政治のロジックの一環でしかないのではな

いかと思った。現に中国の国家予算を見て

■スケジュール

【日時】2017年6月5日(月)~6月6日（火）

【場所】防衛大学校

6月5日

．特別講義①｢習近平政権の現状と中国の国

際情勢認識」（国際関係学科佐々木講師）

・防衛大学校ツアー・学生舎見学

．特別講義②「中国の軍事戦略」(平山講師）

・防衛大学校長國分良成様激励のお言葉

・校友会（部活動）見学

・学生討議

6月6日

特別講義③「CyberCapabilityBuilding」

(井手講師）
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も、国内の治安維持費用の伸びが軍事費の

それ以上であるからして、彼らが治安維持

を最重要視しているのは明らかではあるま

いか。

現状の国際情勢が中国に利なしと中国自

身が考え、結果として対外的軍事拡張に出

るのは、未だに中国はヨーロッパが近代に

築いた国際法の体制に正面切って正論を持

って異を唱える能わずということを、いや

でも自覚しているのだろう。だから国内の

ナショナリズムを作り出し、世論形成を謀

ることで「これがわが人民の意思である」と

すれば、アメリカを始めとする民主主義国

家を交渉のテーブルに座らせ、自国に少し

でも有利な国際政治体制の構築ができると

考えているのではないかと思った。しかし

ナショナリズムを作り出せば、共産党の批

判に繋がることは彼らにとっても国内統治

の観点から好ましくなくなるというジリ貧

の状態に彼らはいるのではあるまいか。一

旦つけたナショナリズムの火が、巨龍の体

を覆い尽くし手遅れになるような事態は周

辺諸国にとっても好ましくない。暴れ狂う

巨龍の火の粉によって、どういった火事が

周りで起こるのか全く予想はできないのだ

から。（小倉匠海）

準備してきた学生討論に臨んだ。

参加者の声①：都市分科会

可 ■ 。 戸

CityRTの学生討議では主として｢沖縄に

なぜ基地が必要なのか」「国家は何の為に存

在するのか」「21世紀の特性とは」「個人に

とっての幸せな生き方とは何か」という話

をしました。

特に最後の話題については各人の育って

きた環境により意見が大きく異なり、「多く

の選択肢の中から自分にとって納得のでき

る選択をすることが幸せ」という意見もあ

れば、「そもそも、環境に恵まれ、幸せとは

何かを思考できる時点で幸せ」という意見

もありました。

防大生の知識の豊富さに刺激されつつも、

議論全体を通じて、防大生･JASCerが同じ

土俵に立って議論することができ、彼らも

自分たちと同じく、悩み、もがく、等身大の

人間なのだなと実感できたこと自体に大き

な収穫があったと思います。（戸嶋寛太）

▼学生討論

防衛大学校研修1日目の最後のフ・ログラ

ムは､毎年恒例の学生討論｡防衛大学生とと

もに、入浴・夕食を済ませた参加者は、点呼

の様子を見学し、その後2週間ほどかけて

参加者の声②：マイノリテイ分科会

マイノリティRTの学生討論は、「自衛隊
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の中の女性進出」を皮切りに、「自衛隊の在

り方」「日米安全保障と憲法九条の関係」「自

衛隊に対する一般人のイメージ」「愛国心と

は何か」「国に対する帰属感」といった幅広

く熱のこもった議論をしました。一緒に食

事をし、お風呂に入り、零時すぎまで夜更か

し、そういったものから防大生は我々とそ

こまで変わらない若者と分かったとしたら、

学生討論で本音の交流を通し、彼らと私た

ちの間の根本的な違いが明白になりました。

参加者の声③：文化分科会

－‐
二 一

文化RTの学生討議では、「沖縄の戦略的

価値とこれに対する国民の認識のギャップ

及び反基地感情について｣、「安全を保障す

る側、される側の互いに対する印象､思い、

願いなどの差について、「軍人の精神的支柱

としての文化について、古来より兵士が精

神的な支え、根拠としてきた文化的要素や

その変遷について」主に討議しました。

討議を通して、彼ら一人ひとりの内面性

や人間性などに触れることができ、防衛大

学校生というある種、ステレオタイプのよ

うな目で彼らを見ていたことに気づかされ

ました。「防衛大学校生」は、彼らを構成す

る要素の一部にすぎず､人間と人間の｢対話」

ができたことが大きな収穫でした。このよ

うな対話を、ぜひ本会議でも重視したいと

強く思いました。（下吹越愛莉）

ゴ

Ｔ

■
■
Ｉ

結局のところ、日本の安危に関わる事件

が起こった時、最前線に踏み込むのは恐ら

く私たちではない､彼らです。日々の生活で

国防を常に心得ないといけないのも私たち

ではない､彼らです｡背負っている責任の重

さの差から生み出されたのは覚悟の差です。

防大生はみな考えが深く、強い信念を貫き

通して日々を送っています。同い年なのに、

自分と比べて何倍も大人っぽく見える彼ら

に、思わず尊敬の心に溢れている。（リーロ

イ）

▼特別講義③「CyberCapabnityBuilding」

（井手講師）

国防について考えるとき、現代の文脈で

はサイバー攻撃についても考えなければな

りません。井手講師にサイバー攻撃に対す
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る備えについて、ご講演いただいた。 ました。軍事でも活用できる教育なのか｡政

府、企業、個人間の連携なのか。それとも国

家を構成する国民の規模なのか。パワーと

は一体何なのか。

私は国家間で戦う上で重要な一つのキー

ワードとして｢道徳｣があるのではないかと

思います。政府をもってしてサイバー教育

を行う国もあれば、日本のようにICT分野

が人気職でない国も存在します｡ただし、こ

のようなサイバー攻撃は将来e-learningに

より、ますます個人レベルでの攻撃が可能

になるでしょう。そうなった際、「自分のた

め」に攻撃するのか、「国のため」に攻撃す

るのか、その動機は何なのか。行動、思考、

性格の一つ一つが道徳的でなければ、平和

への道はないのかもしれないと思いました。

（長谷川信寿）

1

参加者の声

6月6日。この日は日米において何があ

ったか、ご存知でしょうか？日米間ではミ

ッドウェー海戦があった日です。

講義内容はサイバーセキュリティについ

てです。ちなみにミッドウェー海戦とは､太

平洋戦争中の昭和17年(1942年）の6月

5日～7日にかけて、日米の海軍が繰り広げ

た大規模な戦いのことで日本海軍は空母4

隻、航空機約300機等を失うという大きな

損害を受け、以後の作戦の主導権をアメリ

カ軍に譲り渡すことになります。まさに太

平洋戦争のターニングポイントとも言える

戦いでした。この戦いにおいても「情報収集

と分析」は戦略を練る上でも非常に重要で

した。井出海佐がお話してくださった「サイ

バーセキュリティ」と関連するものです。

最初のコンピュータは弾道計算をするた

めに開発されました。情報利用が進んだこ

の世界では、旧来の火力や機械力のみで軍

事力を測ることはできなくなります。この

講義を聞いて国と国とが衝突するとき、も

っとも重要な力とは何なのか考えさせられ

■防大研修全体を通しての感想①

「部屋を片付けなさい｡」これは、母から

小さい頃よく言われたフレーズです。部屋

は心を表すから、と。私は、自分の内部環境

である心の状態と、自分の外部環境である

部屋の状態は関係ないだろうと、納得でき

ませんでした。しかし、防衛大学での経験を

通して、その二者の関連性に納得しました。

防衛大学の学生の外部環境と彼らの内部

環境の関連はとても明快でした｡例えば､彼

らの生活環境は、むだなものを省き、秩序と

調和が取れていて、カオスの対極に位置す

る状態です。これは、国を守るという使命の

元で、整えられた環境の重要性が見て取れ
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部屋を片付けようと思います。（林田將）ます。また、外部環境としての「身体』は引

き締まっています。それは単に、筋肉がある

とか無駄な脂肪がないとかではなく、国を

守るための資本として鍛えられた身体から、

魂の主張が見て取れます。それらの外部環

境も影響してか、彼らの国防に対する発言

はとても聡明で説得力を増しているのです。

内部環境が鍛えられて外部環境も変化する

のでしょうか、それともその逆でしょうか。

■防大研修全体を通しての感想②

「無知の知」というソクラテスの有名な言

葉があります。自分が何かを知らないとい

うことを、知っているということ。その上で、

知らないことを学ぼうとする謙虚な姿勢。

「自分はわかっているのだ」と根拠のない

自信を振りかざす人間は、それ以上の進歩

はありません。

では翻って、僕自身はどうだっただろう。

NHKスペシャルの特集などを見て、本も読

んで、周りの人たちと自衛隊や国防のこと

を頻繁に話してきました。その中で、「自分

はちゃんと関心を持ってこの問題を考えら

れているから、決して無知蒙昧などではな

い｣、と箸る心がなかったかと言われれば、

嘘になります｡そのあまり「今の国民の政治

や国防に対する当事者意識の低さは問題

だ｣、などと偉そうに考えたりもしました。

もしも箸る心がなかったなら、防衛大研

修の前と後で、「謙虚に考え続けよう」とい

う気持ちに変化はなく、心構えは大きく変

わるはずもありません。

ですが僕の場合、ガラリと変わってしま

ったのです。僕の周りの「自衛隊」「国防」

という言葉が、それまでと全く違った色彩

と重みを持って、僕の心に訴えかけるよう

になりました。知っている「つもり」になっ

て、箸って、無意識に見過ごしていた景色が、

急速に意味を持ち始めた瞬間でした。

日米学生会議初となる、1泊2日での防

-通
･霊

－ 4 ‐ し

画
一

、
■
‐

例
戸

彼らの国防に対する意識はいつから育ま

れたのか尋ねたところ、防衛大学に入学し

てからだと返答がきました。「入学前は、特

に意見はなかったです。入学するまではガ

リガリでしたし。実家の個室も散らかって

いますしね｡」とも。つまり、内部と外部の

どれから整頓するかの順序の重要性よりも、

その全てを並列に鍛えていくことが防衛大

学の制度なのだろう。外部環境のすべてが

媒体となって、内部の魂を主張するのです。

個人の外部環境は内部環境を主張するキ

ャリアである。日米学生会議にて、己の思考

を磨くと同時に、その魂に相応しい肉体と

周辺環境を築けたら暹しい°そのために私

は､人と議論する傍ら、身体を鍛え、そして、
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衛大学校研修は、単に国防について教授の

方々から授業をいただくのみならず、防衛

大の食堂で同じご飯を食べ、同じお風呂に

入り、同じ部屋で寝息を立て、同じ朝早くに

起きる…そんな、普通ならありえない経験

の連続でした。

という文字が急に、今までになく、ずしりと

重い、大切な意味を持ち始めたのです。

国防の知識や、防衛大についての基礎知

識･理念など､学べたことはたくさんありま

す。ですが、それらあらゆることより、僕は

この、代表団一人一人の心の中に起きた、小

さいけれど確かな変化こそが、この研修の

何よりの収穫だったのだと確信しています。

自分の足で赴き、自分の目で見て、心で考

えること。その積み重ねこそが自分たちを

一歩前へ導いてくれる確かなステップであ

り、それこそが、IASCの醍醐味です。

貴重な機会を僕たちに与えてくださった、

防衛大の皆様、そして調整を続けてくれた

ECに、心から感謝申し上げます。ありがと

うございました。（松村謙太朗）

僕たちは決して、防衛大の生徒になるこ

とはできません。ですが､僕たちはこの二日

間で間違いなく、1日の長い時間を彼らと

共にし、夜遅くまでの活発な議論も通して、

等身大の彼らに出会うことができました。

もちろん、厳格な整列や清掃の様子も見せ

ていただきましたが､防衛大の皆さんは､僕

が思った以上にずっと「同世代」で、そして

思った通り、笑顔が爽やかな人たちでした。

「この人たちが､未来の自衛隊を担ってい

くのだ｣、そんな清々しい意識が芽生えた後、

帰りに横須賀を他の代表団と共に五人で訪

れ、「海上自衛隊基地」の文字を見た瞬間、

五人全員が同時に、「ああ」と声を漏らしま

した。「ああ、「あの」防衛大の皆さんがこれ

から所属する、自衛隊の基地がある」と。密

度の濃い二日間を過ごしてくださった防衛

大の方々の事を､外からではなく中から、歪

曲された情報ではなく等身大で、「知る」こ

とができたから。僕たちにとって「自衛隊」

－

一一
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耳を傾ける。

まず､事前学習として、学生は沖縄での意

見を理解するための平和学習、基地問題に

関する日本国政府、アメリカ政府の意見を

学ぶ｡次に現地に赴く沖縄本研修では、沖縄

の複数の地域を訪問し、年代、職種､立場の

異なる現地の人々の声を聞くことから沖縄

の多様な民意を知る。最後に､事後研修では、

沖縄県外･沖縄県内・アメリカの学生で議論

を行い、沖縄・日本国政府・アメリカの三者

がより良い関係を築くために､今､学生たち

は何をすべきか、考える。

尚、当研修では､沖縄に関する様々な声を

聞き、多様な価値観に触れ､参加者各々が沖

縄の基地・平和について様々な視点から自

由に考える場を作ることを最大の目的にし

ており、特定の政治的立場を促進させるも

のではない。

3-6.沖縄研修(7月）

■概要・目的

2016年、アメリカ海兵隊普天間飛行場の

辺野古移設を巡り、日本国政府と沖縄県で

訴訟が起こり、結果日本国政府が全面勝訴

した。未だ妥結に至らない両者の関係の一

方で交渉を進める日米政府の動向に、日本

国政府と沖縄県の溝は深まるばかりである。

「沖縄｣・「日本国政府」・「アメリカ」が、

互いを尊重できる妥協策を生み出すには、

相互理解が必要である。それにあたり、「沖

縄｣・「日本国政府」・「アメリカ」がそれぞれ

求めるものは何なのか理解をしなければな

らない。しかし、そもそも沖縄県、日本国政

府､アメリカにおいて、それぞれの内部でど

のような意見が存在しているのか、どのよ

うな意見の対立が起こっているのか、把握

しているものは少ない。特に沖縄に関して

は、メディアに取り上げられる声と、取り上

げられない声があることも、原因の一つに

あるだろう。今回の日米学生会議のテーマ

は「己を省み、人を知る。～価値観の共有か

ら生まれる可能性～｣である。一瞬で世界中

の情報を手に入れられるようになってしま

った現代だからこそ、すでに書き手による”

加工"がなされた二次情報からだけでなく、

現地における一次情報に基づいて、価値観

の共有を行うことを重視している。

今回は、①事前学習、②沖縄本研修､③事

後研修を通じて、沖縄県、日本全国、アメリ

カにおける、それぞれの内部の多様な声に

3-6-1．事前研修

■スケジュール

【日時】2017年6月10日（土）

【場所】国立オリンピック記念青少年総合

センター

■プログラムの詳細

▼エルドリッヂ研究所代表・政治学博士ロ

バート．D･エルドリッヂ様によるご講演

米国海兵隊太平洋基地政務外交部(G-7)

次長として日米の防災協力や基地問題など

日米関係の改善に携われ、現在も政治学博
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士としてご活躍なされているロバート．D･

エルドリッヂ様をお招きし、在沖米軍基地

問題についてのエルドリッヂ様の見解をお

話しいただいた。

沖縄問題はメディアにより複雑になって

いると言った。沖縄に在住した経験から、実

際、普天間基地は言われているほどの危険

はなく、周辺住民にとって過激な反対運動

を行う活動家の方が騒音であること、また

沖縄の基地負担に焦点を当てがちだが、む

しろ経済面等において基地に依存している

面があることなど、バランスの取れていな

い報道の現実があるという。報道によって

は、アメリカ基地を支持してはならないと

いう同調圧力の環境が作り出されている現

状があるとのご指摘もあった。

これまで私はメディアを通してでしか沖

縄問題を知る機会がなかったが、今回の講

演を聞き、今までの自分の認識はメディア

が作り出したマイナスイメージであったこ

とに気が付いた。また、国防の視点から見て

沖縄に基地が位置することが大切であるこ

とや､人々の気持ちに残る戦争の傷跡､立地

的に見て中国外交のカギになっていること

から、安全保障や歴史､中国との外交などの

点を考慮しながら沖縄問題を解決していく

ことが重要だと思った。（藤本ミケイラ）

▼平和学習

参加者は沖縄県平和祈念資料館作成の戦

争体験のビデオを鑑賞した後、「戦争と平和」

をテーマにディスカッションを行った。

金
竺r

蕪▼ 轄 白
亜

勺

‐‐ の ！

一一 lllL

参加者の声

日米の架け橋として活躍なさっているエ

ルドリッヂ氏は、22年もの間、沖縄問題に

取り組んで来られ、アメリカ、日本政府、沖

縄の政府、沖縄の地元の方々の様々な視点

から見た沖縄問題を誰よりも良く理解され

ていた。

エルドリッヂ氏は、沖縄問題を「ishas

becomeabigknOt.IfyOutrytopulltheknot

inahurrywithoutcarefUllyseparatingit,the

knotgetstighterandtighter:絡まった靴紐

のようになってしまった。無理やり紐を解

こうとしても余計に絡まるだけであり、丁

寧に一つずつ解決していくべきだ｡」と表現

していた。

3-6-2.本研修

■スケジュール

【日時】2017年6月30日(金)~7月2日

（日）

【場所】沖縄県那覇市・名護市・宜野湾市・

沖縄市

宿泊:HOTELStoRK那覇新都心
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■各プログラムの詳細6月30日

▼航空自衛隊那覇基地司令川波清明様の

ご講話及び基地見学（6月30日）

南西防衛区域における唯一の航空基地と

して重要な役割を果たしている、航空自衛

隊那覇基地を訪れた。那覇基地司令である

川波清明様から自衛隊基地の役割や訓練内

容、戦闘機の機能等について詳しくご説明

頂き、学生たちは沖縄における安全保障に

ついて学びを深めた。その後、自衛隊の方々

から早期警戒機E-2Cや戦闘機などを間近

で見学させていただいた。

・航空自衛隊那覇基地司令川波清明様の

ご講話及び基地見学

・コザフィールドワーク

・普天間飛行場見学

・第三海兵遠征軍司令官および在日米軍沖

縄地域調整官ローレンス・ニコルソン中将

ならびに在沖米国総領事館総領事ジョエ

ル・エレンライク様によるご講話

・元沖縄県知事仲井眞弘多様･外務省参与

又吉進様ご講演

・沖縄タイムス社編集局長石川達也様の

ご講演
ｰ一ﾛﾛ,■■■■一一－ー

蕊
7月1日

・名護市長稲嶺進様のご講演

・幸喜ビーチにて海水浴

・ヘリ基地反対協議会代表安次富浩様と

辺野古ゲート前･瀬嵩の浜を散策､及び辺野

古の海でグラスボート体験

・国際通りにて自由時間

(上）川波様と集合写真

（下)E-2Cの見学
一

二

7月2日
ﾛ4■■■

i■沖縄尚学高等学校勉強会 己

・知事公室基地対策課調査班班長島袋秀

樹様、沖縄県企画部企画調整課武村幹夫

様によるご講演

・株式会社がちゆん代表国仲瞬様による

ご講演

･高校生とのディスカッション､議論内容や

感想の共有

・高校生と一緒にお弁当を食べる

P

Ｌ
一
喝

■
一
喝

｛
忠

I

参加者の声

川波那覇基地司令がお部屋に入ってくる

までの部屋の張り詰めた緊張感を今でも鮮

明に思い出せる。
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沖縄事前研修のスタートは那覇基地司令

の川波清明様によるご講演であった。これ

までにパイロットとしてのご活躍や教育分

野で、または官僚としてのお仕事など豊か

な経験をされてきて威厳がありつつも人を

惹きつける魅力がありとても素敵な方だっ

た。

「沖縄」というと米軍基地の話が1番初

めに出て来ることも多く、恥ずかしい話だ

が私自身、自衛隊の皆さんの沖縄基地での

活動について深く考えたことがなかった。

だが防衛大学での研修や沖縄研修に行く前

の事前学習を通し中国や韓国、アメリカと

の関係から沖縄の自衛隊の存在がいかに大

きいのかということに気づいていた。

ご承知の通り沖縄は地理的に韓国や中国

と近く、領海･領空における問題が起こりや

すい地域である。ご講演内容によると平均

して那覇では1日2回以上のスクランブル

がある状況だという。

私たちが普段安心してこの国で暮らせる

のは海や空を自衛隊の方々が守ってくださ

るからだという事実を再認識できた。私自

身、見えていなかった事実が見えるように

なる感覚を日米学生会議を通して味わうこ

とが多いが川波様のお話は私の国防への視

点をさらに深めてくださるものであった。

その後､航空機の見学をさせて頂いた｡本

物の自衛隊の航空機を間近で見る機会は初

めてでその迫力そして音に圧倒された。

今回の川波様のご講演や飛行場の見学を

通して私たちは沖縄の自衛隊の皆さんの活

躍の一部を「知る」ことができたと思ってい

る。このせっかくの機会を活かし今後も積

極的に学習をしていき「理解する」ファース

トステップにしていきたい。

川波様そして、那覇基地の皆さま、ありが

とうございました。（佐々木彩乃）

▼コザフイールドワーク（6月30日）

沖縄戦の際、激戦地の1つであった、コ

ザ｡かつて農村地域であったが､沖縄戦中は

米兵が部隊の本部や病院を建て「キャンプ．

コザ」と呼ばれるようになり、戦後は米軍に

よる土地収用が行われ、米軍基地の街とな

った。1970年代には「コザ暴動」などアメ

リカ統治下での住民不満が顕在化したが、

現在も基地の街としての面影が色濃く残る。

研修では、街を散策しながら住民の方にお

話を伺ったり、沖縄市戦後文化資料展示室

ヒストリートの館長の方から戦後のコザに

ついてご説明いただいたりした。我々は沖

縄とアメリカの関係性について考えた。

ヒストリートの前で

剛
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Ｉ
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参加者の声

過去のコザと、今のコザ。そして、これか

らのコザ…
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ヒストリートと商店街を訪れ、時の流れ

の中で、この街に生きる人々の生活が劇的

に変わってきたことを想像させられた。

少し話は逸れるが、一般的にはお互いの

ことをそれほど知らない「お客様と店を営

む者｣の関係は想像以上に濃く、そして特別

なものだと思う。私はかつて父と母の自営

業を手伝っていたのだが、そのときに、毎日

のようにお店に来てくださった方や、毎朝

挨拶をしてくださった方や、私の大学合格

を心から喜び､祝福してくださった方や､子

と離れて暮らす父の気持ちを共有してくだ

さった方や、最後には涙を流してくださっ

た方もいらっしゃった。

状況はかなり異なっているかもしれない

が、コザの街のお店を営む人々と、そこを訪

れる人々との関係も、きっと見たり聞いた

りして知ることができる以上のものなので

はないだろうか。良いときもそうでないと

きも、コザで生きてきたひとりひとりの暮

らしに与えてきた影響は、単に経済状況だ

けでは測ることができないと思う。

コザについて考えるとき、『今まで」の話

だけを考えがちかも知れないが、そこで生

きる人がいる限り、そこには『今』のコザと

『これから」のコザがあるはずだ｡つまり、

『遺跡』としての意味だけでなく、そこで現

在も生活が行われている場としての意味も

もつはずである。

昼間に人通りの少ないコザの商店街を歩

きながら、このような商店街はコザだけで

はないと思いつつも、その未来について考

えさせられた。

その中で、StartupCa企を見つけた。個人

的にも興味をそそられたのだが、ここから

何かが生まれ、コザのあり方も変わってい

くかもしれないと感じた。

過去のコザと、今のコザ。そして、これか

らのコザ…

またいつか訪れたい街だ。（阪上結紀）

▼普天間飛行場視察（6月30日）

まず、在日米軍海兵隊の軍用飛行場であ

る普天間飛行場にて、海兵隊の方々から普

天間飛行場の役割や特徴、海兵隊の役割に

ついて詳しくご説明いただいた。その後､オ

スプレイをはじめとする航空機や基地内を

見学させていただいた。

▼第三海兵遠征軍司令官および在日米軍沖

縄地域調整官ローレンス・ニコルソン中将

及び在沖米国総領事館総領事ジョエル・エ

レンライク様によるご講話（6月30日）

キャンプ・コートニーにて、在沖縄米軍の

トップであるローレンス・ニコルソン中将、

並びに、在沖米国総領事館総領事ジョエル・

エレンライク様から、ご講話をしていただ

いた。学生たちは積極的に両人に質疑応答

をしながら、沖縄とアメリカの複雑な関係

性、また日米同盟の意義などについて理解

を深めた。
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沖縄戦の悲惨な歴史も原因となり、国内

の岩国や横田といった他の米軍基地などと

比べ､沖縄では米軍兵､米軍基地と市民との

分断がなお顕著である。だからこそ、米軍基

地の人々が、沖縄への物理的あるいは精神

的な負担が大きいことを自覚し、その実態

を知ろうとしていることが強く感じられた

ように思う。

基地を通したビジネス、科学、文化、学生

などの交流や、TOMODACHI作戦など、

人と人との繋がりを実感させるものも数多

くある。共生の道を模索し続けている、とい

う話に、問題の根深さを実感するとともに

その努力を惜しまぬ姿勢に感銘を受けた。

特に米軍関連の悲惨な事件、事故にスポッ

トが当たりがちだが、こうした事件に対す

る基地内での教育は徹底している、と知り、

解決への決意を垣間見た気がした。

軍としての強さは維持しつつ、土地の返

還などを通して規模の縮小をめざし、最大

限住民に敬意を払おうとしている、とおっ

しゃっていた。より少ない土地で、どのよう

に強さを維持するのかという疑問には、効

率を上げることが重要だ、そしてこれによ

り沖縄だけでなく、軍にもメリットがある、

と教えていただいた。

沖縄研修の後、時間を取ってじっくりと

いろいろなことを考えると、ふと2年前、ワ

シントンD.C・のスミソニアン博物館にて太

平洋戦争の紹介をしているブースを見て、

感じたことが鮮明に思い出された。それま

では日本だけが、「欲しがりません、勝つま
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(上）参加者はおこ方と活発に議論した

（下）おこ方との集合写真
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参加者の声

6月30日、キャンプフォスターにて在沖

縄米軍のローレンス・ニコルソン中将と在

沖米国総領事館のジョエル・エレンライク

総領事にご講演いただいた。ご多忙の折､若

輩の私たちの為に時間を割き、日米安保の

相互理解に尽力いただきましたことを先ず

深謝申し上げたい。初めて足を踏み入れる

米軍基地に皆､緊張し、冷房のききすぎた部

屋で凍りそうだったが、おこ方とも非常に

気さくな方で､歓迎していただいた。沖縄米

軍基地の立場､果たすべき役割､将来に対す

るビジョンなどを語っていただき、日米学

生会議参加者にとって、米国あるいは米軍

の視点から基地問題を考えるきっかけとな

った｡
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にて、ご在任中数十年も膠着状態であった

基地移設を前進させるためご活躍なされた

元沖縄県知事であった仲井眞弘多様と、当

時沖縄県庁知事公室長を務め、仲井眞県政

をお支えになられた又吉進様（現外務省参

与）をお招きし、ご講演をしていいただいた。

ご講演では、おこ方から、沖縄の歴史、沖縄

の直面する課題（経済・流通・安全保障)、

基地問題、次の世代に求めること等につい

てお話いただいた。また、今回は、仲井眞様

にとって、知事退任後初のパブリックイベ

ントのご出席となられた。

では」などのスローガンを抱え、我慢を強い

られてきたと思っていたからだ。が､米国民

も食料を含めた色々なものを我慢するため

のポスターが展示してあり、米国民も第二

次世界大戦中､軍人の家族はもちろん、一般

市民までも物質的な制限があったことを知

った｡彼らもやはり自己犠牲のもと、国を守

ろうとした事実に、そしてそれに気づかな

かった自分にも、衝撃を受けた。

今回､事前にいくつかの文献を読み､下調

べをしたが、問題は想像よりはるかに根深

く、整理がつかなかった。混沌としたまま訪

れた基地だが､様々な話を聞き、ますますわ

からなくなってしまった、というのが率直

な感想である。遠く離れた地に住む私にと

って報道でしか知ることのない沖縄の実情。

今回の訪問で自分がいかに基地＝負の遺産、

というイメージにつきまとわれていたかを

感じさせられた。一方を聞いて沙汰するな、

と耳元でずっと言われているようだった。

日米のいずれの立場にも思いを馳せ、己の

立場だけを主張するのではなく、多角的な

判断の必要性と努力により、平和的解決や

理解を進める重要性を考えることが大切で

はないか。学んだたくさんのことを消化で

きる日がいつか来るよう、自分の目で見た

ことを忘れず、もがきながらも、ずっと考え

ていきたい。（伊藤江理華）

＝

仲井眞様がご講演なさっている様子

ﾛ． |『一

仲井眞様・又吉様との集合写真

参加者の声▼元沖縄県知事仲井眞弘多様・外務省参

与又吉進様のご講演（7月1日）

沖縄県男女共同参画センター「ているる」

そのひとがマイクを握った時、空気が変

わった、と思った。
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目の前に座っているのは、かつて沖縄を

率い、辺野古移設の決断で悪名を負った元

県知事。修羅場をくぐり抜けて来たそのひ

とは､第一線を退いてなお､独特の凄みを身

にまとっていた。

2017年6月29日、沖縄県那覇市。熱気

が街を押し包むその日、私たちは仲井眞弘

多元県知事と相対していた。三度目の知事

選で翁長現知事に敗れて以来、公の場で語

ることの無かった仲井眞氏。そんな元知事

が、日米学生会議のために口を開いてくれ

るというのだ。

「裏切り者｣、「沖縄を売った男」……。

仲井眞氏への批判の声は計り知れない。

その声に押されて、元県知事の実像はまっ

たくと言っていいほど見えなくなっている

のが現状だ｡事実沖縄に来るまで､私の描く

仲井眞氏の姿は、ヴェールをかぶったよう

に暖昧だった。だからこそメディアという

レンズを通さず、仲井眞弘多というひとに

迫る。生の声を聞き、感じる。それが、非当

事者が基地問題に近づく大きな鍵になると、

私は信じていた。

講演前から、自分なりに決めていたこと

がある。それは、「問題がよく分かった｣、「お

気持ちが理解できた｣、などという浅はかな

言葉は決して使わないこと。

たった一度の講演で、問題の本質を理解

できたなどと口にするのは失礼というもの

だろう。ただ相手の思いを知ろうと努め、受

け止め、自分なりに噛みしめること。それが、

私に出来る唯一のことだと思っていた。

講演冒頭。まず､仲井眞氏と並んで座る男

性がマイクを取った。又吉進氏。かつて仲井

眞県政を支え、知事の腹心と言われた実力

者だ。「難しい話は、全部この人に説明して

もらうから」と仲井眞氏が､冗談交じりに言

う。その言葉から、かつての側近への全幅の

信頼が窺い知れた。

第二次大戦の敗戦国として、アメリカと

対等な交渉の席につけない事実。基地を受

け入れる他県のない現実｡そして、普天間の

危険性を一刻も早く取り除くことが、何に

も増して優先されること。辺野古移設計画

が、法に則って進められたこと…。

又吉氏は順を追ってそれらを説いた。仲

井眞氏が腹心の言葉を継いだ。

「現実の問題への取り組み方が､観念的に

なりつつある」「原理主義的になっている」

仲井眞氏は不安げにそう口にした。日本を

取り巻く情勢が厳しさを増す中、理念や理

想を掲げるだけでは問題解決は望めない。

ただ基地反対を叫ぶのではなく、行政とし

て何が出来るのか、に思考を転換していか

ねばならない･･･・

印象的だったのが、二人の視点が一貫し

て日本全体に向けられていたことだ。日本

の現状を傭撤し、その一部としての沖縄に

目を向ける。しかし決して、沖縄を置き去り

にした議論はしていない。そんな絶妙のバ

ランスが、私の心を打った。

「県民には感情的な拒否感がある」

講演中、仲井眞氏は繰り返しそう述べた。

沖縄戦の惨禍。本土復帰までの苦しい道
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程。それらの記憶を背景にした県民感情を、

仲井眞氏も又吉氏も、痛いほど知っている

はずだ。だが二人は、理解した上でなお、現

実的な選択肢の中で最善を模索した。それ

は、県民の代弁者となるよりも、遥かに難し

い道だったに相違ない。

辺野古移設の重い決断。

それは、沖縄県民としてのアイデンティ

ティを持ちつつも、霞が関で働き、国全体を

見る目を養った仲井眞氏だからこそ、辿り

つけた選択ではないだろうか。

「メディアに叩かれるのを覚悟の上で、政

治生命を賭けて決断した」

当時を振り返り、そう語った時｡仲井眞氏

には微塵のためらいも感じられなかった。

自分の取った道に、たしかな自信と誇りが

ある人の言葉だと私は思った。

ご講演を通じ、基地問題は自分にとって

身近になったようにも、また遠くなったよ

うにも思う。問題に向き合ってきた当事者

の思いを肌で感じられた。だが一方で､積み

重ねられて来た県民の思いと、沖縄を取り

巻くどうにもならぬしがらみを垣間見て、

自分と当事者との距離をより深く感じたの

も事実だ。

そのいずれの感情も、私は大事にしてい

きたいと思う。足を踏み入れたこの問題に、

解決という未来があるのかも分からない。

それでも、消化しきれない思いを抱えたま

ま、沖縄の進む道から眼を逸らさずにいた

い。これからも。絶えることなく、ずっと。

（大野あゆみ）

▼沖縄タイムス社編集局長石川達也様

のご講演（7月1日）

沖縄タイムス社本社にて、沖縄タイムス

社編集局長である石川達也様から、基地問

題の経緯、基地問題に対する地元メディア

の使命やメディアが与える影響等について、

お話頂いた。その後､新聞の制作室にご訪問

させていただき、緊迫した空気の中､翌日の

朝刊の編集をなされている様子を見学させ

て頂いた。

石川達也様との集合写真

編集室を見学させていただいた 挙
が
る
塞
薯
垂
騒
：

ご
▲

一

参加者の声

6月30日に、沖縄の地方紙である沖縄タ

イムス社の編集局長、石川達也様にご講演

頂いた｡沖縄の基地問題においては､本土の

多くの人間が知らない沖縄県の人々の想い

が数多くある。講演では、沖縄の歴史や日米
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の防衛体制の現状や、現地に住んでいるか

らこそ分かる県民の感情への鋭い洞察から、

理性的な考えのみからでは到底たどり着か

ない沖縄の基地問題についての持論を展開

された。

講演の中で最も印象に残ったのは、これ

まで長い時間基地問題を我'|曼し続けて来た

沖縄県の人々に、これ以上基地の負担を強

いるのは不当であるという旨の話であった。

沖縄県は戦後、アメリカの軍政下に置かれ、

多くの人が非人道的事件の被害にあってい

た。その問題は、日本復帰後も完全に払拭さ

れる事はなく、基地の規模の縮小において

も当時の沖縄県の人々が期待していたよう

な成果を得る事は叶わなかった。そして､依

然悲惨な事故も多発している。このような

点から、長きに渡って米軍基地に苦しめら

れて来た沖縄県の人々に、さらに今後数十

年に渡る我慢を強いる事となる県内移設に

は断固として賛成できないという石川様の

意見は、沖縄タイムス社への訪問の前に訪

れていた移設賛成派の意見に考えが傾いて

いた当時の私の心を激しく揺さぶった。

また、朝鮮半島での有事に沖縄県の米軍

基地から兵力が派遣されず、太平洋にいた

戦艦が現場に回されたという事実を振り返

り、そもそも沖縄に米軍基地という形で兵

力を溜める必要性にも疑問を呈された。そ

もそも有事に使用されない戦力なら米軍基

地が日本にある意味すらないという持論は、

少し急進的ながらも示唆に富んだものだっ

た。加えてこれらの論調には、「沖縄の平和

を守る為､戦争に組する報道はしない」とい

う沖縄タイムス社という新聞社としてのス

タンスや、石川様の編集者としての強い想

いが少なからず現れていると感じた。

日本全体の利益の為に、日本全体の問題

である米軍基地の大部分を沖縄に押し付け

てしまっていいのだろうか。周辺地区の人

口密度の都合上普天間に基地があるとより

多くの犠牲者がでてしまう可能性が高いと

いう、沖縄県全体に置かれた視点から、辺野

古という土地に基地被害を被ってもらうの

は致し方ないという考えは、果たして身勝

手ではないのだろうか。全体としての利益

を理性的な視点からのみで考えたのでは得

られない、局所的かつ感情的な意見の存在

とその重要性を、石川様の講演の中で再認

識することできた。

同時に、移設容認派の意見と比較検討し

た結果、両者の意見はどちらも否定できな

いと感じた。こうして、同一の物事において

対立する主張は、その物事を判断する価値

観が異なるだけで、どちらもそれぞれにと

っての正義たり得るという、考えてみれば

至極当然の事を強く実感した。（岩井凌太）

▼名護市長稲嶺進様のご講演(7月1日）

名護中央公民館にて、名護市長である稲

嶺進様から名護市の海岸への基地移設の現

状や、名護市長としての基地移設に対する

ご意見や名護市民の民意などをお伺いした。
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このことについて、台湾研究者の野嶋剛

さんは｢辺野古問題による沖縄の台湾化」を

指摘している。野嶋氏によれば、台湾が、中

国の一部であるという過去の常識から揺ら

ぎ、台湾は台湾であるという認識が主流化

しているように､辺野古問題によって、日本

の一地域である沖縄の「沖縄アイデンティ

ティ」が強化されており、その自然な帰結と

してナショナリズムに目覚め、自己決定権

を一層求める動きになっている。

しかし、野嶋さんの沖縄ナショナリズム

という批判は、地方の主体性考盧していな

い側面がある。確かに、沖縄では日本の他の

地域よりうちな－んちゅ（沖縄人)であるこ

とへのアイデンティティが強い側面はある

が､そのことと地方自治との関係性を、迂闇

にも同一視すべきではない。

そして、この問題の核心はまさに、沖縄ア

イデンティティに支えられ、そこに生活す

る人々を想う稲嶺さんの主張する、沖縄県

の米軍基地負担軽減や、辺野古への移設反

対が､地方自治の権限を超えた、国防という

国家そして外交レベルの事案であることな

のだということを改めて認識した。

また、稲嶺さんが講演でおっしゃられた

米軍基地への姿勢に対して、具体的にどの

ような政策、外交方針をとって本土との妥

協点を探っていくのかという質問が、私た

ち学生会議の側から多く出たことも、考察

すべきことだ。

どこまでが、絶対的な要求でどこまでが

妥協できることなのかを知ることはとても

’
(上）稲嶺様ご講演の様子

(下）稲嶺様との集合写真

麓

参加者の声

「はいさい、ぐす－よ－．ちゅ一・うがなび

ら」うちな一ぐちで、「こんにちは、皆さん

ご機嫌いかがですか？」という意味だ｡稲嶺

さんは開口一番に、この言葉で私たちを歓

迎してくださった。稲嶺さんはうち－な－

ぐちは日本語とは違う言葉であり、方言と

いう言い方はしないとこだわっておられた

自分は最近台湾について少し学んだのだ

が、台湾は「一つの中国」から転換し「台湾

は台湾である」という台湾アイデンティテ

ィというものが、特に民主化以降生まれた

若者の間で育っているそうだ。これに対し

て、沖縄の言語や文化を守ろうという、稲嶺

さんから「沖縄アイデンティティ」を少なか

らず感じた。
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大切な、交渉の基本だ。特に国側は、沖縄が

これまで背負ってきた負担を考慮し、われ

われ沖縄に住んでいない人も基地がある生

活を想像して、もし自分が住んでいる場所

に基地がきたら、もし辺野古が自分の住ん

でいる場所だったらという想定をいつも持

った上で、沖縄問題と向き合っていきたい。

（豊坂竹寿）

参加者の声①

薄い青や緑のようにも見える透き通った

海､太古の昔から生きているサンゴ､風が運

んでくる潮の香り、陸地よりも少し涼しい

風･･･

グラスボートの上で、思わずいろんな感

覚を駆使してこの海を味わいたくなり、私

はここが辺野古であることを忘れてしまい

たくなった。今まで訪れたことのある海の

中でもとても美しく、多くの人がそう思う

ように、私もこの海が好きになった。

i1辺野古の海'の'1生物多様性川一・

国防的観点からはあまり語られることの

ない言葉ではあるが、辺野古の海はそれを

私に実感させてくれた。

そんな豊かな海の海面には、オレンジ色

のブイが浮かんでいる。これは基地建設予

定地を示すものだ。この光景を目の当たり

にして、頭で考えるよりも先に、「この自然

を守りたい」という感情を抱いた。この研修

では、基地問題に関して様々な意見をお聞

きしたが、もっとも心で感じたのはこの辺

野古の見学である。

ただ、気持ちだけでどうにかすることが

難しいのがこの基地問題だ。

あらゆる側面からこの問題を考えた時に、

私の中で何十個もの問いが浮かんできた。

その問いひとつひとつに向き合って、対話

しながら深く考えていくことは、沖縄問題

だけでなく他のあらゆる問題を考える際に

も必要であると、信じている。

▼幸喜ピーチにて海水浴（7月1日）

海水浴をしながら、沖縄の自然や､沖縄の

海の美しさを、五感を通して体験した。

▼ヘリ基地反対協議会代表安次富浩様と

辺野古ゲート前･瀬嵩の浜を散策､及び辺野

古の海でグラスポート体験（7月1日）

ヘリ基地反対協議会代表安次富浩様と

辺野古ゲート前・瀬嵩の浜を散策しながら、

沖縄の生物多様性を学び、また基地移設に

対するご意見もお伺いした。移設現場も視

察した。

また、グラスポートでは、サンゴ礁を観察し、

基地移設がサンゴ礁に与える影響などをお

伺いした。
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辺野古沖にあるブイとフロート（浮具）の外

で､巡視船､海上保安庁によってどのように

監視がなされていて、どれほど緊迫状況な

のかは、実際に赴いたからこそ理解できた

ことである。

度々メディアで報じられている辺野古移

設予定地。自身の目で見ること、ヘリ基地反

対協議会の方々の想いを直接伺うことによ

り、基地移設問題を取り巻く利害関係の複

雑性がより一層胸に突き刺さった瞬間とな

った。

さらに、沖縄研修が終わった現在ですら

多くの疑問、葛藤が残る研修にもなった。

海上保安庁、巡視船が毎日監視を行うこと

に伴う費用は莫大だ。これらのお金はどこ

から発生しているのであろうか。辺野古基

地建設に抗議する船と海上保安庁との対立

は現在も続いている。

確かに名護漁協は全漁業権を放棄し、政

府から放棄に伴う損出補償額は支払われた。

しかし補償額が支払われたからという理由

は、市民の基地移設反対の声に圧力をかけ

る正当な理由となり得るのだろうか。そも

そも、辺野古の海は名護漁業関係者の方々

だけのものなのでしょうか。基地移設によ

る損害費用､補償等を市民に支払えば､沖縄

で生活をしている人々の反対の声を無視し

てでも移設していいのだろうか。

私は今回挙げた疑問以上に多くの疑問を抱

いた。

ただ、この「辺野古グラスポート」は沖縄

研修前に、実行委員が言っていた「簡単に解

私の沖縄研修は、まだ終わっていない。

(阪上結紀）

X

‐ 4－
ー －

(上）建設予定地を示すブイが浮いている

（下）グラスポートからサンゴ礁を観察

参加者の声②

「辺野古基地移設で語られる複雑性」

基地の移設にあたって国防､沖縄県､沖縄

県民、辺野古市、辺野古市民、米軍基地、自

然保護､騒音､事故問題等の様々な利害関係

が衝突している。

ただ私が実際に現場に赴き、「辺野古グラ

スポート」を体験したからこそ強く感じた

ことが一つあった。

「綺麗な海､珊瑚礁の上で起きている政府

と市民の対立による緊迫感｣だ。もちろんだ

が、辺野古基地移設予定地の報道はテレビ、

新聞等を通じて見たことはあった。しかし

53

鬘雲壽簔毫雲雲妻雲菫一一一

…蕊駕篭蕊

~



第3章事前期間中の活動報告

決策を出したい､理解できる、と思わない方

がいい」という言葉の意味を理解する一つ

の重要な経験となった。

将来的にこの基地移設問題はどうなるの

かはまだわからない。

しかし、辺野古への基地がなされた場合、

私達が目にした綺麗な海､珊瑚礁､マリンス

ポーツが盛んである今までの辺野古は決し

て元には戻って来ないという事実は大変悲

しく感じる。

沖縄研修でのこの貴重な経験に感謝をし、

引き続き基地移設問題と真筆に向き合って

行きたい。（新井英貴）

袋

(左）島袋秀樹様．

（下）国仲瞬様

(右）武村幹夫様

基地に関す

るご講演では、

沖縄が抱える

米軍基地問題

に対する県庁

としての見解

や、本土と沖

■
迄

縄、そして沖縄県内でも基地がある地域に

暮らす人とない地域に暮らす人では感じ方

が大きく異なるということをお話し頂いた。

21世紀ビジョンは、沖縄の目指す将来像

を描いたもので、沖縄というと基地負担の

軽減ばかりが注目されがちだが、それだけ

でなく経済的に発展することや、住民にと

って暮らしやすい街を目指すという計画に

ついて伺った。

平和教育に関するご講演では、修学旅行

で沖縄戦について学ぶ学生たちがどうやっ

たら自分事として平和教育をとらえ、学ん

でくれるのか？ということを探求した、こ

れまでとは違う学びについてお話しいただ

いた。

特に、平和教育に関するご講演は､非常に

(上）グラスボートに乗る参加者たち

■沖縄尚学高等学校勉強会(7月2日）

▼レクチャーパート

沖縄尚学高校前半のプログラムは、知事

公室基地対策課調査班班長島袋秀樹様に

よる在日米軍基地に関するご講演、沖縄県

企画部企画調整課武村幹夫様による沖縄

21世紀ビジョンに関するご講演、株式会社

がちゆんCEO国仲瞬様による沖縄平和

教育に関するご講演であった。
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③｢沖縄県と本土との溝」を日常で感じるか、

また本研修を通じて感じたか

④10年後の目指すべき沖縄県とはどのよう

な姿で、それに向けて今若者たちは何をす

るべきか

！

印象に残るものだった。私自身は､修学旅行

先は沖縄県ではなく長崎県で、原爆に関す

ることを中心に学んだ。その記憶は今も鮮

明に残り、自分の戦争に対する考え方に大

きな影響を及ぼしているといえる。しかし、

国仲様が株式会社がちゆんを立ち上げるに

至ったある子供の発言は、あまりにも衝撃

的なものであった｡戦争教育を真に伝え､子

ども自身が考える機会を持たなければ、戦

争は自分の知らない誰かの一体験としてし

か伝わっていないことも多いのだと感じ、

恐怖さえ覚えた｡今､戦争を体験していない

世代が多くを占めているが、悲惨な戦争だ

からこそ、それを繰り返してはいけない。そ

のことを子ども達に真に理解してもらうた

めに、”自ら考える平和教育"が支持されて

いる。平和教育の現状を知るだけでなく、当

時私自身がどう感じ、何を考えたかを振り

返り、改めて考える機会を持つことができ

た。（金澤つき美）

【本勉強会参加学生】

沖縄尚学高等学校の生徒のみなさま

第69回日米学生会議日本側参加者

第69回日米学生会議米国側参加者

26名

32名

1名

参加者の声：日米学生会議側①

「高校生との対話から掴んだ沖縄問題の希

望～TheyからWeへの概念シフト～」

▼ディスカッションパート

【ディスカッションの目的】

沖縄の県内の高校生である沖縄尚学高等学

校の生徒のみなさまと、日本全国からの参

加者で構成されている日米学生会議の参加

者が、議論を通じて率直な意見交換し、「沖

縄」を内と外から見つめ直す。

「これは深刻な問題だ｡」

二日目の辺野古移設先見学ツアーが終わ

った際､絶望の確信を抱き、涙したのを今で

も覚えている。

研修前から、「沖縄問題」について自分

なりに調べ、考えてきたので各アクターの

主張やその関係性の構造は頭の中に入って

いた。だが、「問題性」の本質は全くもって

掴めずにいた｡辺野古基地移設問題には､大

きく移設容認派と反対派がいて、その中で

も多様な意見が存在している。

【ディスカッションの内容】

⑩在沖米軍基地に関して

②沖縄戦と平和

55



第3章事前期間中の活動報告

一言で、「沖縄問題」と言っても、歴史

的契約背景､安全保障上の戦略的優位性、日

米同盟の存続条件、日米地位協定の権力関

係､政治的操作性､米軍による沖縄市民への

人命危害､騒音問題､生態系への影響の不確

定性、軍用地収入の構造、基地予算・補助金

問題、米軍の雇用問題、跡地利用問題、観光

産業への影響etCあらゆる問題が渦巻いて

いる。

それぞれの主張を個別的に見ていくと、

それなりの根拠と妥当性はある。でも、全体

としては依然として問題は問題のままであ

る。その問題の本質が明らかにされないま

ま。

三日目を迎える前、二日間のプログラム

を通して、ひたすらに問題の原因を探ろう

としていた｡様々な人の話を聞きながら、私

の中で、一向に対話が進まないことの原因

が大きく三つあるのではと推論していた。

① 論点の不一致

② 主語の不一致

③ ゼロサムという前提

「論点の不一致」とは｢辺野古基地が必要で

ある」という移設容認派の意見に対しての

「辺野古基地は置くべきではない」という

移設反対派の反論の仕方に対するそもそも

の矛盾である。これは逆の反論も然りであ

る。「事実認識」「必要論」と「規範論」のぶ

つかり合いはいつまでたっても埒があかな

い議論にしかならない。

続いて、「主語の不一致」とは「誰にとっ

て」という観点の欠如である。それは「誰に

とって」必要なのか、「誰にとって」すべき

ではないのか。これを明確にしないまま議

論するから、「(政府にとって)必要である」

と「(沖縄市民にとって）必要でない」が同

じ土壌において議論が成立しているかのよ

うに錯覚し、そもそもの主語の違いによる

矛盾構造に気づかないまま吸引されてしま

う。

最後に、「ゼロサムという前提」とは「自

分たちの主張を通す」ことは「それ以外の主

張を否定する」ことであり、両者の意見がい

い塩梅にwin-winの関係を築くことはあり

得ないという前提が意図せずとも暗黙の次

元にあるということである。この前提があ

るとどうしても議論において｢協力」ではな

く「収奪」の思想に陥りやすく、権力の程度

が違えば｢支配･被支配」の関係になってし

まう。

おそらく「沖縄問題｣に関する日本政府、

アメリカ政府、沖縄県での対話における進

捗の硬直の原因はこれらだろう。ただこれ

はあくまで｢沖縄問題｣の原因分析にすぎな

い｡原因がわかったところで､解決できるわ

けではないのだ｡原因の原因、いわゆる原理
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も対話しやすいということは私の中で直観

した事実である。その直観の裏にはそれを

成立させる条件として「沖縄問題」を解決し

うる原理が潜んでいるに違いない。

よく考えると、私が大切だと考えてきた、

個別最適ではなく全体最適で考えること、

システマティックにアプローチすることな

どもその根底には｢私たち」すなわち｢We」

の概念がある。

上記の①～③の原因も「They」の概念が本

質的な引き金となっているのではないだろ

うか。｢We｣の概念を持って対話すれば解決

しうるだろう。

これだ。少し安堵とも言える感覚を味わ

った。『｢沖縄問題」に関わるすべての人が

「They｣ではなく「We｣という概念を持ち、

相互に対話すること｡』これが「沖縄問題」

の原理的な解決策であろう。

非常にシンプルではあるし、目から鱗の

発見でもない。ただこのシンプルさをどの

程度まで意識して、徹底できるかが大事な

のだと確信した。

あくまで、これは原理､理念にすぎないか

ら、『｢沖縄問題」に関わるすべての人が

「They｣ではなく「We｣という概念を持ち、

相互に対話すること｡』を成立させる具体的

な社会条件はこれから一層議論されなけれ

ばならないことである。

「沖縄問題」についての課題は数え切れな

いくらい山積している。だが､希望がないわ

けではない。今一度この原理からスタート

してこの問題に協同的に取り組もうではな

レベルでの「起成原因」にまで遡り、そこか

ら糸口を見出していく必要があるのではな

いか｡誰もが疑い得ない原理から始め、少し

ずつこの複雑な問題を紐解いていく、それ

が｢沖縄問題」に対する本質的なアプローチ

ではないだろうか。

そんなことをモヤモヤ考えながら、三日

目の最終イベントである沖縄尚学高校研修

を迎えた。高校生との対話はおそらく初め

てで、とても新鮮で心地よかった。辺野古基

地移設問題や沖縄のこれからのヴィジョン

に関してたくさんの議論をした。以前の二

日間もいろんな人たちと対話してきたのだ

が、なんで高校生との対話はこんなに格別

楽しいのだろうか｡対話している最中、気持

ちよい違和感が拭えなかった。なんでだろ

う。注意深く高校生の言葉を聞く。するとあ

る言葉が多用されていることに気づいた。

それは｢私たちは」という言葉であった。

その時、自分の中に雷鳴が走った。

「あ、これに違いない｡」本質を直観した

瞬間である。以前の二日間は、あらゆる人た

ちと話していて、自分とは異なる立場の人

を｢彼らは」という言葉でラベリングしてい

る人が多かったと感じた。だが､高校生は違

った。沖縄県民のこと、日本政府のこと、ア

メリカ政府のことを話す時も、常に｢私たち

は」という言葉を使うのである。高校生も別

にすべてのアクターに対して当事者意識を

持っていた訳ではないと思う。というか、そ

んなことはそもそも不可能なのかもしれな

い。だが､言葉の使用が違うだけでこんなに

『一 再
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いか。

絶望の淵から救い上げてくれた沖縄尚学

の高校生達には心から御礼申し上げたい。

沖縄尚学での高校生との対話。

それは、これから共に未来を創造してい

く仲間同士の確かな信頼が築かれ、淡い希

望の光が私たちを照らした瞬間であった。

考え続けることに終わりはない。（野間

康平）

解消されたものではなくむしろ私の尽力を

駆り立てるものであった。内心､私は少々焦

っていた。休日返上で来てくれている生徒

たちにできることは。私は沖縄の当事者の

前で何を話せるのか。なぜ私の机だけ私以

外みな女性なのか。精織に冷静を装う私は、

当然のように議論を仕切り、話を進め始め

た。私はすぐに二つの気付きに出くわすこ

ととなる。一つは､高校生三名の秘める想い

や考えの深み。もう一つは､机に着く大学生

三名を含めた六名の彩であった。そこでは

肩書はその意味を薄めていった。いま振り

返れば、大学生と高校生の議論という枠組

みを越え、六名の個人による対話がそこに

息づいていたのではないかと素直に考える

次第である。

ここで議論の中身はいかなるものかと問

われると、その進行過程のダイナミズムに

関わる記憶は甚だ希薄である。議論後に行

われた机を超えての意見共有では、三名と

も思いを話してくれた。よほど自分の机の

議論がうまくいったのか、それとも私の盗

意的な視線がぐいと発言を後押ししたのか

はわからない。しかし、この時点で私の当初

の目標は達成され、同時に目標を通り越し

た経験的財産を手にしていたことを意識し

た。さてではどのような議論をしていたの。

次にそう問われれば、画面投影に主張され

た議題の大枠だけを意識しつつ、大方奔放

に、赴くままに話を弾ませていたのである

と応える。それが何より楽しく、テーマに従

い途切れさせるのは損だと直感していた。

ディスカッション風景

参加者の声：日米学生会議側②

バスを降りた先、少々の勾配がつく校内

通路に汗をにじませれば、どこか懐かしい

学校の佇まいとそわそわとした雰囲気を隠

せぬ学生たちが私を迎え入れてくれた。一

般生徒のいない休日の廊下を歩きつつ、訪

問以前に意識した目標「高校生の想いの形

成に寄り添い、彼ら彼女らが大人に対し声

を発する」ことを再度頭に焼き付けていた。

一方で、自身の過去の未熟を省みつつ「高校

生がどこまで自身の考えを持ち、対等に議

論してくれるものか」と、よぎる不安に葛藤

を覚えていたのも事実である。

結果的に一蹴されたこの不安も、瞬時に
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一方同時にそうした自由な議論から私の心

中にふくらむものは莫大であった。

最も私の心を動かしたのは、彼女らの

ふるさとへの愛情や愛着心であった。歩い

ていれば自然と声をかけてくれる街の人々

が好き。沖縄らしい自然や雰囲気が好き。

「ゆるふわ精神」（沖縄の人々らしさを表現

しているらしい）が好き。だからこそ、沖縄

の人々が声を荒げて基地などに反対する姿

に悲しさを覚える。基地が返還されても、そ

の土地を沖縄らしからぬ商業施設に変えて

いくことは抵抗を覚える。経済発展を無理

に急いで、沖縄らしさが都市化に埋もれる

ことが嫌だ。彼女らの言葉から主張される

根源の多くにはそうしたふるさとへの愛が

あり、日々画面に流れるニュース情報には

現れない感情を覚えた。

同時に、ここまでの愛着を持つ彼女らで

さえ未だ若いという事実も如実に意識させ

られた。この沖縄への愛着を何十年も重ね、

今に至るまで一生を過ごされてきた方々の

姿がよぎる。彼らがふるさとを脅かされか

ければ、身をもがれる感覚を味わうことに

なるだろうと共感のような感情が訴える。

基地は危険だ､騒音がひどい､野生生物が脅

かされるなどの主張は、それまでどこか攻

撃的で理解が及ばない部分があった。そう

した主張の原点には、理性では測りきれな

い、愛するふるさとへの心があるのではな

いか。

「ふるさとを愛する」とは､一度よく考え、

言葉に出してみれば単純明快の感情である。

しかし私はどうやらその心を忘れていた。

私は幼少より幾度か住居を移しているため、

明確なふるさとを意識したことはない。ま

た、学生生活では周囲の多くが既にふるさ

とを離れ移住を経験している。その末なの

かは見当もつかないが、私は失って傷つく

ふるさとを有していない自分の姿に気付か

された思いであった。同時に、私のような類

型は、殊に現代の都市部ではむしろ多数派

となったのではないかとも考えた。ここま

でをたどれば､基地問題への反発が､理性的

な交渉による利益の応酬に馴染まぬ性格を

持つとの仮説を浮かばせる方もいらっしゃ

るかもしれない。

ふるさとがありのままの姿でいてほしいと

願う市民が確かに存在する一方で、経済の

発展なくしては今後を見据えられぬ沖縄の

ジレンマ浮かび上がってきた。経済発展を

急ぎ、沖縄らしさが失われることに好感は

覚えない。ところが､現状のままの沖縄のま

までは経済は成り立たない。沖縄の各地で

叫ばれる格差問題もそうした実情を露わに

していた。ともすれば､沖縄らしい発展を基

軸に着実に歩み続けるしかない。インバウ

ンドや基地返却など、目先の機会を短期的
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な利益のために投じることはかえって沖縄

のためにならないのではないか。むしろそ

うした機会のめぐりあわせを沖縄らしさの

保持発展に向けた手段と捉えるべきである。

沖縄は確かに混沌としていた。感情的に基

地へ反対する面も、理性的に外国人向けビ

ジネスを行う面もいまの沖縄なのである。

しかしそれでは今後も沖縄は分離し一体感

を失っていくことだろう。であればこそ、皆

が沖縄らしさに立ち戻り、一体感ある発展

のために足踏みをそろえることが求められ

るのではないか。

長く私情を語ってきた本文も結びを迎え

る。このように相互理解より生まれた経験

は、沖縄の方々の視点に少しでも寄り添う

上での財産となった。高校生らが｢私たちの

話を深く聞いてくれた」と言ってくれてい

ることに喜びを感じたし、同時に私達がこ

の議論の場にいることが価値たりえている

ことに誇りを覚えた。そして予想をしてい

なかったことに本経験は、自らのふるさと

への愛を問いた例のように、鮮やかな自省

の場ともなった。

他者を深く知ることで自らを知る。自らに

向き合うことで本当の自分が少しずつ見え

てくる感覚は辛くも心地よい。私を本当に

衝き動かすものとは何か。私にとってそれ

は、人とのやりとりから生まれる感情に他

ならない｡私の片鱗を見つけた、人生初の沖

縄の夏であった。（小島直毅）

参加者の声：日米学生会議側③

第69回日米学生会議沖縄本研修において、

最後のプログラムがこの沖縄尚学高校での

ディスカッションでした｡連日、朝から晩ま

で続く充実したプログラムの数々を終えた

最終日、正直に言えば心身ともに大変疲弊

していました。それは、プログラムの"量的”

な問題ではなく、沖縄の抱えるあまりにも

大きな問題に直面し、様々な考え方に触れ、

それら全てを自分の中で常に考え続けると

いうことへの"質的な"ものであり、現実の

厳しさを思い知らされたことによって生じ

た疲れでした。

最終日の朝、これほどの重大な問題を高

校生と話すことは一体何を目的としている

のか？そこに一体どんな意味があるのか？

という疑問を隠せずにいました。しかし、沖

縄尚学高校でのディスカッションを終えた

今､私が感じていることは、このディスカッ

ションは｢沖縄の希望｣であったということ

です。

ディスカッションは、日米学生会議参加
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見つかるものではない、という意識は変わ

っていません。しかし、沖縄の若い世代は非

常にパワーをもって、沖縄がもっと素晴ら

しく、もっとより良いものになるよう取り

組んでいます｡私も、他人事として目をそむ

けず、まずは当事者意識を持って考えるこ

と、そして未来を担う世代として責任をも

って1つのことに取り組んでいくことで、

やがて現在抱える問題を解決できるのでは

ないか、そのような考えに至ることのでき

非常に有意義でした。（金澤つき美）

者3名、沖縄尚学高校生2名の計5名で、

沖縄戦や平和教育について、在日米軍基地

について、そして沖縄の未来についてとい

ったテーマを基に、自由に議論をする場で

した。高校生、大学生、沖縄出身者とそれ以

外の場所の出身者といった立場の違いを

軽々と越え、私たちは本音をぶつけ合い､真

剣に、真筆に沖縄について語り合いました。

本気で語り合うことを沖縄の言葉で「ゆん

たくする」と言うそうですが、まさにそのゆ

んたくをしていました。

高校生たちが､沖縄について深く考え､独

自の伝統文化を愛し、沖縄の過去や日本の

情勢を学び、そして自分たちがどうやって

沖縄を良くするのかについて私たちにぶつ

けてきたものに触れたとき、沖縄の未来は

明るいという希望を感じることができまし

た。また、日米学生会議参加者同士も、普段

はなかなか話せない深部まで議論を進める

ことができ、日本に暮らすものの1人とし

て、沖縄を真剣に考えることの意義を強く

感じました。いつのまにか疲れは吹き飛び、

最後の1分まで語りつくし、別れを惜しみ

ながら沖縄尚学高校を後にしました。

沖縄問題は非常に大きく、簡単に答えが

参加者の声：沖縄尚学高等学校側①

日米学生会議ワークショップは、私が沖

縄のことについて考えるきっかけになりま

した。いつも受け身だった沖縄戦のこと、向

き合おうとしてこなかった基地問題。ディ

スカッションを通して、人の意見を聞いて

自分なりの疑問や考えを持ち、それを発信

することの大切さを学びました。自分の考

えが浅はかだと感じ、意見が固まってなか

ったとしても、外に出すことで自分のもの

になって、自分の考えが深まることを知り

ました｡私は､話の中で沖縄戦や沖縄の基地

問題について本土の人に知ってもらってど

うして欲しいのか、という疑問がずっとも

やもやしていて、自分の中でまだ答えが出

せずにいます｡でも、ディスカッションの中

で、「沖縄県が沖縄の問題として」でしか本

土の人に発信できていないことや、本当に

沖縄戦のことを知っているのかということ

は、これから私たちが考えていかなくては
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ならないと感じました。そのために、もっと

対話の機会を増やしたいです。10年後、沖

縄がどうなっていてほしいのか、沖縄戦の

ことを風化させないためには、どうしたら

いいのか｡私が､高校生としてできることは

何があるのか考えていきたいです。

（沖縄尚学高等学校2年親泊楓香さん）

学んだ事を生かして、どんな問題でも様々

な考え方ができるようにしたいです。

（沖縄尚学高等学校2年東川平佳暖さん）

一一

参加者の声：沖縄尚学高等学校側②

私は、この会議に参加するまで不安な気

持ちしかありませんでした。

沖縄県民ではあっても、実際基地の近く

に住んでいるわけではなかったので、基地

があることでのメリットやデメリットをし

っかりと説明できないと思ったからです。

知識があまりない状態で参加して、緊張

していたのですが、グループでの話し合い

の時に議題についての話だけでなく、そこ

から様々な問題について話せたことが、す

ごく良かったと思いました。

話の中で私は本土と沖縄との溝について

興味を持ちました。沖縄の学校で平和学習

をする時は沖縄戦のことに注目します。ア

ニメなどで広島や長崎の原爆の話を見たり

はしても、そこから実際に原爆ドームを見

に行くことはしませんでした。本土での平

和学習では、事前学習をせずに沖縄に来た

という話がありました。どちらも、戦争のこ

とについて触れている事にはなるけれど、

その戦争についての学習をしていないので、

考え方や見方に溝ができてしまうのではな

いかと思いました。今回の会議で話し合い、

参加者の声：沖縄尚学高等学校側③

私は今回の学生会議の勉強会を通じて、

沖縄の基地問題や海外の情勢の認識がどれ

ほど浅はかだったのか知ることができまし

た。

今回、「沖縄の基地問題」について大学生

の方々とディスカッションをさせていただ

きましたが、メディアでも紹介されている

本土と沖縄の問題意識の差というものが思

う程無く、考え方に共通点が多い事に驚き

ました。同じグループの方全員が予想だに

していませんでした。

私は､今まで米軍基地の問題は、テレビや

新聞でしか知ることが無く、その水面下で

起こっていたこと、本土の方々との意見を

知りませんでした。また、高校生から見て大

学生の先輩方は､政治や経済､法律など専門

的知識や教養が高く、とても柔軟な考え方

を持っていてとても勉強になり良い刺激を

受けることができました。

沖縄の現状をどのように改善し、未来を

より良くしていくにはどうすればよいのか、
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遍的な「正しさ」は存在するのだろうか。

人は何かを正しいと主張するときに必ず

前置きをする。｢政治的には」｢軍事的には」

「倫理的には」「個人的には」などなど。正

しさとはあくまでもベクトルの大きさであ

り、ベクトルの方向に正しさは存在しない

はずだ｡仮に、政治的正しさより倫理的正し

さが正しい、ということになったとしても、

万人がその正しさに向けて一致団結し、行

動を起こすというのはあり得ないと思う。

人間の行動の根源には欲望や感情など一つ

のベクトルに収束しない不確定な要素があ

り、人は自分の意見を主張するときも自分

の社会的立場や自分の背負う歴史や経験、

与えられた知識を媒介にして思考する生き

物である以上、この現象は当然なのかもし

れない。

それでも、そのような制約や立場を超え

てそれぞれの｢正しさ」の公約数が出せるの

ではないか、正しいベクトルの方向は存在

しないにしてもベクトル間を調整する正し

い方法は存在するのではないか、現状を打

破する正解はないにしても現状を漸進的に

改善する正解はあるのではないか、そのよ

うな困難な問題を前にして、沖縄で僕は立

今回の日米学生会議の勉強会に参加したこ

とで、まだまだ未熟ではありますが、自分な

りの答えを持つことができました。私も大

学生になったら日米学生会議に参加し、沖

縄に貢献できる人材になりたいです。今回

は、参加させていただきありがとうござい

ました。

（沖縄尚学高等学校2年福地佑香さん）

大学生になったら日米学生会議に参加

したいと語る沖縄尚学高等学校の生徒

■沖縄本研修全体通しての感想①

正しいこととは何か？

沖縄で自分は、この問いに正面から向き

合っていた。

果たして誰が、基地問題に「正しく」答え

られたのだろうか。政治家か、軍人か、メデ

ィアか、はたまた名もなき市民であろうか。

沖縄では全員が全員、彼らなりの正しさを

歴史や記憶､知識の中に模索し、言語化し、

発信することに日々尽力している。

しかし、万人を納得させ､実行に移せるよ

うな解を誰か描いていたかと言えば､否、と

答えざるを得ない。そもそもそのような普

一墾幽
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ちすくんでいた。 とはない。どうしても卵は壁にぶつかり、割

れてしまう。割れると分かっていても卵は

壁にぶつかっていく。

確かに、卵の側が声をあげ続けること自

体に意味があるのかもしれない。たとえ政

策に反映されないとしても、そこに声を上

げなければ､消えてしまう彼らの､彼らの先

祖の思いがある。だが､声をあげ続けさえす

ればそれだけで良いのだろうか。いずれ､声

は枯れ、方々に届かないくらいの小ささに

なっていく。不思議なことに自分が基地問

題について考えていた時に、沖縄戦や二次

大戦について見聞きした話や光景を現前と

して深く思い出すことはなかった。戦後70

年を過ぎた今、まだ20にもなっていない自

分には正直戦争のイメージはつかない。昔

おじいちゃんから聞いた空襲の話、広島で

聞いた被爆者の話と原爆ドームの光景、音

や光の形をして入り込んでくる戦争の足跡。

しかし、どれも一時的なものとして心を通

過し、東京での、2017年の、生活の蓄積に

かき消されていた｡基地があれば､戦争にな

った時に真っ先にその基地が狙われ、その

周りの住民が真っ先に死ぬ。そのことは頭

では分かっていても、心では分かっていな

かった。もちろん､米軍基地は戦争を未然に

防ぐ抑止力としての役割も果たすのであろ

うが､基地の周辺に住み､先祖が沖縄戦を経

験している住民にとって、米軍基地が身近

にあり続けることの心理的負担は東京の一

若者である自分の想像をはるかに超えたも

のであるはずだ。その上で僕は中央官庁で

沖縄研修前、自分は基地移設について政

治的・軍事的に判断すればよいと思ってい

た。どれだけ理想を叫んでも、軍事的に沖縄

県民と日本国民を守るのに基地が必要なの

であれば必要だし、物事を動かすには普天

間から辺野古への基地移転は沖縄全体のス

テップバイステップの基地負担軽減のあり

方として非常に有効だと思っていた。

しかし、その考えは辺野古を訪れ､揺らい

だ。

辺野古の美しい海やサンゴ礁を見たとき、

パンフレットの主張ではわからなかった、

「自然破壊」の意味が五感を通じて伝わっ

てきた。また、炎天下の中基地移設に反対す

る住民や船に乗って日々跳ね返されるとわ

かりつつも移設予定地の柵を越えようとす

る人々の姿を見て、全体益を語るだけでは

どうしても無視されてしまう現地の人々の

感情的側面などが垣間見られた。

政治的･軍事的に語れない正しさ。正しい

ことを主張しているのは政治家なのか軍人

なのか､彼らを見ていると、その信念は揺ら

いでいった。むしろ、個人として、地元の環

境や人を愛する者として、当たり前の正し

いことを言っているのは彼らなのかもしれ

ない。政治家や軍人は組織や全体としての

正しさを追求し、実行可能な戦略的に正し

い方法を行なっているに過ぎないのだろう。

とはいえ、だ｡両者の正しさがぶつかった

ところで個人の正義が全体の方針に勝るこ
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■沖縄本研修全体通しての感想②働き、外交に携わり、政治的軍事的な正しさ

を信奉し続けることができるのだろうか。

功利主義的に壁の側に最後まで立ち続ける

ことができるのだろうか｡正直､答えはまだ

出ていない。

話が個人的なことにずれてしまったが、

卵が壁にぶつかっているだけではダメだと

思う。壁の側が卵の声に耳を傾けなくては

ならない。そしてその声をかき消すのでは

なく、受け止め､次の世代に引き継がなけれ

ばならない。知っているのと知らないのと

では、壁の側に立つことを迷ったのと檮踏

いがなかったのとでは、たとえ政策の結果

が同じだとしても、その政策に託された思

いの重さが異なってくる。思いの重さが異

なれば､その政策の寿命が異なってくる。政

策が二転三転していては、それは政治的に

も「正しい」とは言えないのではないだろう

か。

結局のところ、立場を超えた対話が大切

である、という月並みの結論に至ってしま

ったが､個人的には､沖縄で感じた当分は消

化しきれないような迷いに対し、真蟄に向

き合っていきたい次第である。（戸嶋寛太）

－

沖縄の基地負担は大きすぎるのではない

か。しかし地元の人々にとって、基地の存在

よる収入があることも確かだろう。また、地

政学的に沖縄に米軍基地があることの重要

性は大きい。沖縄の人々の海を思う気持ち

と、官邸の国を思う気持ちのはざまで、どこ

に着地すべきなのか。思考的沈降の果てに

ある無力感､虚無感に抗いながら、自分に何

がでるというのか、いや何をなすべきなの

かと問うた沖縄合宿だった。

埋め立て予定地となっている辺野古の海

周辺の珊瑚を、ボートで案内してくれたお

兄さんの、自分の兄弟を紹介するような瞳

が忘れがたい。たとえ感情論であろうとも、

彼らの海を思う気持ちを無視することはで

きない。

一方で、沖縄には基地を必要とする人が

いるのも事実である。それを自分に教えて

くれたのは尚学高等学校の生徒たちだ。生

徒たちの話には、本土に籠っていても聞こ

えてこない声があったのだ。それはメディ

アによって再構築された物語を通しては見

えてこない、沖縄対本土という二項対立で

は感じることのできない、そこで生活する

者たちのパトス的体温である。生きていく

ために基地による収入を必要とする人がい

る。さらに彼らは､基地があることによる国

際化や出会いなど、基地のプラス面にも目

を向けていた。

株式会社がちゆん代表の国仲さんによる

プレゼンテーションも興味深かった。もし
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この感想文を読んでいる方がいれば、あな

たはこの文章のなかに「沖縄に基地は必要

か」という論点と「普天間基地を辺野古に移

設すべきか」という論点の意見が混在して

いることに気づいただろうか。国仲さんが

指摘されたように、沖縄問題は騒音問題､米

兵による犯罪､辺野古移設など、さまざまな

次元の問題が包括されており、それらにつ

いてテーマを絞って整理することの重要性

を学んだ。

今回の合宿で特に興味深かったのは、名

護市の市長を務めておられる稲嶺進さんや、

辺野古移設反対運動のリーダーの方から感

じた「沖縄アイデンティティ」である。稲嶺

さんは講演の最初にうちな－く､ちで挨拶し

てくだり、うちな－ぐちは方言ではなく、日

本語とは違う言葉だとおつしやっていた。

また､移設反対運動のリーダーの方も、自分

が若かったころ、夜に浜辺で三線を弾きな

がら泡盛を飲んだ話など、沖縄の文化を守

る重要性や、沖縄戦という歴史を背負う沖

縄の、平和への立場を熱心に話してくださ

った。

このことについて、台湾研究者の野嶋剛

さんは｢辺野古問題による沖縄の台湾化」を

指摘している。台湾が、中国の一部であると

いう過去の常識から揺らぎ、台湾は台湾で

あるという認識が主流化しているように、

辺野古問題によって、もともと日本の一地

域である沖縄の「沖縄アイデンティティ」が

強化され、その自然な帰結としてナショナ

リズムに目覚め、自己決定権を一層求める

動きになっているというのである。確かに

アイデンティティとナショナリズムには同

一ではないが一定の親和性があり、言語や

文化、歴史はアイデンティティの土壌であ

る。わたしたち本土の人間は､長嶺さんや基

地移設反対運動のリーダーの方、そして翁

長知事のオール沖縄の根底にある「沖縄ア

イデンティティ」の存在をしっかりと認識

する必要があるだろう。

最後に少し自分と沖縄の関わりを少し述

べてこの文章を締めくくりたい。自分は幼

少期から父親に連れられて何度か基地の反

対運動などに沖縄で参加したことがある。

どこの基地かは忘れたが、米軍基地を遮る

有刺鉄線や、ガマを見に行ったのを覚えて

いる。また、小学生の時にとあるプログラム

で沖縄の米軍基地に住む海兵隊の家族の家

にホームステイしたこともある。そんな自

分だから、沖縄の基地問題についてはある

程度考えてきたと思っていた。しかし、今回

の合宿で自分は｢知っているつもり」という

思考停止に陥っていた自分と否応なく向き

合うこととなった。

そのことに気づかせてくれたのは基地問

題に悩む尚学高等学校の生徒たちに他なら

ない。沖縄はオール沖縄ではない。そこで生

活する様々な意見を持った人々の意見を総

括することは無意味である。

プラトンは、ことば（ロゴス）をかわすこと

によってわれわれは普遍的な真理を目指す

ことができると主張する。そうした試みは

徒労かもしれないが、相互理解など不可能

66



第3章事前期間中の活動報告

ア、市長､移設反対の市民グループ)の考え・

思いの一つ一つが私の耳に新鮮に響いた。

メディアの分科会に所属することもあり、

実際の声とテレビや新聞を通しての声はま

ったく違うものである、という意識は持っ

ていたが、そのことを実際に体験できたの

は非常に大きい。

また､私自身の考え･意見も揺らいでいた。

当初、移設に対してどこか賛成派であった

私は､元県知事･仲井眞さんのお話に無意識

にうなずいていた。”現実的に何をどう変え

ていくのか”そのことに徹底した姿勢は行

政的に正しいと思ったし、また尊敬の念も

抱いていた。そのことは今でも変わらない。

しかし、移設に反対する名護市民の方々の

声を聞いた後、私の揺るぎなかった考えに

かすかな陰が差し込んだ｡理性的な立場､つ

まり行政の側に立って考えれば、すでに合

意の上で成り立った基地の移設を行い、一

刻も早く普天間地域における危険性を排除

するのが正しいかもしれない。しかし、その

上で反対の印を掲げる地元の人々に、”人間

として生きる”という、理性以上のものを

感じた。それは政治的な意味での合理的か

どうか、というよりも、人だったらまずこう

生きるだろう、という信念に似たものだ。も

し仮に自分がこの場所に生まれていたとし

たら、おそらく同じことをしていただろう、

とも思う。そうした中で、”正しさの基準"を

見失いつつあった私は、沖縄を去った後に

なっても考えが止まらずにいた。この研修

は3日で実質上終わった。しかし、本当は
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であるとしたり顔をするよりも、泥臭く話

し合った果てにたどり着く場所はあるとい

う信念の指し示す道を、これからは進みた

い。（豊坂竹寿）

■沖縄本研修全体通しての感想③

今回の沖縄研修は、社会人へともうすぐ

足を踏み入れようとする私にとって非常に

大きな一撃となった。これまでどこか他人

事であった社会的課題が、いつの間にか自

らの内に深く入り込み、私自身の問題とし

て捉えるようになっていたからだ。

「沖縄問題」というと、普天間はまずどこ

にあるのか、辺野古とはどういう場所なの

か、という知識の段階からのスタートだっ

た。これまでニュースでひたすら"日本の課

題"として捉えられていることに対し、自分

がどれほど無意識でいたかを痛感した。一

瞬放映はされるが、その後記憶から失せて

いる。それが自分にとっての「沖縄」であっ

た。

その無関心さは、わずか3日間の訪問に

より劇的に変化した。短期間に濃縮された

スケジュールの中、立場の異なる人々同士

(陸上自衛隊、米軍、元県知事、地元メディ
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何年､何十年と続いていく。自分が今後社会

を支える側．創る側に回って生きていく中

で、それは私たちの課題として受け取られ

ていく。それをどう解決するべきなのか。い

やむしろ、解決できない可能性の方が高い

かもしれない。しかしその中でも"最善"を

追究する姿勢は常に抱いていくべきであり、

そのためにも自らに欠けている分野の学問

をひたすら行い、その中でともに協力する

ための人脈も大きく伸ばしていくべきだ。

私にとって沖縄は、社会の中の人として

どう生きるのかの責任感、また意義を教え

てくれた人生の恩人である。（藤井一樹）

事後研修3－6－3．

■概要・目的

①沖縄本研修の経験を踏まえ、アメリカ側

参加者に向けて、在沖米軍基地問題の現状

や問題点を知ってもらう。

②アメリカ側に共有した後、アメリカ側参

加者・日本側参加者･沖縄の方の三者で議論

し、沖縄・アメリカ・日本国政府の三者の関

係について､現状の問題点を考え､理想の関

係性を模索する。

③議論の成果を社会に向けて発信すること

で、日米学生会議を超えてより多くの人に、

アメリカ・日本国政府･沖縄県という様々な

視点から、「沖縄」を今改めて考える契機を

与える。

■スケジュール

7月中旬：日本・沖縄側ディスカッションメ

ンバー決定

7月下旬:京都での発表に向けたディスカッ

ション

8月9日（京都):OkinawaPresentatiOn
（上）バス移動中の集合写真

(下）沖縄尚学高等学校勉強会の集合写真
アメリカ側ディスカッションメンバー決定

8月9日～8月25日：ディスカッション

8月26日：フアイナルフオーラム

■ディスカッションメンバー

本会議中、沖縄ディスカッションメンバ

ーとして、「沖縄」「日本」「アメリカ」の3

つの視点から沖縄に関する基地や平和につ

いての議論を行い、京都での「Okinawa
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▼約2週間に渡るディスカッション

アメリカ側ディスカッションメンバーも

加わり、計5人で、沖縄に関するディスカ

ッションを英語で深めていった。

Presentation｣､及び東京での「ファイナルフ

ォーラム」での発表を担当した。

第69回日米学生会議日本側参加者2名

伊藤江理華(東北大学医学部医学科2年）

小島直毅（北海道大学法学部4年） ▼ファイナルフォーラムでの発表

日米の学生が3週間ともに過ごす本会議

では､沖縄の議論に加え、各参加者が属する

分科会に沿った議論を行った。本会議の終

盤にはそれらの議論を総括し、社会に向け

て発信する「ファイナルフォーラム」が開催

された。

今回、ファイナルフォーラムには､参加者

67名に加え､一般来場者約100名が参加し、

オンラインでは、日米学生会議に関心のあ

る約5000人に向けてライブ配信された。

沖縄基地に関しての議論の総括も、上記

日米学生会議の発表メンバー4名により発

表がなされた。

第69回日米学生会議米国側参加者2名

AndrewFischer(WashingtonUniversityin

St.Louis,Classof2019)

Carolvn:@CeCe"Iohnson(Franklinand
‐

MarshallCollege,Classof2017)

株式会社がちゆん社員1名（オンライン）

平仲稚菜平様（教育旅行コーディネータ

ー）

■各プログラムの詳細

▼OkinawaPresentation

日本側ディスカッションメンバーにより、

沖縄研修等の体験をもとに、アメリカ側参

加者に向けて、沖縄の歴史や現代の問題点

などを共有した。その後、日米の学生全員

（67名）で、基地問題に関するディスカッ

ションを行った。
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■ディスカッションメンバーの声①

8月の本会議が始まると、沖縄の現状､学

んだことをアメリカ側の参加者と共有し、

共に考えてくれる仲間を募った。日本の「当

事者意識」とからは全く離れた視点を投げ
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かけられ、新たに考えさせられることも多

かった。

大きく二つの議題に分けられる。まず一

つは太平洋戦争の戦勝国としてのアメリカ

が、沖縄に置いて基地所有権を未だ維持し

ているのか、という根本に問いかけるもの

であった。日本は敗戦国なのだから戦勝国

に権利があるのは当然、とみる人がいる一

方で、条約違反だとする意見もある。「軍事

的植民地状態」という言葉を聞いたときは

鳥肌がたった。また、時には昨今の北朝鮮情

勢や中国との関係を見ると沖縄は基地の存

在により守られているのではないか、とい

う意見に、反応できずただただ頷いてしま

うこともあった。沖縄を自分たちの足で歩

きまわった感想や実感を伝えると、地元の

意見の価値、重要性にも焦点を当てる必要

があることがわかった。日本とアメリカの

「外交的」な関係の方が沖縄だけの決定よ

りも優先される、という事実｡それをどう捉

え、当事者にどう寄り添えるかひたすら知

恵を絞った｡世代間のギャップもあり、なぜ

我々が議論をする必要があるのか、という

問いも生まれてくる。stepbystepの努力が

建設的な議論を可能にし、自由な関係､open

relationShipが必要だから､そう結論が出た。

小さな一歩の積み重ねの可能性を皆が信じ、

歴史を時に盾に、時に剣にして考える必要

性を言葉とともに身を持って考えさせられ

た。

二つ目の議題はいかに「共生の方法を模

索するか」ということであった。世代間で意

見が大きく異なること、一口に県民感情と

くくれないことは先述したとおりである。

高校生とのディスカッションからは「沖縄」

という自分の故郷への愛着を切に感じた。

同じ地元民が声を張り上げ、争ってまで基

地に反対する姿に虚しさ、悲しさを覚える。

生まれた時から基地が身近にある彼らにと

っては、基地を含めた沖縄全体が「故郷」な

のだろう。そう思ってしまう。彼女らの意見

の根源にあるものとは、負の部分をも全て

含めた全体像を、しっかりと捉えた土台が

あるのではないか。

ではそれを受け入れる年代まで待つのか、

という新たな問いが生まれる。時間が唯一

絶対の解決方法であるのか、いやそうでは

ない｡基地問題はそれ自身が変数となり、様

相を変えていくものだ。地域問題の構造的

な「元凶」であることに対し、根本的な疑問

が生じることもある。基地問題を冷静に捉

えた瞳で多くの世代への影響を及ぼし、基

地撤廃という全か無かの答えではなく、「共

に生きる｣、道を探って欲しい、という結論

に達した。

私たちは沖縄を考えるとき日本で唯一の

離島県、特異な歴史背景をもつ地として向

き合わねばならない。物理的に離れている

ことはそれだけで障害となりうる可能性が

あるし、基地問題も選挙や政治的な問題が

関わるとき、一時的に脚光を浴びるだけの

ように思う。政治、外交、安全保障、安全な

ど要素が複雑に絡み合っており目先の問題

を解決しようとする観念的な手法では上手
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■ディスカッションメンバーの声②くいかない。「理想、理念、と現実としての

問題の違い、その中で最適な答えを出し、

「民主主義」という方法に賭けて、それの是

非を広く人々に問うことでしか、前に進む

ことができない｡」

理念と理想の違い､論理と感情の乖離､そ

れは相容れない関係なのかもしれない。そ

れでもまどうことなき「問題｣が目の前にあ

るのであれば不合理であっても前に進まな

ければならない。これまでも、そしてこれか

らも、沖縄はいろんな国､地域との関係の最

適化を図りながら行動していくのであろう。

負のスパイラルに入るのをギリギリのとこ

ろで避け､解がない中で､暗中模索しながら

いかに前進するか。その問いは日米両国の

参加者全員に問いとして残り続けるに違い

ない。（伊藤江理華）

IfOundlisteningtotheOkinawa

presentationinKyotoandparticipatingin

thefbllow-uppresentationinTokyotobea

greatlyrewardingexperience.Asa

participantinthepresentationgivenduring

theFinalForum,Ichosetofbcusonan

Americanperspective,especiallywith

regardstotheimportanceofOkinawato

theAmericanmilitarvandthefactthat
〃

OkinawawaswonbytheUnitedStates

duringthePacificWar.Iemphasizedthe

factthat,whileWorldWarllendedover

seventyyearsago,thecurrentsituationsof

militarybasesandnationaldefenseinjapan

aredirectconsequencesoftheevents

duringandinresponsetothewar.Ichose

toexpressthat,whilemanyJapanesepeople

havevariousproblemswiththeAmerican

militarypresenceinOkinawa,thebases

thereareenormouslyimportantfbrthe

securityofbothjapanandotherU.S.allies

intheregiongiventheimpendingthreatsof

NorthKoreaand,perhaps,China.Withthe

emergenceofthesenewthreats,Iam

curiousastowhetherlapaneseindividuals'

opinionsregardingOkinawawillchange.

AlthoughlamnOtsurewhatthosethat

attendedtheFinalForumthoughtofthe

perspectivethatlchosetotake,Ihopethat

itwidenedtheirunderstandingoftheissues

atstake.(AndrewFischer)

京都でのOkinawaPresentationの様子

ワ1
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意識も期待以上に持つことができたと自覚

していた。しかし同時に、感情までも当事者

そのものになりきることへの難しさを体感

したのであった。その契機はまさに議論の

中にあった。沖縄在住者として基地問題へ

の反対意識を述べるわかなさんや、親族が

沖縄米軍として従事していたCeCe｡彼女ら

の言葉にはどれも感情を背景に感じさせる

力があり、一方で筆者にはそうした感情面

が意見から欠如していると痛く自覚させら

れたのであった。この差異は当然ではない

か、結局私は当事者本人ではないのだとの

考えが、当時を思い起こす度に思い起こさ

れる。理由は明確で､沖縄問題によって筆者

の感情が動かされた経験は非常に乏しかっ

たためだ。ニュースや論文を読み、現地の

方々の話を伺っても、問題を「自分ごと」に

置き換えて考えるには足りなかったらしい。

筆者はただ情報を論理的に構築すること

で議論を作り、可能な限り客観的な視点か

ら妥当と考える結果を主張していたにすぎ

ないのかもしれない｡確かにこれでは、問題

の当事者が感情的に頷ける答えを出す努力

を想定できていない。初回の議論でそうし

た学びを得た筆者は、当然のように当事者

理解に奔走するのであった。

本会議の後、今回のように当事者本人に

なることが叶わない議論に意味はあるのか

を問い直した。同時に感情面では､議論への

参加余地すら失ったことを意味するのでは

ないかと懸念していた｡現在の筆者は､意味

は存在すると同時に、議論への貢献は十分
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フアイナルフオーラムでの発表の様子

■ディスカッションメンバーの声③

しばしば、「当事者意識を持て」という。

他責的態度への警鐘として用いられるこの

言葉は､沖縄問題における日本人､殊に本州

在住者に対して向けられることがある。今

回私は、自らこの「当事者意識を持て」とい

う言葉を自身に対し向ける事とした。

理由は2つある。一つは、純粋な社会問

題への興味であった。日本は国土の先端に

ほど国際問題の根強い地域が点在している。

筆者が在住の北海道も、北方領土問題を主

題とする一舞台。領土問題を共に持つはず

の2道県であるが、双方向的に問題意識を

共有しているケースは見たことがなかった。

二つ目は、当事者意識という言葉そのも

のを問い直したいと考えたためだった。筆

者は集団への所属意識が周囲に比較して根

強くなく、だからこそむしろ集団への自然

発生的な所属意識の在り方に興味と'|童れを

持っていた。

事前研修や本会議を通して、私は十二分

に興味を満たすことができた。また当事者

旬 の
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に可能であると考えている。なぜか。

その背景は、事前研修にて沖縄県庁にて伺

った行政の視点に類似している。市民より

賛否の声があがる中、全員の希望に叶う政

策ができあがることは稀である。しかし行

政は今できることから政策に落とし込んで

問題解決を続ける必要があり、多くの場面

では受益者に偏りが生じる。だからこそ少

しでも当事者の意に沿う政策を施行しよう

と、行政マンは彼らの声を聴いては当事者

意識を磨く。そして時に解決の糸口が見え

ないジレンマに追われつつ、政策に結晶化

していく努力を繰り返す。

社会問題における行政の立場を考えると、

賛否どちらの意見にも傾倒しすぎることの

ない現実案を推進できる特権的な立場であ

るように思える。沖縄基地問題のように対

立の根が深まり拮抗状態にあるからこそ、

実行力のある行政の存在は大きくも見えた。

一方で気付かされたのは、賛否双方に当事

者意識を持ち、かつ人々を巻き込んで問題

を解決するカリスマ性を有する存在が民間

に不在であることだ。日米間や世代間の差

違を体感することで様々な当事者の気持ち

を汲み取り、草の根から事を興していくキ

ーマンは現れないのか。人の価値観を知る

ことで自らの次の歩み出しを考える場とな

る日米学生会議に、そうした場を創りあげ

ることはできないだろうか。（小島直毅）
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第4章本会議中の活動報告

第4章本会議中の活動報告

4-1．直前合宿

■コーディネーター

有田彩子・齊藤和平

■スケジュール

【日時】2017年8月5日（土）～8月6日（日）

【場所】京都宇多野ユースホステル 1
8月5日（土） 8月6日（日）

･本会議プログラム説明＆議論

･スキット（寸劇）練習

･実行委員業務説明＆相談会

･登壇プログラム打ち合わせ

・リフレクション

･分科会活動

･主催団体国際教育振興会代表理事

伊部正信様より激励のお言葉

･アメリカ側代表団との対面

■概要・目的

直前合宿は、日本側代表団における最後の事前準備の機会である。本会議のために約3ケ

月間準備を重ねてきた参加者たちは、翌日から始まる本会議、とりわけアメリカ側代表団と

の対面に胸が高鳴る中、これまでの分科会活動の総括やスキット（寸劇）の発表練習などに

勤しんだ。

アメリカ側との顔合わせ後に実行委員自己紹介スキットの練習風景
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－4－2．京都サイトー

8月7日～8月11日

古えより都として栄えてきた京都。碁盤の目に美しく刻まれたその街並みは、東西南北に

仏教各流派の総本山を擁し、仏教の要衝として今なお存在感を放つ。さらに、街の中心に御

所を据える京都は、東西に横たわる「京の台所｣錦市場をはじめ、西陣織や能楽、裏千家等、

彩り豊かな伝統文化を包摂し、現代においても日本の伝統文化の源泉として世界中の人々の

心を惹きつけてやまない。そのように､観光都市としての側面を持ちつつ、しかし20～25歳

の若者が人口の1割を占めると言われる京都では、学術もまた盛んであることを見逃しては

ならない。静諦な寺社仏閣の周囲には大学や研究機関が立ち並び、iPS細胞の発見によって

名を馳せた京都大学名誉教授の山中伸弥教授はこの街で研究を進めた。第一サイトとなる

ここ京都では、そうした科学や哲学等他分野に亘る先人を輩出した街としての側面にもスポ

ットを当てつつ「伝統文化」の枠に捉われない、生きた京都を体感することを目標とする。

ワヮ
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アイスブレイクで盛り上がる日米の参加者

■サイトコーディネーター 戸
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ErinNorris
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■サイトスケジュール

8月7日（月）
F鴨神社で和風の弁当に舌鼓を打ちました

･アイスブレイク

･開会式

･分科会議論

･スキット

E
F

d

8月8日（火）

･座禅・茶道体験

･神道レクチャー

･分科会フィールドトリップ

･分科会議論

中国語やフランス語などでも会話します

8月9日（水）

･能体験

･外交パネル

･沖縄プレゼンテーション

･分科会議論

･文化紹介プレゼンテーション

k

ぽ

畳・木造の部屋に宿泊しました

｡

8月10日（木）
~

･京都フォーラム

･京都レセフ．ション

・リフレクション

0●

一

厩｡、一一

一審害心＝ノ

毒零可 コゥ

ーゥ音二二三建
三

－

■宿泊先：京都宇多野ユースホステル
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第4章本会議中の活動報告一京都

■日本国総理大臣安倍晋三氏より開会式に寄せて

第69回日米学生会議が日本で開催されることを喜ばしく思います。

Iamdelightedthatthe69thlapan-AmericaStudentConferenceisbeingheldinJapan.

日米学生会議は1934年に活動を開始して以来、80年以上もの長きにわたり、両国の相互

理解と友情の促進に貢献されています。特に、日米両国の学生自身が、テーマや視察先の設

定等の運営を自分たちの手で行い、3週間にわたり、真剣に議論を交わし、充実した時を過

ごすことにより、次世代を担う日米両国の若者の絆を強くすることは、日米関係をより強固

なものにするための大きな架け橋となっています。

Forover80years,sinceitsinceptioninl934,thejapan-AmericaStudentConference,

JASC,hasbeencontributingtomutualunderstandingandfriendshipbetweenourtwo

countries.Inparticular,JASChasstrengthenedthetiesamongyoungpeopleffomboth

countrieswholeadthenextgeneration,astheparticipatingstudentsofthetwocountries

managetheConferencethemselves,includingthroughselectingdiscussionthemesand

visitingsitesbytheirown,engageinseriousdiscussions,andspendfUlfillingtimetogether

forthreeweeks.Thisprogramhasservedasabigbridgetoconsolidatefurtherthe

relationshipbetweenjapanandtheUnitedStates.

本年の日米学生会議のテーマは、「己を省み、人を知る。～価値観の共有から生まれる可

能性～:SelfandSociety:SharingPerspectivesandlnspiringAction」と伺っています｡私は、

日本と米国の学生それぞれが価値観を共有し、お互いを尊敬しつつ、知的好奇心に満ちた素

晴らしい議論が展開されることを期待しています。今回で第69回を迎える日米学生会議自

身の歴史が両国間のこのような価値の共有に大きく貢献していることは言を待ちません。

Iunderstandthatthethemeofthisyear,sConferenceis"SelfandSociety:Sharing

PerspectivesandlnspiringAction.'､1sincerelyhopethatthestudentsofbothcountrieswill

sharevaluesandshowmutualrespectwhiledevelopingwonderfilldiscussionsfilledwith

intellectualcuriosity.ItgoeswithoutsayingthatthehistoryofJASCitself,whichnow

celebratesits69thoccasion,hascontributedgreatlytothesharingofsuchvaluesbetweenthe

twocountrles．
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本年の参加者は京都府、愛媛県、三重県、そして東京都を訪問されます。歴史、文化、自

由、そして革新性を心に留めて議論を進める上で、もっとも適した場所といえるでしょう。

文化、環境の多様性に触れつつ議論を行い、日米両国の学生の間で様々な価値を共有するこ

とで、未来への更なる成果をもたらしてほしいと思います。

ThiSyear'sparticipantswillvisitKyoto,Ehime,Mie,andTokyo.Theseareideallocations

forthemtodevelopdiscussionswithhistory,culture,freedom,andinnovationinmind.I

hopethatthestudentsfrombothcountrieswillexperiencediversecultureandenvironment

throughtheirdiscussionsandsharedifferentvaluesamongthemselves,andcontinuetobear

fruitinthefiltureastheyhaveinthepast.

本会議のOB･OGの方々は、現在、日米両国において各界で活躍されています。この夏、

米国と日本のそれぞれの学生が刺激的な議論を通じて、真の友情を育むとともに、新しい時

代を切り拓く旗手として大きく成長されることを期待しています。

Today,thealumniofJASCplayactiverolesinvariousfieldsinbothcountrieS.Itismy

hopethatthissummereveryoneoftheparticipatingstudentsfromboththeUSandjapan

willcultivatetruefriendshipsthroughinspiringdiscussionsandgrowfilrtherasHagbearers

toopenupanewera.

平成29年8月7日

日本国内閣総理大臣 安倍 晋三

August7,2017

ShinzoAbe

PrimeMinisterofjapan
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▼スキット（8月7日）

日米の学生が自国の文化やトレンドを交

えて、寸劇を披露し合う毎年恒例のイベン

トがスキットです。日本側は5月の春合宿

からスキット班が組織されて準備を始めま

すが、アメリカ側は直前合宿のみしか準備

をしないのにもかかわらず、毎年レベルの

高い寸劇を披露してきます。

参加者の声

■各プログラムの詳細・感想

▼開会式＠立命館大学（8月7日）

第69回日米学生会議の幕開けとなる開会

式は、立命館大学にて開催されました。式

は立命館大学生によるよさこいパフォーマ

ンスで華やかに幕をあけ、元NHK副会長

今井義典氏や京都市長門川大作氏、元ク

ラークコンサルティング株式会社社長ク

リフォード･H･クラーク氏、関西アメリカ

ンセンター所長/駐大阪・神戸総領事館領事

ブルック・スペルマン氏がお越しくださり

ました。基調講演では異文化理解がテーマ

となり、クラーク氏より日米の学生が3週

間を過ごすにあたり大変意義深いお話をい

ただきました。

「もう一度、はじめから考えよう」

本番1週間前、スキット班のメンバーで

そう決めました。スキット班が始動してす

でに2か月半がたった時のことです。スト

ーリーを作っていくうちに、劇の方向性を

見失ったため、イチから劇を作りなおすこ

とにしました。

「スキットをやる目的は？」

「何を伝えたい？」

「楽しんでほしいのもそうだけど、アメリ

カ側参加者に日本のことも伝えたいね」

「どうやったら伝わるかな？」

－ 弓 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 少 一 一 一 一 一

一一一一一‐ 一一一､一 －．----.

（上）伊部代表理事によるご挨拶

（下）クラーク氏によるご講演

「どんなテーマがいいのかな」

「社会問題とか、歴史とか、いろいろ考え

られるよね」

「ひとりずつテーマ案を持ち寄って、また

夜にMTGしよう」
－－ ”‘･ユ

ーーー一一一一.一一 二-.--1"

「このテーマはどうかな？こういうことが

伝えられると思うんやけど｡」

「それめっちやええやん！」

「よし、じゃあストーリーに入ろう！」

「じやあ、私この場面やるね！」

「OK!明後日までに各自ストーリーを考

えてきて、明日の夜またシェアしよう！」
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「スキット班以外のメンバーにも連絡せな

あかんな」

「それな1ネクストアクション確認しよ！」

個性豊かなスキットチームの団結力が一

気に高まり、日を経るごとに劇が形になっ

ていくのが肌で感じられました。みんなで

ひとつのゴールに向かっていく感覚をどう

表現して良いかわからないですが、「本当に

このメンバーでやれてよかった」と心から

思います。

また、配役と脚本を発表したのが本当に

直前だったにも関わらず、みんなのアイデ

アと演技力によって、各場面がどんどん面

白いものになっていきました。

自分が心から楽しめたのももちろんです

が、本番での盛り上がりと、「楽しかった！

もう一回やりたい！」と言われたことが本

当に嬉しく、今までのハードワークが報わ

れた気がしました。（阪上結紀）

本人の考え方が垣間見られます。妙心寺で

の禅の経験では、普段意識をすることのな

い三つ、姿勢、呼吸、精神について向き合

いました。これらを意識することにより、

「心を整える」のみで考えると実行するの

が難しいことが、不思議と自然にできるよ

うになるのです。日々の生活で様々な情報、

人間関係に翻弄される現代の私達にとって

は、自分自身と向き合い、目の前で起きて

いる物事に対する自身の姿勢を見つめ直す

ことも時には必要だと考えます。

「心を整える」または自分に余裕を持つ。

無意識に自身の余裕がなくなっている時こ

そ、意識して「禅」を行い、自分と向き合

い、時には目を背けたくなる自分自身とも

向き合っていきたいです。（新井英貴） 二
節
蕊
■
■
灘
鵬
画
‐
子
猫
日
１

！Ⅱ

▼座禅体験＠妙心寺退蔵院（8月8日）

妙心寺退蔵院を訪れ、松山大耕様より座

禅の指導を受けました。

参加者の声②

Bodyandmentalityiscloselyrelated.

FromthisideabaseduponZenculture,we

canseehowJapanesepredecessorsthought

HearingwhatthediverseJapaneseand

Americandelegateslearnedfrom

!'mindfulnessI!mademerealizehowdiverse
W

opinionscanbe.

Wedonotusuallyconcentrateonour

参加者の声①

「精神と身体は密接に繋がっている｣、こ

の考えを基本とした禅の文化から先代の日
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目に映りますし、また聞き慣れた用語での

説明が英語で行われるのも、とても新鮮で

した。

合理性ともてなしの精神に裏打ちされた

茶道の美しさは、言語を超えて両代表団の

心を近づけました。日本文化の本質に触れ

る本当に貴重な経験を、ありがとうござい

ました。（松村謙太朗）

body,postureandbreath,sothistimewhen

wegottofbcusonthesethreebecamea

veryvaluabletime.(EduardoLuisHerrera)

▼茶道体験＠裏千家茶道（8月8日）

裏千家茶道を訪れ、千万紀子様によるレ

クチャー、呈茶を受けました。その後、裏

千家で代表的な茶室、今日庵を見学させて

いただきました。

｜

’ 鍵
.||・’．'、●

■llQ

● I●＝ ①

≦■≦■

一》》

一」

，/雨 一
ｒ

。詞 参加者の声②

参加者の声① SeeingandleamingfromtheChado

demonstrationwasanunforgettable

experience.Itwasamazingtoseethe

intimacyandheart-to-heartconnection

betweenthehostandguestswhentheyare

broughttogethertosharesweetsand

connectwithnaturethroughchado.As

Americandelegates,wewimessedthe

subtletyofhowJapaneseculturefbstersan

appreciationofseasons,nature,and

community.WhenlreadtheplanofJASC

first,thesentence$$teaceremony

experienceinUra-SenkeKonnichian"made

meextremelyexcited.Istartedpracticing

Ura-SenketeaceremonyfromApril,so

Konnichianisasacredplacefbrme・Today,

日米学生会議のプログラムを初めて見た

時、「裏千家今日庵での茶道体験」という文

字に胸が躍りました。裏千家茶道に身を置

く自分にとって、今日庵はまさしく聖地そ

のもの。この日、8月8日が、僕にとっての

日米学生会議、一つ目の山場といっても過

言ではありませんでした。

憧れていた門をくぐり、他の代表団ととも

に千真紀子様のレクチャーを受けたのち、

茶道実演の鑑賞・お菓子とお茶の体験に移

りました。レクチャーも実演中の説明も、

全て英語で準備してくださった裏千家の皆

様のお心遣いに、本当に感謝しています。

普段の稽古と同じ動きが、プロの茶人の

方々によって為されると非常に洗練されて
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August8th,isoneofmymostimportant

daysduringJASCterm.

Whenthesamemovementsasmyusual

practiceweremadebyprofessionalsoftea

ceremony,theylookedveryrefined.AIso,I

feelitreallyinterestingwhenexplanations

ofthoseweremadeinEnglish,becauselgot

usedtoheartheminjapaneseineveryday

life・Now,thankstothatpreciouseventthat

maynotbepossibleinmylifetime,Iget

mOreenthusiastictodomybestinIASC.

Thankyousomuch.(KassandraDiaz,Jalika

Ceesay)

音も、吸い込み、包み込んでしまいそうな

静諦。壮大な森が生み出す、煩わしい俗世

と切り離された空間。その中に、ひとは神

を見出すのでしょうか。

下鴨神社の神主さんが、神道の特色につ

いて講演。聖典も創始者も存在しない神道。

あらゆるものに神が宿ると説く神道。四季

の移るいを、収穫を助ける神の動静になぞ

らえる神道。理解できた、と一言では言え

ない奥深さに、たまらなく惹きこまれまし

た。

全員で公式参拝を終えた後、神前を横切

る時、私はゆっくりと一礼しました。その

ことを、ある参加者に尋ねられました。

「公式参拝は終わったのに、どうしてもう

一度お辞儀をしたの？」

なぜ、神前を横切る時礼をするのか。そ

れは私にとって余りにも当たり前の行為で、

理由など考えたこともありませんでした。

二十年の歳月をかけ、自分の中に育まれて

きた神への畏敬が、私にお辞儀をさせてい

るのでしょう。神道は、私の中にも息づい

ています。（大野あゆみ）

▼下鴨神社参拝（8月8日）

荒木直人様より、下鴨神社の歴史、神道

についてのレクチャーを受けました。その

後は本堂にて正式参拝も行いました。

参加者の声

鳥居をくぐると、参道の両側に、まぶし

いほどの緑が広がっていました。糺の森。

古代より鎮座し、「枕草子」「源氏物語」に

も登場する京都のシンボルです。

糺の森には、どこか吸い込まれるような

静けさがありました。騒々しい話し声も靴
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▼分科会フィールドトリップ（8月9日）

分科会のテーマに即した場所や機関を、

分科会ごとに訪問しました。

参加者の声

ついにプログラムから解放されたその時

自由時間の使い方はその名の通り自由。

遊ぶも観光も、食べるも寝るも思いのまま。

しかし、自由から意味あるものを創造でき

ることもまた人間の素晴らしさなのでしょ

う。

自由時間もRTメンバーと共に過ごせる

限られた貴重な時間。人を考え抜く本マイ

ノリティRTの議論には当事者意識が不可

欠であり、こうした目的に向かい妥協なく

大胆に行動を起こすのが我々の常でした。

直前にお願いし押しかけるという勇気ある

蛮行が功を奏したのか、行政の多様化推進

室様とNPO法人エルファ様に訪問許可を

頂くことができました。

筆者が3人の仲間と共に向かったのは、

在日コリアンの方々のために介護子育て、

障がい者支援や地域交流を行うNPO法人

エルファ様です。出迎えて下さったのは、

活動時間外にも関わらず応対下さったスタ

ッフのお方。人との繋がりを殊に大切にさ

れる彼女の姿勢に心打たれつつ、活動につ

いて貧欲に、食い入るように伺うのでした。

当の内容は書ききれないほどに濃密で、

表現しきれないほどに情緒動かされるもの

であったのは間違いありません。生涯に渡

り自己のアイデンティティを閉じてきた在

日コリアンの方々が、はじめてありのまま

の姿で生きられる場所を手に入れたお話。

ありのままに生きる方々に、当団体を訪問

する子どもたちが強く勇気付けられるお話。

人との繋がりを通して、「生きよう、必要と

されている｡」と生きがいを見出すお話。そ

の裏に未だ根付く差別。多様な在日コリア

ンの方々に寄り添う難しさ。支援を行う自

身も在日コリアンであるというお話。彼女

の子どもへの愛情と、それ故の差別的な社

会への葛藤。

短い時間ながらもお話全てがありのまま

で、その鮮烈さに気付けば我々は涙を流し

ていました。今回の訪問から、マイノリテ

ィ支援や差別の実態などを実践的に学び、

目的通り豊富な議論の糧を得たことは確か

です。ところがそれ以上に「RTメンバーと

の経験から感情を共にする」ことで、熱の

こもった議論ができるようになること。そ

して何より、そうした経験が仲間との友情

を無二のものに深めてくれたことは最大の

気付きでした。アメデリとの議論の中で、

中々相手の考えや感情の動き方が理解しき

れないと葛藤していた私。しかし本訪問を

終えた後には、どこか心が通じ合うような

感覚を抱くことができていました。他者理
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解を志した本訪問が教えてくれたのは、他

者を親身に想う上で重要な一歩となる仲間

の心の内だったのでしょう。（小島直毅） 癖 ザ ＆

１
１

▼能鑑賞（8月9日）

金剛能楽堂に能鑑賞に参りました。金剛

龍謹様より地謡、踊りの指導を受け、最後

には仕舞をご披露いただきました。

§
、

今噸IF軍猟今 ！

加者にとって言葉の壁が大きかったと考え

られますが、お互いが助け合って理解を進

めることができました。

質問に関しては、能における変えてはい

けない所と変えるべき所は何かという問い

に関して。

「昔のビデオを見ても変わっているのが

分かる。一方で新作は難しい。数々の新作

が生まれるが消えていってしまう。それは

時間をかけて進化してきた古典に勝てない

からではないだろうか｡」と答えられたとこ

ろから、能の奥深さを感じました。

また、通訳を務められたペレッキア氏の

活動についても感銘を受けました。氏はイ

タリア出身であるが、能に出会い、若宗家

の元で稽古をされていいます。現在は大学

で教鞭をとる傍ら、能楽師としても活躍さ

れており、お話をしていて大層面白い人だ

と思いました。このように異なる文化の架

け橋となって活動することはとても尊いと

感じました。（川崎明宙）

参加者の声②

。

参加者の声①

京都に唯一宗家が在住する能楽シテ方金

剛流の若宗家、金剛龍謹氏のレクチャーを

受けました。能楽は日本の伝統文化の一つ

であり、室町時代に観阿弥世阿弥父子が大

成しました。

今回のレクチャーでは、簡単な説明があ

ったあと、能の一部を切り取った仕舞と呼

ばれる演技方式について、羽衣という演目

を題材に稽古を受けました。また、若宗家

への質問を行う機会を頂きました。

仕舞体験では、学生が謡と舞に分かれて

の稽古を行ないました。参加者のほとんど

が初心者でしたが、若宗家および若手能楽

師の方達の熱心な指導により、完成させる

ことができました。特に謡については日本

語の古語ということもあり、アメリカ側参

ByparticipatinginNohthrougheither

songordance,wewereabletocreatea

lastingmemoryofourexperience.AIso,we
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learnedthatasubtletiltinaNohmaskcan

completelychangeacharacterIsfacial

expression.Forexample,amaskcanbe

happyifitistilteduporsadifitistilted

down.Thesekindsofsmalldetailscantruly

evoketheimaginationoftheaudience.

(JacquesChaumont)

『＝
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それぞれの国々がどのような歴史的背景や

国民的精神を持っているかを考えることは、

それらの国々の主張や価値観を理解する上

で重要であるということです。

二つ目は、自国のアイデンテイ、精神性

というものを理解することです。国際関係

において自国の固有性、価値とは一体何で

あり、それらが国際政治的な文脈でどのよ

うな意味を持ってくるのか。

これらの二つに関して考察することは、

国際社会において、自国の精神性を保ちつ

つ、他国と協力関係を築いていく上で必ず

や必要であると思っています。今回の機会

は貴重な経験ができ、私のこれからの人生

にとって非常に意義のあるものになりまし

た。（野間康平）

▼外交セッション＠立命館大学(8月9日）

元外務事務次官の薮中三十二先生をお呼

びしました。日米関係をテーマに基調講演、

そしてオープンディスカッションを行いま

した。

参加者の声

元外交官の藪中三十こさんから世界情

勢の動向、日本の外交の現状と展望に関す

る講演をお聞きしました。彼の考えは、理

想主義でも現実主義でもなく両者を混ぜ合

わせているように感じました。実際に現場

で長い期間、世界と向き合い、辛酸舐め尽

くした人だからこそ生まれてきた考え方で

しょう。私が彼のお話から大切であると改

めて認識したことは、大きく二つあります。

一つ目は、他国の文脈を理解しようとす

ることです。国際政治の対外関係において、

▼文化紹介プレゼンテーション(8月9日）

アメリカ側参加者有志がアメリカの文化

を紹介するプレゼンテーションを行い、そ

の後アメリカの文化について全体で議論を

行いました。

参加者の声

本会議が始まり、所属の思想分科会では、

日米文化の違いの根源が集団主義と個人主

87



第4章本会議中の活動報告一京都

です。個人主義的社会の産物なのか、それ

ともこのような風潮が個人的社会を形作っ

ていったのかという議論は結論を出すには

難しいかもしれません。（押切彩）

曲

▼京都フォーラム＠同志社大学(8月10日）

ゲストに、同志社大学副学長圓月勝博氏、

株式会社電通文化事業構想部プロデューサ

ー各務亮氏、妙心寺春光院副住職川上

全龍氏、株式会社のぞみ藤田功博氏をお

呼び致しました。第一部では、『グローバル

化の中で大切にしていきたいもの‐"京都”

を切り口に学生と考える-｣、第二部では『京

都で大切にしていきたいもの‐伝統と革新

の間で-』とうテーマのもと、ゲストによる

パネルディスカッションを行いました。

義に分かれるという話が挙がりました。米

国側参加者が日本側のために準備してくれ

た米国文化についての発表では、まさに米

国の個人主義的文化が人間の成長と共にど

のように発展していくのかという観点であ

り、非常に興味深い内容でした。公共交通

機関の不足や地理的な要因を踏まえて、ア

メリカ社会の代表的な交通手段は、車とい

う他人との関わり合いを必ずしも要さない

ものであることや、学生であっても経済的

な面で早くから自立を促される社会である

ことに際し、奨学金や学生ローンなどの金

銭的なサポートが充実していることが私の

眼にはとても先進的に映りました。

参加者の声①

8月10日に京都の同志社大学にて開催さ

れたフォーラムで、グローバル化する世界

の中でも変わらない京都の本質や、グロー

バル化の文脈で京都が世界に与えた、もし

くは世界から与えられた影響について議論

しました。当フォーラムで焦点となった「京

都の本質」について、個人的に最も示唆に

富んでいると感じた意見は、京都の本質は

一方で、高齢になっても自力で生きるこ

とが当たり前で、貯金という概念があまり

ない米国だからこそ実現可能なのではない

かということが同時に頭を過ったのも事実
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という思考で議論が進んでいることに気付

かされたからです。

しかし、私はこの歴史を重んじる姿勢こ

そが日本人の精神性であり、大切にしてい

くべき日本人の感性だと強く感じています。

この先、京都にある伝統文化や伝統的な建

物という「媒体」を通して何を伝えたいの

か、観光客の何に働きかけたいのか、どの

ように伝えるのか、もっと本質的な部分を

考えるべきだと感じました。（下吹越愛莉）

時代を経ても特徴が変わらないという性質

ではなく、各時代に各時代特有の特徴があ

り、特徴が変化し続けるという性質である、

というものでした。このフォーラムを通じ

て、その伝統や文化の特異性を維持し続け、

さらに、時代の流れを敏感に感じ、革新を

加え続ける京都という都市の魅力の根源を

もう一度ゆっくり考え直したいと感じまし

た。（岩井凌太）

参加者の声②

京都フォーラムのパネリストへの参加表

明はとても勇気のいることでした。なぜな

ら、自分の英語力に自信がなかったからで

す。しかし、0．1秒の挑戦してみたいや面

白そうという心の声を誰よりも大切にして

きた私にとって、この機会を生かさないと

いう選択肢以外に迷いはありませんでした。

まず、京都にゆかりのない「私」が、伝

統文化の継承と革新という議題に対してど

のように貢献できるのか考えました。実際

に京都フォーラムを終えて特に印象的だっ

た質問は、なぜ日本人はそもそも伝統文化

や伝統的な建物を保存したいと思うのかと

いう問いです。それまで、伝統文化は継承

していくべきものだという前提のもとで、

何を守って、どこを変えていくべきなのか

争
蝿
△

▲‐

参加者の声③

ItwasaprivilegetobeontheKyoto

Forum!sGlobalizationPanelwithsuch

impressiveexperts.Theirvaluableinput

reallyhelpedmetoexpandmyownideas

anddevelopadeeperunderstandingof

Kyoto1scultureonaglobalscale.Themost

importantthinglleamedisthattradition

andinnovationcancoexistandthatitisthe

responsibilityofeachgenerationto

interpretwhatthismeans.(Carolyn

Hoover)

n組H畠,､劉弔
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＊＊＊＊＊サイトコーディネーター後記＊＊＊＊＊

当時参加者であった私が実行委員選挙に臨むとき、そのスピーチの中で「京都サイトを担

当して、日米両学生に"日本"を魅せたい｡」と言った覚えがある。大学生になり、毎日京都

に赴くようになり、京都という土地に魅かれつつあったのは事実だった。ただその時は「町

を歩いていると、歴史や"日本"を感じる」そのような感覚的、表層的京都を見ていたにすぎ

なかった。また京都と切っても切れないのがやはり伝統文化であるが、当時の私は文化につ

いては全くと言って良いほど興味がなかった。このようなミーハーな気持ちでコーディネー

ターとなったわけであったが、後にこの地の深さに引き込まれてゆくこととなる。

京都サイトを担当する中で、今まででは絶対に興味さえ示さなかったようなテーマについ

て考えるようになった。「何故伝統文化は継承する必要があるのか｡」「"日本らしい"と感じ

る、その感覚はどこから生まれてくるのか」このようなテーマに思考を巡らせることが本当

に楽しかった｡何百年と伝統を引き継ぎ､京都の地で伝統文化に携わる方々に話を伺う中で、

ある時から私は一つの質問をするようになった。「伝統と革新の関係性についてどう思われ

ますか？」京都は伝統の町と言われる一方、最先端の技術、流行も発達した伝統と革新が融

合した地であることを踏まえての質問であった。これに対し、異なる方に異なるタイミング

で尋ねたにも関わらず、その回答というのは似通ったものであった。「伝統というのは"守る”

ものじゃない。時代に合わせて柔軟に変化していくことこそが伝統だ｡」言葉ではなんとも

表現しきれないのだが、このように何百年、何千年と伝統を引き継ぐところに日本が日本た

る所以があるように感じた。また例えば、座禅と茶道には共通して「わび．さび」という精

神が通っていたりもするように、文化としてその表現方法は違えど、背景にある精神性は実

は似通ったものであるようにも感じた。能では、最も大切なものは能面であり、演者「が」

舞うのではなく、「面を付けて踊らせていただいている」という感覚だというお話を伺えた

ことも印象深く残っている。また京都というと平安時代がその最盛期と言われるが、そのず

っと前、千年以上の歴史を持つ下鴨神社にて日本人の精神ルーツとも呼べる神道について学

べたことも意義深い。第三サイト三重で伊勢神宮に参拝することもあり、その繋がりを生み

出したいという意味合いを込めてでもあった。

ここまで各伝統文化に関するプログラムについて言及してきたが、もう一つ、京都サイト

の中心となったのが京都フォーラムである。京都というと第一に挙がるのが文化であろう。

しかし、同時に科学や哲学等他分野に亘る先人を輩出した地でもあり、京都フオーラムの大

きなテーマとしては「科学×思想」を掲げた。近年科学技術の発展によって我々の生活は豊

かで便利になっているが、一方で「人が人らしく生きること」や「自分の頭で考えること」
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を軽視しがちであることについて、フォーラムを通して考えてゆきたかった。このような思

いのもと企画を進めるが、なかなかゲストが決定しない。実行委員の活動が始まって間もな

く、10月には京都フォーラムの構想を考え始めてはいたが、企画書は何十回と書き改め、

何十人もの方々にあたった。結局テーマを変更し、翌年の6月頃になってやっとフォーラム

の骨子が完成していった。当初考えていたテーマで開催できなかったことは少し心残りであ

るが、それでも素晴らしいゲスト方、また参加者を含め、フォーラムを開催できたことを嬉

しく思う。

また安全保障に関する分科会を担当していたことから、外交セッションを開催させていた

だいた。「様々な国が複雑に関係を結ぶ現代、何故我々は"日米"学生会議であるのか」「今後

も”日米"2国に焦点を当てる必要はあるのか｣第一サイトにて、)ASCの根幹そのものを考え

るきっかけとなる議論の場を設けられたことは個人的に大変嬉しかった。本会議中は、1年

掛けてつくり上げてきたものがあまりにも一瞬にして、呆気なく終わっていく毎日に、恐怖

していたことだけを鮮明に記憶している。目の前のことに必死だった、というのが、京都サ

イト本会議中の正直な本音である。

京都サイトコーディネーターをやることが、自身の考え方、興味分野にこれほど影響を与

えるとは思ってもみなかったです。同じく京都サイトコーディネーターであった河崎には感

謝してもしきれないです。またこの京都サイトのために関西まで足を運んでくれた塩崎にも

感謝しています。そして、我々だけでは絶対に成し得ないことを実現できたのは、日米学生

会議アラムナイの皆様、そして京都サイトに協力してくださった皆様のおかげに他なりませ

ん。皆様の協力なくして、この京都サイトはあり得ません。第69回日米学生会議京都サイ

トに関わってくださった全ての方に厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。

京都サイトコーディネーター

同志社大学法学部政治学科4年

有田彩子

第68回日米学生会議の本会議が終わって、満身に染み渡る敗北感と達成感、そして期待

感に弄ばれる気持ちをなんとか沈め、私は東京から京都への帰途、新幹線の中で今度は自分

が創るであろう第69回日米学生会議を、京都サイトを、夢に見ていた。それから京都サイ

トが決定したのは確か10月の中頃であったか。実行委員長の塩崎と電話をする中、翌日の

サイト決定ミーティングを控え、夜中まで資料を作った。全分科会が多側面から楽しめると

いう認い文句をつけて、満場一致で決定した京都サイトには有田と、自分、河崎がコーディ
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ネーターとしてつくこととなった。

京都サイトコーディネーターとしての初めての仕事は、大学周りである。右も左をわから

ぬ中、第67回にて同じく京都サイトコーディネーターを務められたルイス・モンタニョ．

ミチェルさんに連れられ、相次いで京都大学、同志社大学、立命館大学を回った。「全ての

ミーティングには準備をしてゆくこと」というルイスディスプリン。それに応えるべく宿泊

場所などをまとめた紙を必死で作り、各所を回った。OBでは竹本さんにも非常にお世話に

なった。初めて訪問した京都大学では、「宿泊場所を貸し出すなんてとんでもない」と怒声

を浴びせられたことを昨日のように思い出す。部屋の隅に、まるで犯罪者みたいに体を縮こ

ませながら担当者の方に滑々と説かれた言葉は､愛の言葉であったのだろうか｡それとも…。

大学周りは厳しく、だけどとても暖かで、良いものでもあった。

あれから一年、実はここまでの文章と少し、会議直後にしたためていた。だけれどその先

に何を書けば良いのか皆目見当がつかなくって、ついに今日この時間、（いまは香港の安宿

のベッドにいる）まで引きずってしまったのだ。プログラムについては有田が詳しく書いて

くれているので割愛するとして、ここでは私がサイトを作る中でとっても印象的だったこと

をいくつか、重い腰を上げつつ振り返ってみようと思う。

実行委員にとって「冬」はサイト作りの大敵であると、いつしか曝かれた。説明会が立て

続けにある他、各々の期末試験、それに選考試験に向けての準備が非常に忙しくなるからで

ある。果たして、先輩方に立てていただいたフラグを私たちも丁寧に回収して、気づけば梅

の香りが風に薫る、3月がやってきていた。私たちも何も、手を拱いていたわけではない。

裏千家に出かけてご講演をお願いしたり、京都フォーラムへの登壇者を探して、方々へメー

ルをしたりしていた。だけれども、3月ともなれば年度末に抱いていたような万能感、つま

り私たちはなんでもできるのだ！という感覚が薄れてくる。その代わりに、あと4ケ月で

70余名をホストするのだという責務、重圧が日々、刻一刻と襲ってくるのである。寝ても

覚めても京都サイトのことばかり考えていたその頃、一つ印象的な出会いがあった。松山大

耕さんとの出会いである。ある日のこと、同志社大学で松山大耕さんのご講演が行われると

知って、私たちは嬉々として出かけた。日米学生会議で関わらせていただいたという下心が

若干あったのは否めないが、それ以上に以前から耳にすることが多かった松山さん自身に、

興味があったのである。果たして、ユーモアを交えて話される松山さんに私たちはすっかり

引き込まれ、ご講演後には直接、日米学生会議へのアポイントメントを申し込んでしまった。

後日、日米学生会議に座禅の指導を快く約束してくださった松山さんの優しさに感服すると

同時に、日々身近な場所にアンテナを張り続けることの大切さを感じた。

有田も書いているように、最後まで鬼門となったのは、京都フォーラムである。会議まで
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間も無く、焦りに拍車がかかっていた頃、転機をもたらしてくださったのが登壇者の一人で

ある川上全龍さんであった。「一見さんお断り」というようにご縁がものをいう京都におい

て、見知らぬ人に何かを頼むのはとてつもなくハードルが高い。しかしながら川上さんのお

人柄に加えて弊会議OGの田勢奈央さんのご縁もあってか、川上さんにあったその時から、

あれよあれよというまに京都フォーラムの登壇者が決まったのである。数ケ月分の地を這う

ような努力が可笑しくなる一方、前述の通り京都におけるご縁の重要性をひしひしと感じた。

このご縁を拾ってくださった川上さんには、押し付けがましい企画書を持って訪れた学生ら

を暖かく受け入れてくださったこと、改めて深く感謝申し上げたい。

本会議が始まり、第一サイトであった京都サイトは瞬く間に過ぎ去った。トラブルはそこ

そこあったけれど、特段バタついたわけではない。それなりに忙しかったけれども、ただ、

蒸し暑い夏の夜に流れ行く鮮やかなひとときひとときを噛み締めて、過ごした。「あつ」と

いうまにという言葉があるけれど、私の場合は感動する暇もなく、「あつ」と口を開けてい

る間に京都サイトが始まって、口を閉じればもうそこは愛媛行きの車中だったという感があ

った（考えてみれば間抜けな感じである)。一年分の時間と努力の結晶が散りばめられた時

間はそうやって終わったけれど、不思議と後悔はなかった。

思えば、関西で弊会議に関わることは、想像したよりも苦労が多かった。東京であるが故

の雑務を負えない代わりに、関西における選考、広報、財務活動等を一挙に引き受けなけれ

ばいけないからだ（そう思えば、九州や群馬はもっと大変だったろうけど…)。しかし、だ

からこそ感じられる日米学生会議のダイナミクスに、私は一年の間、魅了され続けた。時に

は会議の威光を借りつつ、時には自分たちの実力が試されつつ、ともにサイト作りを進めた

有田には、心から感謝している。そして、何よりも実力不足な私たちを牽引してくださった

竹本さん､今井さん、ルイスさんには今一度､深謝申し上げたい。ありがとうございました。

その他、私たちの拙い言葉に耳を傾け、時には叱Ⅱ宅をくださった京都の皆様に、末筆ながら

御礼を申し上げて駄文の締めとしたい。本当に、ありがとうございました。

京都サイトコーディネーター

同志社大学グローバル地域文化学部グローバル地域文化学科3年

河崎涼太
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愛媛サイト－4－3．

8月11日～8月17日
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阿波・讃岐・伊予・土佐の四つの律令国が発展して、今日の四国四県が形成された。この

中でも瀬戸内の温暖な気候に恵まれた愛媛は、古くから日本有数のみかんの特産地で、松山

城や道後温泉、お遍路巡りを活かした観光産業も盛んである。また、全国各地と同様に若者

の県外流出や少子高齢化などの地域課題を抱える中、今治タオルの再ブランド化を始め、新

たな発想で地方創生にも取り組んでいる。明治以降の歴史を顧みると、愛媛は、白い雲の先

の青い空を夢見ながら勃興期を生き抜いた『坂の上の雲』の主人公、秋山好古・真之兄弟、

正岡子規などの文武の偉人たちを輩出している。日米学生会議の史上初めて四国上陸となる

第69回会議では、明治の偉人たちの生き様と彼らの生きた時代を振り返りつつ、愛媛の歴

史的、文化的特性を活かした若者らしい雄大な地方創生計画を考案し、愛媛の未来づくりに

貢献したい。
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■サイトスケジュール
『

8月l1日（金・祝）

8月15日（火）･京都より到着

･ホームステイ ・平和について議論

・地域医療ワークショップ（愛媛大学医学

部熊木天児准教授・医学生5名のプレゼ

ン・議論）

・分科会議論

・フォーラムのプレゼン・パネルディスカ

ッション準備（アンケート結果集計含む）

8月12日（土）

ホームステイファミリーとカレー作り

分科会議論

えひめ丸ディスカッション

JointRTDiscussion

8月16日（水）8月13日（日）

･分科会議論

･愛媛フォーラム

･愛媛レセプション

・リフレクション

．西予市卯之町の町並み散策（着物の着付

け体験・明治の授業体験含む）

・日米西予座談会（35名の地域住民．西予

市役所の職員の方と議論・対話）

・分科会議論

．一日の振り返り議論

・西予市長管家一夫様よりご挨拶

8月17日（木）

･三重に向けて出発

■宿泊先8月14日（月）

松山市野外活動センター･分科会議論

･鯛めし・五色そうめんの昼食

･坂の上の雲ミュージアム見学

･松本啓治館長ご講演

･松山城・道後温泉見学
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■各プログラムの詳細・感想 その冒頭の少女が、既にアメリカに単身

で渡ったという強者だったのですが、小学

三年生の男の子も非常に洗練されており、

早朝になってすばらしいピアノの演奏を聴

かせてくださいました。無邪気な触れ合い

を楽しむとともに、すっかり感心してしま

いました。

私にとって特に印象に残っているのが、

夕食のとき。みんなが顔を合わせて学校で

どんなことがあったか、今日何をしていた

か、テレビもなく、顔を合わせて日常を和

気あいあいと語り合う一家の光景に、とて

も魅力を感じました。大学に入って以降、

他の家庭におじやまする経験が初めてであ

ったため、こうした体験がどこか新鮮に感

じられ、地元の温かみにも触れ合えて、愛

媛サイトでの大変良い一日となりました。

（藤井一樹）

▼ホームステイ＠松山市内（8月11日）

愛媛県内、松山市を中心に30ものご家庭

にご協力いただき、日本側・アメリカ側参

加者がペアになって、家庭生活を体験しま

した。ホームステイは、日米学生会議にお

いて、毎年恒例の行事で、学生にとっては

地元の生活を知ることのできる、そしてご

家族にとっては国際的な学生と触れ合う絶

好の機会となっています。学生とご家族の

皆様は、それぞれ親交を深めており、ここ

でのご縁が続いていくことが期待されます。

参加者の声①

「Theepidemicdiseaseshavebeen

pervadinginthenation,andmillionsof

peoplearesuffering…」

国連が取り組むアフリカの疾病問題に関

してのスピーチを、英語で暗唱をし始める

12歳の少女。

スクリプトも見ず、卓上で朗々と演説を

行う姿に驚く私とアメリカ側参加者。英語

の宿題を手伝う、ということで付き添った

のですが、どうやら、私たちが泊まった家

庭はとても水準が高かったようです。

愛媛県松山市にバスで到達したこの夜、

日米両参加者およそ70人が各自ペア(2~3

人)に分かれ、愛媛県に住まうご家庭に一泊

のホームステイをさせていただくことにな

りました。私ともう一人のアメリカ側参加

者が泊まったのは、一家四人のご家庭。地

元の出身だというご夫婦に、お二人の子ど

もが出迎えてくれました。

、X

藩，
■■

【
l 左

零､ 劃一．馨

参加者の声②

私たちが旅行で訪れた土地に滞在する場

合、大抵はホテルを利用し「観光客」の目

線でその土地に触れます。今回のホームス

テイは愛媛で暮らす人の目線により近く
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参加者の声③「愛媛」を感じられたのではないかと満足

しています。

私のホームステイ先は1人暮らしのおば

あさん由美子さんのお宅でした。愛媛生ま

れ愛媛育ちで70年以上も愛媛を見てきた方

です。到着が遅れたにもかかわらず有名な

鯛飯を食べさせたいと松山市内のお店に連

れて行ってくださいました。由美子さんは

世界中を旅している経験があり現在もアク

ティブに英語を勉強し続けられており私に

とっては理想の生き方をみた気がしました。

ホームステイバディのジャリカもとても楽

しんでいる様子でアメリカのことを中心に

話に花が咲き鯛飯の美味しさも2倍増しで

した。

夜遅くにも関わらず近くに住んでいる小

学生の女の子が由美子さんのお宅にきてく

れ4人で愛媛のことやアメリカのことを沢

山話せました。

ホームステイのいいところは人とのかか

わりが確実に増えるかつ濃厚であることだ

と感じます。また人の小さな咳きや何気な

い会話の中に地元への親しみや不満を感じ

ることができます。ホームステイの時間は

本当に短かったですが人を通して愛媛を知

れた素敵な1泊2日でした｡(佐々木彩乃）

Duringourhomestayexperience,wenot

onlyfelttheimpactofdecadesof

cross-culturalexchangebetweenJapanand

theU.S.,butwerealsoabletobeapartof

thatprocess.Whetherthrougha

demonstrationofhulawiththeperformance

ofa)apaneseinstrumentorsharinga

Japanesemealwithasideofgarliccheese

bread,wefeltthatwewerecontributingto

thecreationofhistory,onestepatatime.

(NicoleMcNevin,StephanieSpear)

▼カレー作り＠野外活動センター（8月12

日）
里

夕 二一画四冠蝿鋼李ｗｙＢ？もｂ〆一印ⅧｌＪＪＪ』四一二一
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墓
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130名ほど参加し、野外活動センターの炊

事場にて、カレー作りを行い、さらに交流

を深めました。

.亀 一一一 ←淫呈嘉一一雨
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の傷は理解されづらいのです。日本とアメ

リカの関係を支えるこの事件を知ることは

自分自身を知ることへ繋がりました。（長谷

川信寿）

▼えひめ丸ディスカッション＠野外活動セ

ンター（8月12日）

2001年2月10日、愛媛県立宇和島水産

高校の漁業実習船えひめ丸にアメリカの原

子力潜水艦グリーンビルが緊急浮上する際

に衝突し、高校生4名を含む9名が亡くな

りました。このえひめ丸の事故を巡って、

日米間の文化の違いが軋礫を生んでいたこ

とに着目し、お互いの価値観を共有し理解

し合うべく日米の学生で議論を行いました。

参加者の声①

えひめ丸事件のご講演は私にとって特別

なものでした。なぜなら私はハワイで生ま

れ5歳まで過ごし、その後日本で過ごすこ

とになるからです。そしてこの事件は私が

ハワイに住んでいた時に起きた事件なので

す。だからこそ日本とアメリカの関係を示

すえひめ丸事件は私自身の人生を振り返る

きっかけを与えてくれました。

この事件を知るにあたって、生き残るこ

とが苦である人がいることを学びました。

多くの親しい人を親しい人がなくなった事

件からかろうじて生還した人はちょっとし

た運命の違いから生き残ります。生き残っ

た人々は、なぜ生き残ってしまったのかと

悔い、そして普通に生きている人々は、生

き残った人々に対して、死ななくてよかっ

たじゃないかとしか思えないのです。また

生き残った人たちをケアする援助者が継続

して支援し諦めなかったこと、そして生き

残った人がその支援を受け入れることへの

葛藤。えひめ丸の当事者となった人々の心

参加者の声②

えひめ丸についてのディスカッションを

通じて、日米間における責任所在の社会的

構造が根本的に異なり、両国がその重大な

差異について認識していないことが、相互

の溝を深めた問題点の一つではないかと感

じました。

事故後のアメリカ側の対応は、大統領、

国務長官、国防長官、駐日大使も謝罪しま

した。それに対して日本側の主張は「事故

を起こした潜水艦の船長も謝罪を」という

ものでした。そこでこの感想文では、船長

の謝罪について日米間の社会的文脈や背景

から考察します。

このことについて、責任所在という社会

的コンテクストが、日米間において決定的

に異なることを、ディスカッションを通じ

特にアメリカ側の意見を聞くことによって

認識しました。
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アメリカの謝罪はご都合主義だという論

文や記事を多く読みましたが、それ以上に

アメリカ社会における謝罪には二つのポイ

ントがあると思います。一つ目は、アメリ

カ社会においては事実がどうであれ、謝罪

した人に責任が発生するという社会的文脈

が存在することです。これは自動車事故に

おいて「どんなに自分が悪いと思っても謝

ってはいけない」と教えられることからも

顕著です。

二つ目は、アメリカ社会において組織の

中で誰かが過失を犯した場合、その責任は

組織のトップが取らなければならないとい

う考えが存在し、命令系統、指揮系統がは

っきりしている軍においてはよりそれが顕

著であるという習慣です。この社会的習慣

ゆえに、アメリカ側は日本側がなぜ船長の

謝罪にこだわるのか理解できなかったと考

えられます。

これに対して日本側が船長の謝罪にこだ

わった理由は、日本の謝罪における形式主

義的側面が最も考えられます。特に芸能人

のスキャンダルにおいて顕著だと思うので

すが「世間様をお騒がせして申し訳ありま

せん」という種の謝罪を見ると、常々この

人は一体誰に向かって謝っているのか不思

議に思います。しかし、日本ではそうでも

しないと「不誠実だ」とバッシングを浴び

てしまいます。

日本からの再三の要求に屈してか、罪悪

感からか、船長は一年半後に除隊して来日

し、謝罪しています。これはこの問題を考

えるうえで大変興味深い事実です。除隊後

の船長による謝罪によって、もはや軍に関

係する責任は発生しません。つまり船長は

「私的な謝罪」を行ったのです。事実、除

隊後の船長は一回の公演で多額の謝礼を受

け取るなど、社会的地位を失うどころかむ

しろ安定した退役後の生活を送ったようで

す。アメリカ社会の謝罪による責任発生と

いうシステムを考えると、もし彼が現役の

時点で公式に謝罪を行っていれば、彼はえ

ひめ丸事故を起こした張本人としてこのよ

うな老後の生活を送ることはできなかった

かもしれません。

異なる社会と社会の軋礫には、必ず相互

に理解することが難しい文化的、社会的、

宗教的背景が存在します。個人同士でも起

こるこの種の相互不理解から生まれる問題

を解決するのは難しいです。しかしこのデ

ィスカッションを通じて、粘り強く対話を

続けることの大切さを痛いほど認識しまし

た。（豊坂竹寿）

▼JointRTDiscussion@野外活動センター

（8月12日）

分科会議論が中心を占めている日米学生

会議ですが、他の分科会がどのように議論

を進めているのか、どのような内容の議論

をしているのか、などについて共有する時

間を設けて、よりスムーズに分科会議論が

進むように、また、他の分科会のメンバー

と色々な議題について議論する機会となる

ようJointRTDiscussionを企画しました。
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▼卯之町の町並み散策（8月13日）

日米西予座談会では、西予市にお住いの

地元住民の方、市役所の方のリアルな声を

伺い、地方の方の価値観と生活の現状を理

解することを目的としました。そこで、議

論を行う前に「学生たちも西予市の町並み

や観光名所を体験しておくことで、より具

体的な質問ができたり、住民の方の視点を

理解しやすくなったりするはずである」と

考えて、町並み散策をプログラムに盛り込

みました。

当日は、日米の学生67名が、西予市の誇

る伝統建築物群と史跡を思い思いに散策し

ました。宇和民具館では、生活の変化に伴

い今では見られなくなった生活道具をはじ

め、昔の街の賑わいを思わせる看板や商売

道具など約5,000点の収蔵展示品を見学し、

西予の昔の生活に学生たちは想いを馳せま

した。

参加者の声

成人式とは、日本の社会から成人として

認知される、通過儀礼と言えます。女性は

その祭典に相応しい和服で華やかに着飾る

ことが多いのですが、和服に身を包む男性

は少ないです。私が20歳の時、和服を着

ることに対するハードルは高かったです。

武士の凛々しい姿と比較すると、私の和服

姿は隙だらけで頼りないように感じました。

また、日本の社会に適応できていないよう

な疎外感を感じました。そのような意識か

ら逃れられず、私は和服を着ることができ

ませんでした。

海外に出てみると、自国の伝統衣装を身

に纒った経験を伝えられないことは恥です。

単にその個人の教養の低さを指摘されるだ

けでなく、その個人が背負う国の発信力に

関わってきます。自分の国の伝統に泥を塗

るわけにはいかないのです。

今回の愛媛訪問にて、幸運にも和服を着

る機会がありました。母国のためという大

義を得て初めて、私は成人時の自意識を捨

てることができました。次は、自国の伝統

を世界に発信していく大使としての役割を

担いたいと思います。（林田將）

▼着物の着付け体験（8月13日）

西予市が打ち出している体験型の観光資

源を学生に実際に体験してもらい、西予の

観光・生活について、日米西予座談会の前

にさらに考察を深められるように実施しま

した。

▼明治の授業体験（8月13日）

iⅧiⅧ
期

8
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▼日米西予座談会＠米博物館（8月13日）

日米の学生たちは、昼食を食べながら、

西予の生活などについて地元住民の方々に

お話を伺いました。西予市役所・西予市商

工会のご協力により、35名もの住民の方、

市役所職員の方などにお集まりいただき、

大変盛況でした。「西予の方々及び日米の学

生の生活はどのようなものか」「将来につい

てはどのように考えているか」などについ

て西予市の住民の方と日米の学生とで話し

合い、お互いに良い刺激となりました。

明治時代は、鎖国をしていた日本が近代

化に向けて走り出し、社会が大きく変化し

始めた時代でした。四国で最初に出来た小

学校である開明学校の椅子に座ると、タイ

ムスリップしたような不思議な感覚になり

ました。西洋の新しい知識を積極的に取り

込むと同時に、「日本らしさ」を失わないた

め、日本独自の文化やマナーを含め、「和魂

洋才」の教育が行われました。「時報板」を

叩く合図とともに、明治時代の小学校授業

体験が始まりました。短い間でしたが、国

語、数学、修身、歴史、音楽、5つの授業

を受けることが出来ました。昔は教科書の

値段が高く、一人一冊持つことはできなか

ったそうです。そのため、沢山の「掛け図」

を壁に貼って、生徒みんなが見えるように

授業をしていたそうです。

その時代の小学生は、どのような気持ち

で小学校に通っていたのだろうか。「蝶々」

を歌いながら私はそう思いました。義務教

育が常識になった現代においては、学校は

行かないといけないからこそ受動的に通っ

ている子どもが多いのではないでしょうか。

比べて、明治時代の小学生が初めて｢学校」

という場に行き、ワクワク、ドキドキした

気持ち、未知に対する好奇心と知識に対す

る探究心が教室の床から天井まで溢れ出し、

百年たってもそれを肌で感じることができ

る、そんな体験でした。

明治時代の小学生のような初心を備え、

私も日本に関して、日米の未来に関して学

習し続けるつもりです。（リーロイ）

更碓竺

一一一一二一一一一一 －

参加者の声①

第二サイトである愛媛県といえば、多く

の人が思い浮かべるのは坂の上の雲や坊っ

ちゃんに代表されるような歴史の舞台の印

象ではないだろうか。勿論それらも愛媛県

を語る上欠かすことのできないのは全くそ

の通りなのだが、都心から離れた地方の実

情を知るには、普段聞く機会の少ない地元

の人々の話を聞くというのは非常に有効で

あり、貴重なことである。まさにそういう

機会を西予市で得ることができた。

西予市は愛媛県南西部に位置する人口4

万人ほどの市で、松山市から車で2時間ほ

どのところにある。日米西予座談会と称し、

lOl
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地元の歴史ある学校の旧校舎の中で、地元

の住民、働いている方々などを迎えて、西

予市の現状や展望についての率直な思いを

伺った。

私たちの席におられたのは、洋服店を営

むご婦人と、西予ジオパーク職員の女性の

方のお二人であった。ご婦人は西予市に長

年お住まいのようで、西予市の産業につい

てお話いただいた。当市の主要産業が農業

中心の一次産業を基盤としており、稲作を

中心としてそれらのブランド化によって、

市の発展の促進を図っているとのことであ

った。しかし全国的な農業従事者人口の減

少、それと農家の方々の高齢化と相まって、

後継者不足が課題であることを教えていた

だいた。そこで質問として出てきたのは、

労働者不足を補うためにどのような方法が

良いか、外国人労働者を受け入れることに

ついてどう考えているかということであっ

た。

ご婦人は、まずは日本の若い人たちがこ

ういった地方で働いて住んでくれることが

重要で、そうするように行政も働きかけね

ばならないとし、また外国人労働者の受け

入れは考えたことはなかったそうである。

まずは自分たちの国の中の人たちで問題解

決に取り組まねばならないという姿勢は、

この国の外国人労働者の受け入れについて、

本質的に考えることに一つの良い示唆にな

ると感じた。また、ジオパークの女性職員

の方からは、西予市が数億年前の地層の観

察に適した場所であることを教えていただ

いた。それに加えて西予市は自然が豊かで

あるので、ジオパークにて子供達に自然教

室のような形で教授をなさっているそうだ。

確かに非常に豊かな自然を抱えた市である

ことが、少し町を歩けば見聞することがで

きる。お二人とも西予市の魅力を自然の豊

かさ、歴史的景観が保存されていることを

語っていたが、それらを守るため交通は不

便であり、そのことが若い人たちがこの町

へ訪れることを難しくしているのかもしれ

ないと仰っていた。しかしまたその不便さ

も田舎の魅力であるのかもしれないとも仰

っていた。町としても増加する高齢者の対

策と若者の呼び込みを図るために、分散し

た病院やスーパー等のインフラ機能の集中

を計画しているとのこと。そこで問題とな

るのは古い景観と自然を、利便性の高いイ

ンフラとどう両立させるのか、また移住を

望まない住民の方々はかえって公共施設の

利便性を失うことになりうるということで

ある。

どのようにして双方のバランスを保つべ

きであるのか、非常に悩ましいところでは

あるが、古い景観をより観光資源として有

効に活用し、増加する外国人観光客にこの

町を観光してもらうには、道路の標識や案

内板に他言語の併記をするなど、まだまだ

できることは残されているともお二人とも

仰っており、私もこれから増加する外国人

観光客にいかに町を訪れてもらうようにす

るか考え、対策を講じることは、町の持続

的な安定のためにも必要性がかなり差し迫
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ったものがあるのではと感じた。 上記以

外にも議論したことは多くあるが、特に印

象に残った議論をここに挙げた。そしてこ

ういった議論を、なかなかすることがない

人々とできたのは非常に感慨深いものがあ

った。西予市には確かに歴史を感じる建造

物や酒造、著名な政治家や社会運動家が宿

泊した旅館などが残っており、多くの可能

性が秘められており、それらを如何に活か

して未来にも残していける町づくりをする

のか、それは西予市だけに留まらず、日本

全国の諸都市が抱える問題を考えることに

繋がっているように感じたし、それは我々

の故郷を守るという差し迫った危急の課題

に他ならないと感じた。（小倉匠海）

facilitiesarebuiltwithoutcitizens

feedbacks.Wereallyappreciatethischance

tounderstandtheissuesfromlocalpeople's

perspectives.(NganVo)

▼坂の上の雲ミュージアム訪問・松本啓

治館長のご講演（8月14日）

坂の上の雲ミュージアムは、建築家・安

藤忠雄氏によって設計され、平成18年

(2006年）に完成した。松山市の推し進め

る坂の上の雲まちづくりの中心として建築

され、市民の交流の場としても活用されて

います。日米の学生たちは、坂の上の雲の

世界観に触れ、明治の日本人の生き様に想

いを馳せた。

ﾛ■■■■■■

参加者の声②

WehadavervfruitfUldiscussionwith
ゴ

IocalpeopleinSeiyo.Thereareseveral

issueshappeninginthisagriculturalrural

area.Firstofallisthepopulationproblem

asyoungpeopletendtomovetobigger

citiesfbrbettereducationandiobs.

Secondisthedisconnectbetweenlocal

governmentandlocalcitizenscausethe
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ているか、松山にとって大切な宝であると

いうことを学びました。

文学が、まちづくりを牽引する現場を肌

で感じ、改めて文化・芸術の持つ力の大き

さを学んだミュージアム鑑賞でした。（諸星

渚）

▼松山城・道後温泉散策（8月14日）

文化と歴史が色濃く残る松山の魅力を実

際に体感すべく、学生たちは松山城・道後

温泉を楽しみました。

参加者の声

坂の上の雲ミュージアムでは、学芸員の

方からレクチャーを受けた後、館内を見学

し、そして館長による講義を受けました。

レクチャーでは、坂の上の雲ミュージアム

が設立した経緯や、司馬遼太郎の傑作「坂

の上の雲』の大まかな概要を学びました。

こうして本館への関心を高めた後、館内

を見学しました。館内では、小説『坂の上

の雲』の執筆に関連した資料や、舞台の時

代背景を分かりやすく説明したパネル、ま

た実際に触れて体験することもできる展示

など、様々な工夫がありました。館長もお

つしやっていたように、「文学作品を、いか

にして目で楽しめる展示にするか」という

ことが意識された、あらゆる人が楽しめる

ミュージアムだと感じました。

館長のお話では、本館が位置する松山市

でのフィールドミュージアム構想について

お話いただきました。坂の上の雲ミュージ

アムを中心として、周辺に様々な文化施設

を設立し、松山市全体を屋根の無い博物館

のように形作るというプロジェクトです。

『坂の上の雲』という小説が、いかに松山

の市民のアイデンティティと深く結びつい

参加者の声

松山のフリータイムで私は道後温泉に行

きました。実はホームステイ先でも一度行

っていたのですが、無類の温泉好きの私に

とってそんなことなど微塵も関係ありませ

んでした。

みんなが改修前の本館に行く中、私は唯

一の男性だったこともあり一人近くの「椿

の湯」へと向かいました。地元の人が多く

利用するこの温泉は、観光客の多い本館と

はまた違った落ち着きや懐かしさがあり、

湯船に浸かりつつ、心身ともに束の間の休

息を味わいました。
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などを取り扱い、日米の価値観の相違を理

解し合うとともに、平和を求める心を確認

し合いました。

参加者の声①

朝から晩まで集団のプログラムが詰め込

まれた本会議の期間中において一人で過ご

すこのような時間は非常に珍しく、一人で

浴槽に浸かってぽ－つとしていると、空白

を埋めるかのようにそれまでのJASC中の

他愛もない思い出が心の中に湧いて出てき

ました。別にそれらの記憶の一つ一つを言

語化し、意味づけすることなどしませんで

した。湧いてでてくる記憶のイメージその

ままに自分を浸らせていると、湯船から上

がった時には自然と心が洗われていました。

「心は記憶の中にあり、イメージを滋養と

する｣。道後温泉でのひとときはある作家が

言っていたこの言葉を身にしみて感じた時

間でした。（戸嶋寛太）

第二次世界大戦開戦、広島・長崎への原

爆投下…そして終戦。3週間24時間共に過

ごし、議論しあう仲間と言えども、日米ど

ちらの学生にとっても非常に重く、慎重さ

を要するテーマであると言えます。また、

私はアメリカのカレッジで現代社会の授業

を取った経験があった為、日本とは異なっ

た視点での教育を知っていました。それも

あって、この時間がどのようなものになる

のか、複雑な気持ちを抱いていました。

この議論は私のJASC経験の中でも、決

して忘れることのできない時間と言い切れ

る、そんな時間になりました。かつて敵対

していた国で育ち、違う教育を受け、違う

環境の中で育った私たち。しかし、私が拙

い英語でまとめることのできない感情を話

すと、アメリカ側参加者も一生懸命に耳を

傾けてくれたのです。決してお互いを否定

せず、静かに、1つ1つ言葉を選びながら、

じっくりと語り合う…それがどれほど大き

なことか身をもって体感しました。

平和とは何で、未来の平和のために何が

できるのか？この時間を共有することので

きた仲間に感謝し、考え続けます。(金澤つ

き美）

▼平和についての議論（8月15日）

8月15日は終戦記念日。1934年のJASC

創設時の理念が「日米間の平和の一翼を学

生も担うべきである」であることもあり、

本年も平和について議論を行いました。

はじめに、長崎出身で九州大学法学部2

年の佐々木彩乃より、原爆に対する長崎の

視点をプレゼン形式で共有してもらいまし

た。
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ますます混迷が深まっていきました。（古座

匠）

’も
▼地域医療ワークショップ＠野外活動セン

ター（8月15日）

地域医療は待ったなしの深刻な状況にあ

り、地方の現状を知るために重要な要素で

す。愛媛大学医学部 熊木天児准教授と医

学生5名をお招きして、ご講演いただいた

後、地域医療の現場の課題やアメリカの医

療システムとの相違点などについて、議論

を行いました。

参加者の声②

「原爆投下が戦争を早く終わらせ更なる

アメリカ兵士の死者数を減らしたこと、ソ

連との覇権争いという今後の文脈の中での

投下はアメリカの存在感を高めたという意

義があった」アメリカでこのように投下を

正当化する議論があることは知っていまし

たが毅然とした態度で言い切る姿に驚きま

した。広島の原爆資料館を訪ねたことのあ

るその米国側学生はその凄惨さを知るがゆ

えに、発言に対して最大限に心を配ってく

れましたが、自分はその発言に対して発言

を返せませんでした。日本での原爆、ある

いは核廃絶を唱える文脈では、唯一の被爆

国として、という被害者としての感情面で

の主張が多い一方で、結局核保有国たるア

メリカに安全保障を託しているという矛盾

を改めて実感することになったからです。

その被害者としての面も、もし日本が当時

原爆を保有していたらアメリカに使ってい

たのではないか、だとしたら、彼女が毅然

とした態度で意義があったといったように

日本人も毅然とした態度で原爆は落とされ

るべきでもなかったし、これから核が廃絶

されなくてはいけないと言い切れるのか、

一一

■■

参加者の声

地域医療というと、皆さんはどんなイメ

ージを浮かべるのでしょうか。

このワークショップにおいて、愛媛にお

ける現在進行形の医療の形と、これからの

課題や目標を、愛媛大学医学部の熊木天児

先生と医学生の皆さんから教えていただき

ました。

三重県の片田舎で育ち、今は都市部の大

学で学ぶ私は、実際の問題として捉えられ

るような捉えられないような、そんな複雑

な気持ちのまま、トピックに向き合うこと

となりました。
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都市部にばかり医師が集まる理由は何か。

なぜ慢性的に医師は不足しているのか。こ

うした問題は医療に限らず、広く都市問題、

経済問題から政治的な課題に到るまで影響

を及ぼしているように感じます。

人は、誰もが一生に少なくとも一度は医

師と関わらなければなりません。その医療

アクセスへの距離が住む場所により変わる

という事実はとてつもなく不平等だと思い

ます。住む場所が違うために助かった命と

助けられなかった命がある。そう考えると、

地域医療への貢献など考えてもいなかった

私にとっては目を開かせる内容でした。

昨今、地方の医師不足が叫ばれ続けて久

しいです。多くの自治体や地方の行政が奨

学金制度や地域医療枠の入学試験などを導

入し、なんとかしようと、打開への道を模

索しています。こうした奨学金で学ぶ先輩

や同期がたくさんいる私にとってはとても

身近な話題でしたが､多くのJASCerにとっ

て、特に米国側の学生にとっては初耳であ

ったことだと思います。まずはその現状を

知り、その上で打開策を見出す方法を考え

続ける必要性を感じました。（伊藤江理華）
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第69回日米学生会議愛媛フォーラム＠愛媛大学南加記念ホール

～愛媛の現状を知り、未来のビジョンを語ろう～

実行委員挨拶・愛媛サイト概要説明

来賓挨拶

13:00～13:05

原昌史愛媛県副知事

野志克仁松山市長（代読：松山市産業経済部部長大崎修一）

大上博基愛媛大学学長特別補佐

学生パネルディスカッション

13:05～13:40

①
②
③

日米学生会議学生発表12分

愛媛大学学生発表8分

パネルディスカッション30分

13:40～14:40

休憩・バッファー14:40～15:00

会場の皆様と学生でグループ議論

①パネルの感想や自分の意見を共有

・未来のビジョンについて語り合う40分

②会場全体に議論したことを共有20分

15:00～16:00

愛媛大学アカペラサークル［オレんジ］
16:00～16:10

パフォーマンス「にんじやりばんばん」「世界に一つだけの花」

16:10～16:20

16:20～16:30

第69回日米学生会議愛媛レセプション＠愛媛大学学生食堂

主催者挨拶：（一財）国際教育振興会理事冨川秀二

乾杯の挨拶サポート委員会代表

愛媛県経済労働部観光交流局長宮本泉

ご歓談

閉会の挨拶

16:50～17:00

17:00～17:05

17:05～18:20

18:20～18:30
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▼愛媛フオーラム＠愛媛大学（8月16日）

5泊6日間、愛媛に滞在した日米の学生が見た

「愛媛の魅力や課題」について、愛媛の皆様に

発信する場として、愛媛フオーラムを開催しま

した。開催前には、NHK松山放送局のニュー

ス番組「ひめボン！」のオープニングコールを

日米の学生全員で行いました。ご来場者・メデ

ィア関係者等合わせて65名が観覧に訪れ､会場

は大いに盛り上がりました。

国|■lユロワロ匡 ■写

’

III」

目的：日本全国、アメリカ全土から選ばれた学生67名が、5日間愛媛県に滞在して、ホー

ムステイ・西予市の住民との交流・松山市を観光・平和についての議論などを行いました。

自分の目で現場を感じた学生たちが、現状を分析し、未来のビジョンを語った上で、ご来場

いただいているみなさまとも現状と未来について語り合うことで、愛媛のみなさまがビジョ

ンを描く参考となる場、及び学生が愛媛のみなさまの意見を聞く場となることを目指します。

’
諺

!’
【第1部】学生パネルディスカッション 響

啄
’

・
・
」

《司会》

・日米学生会議in愛媛担当実行委員

九州大学21世紀プログラム4年齊藤和平

・日米学生会議in愛媛担当実行委員

群馬大学医学部医学科5年藤本アベリーノ

舌
●
●

1'1

１
１ ｛一

PartA:日米学生プレゼンテーション

日米の学生67名に対して行ったアンケートを分析

して、以下2名の学生が「私たちからみた愛媛のい

いところ」について日英両言語で15分間プレゼン

テーションを行いました。

・吉村彩（国際基督教大学教養学部アーツ・サ

イエンス学科4年）

･EvaMarieOIson(SmithCollege,EastAsian

LanguagesandLiterature)

lO9

口一
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内容要旨

・愛媛サイトにおける活動報告

・アンケート分析結果報告

・ホームステイで一番楽しかったこと：

＞ ご家族との会話61.5％

＞ 観光やお子さんとの遊び20.5％

＞ 家庭でのお食事15.4%
ｊ

◇

１

１
１

ー

・西予市：住民の方々との対話が印象に残っており、新しさと伝統が共存していた。

・松山市：慌ただしい都市の後ろに、山の頂と木々が見えていて、その2つがとても美しく

融合していた。また、地元の方々が町を素敵にしようと努力している姿に感動した。
一

・結論：以下の4つが愛媛の魅力だった。

＞ 伝統と新しさとの融合

＞ 自然と都市

＞ 強いコミュニティ

＞ 外からのものを受け入れながら、地元の文

化を大事にしている

｡｡ 全全

'一 ～ 凸

PartB:愛媛大学学生プレゼンテーション

愛媛について語るとき、現場の学生の意見を聞

くことも重要であると考え､愛媛大学の学生に、

自身が普段行っている地域の文化を保全してい

く活動について、プレゼンテーションをしてい

ただきました。

・豊坂奈巳（愛媛大学法文学部人文学科

観光まちづくりコース3年）

題目「山と木と人の暮らしが育む文化遺産」

～内子町小田の「森林文化」をめぐるサステイ

一

||’
.｜

’

■

ナブルツーリズムの可能性～
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PartC:学生パネルディスカッション

PartAとBを総合しながら｢愛媛の魅力と課題｣についてパネルディスカッションを行った。

・愛媛大学学生パネリスト：豊坂奈巳（愛媛大学法文学部人文学科3年）

・日本側パネリスト：大野友（早稲田大学政治経済学部国際政治経済学科5年）

･アメリカ側パネリスト:EthanMattos(HobartandWilliamSmithColleges,PublicPolicy)

・アメリカ側パネリスト:EmylnMioLee-Schalow(RutgersUniversity,Marketing)

・モデレーター：藤本アベリーノ（群馬大学医学部医学科5年）

議題

・質問1：愛媛での滞在を経て、地方での暮

謹二

らしに対する印象は変わりましたか？その

暮らしは魅力的なものですか？

> Ethan:大街道は、若い人、観光客、

エンターテインメントなどに溢れて

おり、一方で松山城や道後温泉など 昼

の伝統的な観光名所とそれらが共存していた。

> Emlyn:都市に生まれ育った自分の視点としては、愛媛はたくさんの自然に囲ま

れていて、深いコミュニティのつながりがあって、素敵である。

＞ 大野：日本人としては、みかんの印象が強かったが、来てから新しく色々素敵な

ものがあることを学んだ。ホストマザーは、愛媛独特の文化というものはあまり

ない、ということをおっしゃっていたが、外から見ればたくさんある。

＞ 坂の上の雲ミュージアムや道後温泉など、地元の方々の努力によって文化を作り

上げているところが印象的だった。

＞ 豊坂：松山の城下町をどこからでも見ることができる。個性を生かした地方住民

を筆頭に作り上げる姿勢がある。

､

唾■

質問2：あなたにとって、地方に移住したいと思わせるものはなんですか？

> Ethan:コミュニティが密で、自分の好きなことでコミュニティを積極的に作っ

ている、という点で、自分の大学での生活は愛媛の生活に似ている。ホストファ

ミリーにとても歓迎していただいて、非常に印象に残っているが、そうした「人

とのつながり」が魅力なのでは。
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Emyln:仕事の機会とリラクゼーシ

ョンとのバランスが、住む場所を選

ぶ上で重要な要素である。地方では

ゆっくりできるので、自分にとって

はそこが魅力的。

豊坂：都市ではなく、地方で一生を

過ごしたい。故郷の地方活性化のた

めに貢献できたらと考えている。

〆

L

峯 嚥噌嚥噌

塊〆

ア
ノ

質問3：国内の他地域と比べ、愛媛の強み・特徴はなんですか？

＞ 大野：自分は長野県と宮城県で活動してきたが、愛媛には独自の歴史と文化が生

きていると感じる。宮城県女川町では、人口の10%が亡くなられたが、起業家支

援などを充実させて人を呼び込もうとしており、NPOなどの人と人との活動も

盛んである。新しいものを打ち出す女川町と対照的に、古き良き歴史と伝統はや

はり愛媛の特徴・魅力である。

質問4：海外出身者にとって、ガイドブックに載らないような地域を訪れたいと思うに

は、どのような条件が必要ですか？

> Emlyn:自分はよく観光旅行に行

っているが、有名なところにいっ

て写真を撮って、というのではな

く、普段出会えないような人から

興味深い話を聞くのが好き。今回

も、西予市に行った時、酒蔵の方

が時間をとって酒蔵の歴史などに

ついて説明してくださったのが印象に残っている。人とのつながりからそういっ

たガイドブックに載らない場所に連れて行ってもらう機会が生まれるので、地元

の人と話せる機会が重要であると思う。

《会場からの質疑応答》

質問5：松山城や坂の上の雲ミュージアムに行って、歴史についての興味が広がった。

愛媛県の歴史を知ることで、どのようないいことが生まれるでしょうか。
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大野：学生にとっては、明治時代の人の努力した姿を感じることで、勉強するモ

チベーションを高める役割があると思う。また、松山は歴史だけでなく自然など

他にも色々な魅力があるので、それらとの融合の中でさらに新たな意義が出てく

ると思う。

Emlyn:愛媛に実際に足を踏み入れて地元のことを知ることで、歴史をもっと知

りたいと思うようになった。

〆

〆

質問6：住民の幸せと観光の促進とのバランスはどのように図れるでしょうか。

＞ 豊坂：地元の方々が何を求めているのか、しっかり理解することを前提にして、

そこから観光と両立する姿勢が重要だと思う。

> Ethan:北京オリンピックで、大きな施設を次々と作ったが、オリンピック後に

はあまり使われておらず、もったいない。長期的な目線に立って、観光・まちづ

くりを行なっていく必要を再認識している。また、みきゃんのマークを頻繁に見

て印象に残っているので、マスコットの使用も有効なのでは。

質問7：松山市を訪問して、モダンと伝統が共存している、という点で京都と似たよう

な感覚を得た。松山市の観光都市としてのこれからの可能性はどうでしょうか。

＞ 大野：高松の方が人口は多いけれど、四国と言われて思いつくのは松山なので、

これからも観光都市として発展していくのではないか。

＞ 豊坂：京都と似ている、と言われて驚いた。自分にとっては、日本の古い文化が

根付いている街、というイメージが強い。これから、松山の観光的発展はきっと

起こっていくはずである。というのは、目に見えない無形の文化が多く存在して

いるからである。目に見えない文化を伝える、ということができていけば、さら

に良くなっていくと思う。

【第2部】来場者のみなさまと議論 肺 L
P 可

Ig,堰禽ｊ
■
画
画
一
甲
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け形式

・日米学生会議の学生2名、地元の皆様

3名程度でグループを作って座る。

・最初の40分間で、2つの議題について

対話・議論を行う。

・最後の20分間で、議論した内容を共有。

仏

l

l
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B，
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１
２

奉
一
認
識 国内の他地域と比べ、愛媛の課題、また強みはなんですか？

もしあなたが愛媛県知事で、一つ政策を実現できるとすればそれはなんですか？

参加者の声①

2017年8月16日、愛媛フォーラムが開催され、会議参加者、愛媛大学の学生によるプレ

ゼンテーションとパネルディスカッションが行われました。私とアメリカ側参加者の

EvaMarieOIsonは、米の学生が見た愛媛のよいところ。というテーマでプレゼンテーショ

ンを行いました。五日間の滞在は、松山市のご家庭へのホームステイ、住民の方との地域の

課題や暮らしについてのディスカッション、行政の方から愛媛のまちづくりについてのご講

演など、様々な視点から愛媛を知る機会でした。愛媛フォーラムでのプレゼンテーションを

通して、この経験をじっくり振り返り、愛媛の魅力について考えることができたと思います。

学生参加者に答えてもらったアンケート結果も踏まえて見えてきたのは、古くからの文化や

遺産を大切にしつつ、新しいものを次々に取り入れてまちづくりを進める愛媛の方々の姿勢、

そして地域コミュニティの強さと暖かさでした。かねてより関心のあった地方創生やまちづ

くりの重要性を再認識する貴重な機会だったと思います。（吉村彩）
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参加者の声②

地域学生として登壇したあの日は、一生忘れない。

私達が作成した観光マップ｡を手に取り「感動した！」と言ってくれた、あるJASC実行委

員の一言から、私の挑戦が始まった。

大学では英語に触れる機会がなく、JASC参加依頼が届いた際には、会議名から伝わるプ

レッシャーから正直、参加に悩んだ。

小さな集落で活動をする私達にとって、国外で活動する学生は、かけ離れた存在であり、

どこかしら劣等感を感じていた。しかし、後日大学を訪れた実行委員に素敵な言葉を頂き、

即座に参加を決意した。何よりも県外の学生が、私達の活動に興味を持ち、評価をしてくれ

たことに胸がいっぱいになった。

当初、発表は同時通訳を頼む予定であったが「無謀な挑戦で、下手な英語の発表になると

しても、自分の言葉で伝えたい」という気持ちで英語の発表にも挑んだ。

本番までの，か月間は、JASCの方々が発表原稿の翻訳を快く引き受けてくれたり、発表

練習では学部を超えて多くの教授や愛大生に助けてもらったりと、非日常な日々を過ごすこ

とができた。参加を決意したことで、これまでにない経験や出会いを恵んでくれ、更には自

分の限界を決めつけずに挑戦する楽しさを教えてくれたJASCに心から感謝している。

愛媛大学法文学部人文学科観光まちづくりコース3年

豊坂奈巳

参加者の声③

EhimewastheplaCewhichgavemetheclearvisionofwhat!'humanwarmness"is.From

discussion,Ifeltthestrongboundoflocalcommunity.AIso,Iwassurprisedthatpeoplein

Ehimetendtocomebacktotheirhometowneveniftheygooutfbrawhile.Withits

astonishingscenery,1ocalculturethatpeoplecherish,therelaxingatmosphereandattractive

people,Idefinitelyagreethattheplacewillcontinueattractingpeople,andlcaughta

glimpseaboutwhata"fruitfullife"is.(EthanMattos)

西予市職員より西予市プログラムに寄せて①

未来を創る若者へ

第69回日米学生会議in愛媛の分科会を、文化と歴史のまち愛媛県西予市を起点に実施

していただき、誠にありがとうございました。
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会場となりました宇和米博物館は、昭和3年(1924年）に建造された旧宇和町小学校を

移築し、平成3年（1991年）に開館されました。端から端まで見通すことができる109mの

廊下には圧巻された方もいたのではないでしょうか。市では当施設に新しい価値を見出すた

め、平成28年（2016年）より建築家、地元有志とともに共創をテーマにイノベーションを

起こそうと奮起しており、実行委員の齊藤和平さんから日米学生会議の会場利用についてご

提案をいただいたことは、まさに渡りに船でした。

さて、日本の労働人口は近い将来5000万人を下回り、今後は国内外を問わず異なる国籍、

価値観の人々とも一緒に仕事をするグローバルな人材になることを求められています。また、

オックスフォード大学の調査では日米を問わず､10年から20年の間に50%近い職業がAI

によって無くなるとされています。このような状況の中で社会を生き抜くには、自らが価値

を創造できる人材になることが求められており、まさに、日本人とアメリカ人、そして個人

と個人の価値観をお互いに理解することを目的に開催された日米西予座談会は、未来を創る

人材育成の手段であり、そのような現場に携わることができ感恩戴徳の思いです。

自分自身の大学生活を振り返ってみると、20世紀の日本は「教える」ことを目的とし、

マニュアルの再現能力、処理能力、知識技能を中心に学んできたように思い返されます。し

かし、激動、不確実性、複雑性の増した21世紀では思いもよらないリスクが日常化し、変

化に対してチャンスをつかみ取る人材育成こそが、現代の大学教育のあるべき姿となってお

り、その手段として日米学生会議への参加を促すことも重要な施策と考えられます。

参加された20歳前後の学生の皆さんは、今後の激動の時代を創造する立役者になります。

先人が築き上げた伝統を正しく受け継ぎ、現代に活かし、新しいものを創造することができ

る不易流行の精神を持った人材になることを期待しております。そのためには、日米学生会

議のような機会を通して、国籍や国境の問題だけではなく、宗教、歴史、ジェンダー、所得

格差など複雑な問題を理解し、多様性に対する寛容力を身に着け、困難に立ち向かう力を学

生時代に培い、その能力、考え方を他者に繋ぎ、広げていただきますようお願いします。

西予市総務企画部総合政策課

政策調整係 清家 祐一

116



第4章本会議中の活動報告一愛媛一

西予市職員より西予市プログラムに寄せて②

第69回日米学生会議in愛媛の分科会に参加された皆様、お疲れ様でした。協力させ

ていただいたスタッフ、参加した地域住民は、若い皆さんが熱心に議論している姿を見て、

大変刺激を受けました。

皆さんが､2017年夏､西予市で30度を超える猛暑の中､宇和町卯之町の町並みを見学し、

エアコンのない木造校舎で西予市民と熱心に語り合った体験を忘れずに、いつかこの西予市

に、再び足を運んでくれることを願っています。

今回、西予市と日米学生会議の「つながり」は、実行委員の齊藤和平さんと、会場とな

った米博物館のリノベーション事業や、西予市のまちづくりに意見や提案をして下さった、

山岸さんという2人のつながりから始まっています。私自身、人と人とのつながりの大切さ

を改めて実感させられた機会にもなりました。

若い学生の皆さんには、是非、日米学生会議でできた「つながり」をその枠だけに留めるこ

となく、次の「つながり」へと広げ、未来を創っていってほしいと思っております。

西予市産業建設部経済振興課

町並み推進係 都築 卓郎

参加者の声①：愛媛サイト総合

愛媛で過ごした時間を、どう表現すればよいのか。率直に言って、感想文という形でまと

めることは極めて困難でした。それほどまでに色々な感情や気づきにあふれた時間だったた

めです。

まず、愛媛に到着してからの行程を振り返てみたいと思います。到着してすぐに迎えてく

れたホストフアミリーは、ホテルではわからない「本当の」生活を経験させてくれました。

それに続く西予市の訪問と市民や職員の皆様との対話は、東京や京都などの大きな観光地で

は見られない日本のリアルな姿を垣間見せてくれました。松山市への訪問中に坂の上の雲ミ

ュージアムを訪れ、坂の上の白い一朶の雲のみを見つめて登っていった、明治の若者の姿と

自分たちを重ね合わせることができました。その他、えひめ丸の事故から生まれたハワイと

の交流や8月15日の終戦の日に合わせた平和学習など、日米の学生が当事者意識を持って

学ぶべきトピックに関して理解を深めました。それらの経験の総まとめとして、フォーラム

ではパネルディスカッションや愛媛大生のプロジェクトに関する発表を通して愛媛県の未

来に関して議論をしました。

それらの経験は私たちの人生にどのような足跡を残すのでしょうか。例えば、個人的に
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元々関心のあった地域活性化の現場を見ることができたこと、アメリカ人学生と本音で平和

に関する議論ができたこと、坂の上の雲に登場する人物から大きな勇気をもらえたこと。後

にも残るであろう経験は、数え上げればきりがありません。しかし愛媛という未知の土地に

足を踏み入れ、そのままの姿で自分がその場所に受け入れられたという感触を持ったことが

何より嬉しく、「この場に来てよかった」と心から思うことができました。

たとえば、ホームステイ後のカレー作りであるホストマザーが私のことを「友お兄さん」

と呼び始めました。それにつられて子供たちも「友お兄さん」と呼び出したとき、この家族

に心から受け入れられた気持ちがしました。たった数時間の関わりの中で両手を広げて受け

入れてくれる温かさに触れ、JASCは単なる議論や友情を超えた何かをそれぞれの人生に残

してくれるのだと気づきました。

それと同時に、愛媛の氷山の一角しか見られなかったという不足感もあります。そこに住

む人に触れ、現地の人にしか聞くことのできない話を聞き、新しい気付きがあった土地にこ

れほどの期間しかいられないことがとても残念でした。でも、JASCが大きな物語の始まり

だとすると、これほど良い始まりはないと思います。「また、絶対に戻って来る｣。そう固く

心に誓い、私たちは次の目的地、三重へと旅を続けていきました。（大野友）

参加者の声②：愛媛サイト総合

IfbundourstayinEhimetobebothenjoyableandinformativeTheEhimeprefecture

demonstratedaperfectbalanceofmodernityandtradition,blendingthebeautyofJapanese

natureandculturewithurbanrevitalization,aswesawinourvisittoMatsuyamaCitywhere

wewereabletoexploreanewlyrenovatedshoppingarcade,butalsotraditionalsitessuchas

DogoOnsenandMatsuyamaCastle.Aftermyvisitlfbelasiflgainedagreaterappreciation

forJapaneseculturethatcouldnotbeexperiencedinurbanareassuchasTokyo.(Ethan

Mattos)
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＊＊＊＊＊サイトコーディネーター後記＊＊＊＊＊

私にとって、愛媛サイトは話があがった時から特別な意味を持っていた。何を隠そう、愛

媛松山は『坂の上の雲』の3人の主人公、秋山好古・秋山真之・正岡子規の故郷である。

生の時、NHKドラマで見た『坂の上の雲」に心が震え、小説8巻もあっという間に読んで

しまったほど、私は『坂の上の雲』の大ファンであった私は、3人の主人公の生まれ育った

愛媛において日米の学生が気づきを得られる企画を考えてそれを実現できる機会を前にし

て、並々ならぬ情熱を沸かせていた。

もう一つ、私のモチベーションを高めたのは、地方の問題を扱うことで、少しでも各自治

体や地元住民の方のためになりつつ、日米の学生が「日本の地方の現状・問題」に対して認

知的になり、問題を解決するきっかけにつながる機会となりうる、ということであった。自

分自身は福岡の大学に通う身として、地方には地方なりの魅力も課題もあると感じられるが、

東京やアメリカの都市圏に住む学生が、その地方の現実を実感する機会は少ない。「問題が

認知されていないこと」それ自体がさらに地方の問題の解決を遅らせている要因の一つとな

っているかもしれない、と考えると、今回の愛媛サイトの企画で日米の優秀な学生に地方の

現状と問題を見せることは、非常に有意義なことであると考えていた。

しかし、頭で考えることと、地元の方にご協力いただいて実際に実施することとの間には、

大きな隔たりがあった。愛媛県の中でも松山は人口60万人を擁する都会であり、もっと地

方の現状を知るために、新居浜市・今治市・宇和島市などを訪れた。しかし、会期がほぼ完

全にお盆休みとかぶるため、プログラムに対して協力を得ることはかなり難しかった。それ

でも、捨てる神あれば拾う神あり、地方創生事業に携わる友人を経由してつながった西予市

の皆様は、好意的に私たちの活動を聞き入れてくださり、本会議でも訪問させていただくこ

とが決定した。お盆中の日曜日という日程にもかかわらず、35名もの市役所職員の皆様、

地元住民の皆様にご参加いただくよう働きかけていただいて、広報・企画・会場準備など何

から何までお世話になった西予市職員の皆様には、感謝してもしきれない。

他にも、愛媛県国際交流協会・松山国際交流協会にご協力いただいて、ホームステイファ

ミリーを30家庭探し出し、愛媛県庁と松山市役所には資金面や松山城プログラムの面で大

変お世話になった。愛媛大学からはパートナー学生3名を採用し、ともに企画準備・運営を

行ったが、度重なる出張のたびに家に泊めてくれて、車も出してもらい、医学部地域医療学

講座の熊木准教授や医学教育センター長の小林教授を紹介してくれて、そこからプログラム

が大きく前進するなど、本当に多大なる貢献をしてくれて心から感謝している。

本会議では、事前に想定しきれていなかった点について、当日バタバタとしてしまったけ
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れども、すべてのプログラムを無事にこなすことができたのは、ひとえに支えてくださった

周囲の方々のおかげである。一年間全力で準備してきた6泊7日はあっという間に終わって

行ったけれども、「ホームステイであたたかくもてなしてくださったご家族の皆様とのひと

ときがとても楽しかった」「西予市で地方住民の皆様の声を聞くことができて、分科会議論

が深まった」「西予市の現状を見て、日本の地方が抱える差し迫った課題に自覚的になった」

「平和についてアメリカ人と話すことに関して複雑な感情を持っていたが、アメリカの学生

たちが私たちの言葉にならない感情に一生懸命に耳を傾け続けてくれて、忘れられない時間

になった」「住む場所が違うことで助かる命と助からない命があることに気づき、地域医療

に対する目を開かせてくれた」「愛媛フォーラムのプロフェッショナリズムに感動した」と

伝えてくれた学生たちの声を聞いた時、すべてが報われた気持ちがした。しかし、素晴らし

い感性と思考と人格を持ち合わせた学生たちだったからこそ、プログラムが素晴らしいもの

になったのだ。参加者のみんなにも深く御礼申し上げたい。

愛媛サイトは、自分が主担当として作り上げただけに、感慨も一入であった。しょっぱな

から予想以上のお盆渋滞に巻き込まれて到着が遅れ、ホームステイファミリーの皆様に多大

なるご迷惑をおかけしてしまったにもかかわらず、最初に入った時には、温かく拍手で迎え

てくださって、その優しさにゆうた（馬場雄太）と肩を抱き合いながらわんわん泣いた。

えひめ丸事故についての議論も平和についての議論も、とても真筆に向き合ってくれた日米

の参加者の姿を見て心が熱くなった。西予市の住民の方もお盆中の日曜日にお越しいただき、

地元の皆様には表現しきれないほどたくさんお世話になって、ありがたかった。愛媛フォー

ラムに向けて、実行委員もパネリストも、みんな一丸となって頑張って、最高のフォーラム

を開催できて胸がいっぱいになったし、愛媛大学のみんなにバスでお別れするときには、胸

が裂けるかと思うほどに愛おしさを感じた。たくさんの、振幅の大きな、はじめましての感

情が自分の中に芽生えて、愛媛サイトだけでも感情がとても豊かになったように感じられる。

愛媛サイトの企画・運営を通して痛感したこと、それは「自分一人の力だけでは、大きな

企画を成し遂げることはできない」という、書いてみれば至極当然なことであった。今まで

も色々と学生を巻き込んで企画をしてきたが、愛媛サイトの企画はお金と責任のかかる社会

人の皆様にご協力いただくことの難しさに向き合い続ける日々であった。未熟な私たちに対

して、叱p宅激励しながらご協力くださった愛媛の皆様に、心より深く御礼申し上げます。

『坂の上の雲』第1巻あとがきには、以下の一節が綴られている。

「このながい物語は、その日本史上類のない幸福な楽天家たちの物語である。

やがて彼らは日露戦争というとほうもない大仕事に無我夢中でくびをつっこんでゆく。

楽天家たちは、そのような時代人としての体質で、前をのみ見つめながらあるく。
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のぼってゆく坂の上の青い天にもし一朶の白い雲が輝いているとすれば、それのみをみつ

めて坂をのぼってゆくであろう。」

明治人の途方もない努力とエネルギーに比べれば、たった1年間私が費やした努力はちっ

ぽけなものにすぎないけれども、坂の上の雲の3人の主人公たちが踏みしめた伊予松山の地

で、「日米の学生と愛媛の皆様にとっての一朶の白い雲」のみをみつめて、坂をのぼってい

くのだと、借越ながら心の中で主人公たちと自分を重ね続けて、全力で愛媛サイトを作り上

げた。たくさんの失敗と心がいつぱいになる喜びを噛み締めたこの経験を糧に、私も明治の

先達の生き様を受け継いで､人生をかけて「自分にとっての一朶の白い雲｣のみをみつめて、

坂をのぼっていこう。

愛媛サイトコーディネーター

九州大学21世紀プログラム4年

齊藤和平

愛媛サイトコーディネーターとしての仕事は完全にゼロからのスタートだった。愛媛県を

訪れたこともなければ、観光名所や歴史、文化を含めての知識も無い。我々は漠然と「地域

創生」のテーマを掲げながらも、具体的なプログラム案すらまとまらず、ただただ進展のな

い話し合いに明け暮れていた。

愛媛サイトが前進し始めたのは、年末の愛媛県訪問で県庁の国際課のサポートを得られて

からである。絶景で知られるしまなみ街道や、松山市の坂の上の雲まちづくり構想や美しい

天守閣が残る松山城、今治タオルのブランド化など様々なプログラムのアイデアを得ること

ができた。こうして、愛媛サイトへの気持ちは不安から期待へと変わり、アメリカ側参加者

のみならず、日本側参加者にとっても有意義なプログラムにしようと決意した。

本会議では愛媛の本当の良さを感じてもらいたいという想いから、プログラムに直接体験

を多く盛り込むように工夫した。松山市の街を大街道から松山城や道後まで自分たちの足で

歩き、西予市の地域住民と直接対話を交わし、地域住民の自宅にお邪魔してホームステイを

した。愛媛サイトの集大成「地域創生フォーラム」では、参加者一同が愛媛で学んだり感じ

たりしたこと、地域の問題などについて提案を出したり、地域住民の方々とディスカッショ

ンをしたりした。

地方サイトの成功の鍵は、地元でのサポートにあると思う。愛媛サイトは愛媛県庁をはじ

めとし、日米学生会議のアラムナイ、愛媛大学の学生サポーター、そして地元の多くの方々

の尽力があってこそ成り立ったのである。協力いただいた方々には心より感謝申し上げたい。

一年準備してきた愛媛サイトもたったの6日間で終わってしまった。しかし、その6日間
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で体験した愛媛の記憶や新しくできた人のつながりはここで終わらない。

愛媛サイトコーディネーター

群馬大学医学部医学科5年

藤本アベリーノ

《愛媛サイトでお世話になった方々との写真》

召

r‘魅

の

１
－－Ｊ

？

愛媛サイト全般にわたってお世話になった

愛媛県庁村上暢章様ご家族と

右上：愛媛県庁国際交流課村上暢章様

西予市プログラムで大変お世話になった

西予市役所のお二人と

左：総合政策課清家祐一様

右：経済振興課都築卓郎様

1

1 一

換

I鱈

【｜I
西予市プログラム会場：宇和米博物館

指定管理者一般社団法人Zenkon-nex

代表理事齊藤正様と

共に企画・運営を行った

愛媛大学パートナー学生の3名と

左：萩原彩・中：尾崎美和・右：福永晃
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－4－4．三重サイトー

8月17日～8月22日

蒙雲汐咳 、

、

東西を海と山の豊かな自然に囲まれた三重県では、古来よりそれと調和するように人々が

生活を営んできた｡雄大な自然の中に佇む伊勢神宮や熊野古道伊勢路は､悠久の歴史を紡ぎ、

自然崇拝、アニミズムの精神を育んできた。安倍首相に「日本の原風景」と言わしめた志摩

の美しいリアス式海岸には、自然と寄り添うように海女文化が根付く。稚貝は取らないなど

の種々の厳格な自主ルールを持つその伝統は、持続可能な資源活用という現代に通用する知

恵をも秘めている｡他方､北に目を向けると、日本有数の規模を誇る中京工業地帯が広がる。

四日市は戦後の急速な工業化ゆえに60年代、四大公害病の一つ・四日市ぜんそくを引き起

こすが、現在ではそれを克服し、公害問題を抱えるASEANなどから四日市の事例に学ぼう

と視察が訪れる。自然と人間、古代と現代が交差するこの地で、日本的精神のルーツや文化

を探り、その上で現代が抱える様々な問題に向き合う。
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■サイトコーディネーター

塩崎諒平

新郷雅大

IenniferLim

KaedeYoshioka

■サイトスケジュール

8月17日（木） 8月21日（月）

バスにて扇芳閣へ移動（13時間） ･環境と公害未来館見学

･公害認定患者野田之一様ご講演

･桑名の折り鶴体験

･三重フォーラム

･四日市港ポートビル

8月18日（金）

･皇學館大学神道・伊勢神宮レクチャー

･雅楽と舞鑑賞

･伊勢神宮内宮・おはらい町散策

･分科会議論 8月22日（火）

･東京へ新幹線で移動

8月19日（土）

･分科会議論

･海女レクチャー

･海の博物館見学

･海女小屋訪問・海産物試食

･相差地区ガイド

・タレントショー

■宿泊先

扇芳閣（8月17日～20日）

プラトンホテル四日市（8月20日～22日）

8月20日（日）

・ファイナルフォーラムリハーサル

･フィギュア博物館訪問

･相可高校日本料理体験

・ものづくりパネルディスカッション

・ものづくりの精神性議論
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■各プログラムの詳細・感想
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▼皇學館大学神道・伊勢神宮レクチャー・

雅楽と舞鑑賞（8月18日）

午前中は皇學館大学において、当大学教

授の櫻井治男様、神宮司庁の音羽悟様に

神道や伊勢神宮についてのレクチャーをし

ていただきました。

その後、皇學館大学や高校の学生たちと

恩師弁当を食べ、祭式教室にて当大学学生

による雅楽と舞を鑑賞しました。教室の雰

囲気もあいまって、束の間古代にタイムス

リップしたような錯覚に陥りました。

h
雛
涌

『

ていき、国家神道という洗礼を受け、戦後

民主主義のなかで現在の形になった、自然

宗教です。

神道というのは、宗教であると同時に、

知らず知らずに私たちの生活の中に根付い

ている文化です。神道の講義を聞いて自分

が一番感じた驚きはそこにありました。神

道を宗教として信じることと、文化として

神道を受容すること。日本社会の精神的構

造を自分がどれだけ知らずに生きてきたの

か、多くのことを考えさせられました。（豊

坂竹寿）

参加者の声 ▼内宮・おはらい町散策（8月18日）

午後からは、一部の学生が公式参拝・御

垣内参拝をした後、伊勢神宮内宮とおはら

い町を自由散策しました。午前中のレクチ

ャーだけでは感じられない、実際の内宮の

雰囲気を存分に体感しました。

日本人は12月25日にクリスマスを祝い、

その一週間後には神社に新年の祈りをささ

げる。日本人の無宗教を言い表すときによ

く言われることですが、このことの示すよ

うに、神道のことを本当に真剣に考えたこ

とのある日本人はどのくらいいるのでしょ

うか。

我々の祖先は山を神として祀り、信仰し

ていました。ただ鳥居が、山と人間界を隔

てていました。その後大陸からやってきた

仏教との融合や、キリスト教の受容など、

神道は様々な宗教や思想を呑み込み吸収し
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参加者の声① この主役には、我々を魅了するどれほど

の引力があるのか。脇役で見つけたある茶

屋にて赤福を頬張りながら、そう想いを馳

せました。（林田將）

参加者の声②

物語には主役と脇役がいます。物語を引

っ張って行くのは主役であり、それに華を

添えるのが脇役であることが多いとされま

す。一般的に言う主役の人気の高さとは別

に、脇役をより好む通な人が多いことも知

られています。

我々日本人の中では、通な人が多いのし

よう。例えば、太陽系における主役は太陽

ですが、日本人に最も人気がある天体は月

と言っても過言ではありません。月を表す

表現の多さ、古文に現れる月への想いの数、

そして福沢諭吉が訳したとされる'!IIove

youMに突如現れる月の存在からして、日本

人の月への想いは特別でです。日本人の心

に響くのは、太陽という主役が沈んだ後に

寄り添ってくれる、この世を灰かに色付け

る存在の趣深さ、なのかもしれません。

私達が訪れたおかげ横丁は、月のような

存在でした。伊勢神宮という主役の脇で佇

む、旅人の憩いの場です。神道という、様々

な人の信念や邪念を見守ってきた歴史を司

る重き大木の横で、そこを訪れた人々の心

に温かな色彩を灯す軽やかな止まり木。脇

役の存在が、我々に憩いをもたらしていま

した。

では、おかげ横丁を照らす伊勢神宮の光

とは何なのでしょうか。日本人が持つ精神

のルーツと呼ばれる神道の魅力なのか、神

宮独自の式年遷宮の不思議なのか、はたま

た日本神話の最高神である天照大神の輝き

なのか。

Asalikelyattractiononthetopplacesto

visit,IseShrinetumedoutunexpectedly

ordinarilybeautifi'l.Themostenjoyable

partofwalkingthroughlseShrinewas

contemplatingthejuxtapositionofsunlight

throughthetreesandthesymbolismof

rebuildingtheshrineevery20years.Aswell,

comingfromacitylifb,thenatureofthe

surroundingsresonated.(DuoXu,CeCe

Johnson)

▼海女レクチャー＠海の博物館(8月19日）

海の博物館学芸員の方から、海女文化に

ついてのレクチャーを頂きました。その後、

各自が自由に博物館内の展示を見学しまし

た。古くから伊勢神宮にお供えする海産物

を鳥羽市の海女さんたちが取っていたなど、

伊勢神宮との関連も知ることができました。

一手垂

司両

I

凸

戸

L
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▼海女小屋訪問＠相差かまど（8月19日）

相差かまどの現役海女さんたちと、海女

小屋で交流しました。サザエやアラメなど、

彼女たちの取ってきた魚介類を小屋の真ん

中にある囲炉裏で調理して出していただき

ました。実際に海女さんが海に潜る姿こそ

見ることはかないませんでしたが、実際の

暮らしの一部であるかまどの中で海女さん

たちとお話しできたのは貴重な体験でした。

によって漁獲を厳しく定めています。

私達は日本一の海女の数を誇る三重県鳥

羽市を訪れました。女性の願いを必ずひと

つは叶えてくれる「石神さん」と呼ばれる、

古くから地元の海女さん達が大魚と海の安

全を祈願する「石神社」を参拝してきまし

た。石神さんに向かう途中の家々の前に、

星型と格子状の印が書かれた石が置いてあ

る事に気がつきました。「セーマン」「ドー

マン」という魔除けの印で、星形の印は一

筆書きでたどると、同じ場所に戻ってくる

ことから、海にもぐっても必ず戻ってくる、

格子型の印は、出入口が分からず悪魔が入

りにくいという意味が込められているそう

です。海女さんが頭につける手ぬぐいにも

刺繍します。海という自然相手の海女の仕

事は様々な危険も伴います。しかし、道の

途中で出会った若い海女さんや、海女小屋

で新鮮な海の幸を振舞ってくれた海女さん

の話を聞いているうちに、また、大貝が獲

れた話をする海女さんの元気で明るい姿に、

非常にやりがいを感じられる仕事なのだと

伝わって来ました。現在は高齢化や後継者

不足に悩まされている海女漁。今後も、日

本の変わらぬ伝統文化として継承して欲し

いと思いました。（藤本ミケイラ）

▼相差地区ガイド（8月19日）

相差海女文化資料館と神明神社を鳥羽市

役所の方に案内して頂きました。海女文化

の根付く相差地区だけに、当神社に祀られ

ている神様は女性の守り神である石神さん

であることや、海女さんのいる家の軒先に

は海難を避けるおまじないであるセーマン

ドーマンが描かれた重しの石が置かれてい

ることなどを学び、いかに海女文化が現地

に根付いているかを体感しました。

参加者の声

海女漁は日本の古書にも記述があるほど、

3000年を超える長い歴史があります。海女

は素潜りという独自の方法で、サザエやア

ワビ、海藻などを獲ります。また、獲りす

ぎを防ぐために、地域ごと貝の大きさなど
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▼タレントショー（8月19日）

夜には、参加者が有志で出し物・パフォ

ーマンスをする、タレントショーを開催し

ました。

パフォーマンスは国境を超えた感動を与え

ることができると再認識しました。この場

を借りて感謝します。ありがとう。（長谷川

信寿）

▼料理体験@相可高校（8月20日）

高校生国際料理コンクールでも優勝した

ことのある相可高校調理部のみなさんと一

緒に、三重県の食材を使った料理体験をし

ました。卵焼きを作ったり、巻き寿司を作

ったりしましたが、予想以上に苦戦する参

加者を高校生が見事なサポートをしてくだ

さり、大変和気謁々とした雰囲気で進めら

れました。昼食には自作した巻き寿司以外

にも、JA三重様に提供していただいた松坂

牛のしぐれ煮などもいただきました。

文化分科会の書道パフォーマンス

参加者の声

なかなか皆が優れたタレントを持ってい

ました。書道パフォーマンス、能、バイオ

リン演奏、ウクレレの弾き語り、女装ダン

ス、歌を歌い、フラダンス、ルービックキ

ューブを一瞬で揃える美声披露など、どの

パフォーマンスもクオリティが高く面白か

ったです。こうしたパフォーマンスは皆を

元気づけ、全体の士気を上げます。またエ

ンターテイメントというのは「間」が非常

に重要となります。トークにしてもダンス

にしても、いい演技には「間」というもの

がつきものです。

今回のタレントショーは多くの人がこの

「間」というもの、そしてこの「間」から

生まれる場づくりや空気というのを感じ取

りました。優れたパフォーマンスをこの日

米学生会議で観られるとは最高な体験です。

私自身もマジックをさせていただきそ最高

の経験をさせて頂きました。またこうした

参加者の声

バスが角を曲がると、ずらりと並ぶ白い

制服が目に入りました。

眼の前にそびえ立つのは、青空に映える

真っ白な校舎。三重一と言われる調理師学

校・相可高校への到着。バスを降り、拍手

の渦に包まれると、じんわりと胸が温かく

なりました。

「料理のプロ」となる高校生たちと取り
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館に訪れました。数々の日本アニメやアメ

コミのキャラクターフィギュアを前にして

写真を撮り、忙しい本会議の息抜きとなり

ました。

組んだ、だし巻き卵と太巻き寿司の調理。

作りながら、料理は最高の国際交流だ、と

感嘆せずにはいられませんでした。

共にキッチンに立つだけで、心の距離は

縮まります。出会って一時間と経たないの

に、教室のそこかしこで笑い声が弾け、卵

がうまく巻けるたびに歓声が上がります。

太巻きに包丁が入り、“の"の字の切り口が

現れると拍手が起こりました。そんな和や

かな雰囲気が、たまらなく愛おし〈感じら

れました。

実習後の昼食。私たちの前に、色とりど

りの料理が並びました。

これだけの料理を、昨日から作ってくれ

たのか。私は胸に、下準備の様子を思い描

いきました。英語で説明出来るかな、とほ

のかな不安を抱きつつ、出汁を取り、野菜

を刻む生徒たちの姿…。それらを想像する

だけで、途端に、眼の前の料理が何よりも

尊いものに思えました。

余韻に浸る間もなく、別れの時は来まし

た。生徒たちが廊下に並び、拍手で送って

くれます。そのさまは何だか卒業式のよう

で、気恥ずかしくもあり、また寂しくもあ

りました。

もう少しでいい。ここで時間を過ごせた

ら。心残りな思いを乗せて、バスはゆっく

りと動き出しました。（大野あゆみ）

▼ものづくりパネルディスカッション＠三

重大学（8月20日）

三重大学メープル館にて、前日までに三

重で学んだ日本の精神性が現代の諸産業に

いかように根付いているかを探るため、各

方面からゲストをお呼びしてパネルディス

カッションを行なっていただきました。浅

井農園株式会社代表取締役浅井雄一郎様

(農業)、菅築舎株式会社CEO松本憲司様

(左官職人)、パイロットインキ株式会社執

行役員生産部長太田義之様、文具事業部

長印田孝雄様（製造業)、みて株式会社代

表取締役森口英則様（茶×サービス業)、

吉田本家山林部代表吉田正木様（林業）

といった各方面からゲストの方をお迎えし

ました。パネルディスカッションの後、参

加者や現地の学生を交えて、意見交換も活

発に行われました。

▼フィギュア博物館見学（8月20日）

多気町の万協製薬社長の趣味であるフィ

ギュア収集が高じてできたフィギュア博物
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と"効率"を重視すれば、機械化であれより

便利な道具を使うことであれ、できること

があるはず。その上で未だに、ひとりひと

りの手によって得られるもの/作られるも

のに価値を置き続けている。イギリス産業

革命から想起されるような、”作られるもの”

という結果自体、量産を重視し

た''manufacturing''と違う点が、ここにある

のだ、と私は実感しました。

伊勢神宮を通して、“もの"は神にささげ

られるもの。その”もの”にはひとつひとつ

細心の注意が払われ、一切のぬかりがあっ

てはならない。それゆえ、他者に委ねず自

分の手でどこまでも、心が納得するまで完

成を試みる。「ものをつくる」こと自体に神

聖さ・大義があり、それが日本人の生活そ

のものに溶け込んでいるのではないのかと。

「お客さまは神様だ」というと別の話にな

り得ますが、いずれにしても、神道的な世

界観から培われ、数千年と受け継がれてき

たその捧げる精神が、今の日本企業がかけ

るものつくりへの思いに繋がっているので

はないか、と各業界の方々の意気込みを目

前にして、私には思えました。それがとき

として"働きすぎ"として批判されることも

参加者の声①

「ものづくり」とは何か。対訳すれば

"Manufacuturing"だが、そうした途端にど

こか違ったニュアンスを醸し出す。そんな

この国特有のコンセプトを元に、各"ものづ

くり”に携わる最前線の企業の方々－－ボー

ルペンのパイロット・インク様、農産物の

浅井農園様、日本茶のみて株式会社様、森

林材木の吉田本家様、漆喰技術の蒼築舎様、

を交えてパネルディスカッションを行いま

した。日本人の精神性を考える上でふさわ

しいサイト三重の、最後の締めくくりとし

て行われたことからも、JASCの中で最も印

象に残る経験となりました。

“日本人は直接手で触れたものを大事に

する。”ものづくりという観点において、

県内鳥羽市にて海女さん文化に触れたこと、

また伊勢神宮を訪問したことからも、この

考えにたどり着きました。貝を採集するの

に特別な道具も使わず、至って原始的な方

法で素潜りする海女さん。そして彼女らが

獲ったあわびが、そのまま伊勢神宮に奉納

されます。またその神宮においても、捧げ

られる刀剣や装飾品等は、全て一から職人

によって手作りされるのだそうです。もつ
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ら始まることはありません。職人の頭脳や

心が動いて初めて、ものはその形を与えら

れ始めるのではないでしょうか。そうした

ものづくりの原点にさかのぼることで人々

はものの内に職人の想いを感じると共に、

ものづくりに熱いロマンを覚えるのではな

いでしょうか。（小島直毅）

参加者の声③

ありながら、世界の消費者が日本製のブラ

ンドを一定に信頼する過程へと至ったのは、

その"働き”と"生活"の一体化にこそあるの

ではないでしょうか。労働時間と賃金の割

合をただ気にする資本主義的な観点

(manufacturing)からすれば､"そこまでしな

くてもいいのに"と思えることでも、生活の

一部(ものづくり）となりきったことでは、

あるいはその基準が通用しないのかもしれ

ない。今回のパネルを通し、自分の身の周

りにある日本製品をもう一度見直してみた

い、と強く願いました。（藤井一樹）

参加者の声②

BecauseeconomiCdevelopmentand

urbanizationwasheavilyprioritizedit

becamesomethingthatlapanisproudof.

Butinthepast,thiSbecameanissue

becauseofthepollutantsthatwere

produced.Thishelpedusunderstandthat

innovationconsideratetotheenvironment

isimportanttopreservingtheworldthatwe

livein.(1inTanizaki,StellaZhang)

技術の日本と長く称されるその背景には、

何が息づいているというのだろうか。繊細

な技術力、選び抜かれた材料、職人の勘、

ものをつくる発想力。これら製品開発への

投資は、どれも欠かせない製造業の基盤で

しょう。一方で製品をつくる上で必要な要

素にはおさまらない、あるいはそのさらに

奥に眠る何かに気付かされたのが本ものづ

くりパネルでした。それは、ものをつくる

人々の中に燃える美しい精神性でした。

代々に渡り技術を後継してきた誇り、もの

を使用する人を細部まで想定する徹底的な

こだわり、ものをつくることに対する情熱

と美徳の追求。他の誰でもないその職人が

熱意やこだわりを持って丁寧に製品を形づ

くるからこそ成し遂げられる、精神性の粋

がそこには伺えます。

もの一つ一つにも生まれた過程が存在しま

す。その過程は、決して製鉄や機械作業か

▼四日市公害レクチャー（8月21日）

四日市公害にまつわるビデオを鑑賞した

後、公害裁判の原告団の1人・野田之一様

から当時の様子やお気持ちを、一問一答形

式でお話しいただきました。その後、公害

と環境未来館内を四日市高校の生徒さんや

学芸員の方に案内していただきました。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
０
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
‐ 一

雪一』
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参加者の声 の長きに渡る戦いの中で、国を動かし、会

社に対して公害問題の責任を認めさせる執

念と言えるものに突き動かされるものがあ

りました。私は当然ながら四日市ぜんそく

の当時の被害や訴訟を知っているわけでも

ないですが、最近でいえば、注射器の共用

や非加熱性血液製剤の使用によるB型肝炎

やC型肝炎で長く苦しんできた方々が、国

や製薬会社に対して賠償を求めた裁判を起

こして、勝訴したことを思い起こさせまし

た。如何に国が発展すること、その名のも

とにあらゆることが行われようとも、其れ

が個人の不幸を招くようなことであれば全

くの不正義であると言わねばなりません。

個人の幸福と国家の発展は表裏一体のもの

であり、切っても切り離せない。数十年前

の出来事でも現在での出来事でも共通する

のは、決して国家の正義が、国家を構成す

る国民の正義と踏みにじることによっては

成り立たないということ、それを体現する

勇気ある人々の行動でした。そして素晴ら

しいと感じたのは、地元の小学生がこの公

害問題を多くの人々に伝え、教訓を未来に

活かすために、当館でとても詳しく説明を、

しかも英語で行なっていました。彼らの、

正確な知識を、熱意をもって伝えようとす

る姿勢には学ぶものが多かったです。

世界でも多くの環境問題が未だ深刻なも

のであり、解決の糸口を模索し続けていま

す。私が同じ大気汚染ということで思いつ

いたのは中国の大気汚染問題でしたが、未

だ根本的解決には至っていない現状で、学

現在の日本は非常に高度に工業化がなさ

れ、日本人なら誰でも今その恩恵を受けず

に生活することはできないでしょう。

工業化とは即ち、其れまでの伝統的な手工

業とか、農業に基づいた社会からの脱却を、

時に強制的に行わせるものです。四日市は

日本の4大工業地帯の一つ、中京工業地帯

の代表的工業都市であり、戦後復興の要と

して、高度成長を支えました。しかし現地

の住民の人々に与えた影響は多大なるもの

でした。1960年代から70年代の超工業化

の流れの中で、大量の工場の排煙の中に含

まれる二酸化硫黄などの有害な化学物質に

よって、住民は重い喘息に苦しみ、また多

くの人がその症状により命を落としました。

我々は四日市が見つめ、立ち向かってき

た現実を見つめ、被害にあった人々がどの

ように乗り越えてきたか、また今乗り越え

ようとしているのかを学ぶために、四日市

公害未来館を訪れました。最初に実際に被

害を受け、訴訟と症状を勝ち抜いた男性か

ら話を聴き、またどのような経緯を四日市

が辿ったかを紹介する映像を見ました。映

像の中で印象に残った証言（男性も仰って

いたが）で、その症状において生々しかっ

たのは、「息を吸うときは吸える。だが吸っ

た後に息を吐くことができない苦しさは耐

え難い｡」如何なる苦しみか、想像もつきま

せん。しかし生きながらの苦しみのなかで

これほど苦しいものがあるだろうかと思っ

てしまいます。そして男性が経験した裁判
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一緒に手順をなぞりながら折ったはずの友

人がなぜか惜しい完成形になったり、一方

で、途中まで教えた後は黙々と取り組み人

一倍早くゴールに辿り着いた友人も出てき

た時には場を和ませたりしました。折り鶴

が普及する機会はなかなかないでしょうか

ら、日本のユニークな文化として知っても

らえた良い親睦の時間だったかと思います

（押切彩）

ぶべき国と市民の関係性、違いが努力して

成し遂げるべきことについて、四日市の教

訓を通りすがるわけにはいかないでしょう。

（小倉匠海）

▼折り鶴体験（8月21日）

桑名市の六華苑にて、桑名市の高校生た

ちと桑名の連鶴を折る体験をしました。

▼三重フオーラム（8月21日）

NTNシティホールにて、三重サイトでの

学びを外部に発信するため三重フォーラム

を開催致しました。基調講演には、伊勢神

宮の式年遷宮をテーマとしたドキュメンタ

リー映画「うみやまあひだ」の宮澤正明監

督、鎌田雄介プロデューサーをお招きして、

式年遷宮に秘められる日本の精神性につい

てお二人の考えることや制作秘話について

お話しいただきました。

参加者の声

幼少期から日本で過ごしている人にとっ

ては当然のように作ることのできる折り紙

の鶴を親しみのない友人に教えることは、

まったく容易なことではありませんでした。

まず、折り鶴の英語で何と言うかという

ところから始まり、折り方は言葉よりも手

が覚えている感覚だったので、実際に順を

追って口に出しながら折っていると自分ま

でわからなくなっていくという奇妙な矛盾

にぶつかりました。

もちろん、外国の友人にとっては最終形

態がどうなるかなど見当もつかないことで、

私が困っているのを見てさらに不安にさせ

てしまったことが振り返ると申し訳ないで

す。私も連鶴を折るのは初めてで、数ミリ

つながっているだけの紙1枚を交互に折っ

ていくことは神経を使い、緊張しましたが、

三重県での活動報告を実行委員で行った

後、桑名高校の生徒による琴の演奏と桑名

市の紹介寸劇を鑑賞しました。
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その後、三重県知事・鈴木英敬様と参加

者学生によるパネルディスカッションが行

われました。三重県出身者からイスラム教

徒の学生まで幅広いバックグラウンドを持

った学生が三重県で感じたことを披露して

くれました。

上なく嬉しく思いました。

仲間に地元を知ってもらう絶好のチャン

ス。今回経験したことの多くは生活の一部

に含まれているものです。しかし、身近す

ぎるために、見えない、捉えられない、わ

からないものがありました。今回の訪問で

は嫌というほど気付かされることとなりま

す。神道やアニミズムを通してみる三重。

異なる価値観がある場所として、私の地元

として。登壇して一体何を言おうかと随分

と悩みましたが、結局、わからなかったこ

とはわからないまま、言わないという選択

肢をとることとなりました。これでよかっ

たと思っています。いつか、理解できる日

が来ることを願うばかりです。（伊藤江理

華）

参加者の声①

このフォーラムでは三重県で体験したり、

学んだことを発表するほか、映画監督のご

講演を聞いたり、鈴木英敬県知事と、私を

含む4人の学生が登壇しパネルディスカッ

ションをするなど、盛りだくさんでした。

米国側の学生は、それぞれ独自の視点か

ら「神道」という枠を通して人々の生活や

文化、経済が繋がるcycolismといったユニ

ークな考えを発信していました。彼らは海

女文化を学ぶセッションやものづくりパネ

ルでも興味津々で、三重出身の私は、この

参加者の声②

TheMiesitewasveryinsightfulinto

veryuniqueaspectsofJapaneseculture.

Fromvisitingandleamingaboutthe

IsejinguushrineandtheimpactOf

Shintoismonjapaneseculture,tovisiting

Ama-sanattheirhutsandenjoying

deliciousseafbodwiththem,Miewastrulva
ゴ
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心を洗われたような清々しい気持ちで東京

に向かうことができました。

siteofrichJapaneseculture.

Itreallystruckusthathighschool

studentswereheavilvinvolvedineverv
グ

experiencewehadhereatMie,whetherit

beinthefbrmofaguidedtour,orcasually

making"Renbazuru'',atypeoforigami

uniquetothisarea.Seeinghoweagerthe

youngergenerationistostepinandhelpin

preservingandsharinglocalculture,gaveus

aglimmerofhopethatshouldbemadean

exampletoall.(EmylnLee-Schalow,Sarah

Bernt)

;弓テーエ．T一一一 吟や｡－

ｻ零F溌毛 ~。遥雪.芝§
戸 。

著,参
4割、 零

■

参加者の声：三重サイト総合

第3サイトでは､三重県に滞在しました。

私にとっては、出身地に近いということも

あり、何度も訪れている土地であったが、

日米学生会議としての訪問では新たな発見

に驚くこととなりました。

伊勢神宮訪問、海女文化体験、ものづく

りパネルといったプログラムは一見違うこ

とを学ぶように思われたが、一貫してもの

が生きている、神が宿っているとする神道

の考え方、そしてその考え方がどのように

地域に、そして文化に根付いているかを感

じることができました。

また体感するだけではなく、日本人の価

値観とは何か？私の中の日本人らしさとは

何か？といった自分自身を振り返り、考え

るきっかけを得ました。三重フォーラムで

は登壇の機会を頂き、三重県での経験を基

にした自分の考えを報告すること、そして

他の参加者の価値観を共有することで今後

の自分への課題発見にも繋がりました。私

にとって三重サイトは4サイトの中でも印

象に残る良いサイトでした。（金澤つき美）

▼レセプション（8月21日）

フォーラム会場の近く、<わなメディア

ライブにて、三重県でお世話になった方々

をお招きして、レセプションを行いました。

参加者それぞれが、お世話になった方々に

感謝を述べつつ、三重県で感じたことを思

い思いに伝えていました。

▼四日市ポートピル夜景鑑賞(8月21日）

最後のプログラムとして、四日市のポー

トビルで夜景鑑賞をさせていただきました。

三重県でのプログラムは大変タイトだった

ので、最後に綺麗な夜景を鑑賞してみんな
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＊＊＊＊＊サイトコーディネーター後記＊＊＊＊＊

日米学生会議はなぜ開催する必要があるのだろうか。その問いの答えを探すために、この

一年間、どれ程時間を費やしただろう。各代の実行委員が悩むこの問いに、私たちも同様苦

しんだ。そんな時、米国大統領選挙にてドナルド・トランプ氏が当選した。JASCerで溢れ

る私のfaceboOkは、悲観する声で埋め尽くされていた。「自分たちが信じてきたアメリカは

これではない｡」「アメリカって結局何なんだ｡」アメリカそのものを見直し、そして苦悩す

る文章が次々とフイードに現れた。「己を省み、人を知る。～価値観の共有から生まれる可

能性～」第69回会議のテーマである。今こそ日本を省み、アメリカと向き合うべきだ。日

米関係の本質を学生から追い求めていこう。実行委員全員で必死に考えて導き出した会議の

テーマと、日米間、そして世界平和の希求という、日米学生会議が83年もの間保持してき

た命題がこの瞬間、繋がりを持ったのであった。

「日本の精神性のルーツを探る」

目に見えない"日本らしさ"に対する挑戦が始まった。三重県のプログラムは日本を省みる

この会議の核にきっとなるだろう。私と新郷はそう信じ、サイト運営を開始した。「神道」

に対する学問的な学びから、何故日本人は議論の時静かになりがちなのかといった日常の疑

問まで、日本人らしさについて徹底的に新郷と語り合った。学問的な知識を駆使して思考を

深めることができる新郷とは異なり、常に経験が入り口となる自分は、三重県への出張は本

当に貴重な時間であった。伊勢神宮は勿論、各地の市役所や商工会議所を始めとした多種多

様な方々に対して自分が思う日本人らしさをぶつけた経験は本当に忘れられない。どことな

く感じる雰囲気の違い。非常に穏やかで温かいが、どこか芯の通った強さを感じさせ、日本

人らしさについて活き活きとお話しされる三重県の方々。とても新鮮で、私はその魅力に大

いに惹かれていった。

この「人」の魅力を何とか参加者のみんなに伝えたい。人はいつだって現実だ。人から感

じられるものもいつだって本物なのだと私は思う。だからこそ、「人」から発せられる言葉

雰囲気に興味を持ち、そこから参加者全員に"日本人らしさ"について考えてもらう機会を多

く創りたかった。

三重県にて参加者がどのような学びを得て、どのようなことを感じたのかということにつ

いては他の感想文をご参照頂きたい。しかし、三重県のプログラム全体を通して言えること

は、本当に地元の方々やご講演いただいた方々との距離が近かったということだ。ご講演い

ただいた方と共にご飯を食べ、共に議論をし、海女さんと同じ目線で笑い合い、三重県の学

生と共におかげ横丁を回り、共にご飯を作る機会さえも頂いた。フオーマルな形の学びだけ
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ではなく、このような些細なやり取りから"日本人らしさ"を考えるきっかけになったことを

私は心から願っている。“日本人らしさ”という壮大なものまで考えが至らなかったとしても、

三重県の方々が持つ、自分たちとはどこか違う雰囲気を体感し、そして何かを考えるきっか

けとなってくれたのではないだろうか。

最後になりましたが、この素晴らしい三重県のプログラムを創り上げるにあたりお世話に

なった三重県全ての皆様、特にいつも自分たちに寄り添い、共に進んでくださった三重県庁

の八太様、青木様、山根様、大平様、森田様、そして自分と共に三重サイトを担当した実行

委員の新郷に心から御礼申し上げます。この一年間を振り返り、自分が持てる全ての力を三

重県のプログラム創りに注ぎ込むことができたか、と問われたら、はいと答える自信は、正

直と・こにもありません。今一度振り返ると、後悔の念が沸々とこみ上げてきます。それでも

このプログラムを成功させることができたのは、三重県のプログラムに携わって頂いた全て

の皆様が共に前へ進めてくださったお陰であると心の底から思っています。本当に、ありが

とうございました。

三重サイトコーディネーター

東京外国語大学国際社会学部ラテンアメリカ地域専攻3年

塩崎諒平

83年の歴史の中で日米学生会議初の開催である三重県では、「日本の精神性のルーツを探

る」をサイトテーマとして掲げました。

なぜ、日米学生会議という国際交流団体において、日米に関係が深い広島長崎や沖縄では

なく「三重県」で、「日本」について探ることをテーマにしたのかと言いますと、それは、

国際交流やグローバル化の重要さが叫ばれる中で、とにかく留学して海外を見てこいである

とか、様々な文化の人と話すことで価値観が広がるであるとか、そういう巷に溢れた言説に

ずっと違和感を覚えてきたからです。いくら外を見て、外と交流しても、そもそも自分のこ

とを理解していなければ、自分の中の変化に気づけないし、そもそも外国人と対等に渡り合

うなど到底無理だとずっと思っていました。だからこそ、国際交流団体であり、海外に興味

を持っている学生が集まる日米学生会議がこのテーマを掲げる意味があるのではないか、い

まこそそれを証明するいい機会じゃないか、と奮い立ちました。

特に、三重県には日本人の心のふるさとと言われる伊勢神宮があるので、そこをサイトの

軸に据えようと考えていました。というのも、神道と聞くと、日本人は「国家神道」を思い

浮かべ、軍国主義と結びつけて忌避する傾向があると思います。そこら中に神社があって、

自然と手を合わせる習慣がついているはずなのに、それと同じところであるはずの神道をた
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だよく理解したいという気持ちから知ろうとすることがなぜ「右」と見られてしまうのか。

そもそもなぜ、宗教を知ろうとすること自体、ある種危ないこととして捉えられているのだ

ろうか。日本を理解する上では避けては通れないはずなのに、なぜかみんなそこを逆に忌避

してしまう。学生だからこそ、そういう社会的な圧力を度外視にして、自分たちの心ゆくま

で深掘りのできる絶好の機会だと思いました。

実際に三重での会議開催が決まってから、プログラムを作っていく上で協力をしていただ

けないか様々な方々とお会いしてサイトの理念を説明する中で、三重県の方々も似たような

思いを持っていることを実感しました。いかに伝統的な海女文化の精神を残しつつ、それを

世界に伝えていくか、あえて誤解を恐れずに言えば、神道的、日本的な考え方は現代におい

てどのような意味を持ちうるのか。ただ海外に出て行こうとしている人たちだけが目を世界

に向けているわけではなく、そうしたことを常日頃から考えている方々がこんなにもたくさ

んいる、ということがとても心強く感じられました。

実際に慌ただしい本会議の4日間のみで自分たちの精神のルーツを探ったり、深く問いか

けたりすることは難しかったと思います。しかし、参加者一人一人が、自分なりに新たな発

見をして、それをなんとか思考の糸口にしようとしている場面に何度も遭遇しました。そう

したことの積み重ねによって、今回の三重県での滞在の経験が種となって、いつか世界中で

大きな花が咲いていくことを願ってやみません。

また、三重サイトを作り上げていく中で、本当に多くの方にご協力いただきました。ご協

力にとどまらず、その過程からも本当に多くのことを学ばせていただきました。全ての方々

をここで書ききることはできませんが、特に日米学生会議につきっきりで担当してくれまし

た、三重県庁国際戦略課の八太様、青木様、山根様、大平様、森田様に感謝申し上げたいと

思います。皆様のご協力なしではこのう．ログラムは絶対にあり得ませんでした。心から御礼

申し上げます。ありがとうございました。

三重サイトコーディネーター

東京大学工学部システム創成学科4年

新郷雅大
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世界最大のメガシティ首都東京。江戸開府から400有余年、東京は日本の政治経済の中枢

として、国会や行政官庁、国際機関、外国公館、企業の本社などが集中している。また、上

野、浅草に見られる下町情緒あふれる街並みや古き良き日本のものづくり文化も継承させつ

つ、アニメなどのポップカルチヤーや現代日本の最先端技術を世界に発信している。2017

年夏は、新たな米国大統領の登場により、アジア太平洋地域における安全保障や経済連携の

在り方について、重要な転換期となる可能性を秘めている。政治経済をはじめ、日本の各分

野で時代の先端を行く東京で、第69回日米学生会議の活動を総括して、分科会の議論や成

果を社会に発信する。
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■サイトコーディネーター

中川奈津子

吉川久美

Ehennedenldehen-Amadasun

EricMueller

■サイトスケジュール

8月22日（火） 8月27日（日）

･一中節 ･第70回会議実行委員選挙

・フリータイム

･teamLabレクチャー

･teamLabjungle体験

8月23日（水）

･分科会議論

･外務省レセプション

･第70回会議実行委員選挙立候補開始 8月28日（月）

ファイナルリフレクション

アメリカ側参加者とお別れ8月24日（木）

･ハピネスパネル

･ダイバーシティパネル

･VR体験

■宿泊先

東京セントラルユースホステル

8月25日（金）

フリータイム

アメリカ大使館ワークショップ

アメリカ大使館レセフ．ション

8月26日（土）

ファイナルフォーラム

ファイナルレセプション
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■各プログラムの詳細・感想 イアし文化に関する日米双方向の意見を酌

み交わさせた、という点で芸術そのもので

はなかったのではないかと思います。（古座

匠）

▼一中節（8月22日）

都一中様に一中節のご演奏と、ご講演を

いただき、日米の学生も都一中様と一中節

を唄いました。
ーP 酔 一 ‐
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▼外務省レセプション（8月23日）

ホテルルポール麹町にて、日米学生会議

をご後援してくださっている外務省のご厚

意により、レセプションを開催していただ

きました。学生たちは美味しい食事を囲み

ながら、国際的に活躍されている方々と歓

談しました。

参加者の声

講演者である12代目都一中氏は自らの神

髄として萬歳一その場の誰をも一中節を通

じて良い気持ちにする－ということをおつ

しやられていました。実際の三味線演奏に

至る前のお話やたたずまいから既にそれが

体現されていて、言葉にせずともにじみ出

る雰囲気というか伝わるものというものが

あるのだなと改めて実感しました。言語や

文化の壁を越え続けなければならない

JASCの活動の一つの指針となりました。

また一中節という具体に打ち込むことを

通じて、日本文化の特徴や教養をもつこと

など、広く文化という抽象にまで敷術して

深みのあるお話をされるお姿には感銘を受

けました。講演中、日本文化の特徴を「水

墨画における余白のように、鑑賞するもの

の想像力や感性を喚起させ取り入れる」と

答えた日本側参加者がいましたが、都一中

氏の講演自体も、参加者を個々にインスパ

参加者の声①

将来、なんらかの形で日本の外交に携わ

りたいという思いがあったからこそ、僕は

JASCに参加しました。そのため、このレセ

プションで、新進気鋭の若い方から往年の

名外交官まで、様々な外交官の方々から知
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見を教えていただけたのは、自分には勿体

無いほど貴重な経験だったと思います。

外交に携わる人間の必須条件は、「ジェネ

ラリストでありながらも、プロフェッショ

ナルな得意分野を持つ人｣、そして何より、

「学びに負欲である人」だとこれまで様々

な方から教えていただいてきましたが、今

回のレセプションで話してくださった皆様

は、未熟者の僕が投げかけるどんなお話に

も、持ちうる全ての知識と情熱をもって、

答えてくださいました。日本の伝統文化か

ら新幹線の機械構造まで、皆様の教養の引

き出しの多さに僕は今回もやはり圧倒され

ましたが、それ以上に、僕という一人の人

間と話してくださるその姿勢は、自信に満

ち溢れていながらも願らず、スマートでし

た。JASC中も、そしてその後の人生も、こ

んな風に人と触れ合い、世界と関わって生

きて行きたいと決意を新たにした1日でし

た。（松村謙太朗）

参加者の声②

点からご講演いただきました。

参加者の声

8月24日に、HUFFINGTONPOST日

本版編集長である竹下隆一郎さんにご講

演を頂きました。ここでの学びは大きく分

けて二つありました。

第一に、長時間労働の是正が歌われて久

しい今日でも、日本には様々な形で長時間

労働がまかり通っている事や、転職が珍し

いものではなくなってきたと言われる中で

も大企業になるほど離職を困難にする雰囲

気が社内に流れているというお話を聞き、

改めて日本の体質のようなものを感じられ

た事は大きな学びでした。

第二の大きな学びは、大手新聞社と比較

して、HUFFINGTONPOSTはより主観的

な意見も記事に盛り込むというお話を聞き、

主観的で偏りのある意見を取り入れること

の意義を考えさせられた事です。そこで私

がたどり着いた答えは、より客観的な記事

を通して事実関係を知る必要はあるが、そ

れと同時に、そのトピックに対する考えを

ブラッシュアップする為には、より主観的

な意見をHUFFINGTONPOSTのような

メディアから収集することも重要である、

Itwasmemorabletimetalkingto

wonderfulalumni.Iamthankfilltorealize

allthesupportstoallowustogatheratone

place.Withthatinmymind,Iwouldliketo

keepworkinghardfbrtherestofthe

conferenceaswell.(ChristinaZhou)

▼ハピネスパネル（8月24日）

ハフィントンポスト日本版編集長の竹下

隆一郎様をお招きし、日米のメディアのあ

り方や、日本の過労死の問題など幅広い観
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というものでした。（岩井凌太） に多様化に向けての動きが高まっている現

在の社会。これらの問題解決のための具体

的な方法は提示出来なくとも、社会的少数

派側の見解、現状を発信することにより、

これらの問題を少しでも知る、興味、関心

を抱く人が増えた場となったことを祈りま

す。（新井英貴）

参加者の声②

▼ダイバーシティパネル（8月24日）

「無国籍」の著書である陳天璽様から多

様性をテーマにご自身の経験と日本の現状

についてご講演いただき、陳天璽様、日米

の学生パネリスト4名、学生モデレーター1

名でパネルディスカッションをしました。

Mr・Takeshita'spresentationonthe

stateofthemodernJapaneseworkplace,

parlayedintohisownexperiencesworking

inthejapanesemasscommunication

industrywasanengaginglookattopicsof

greatimportanceintoday'ssociety,

highlightingwhathebelievestobeseveral

culturalshiftsbetweentheolder

generationsinlapanandpeopleourown

age.Ofparticularinterestwashis

perspectiveontheimportanceof

journalisticintegrityintheageofthe

intemet,especiallygiventhenational

discussionfollowingthemostrecent

AmericanpresidentialelectiOn.Following

hislecture,thedelegationhadtheprivilege

ofattendingthediversitypanel,which

seemedtoofferseveralvariedperspectives

onthevariousqualitiesofthelivesledby

individualsfromcertaingroupsinboth

japanandAmerica・Hearingaboutthe

experiencesofMrs.Chin,aswellasthoseof

fourofourfellowdelegateswasaunique

opportunityfbrthedelegationtoaccess

参加者の声①

「私の本名は朴ヨンギ、在日韓国人とし

て日本に生まれ育った｣、この簡単な自己紹

介を檮跨っているのが22歳の私､新井英貴

です。

幼い頃からの幾つかの差別経験、ヘイト

スピーチ等により、私は自分自身の背景を

隠し続けているのです。

このパネルへの参加は日本社会における

少数派として生きる上で苦労していること、

自分が抱いてきた想い等を大多数に発信す

る初めての場となりました。少数派が声を

上げてみることの重要性を頭では理解して

いるが、行動が伴わない私にとっては、非

常に貴重な小さくて大きい一歩でした。

現在、世界中で社会的少数派への排他的

な運動が行われています。対して人権を守

るための運動も起きています。日本も同様
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insightstowhichwemaynothave

otherwisebeenprivy,anditcertainly

offeredfoodfbrthoughtintheensuing

discussionperiod.(NicolasGrigsby,

ChristopherKoontz)

ー __ 一J■■■■ L‐ 〃 夕

参加者の声①

8月25日には米国大使館でワークショッ

プが開かれ、二人の現役の外交官の方から

のご公演と、その後円形に座った形で質疑

応答が行われました。

個人的に印象に残ったのは、女性外交官

のプライベートなお話です。将来海外で働

いてみたいと漠然と思っていた自分にとっ

て、色々な国に住むということ、家族を持

つときには乗り越える必要のある課題など、

普段聞くことのできないリアルなお話は大

変貴重でした。

また、中国、日本、アメリカの外交問題

についての質疑応答を聞いていて、日米の

友好関係の長さと重さを実感じました。そ

れと同時に、これからアジアの国々との関

係も築いていく必要があり、アメリカだけ

でなく、アジアの国々ともこんな風に国と

国とが繋がっていてほしいと思いました。

ワークショップ全体を通して、米国大使

館を代表して話しているという迫力があり、

将来自分が働くときもご公演頂いた二人の

ように、しゃんと背を伸ばして自らの仕事

に向き合っていたいと思います。（吉村彩）

参加者の声②

▼VR体験(8月24日）

第62回日米学生会議のアラムナイである米

本大河様にお越し頂き、VR体験をさせて

いただきました。参加者は最新のテクノロ

ジーを心から満喫いたしました。

▼米国大使館ワークシヨツプ（8月25日）

日米学牛会議をご後援いただいている米

国大使館のご協力のもと現役の外交官2名

をお招きしてワークショップを行いました。

当日は、質疑応答のセッションの後「the

U.S.1apanSecurityPartnership:Examining

Changesinthe RegionalSecurity

Environment」と「theU.S.japanSecurityソ

Partnership:ExaminingChangesinjapan's

DefensePolicy」の2つのトピックに分かれ、

おこ方を交えてインタラクティブにディス

カッションを行いました。

Inalecturebyadiplomat,Italkedabout
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theattitudeofdoingworkforthenation

andthepeople,notspecificpoliticalparties

andregimes.Itwasaveryvaluable

experiencetoknowhowtofacediplomats'

occupatlon.

Also,byseeingthephotographsand

diagramsofthetrendsofUSConsulates,

LegislativeEmbassies,andEmbassiessince

Harrisonthecorridorsoftheembassv,I

realizedagainthattherelationshipbetween

lapanandtheUShasalonghistory.

Itwasanimportantfactorinthinking

aboutjapan-USrelationsinthefilture.

(PaolaResendiz)

communicatetootherpeoplewhohaveless

knowledgeabouttheseperspectivesonthe

U.&andJapanallianceissues(Andrew

Fischer)

▼米国大使館レセプション（8月25日）

ワークショップの後、米国大使館のご厚

意によりレセプションを開いていただきま

した。米国大使館首席公使JosephM.

Young様（右から2番目)、広報・文化交流

担当公使MargotCarringtOn様（最左)、米

国先端政策研究所(CAP)の上席研究員グレ

ン･S･フクシマ様（中央左）からご挨拶を

いただきました。

－

一

参加者の声③ 参加者の声①

大使館レセプションで一番印象に残って

いる出来事は、アメリカ人の方の外交官と

の会話です。その方は、他国との外交にお

いて、確かに相手国のことを知ることも重

要なのだが、それに加えてアメリカ、すな

わち自分の国のことを知ることの重要性が

日々の実感としてあるとおっしゃっていま

した。

私はこの言葉を聞いた時、国という大き

な単位だけではなく、人間と人間の身近な

ThroughourvisittotheU.S.Embassy,I

foundmyselfquestioningmyassertions

aboutcertainsecuritVanddomesticissues

betweentheU.S.andJapanalliance.Dueto

thesmallgroupdiscussions,Iwasableto

listentovariousperspectivesfromboth

sides,AmericanandJapanesedelegates,

thatchallengedmyownwayofthinking.

Thisdiscussiontrulyprovidedmewith

aninsightthatlwillfurtherliketo
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いと気づく過程で、いろんな考え方を尊重

する姿勢も自ずと身についていくのではな

いでしょうか。

彼の言葉は、私にそんな考えを抱かせて

くれました。（下吹越愛莉）
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▼ファイナルフオーラム（8月26日）

3週間の本会議期間にとどまらず、5月の

春合宿以降議論を重ねてきた各分科会に加

え、7月の自主研修以降沖縄、日本、アメリ

カの学生で議論を重ねてきた沖縄の問題に

ついて最終成果発表であるファイナルフォ

ーラムを、青山学院大学青山キャンパス本

多記念国際会議場にて行いました。

基調講演には、日米学生会議第22．23回

参加者のグレン･S･フクシマ様にお越し頂

きました。また、第54．55回参加者の乗竹

亮治様をモデレーターに、第32．33回参加

者の冨川秀二様をパネリストにお招きし、

第69回参加者を交えてのパネルディスカッ

ションも行われました。

I

関係のあり方にも共通する部分があると感

じました。人間の体の構造というのは不思

議なもので、リアルタイムで客観的に自分

自身を、自分の目で観測することはできま

せん。だからこそ、他者との関わりの中で、

自分という人間が形成され、時には変容し

ながらも更新されて行くのだと思います。

人間と人間を繋ぐ道具として言葉があり

ますが、相手に自分自身を正しく伝えるた

めにはまず、自分の考えを自分が理解する

必要があります。自分のなかで暖昧なもの

は、相手に理解されません。これは、国と

国の関係にも当てはまると思います。その

ことをよく表す言葉に、「日本の外に出て初

めて、日本のよさがわかった｡」があります。

ある国の、一つのまとまりの中での暮らし

では気づかなかったことが、日本という枠

を抜け出し、他国の人との関わりを通して

初めて、自分の常識が世界の常識ではない

ことを知ります。

しかし、このことに気づくための前提と

して、日本のことについてまず自分が知っ

ている必要があります。そのようにして、

多様な価値観があるのだと知り、自分の価

値観が必ずしもみんなの正しいとは限らな
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分科会発表の様子

参加者の声①

第69回日米学生会議の締めとなるファイ

ナルフォーラムは想像していたよりも早く、
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また突然にやってきてしまいました。この

まま集団での生活が果てしなく続いていき

そうな気分さえもしていたにも関わらず、

です。しかしこのファイナルフオーラムと

いう存在が日米学生会議を2つの側面から、

より意味のあるものとしてくれました。

私たちは3週間、1つのラウンドテーブル

に所属し、仲間とそれぞれのトピックにつ

いて議論を重ねました｡3週間という長い期

間をかけて話し合うために常に建設的な議

論が行えるわけではありません。相手の意

見に違和感を覚え納得できないこともあれ

ば自分の意見に対して厳しい指摘があるこ

とも経験します。確かに、その場で何を言

われようと聞き流すこともできるかもしれ

ません。ですが、ファイナルフォーラムで

グループとして発表する以上、違う意見を

全く無視することは不可能なのです。「相手

の考えの理由は？」「その理由を得た経験何

であるのか？」互いに歩み寄り己との相違

点を見つけつつ理解しあっていく、そんな

必要性を私たちに持たせてくれたのがファ

イナルフォーラムでした｡

またさらに、ファイナルフォーラムは私

たちが3週間の日米学生会議全体を振り返

る機会でもありました。他のラウンドテー

ブルの話を聴きながら、議論の流れを回想

したり、各サイトの思い出の写真を見なが

ら忙しい中で忘れかけていた記憶を蘇らせ

たり、ゆっくりとした時間の中で「自分に

とっての日米学生会議」の意味を感じられ

ました。急に隣に座っている友人との別れ

を実感し急に胸が締め付けられるような寂

しさを覚えたのもこの時でした。

ファイナルフォーラムは私たちJASCer

に日米学生会議の素敵な記憶をいつまでも

留めておくための時間でした。（佐々木彩

乃）

参加者の声②

Wehadsomuchdiscussiontimewith

ourownroundtables,sobeingableto

presentandshowtherestofthedelegation

everythingwehadworkedonwasreally

rewarding.OntheHipside,wewereableto

seeourfriendspresentontheirroundtable

topics,whichwasnotonlyenlighteningbut

mademereallyproudofthedelegationasa

whole.Thejourneytofinalfbrumandfinal

fbrumitselfweretwoexperiencesthat

changedusaspeople.(KitannaHiromasa)

▼EC選挙(8月27日）

第70回日米学生会議実行委員を各候補者

のスピーチ後、選挙にて決定いたしました。

－

佐々木も登壇し、アラムナイと現役学生と

でパネルディスカッションを行った
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▼tenmI.2bレクチャー(8月27日）

日米学生会議第64．65回参加者でいらっ

しゃる竹内正人様をチームラボ株式会社

様からお招きし、「デジタルアートの未来」

をテーマにご講演いただきました。

そこからは、もう相手方の思うツポでし

た。バランスボールみたいなポールがたく

さん投げ込まれたり、ちり紙の雪が降って

きたり、やりたい放題やってきました。「予

測不可能性」と「操作不可能性」につけ込

み、裏口ルートで、こちらの感覚器官に直

接訴えかけてきたのです。主体は完全に溶

け、自由意志という言葉は空想的産物と化

しました。私たちは、ただただ「踊り狂う

何か」としてこの世界に存在していました。

一時間長の時間が矢のように過ぎ、私た

ちは現実へと戻され、主体性が回復を遂げ

ました。終わった後すぐ、友達と感想を共

有しあいましたが、ついさっきまでの感覚

や状況がうまく説明できませんでした。「文

脈のアート」から「感覚のアートへ」とか

いういかにもなワーデイングでこの体験を

片付けたくありませんでした。ただ、この

モヤモヤが最高に心地よかったのです。お

そらく、人間そのものに根ざした「何か」

がそこにあるのでしょう。その「何か」は

これから人生を進めていく中で自ずと明ら

かになってくるでしょうから、ここではま

だ言語化しないでおこうと思います。（野間

康平）

■ ~

一 一

▼teamLabJungle(8月27日）

3週間を締めくくる最後の夜に､チームラ

ボ株式会社様からご招待いただき、チーム

ラポジャングルに参加させていただきまし

た。

参加者の声

なんだったんだろうあの空間と熱狂的な

雰囲気は。チームラボ主催の体験型アート

イベントは第69回日米学生会議の無事終了

を、激アツな渋谷の夜と、わずかな違和感

を添えて祝ってくれました。密室の空間の

中に詰め込まれ、何が起こるのか全くわか

らない状況。そこでは、人間の発明した偉

大な「予測」という機能が解体していまし

た。すると突然、空間に光が走り出したの

です。まさに、スターウォーズ的世界観に

放り出されたかのようで、思わず口から

「Maythefbrcebewithyou.」という声が漏

れていました。

ｰ

〃
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▼ファイナルリフレクション（8月28日）

参加者全員が輪になり、各々、三週間の

会議を振り返りました。各々にとって、様々

な苦難や喜び、思い出が詰まった三週間。

参加者は思いを共有し、参加者全員が心を

通じあわせました。途中テッシュを配り合

うなど、涙の音が途絶えることがない時間

でした。

で運行する新幹線、その正確さに組み込ま

れるように先を急ぐ人々。それまでの2週

間で歴史を振り返る機会が多くあり、悠久

の時を想うマインドになっていた私たちは、

21世紀の日本という時代を切り開く圧倒

的なエネルギーにまるで飲み込まれそうに

なる感覚を味わいました。

東京サイトの特徴は、レセプションの数

の多さです。外務省や米国大使館など多く

の支援団体が関わっているということがそ

れらを通して分かったこと、またそこで出

会う人との交流がとても刺激的で学びも多

かったのが収穫でした。その他にも東京に

集う人の多さと多様性をフルに活かしたパ

ネルディスカッションやレクチャーが多く

催されたことも大きな特徴です。例えばハ

フポスト日本版編集長の竹下隆一郎氏、日

本において無国籍というアイデンティティ

を持ちその研究も行っている早稲田大学准

教授の陳天璽氏、チームラボでアートディ

レクター（カタリスト）を務めている竹内

正人氏など、それぞれの分野で時代の先端

にいながら研究や報道など多様な活動を行

っている人々と交流する機会に恵まれまし

た。このような刺激とそこからつながる深

い思考が、一人の参加者として感じた東京

での経験をよく表していると思います。

個人的に、どうしても忘れることのでき

ないセッションが一つあります。一中節と

日本の伝統芸能の魅力をユーモアたっぶり

に語ってくれた都一中さんのレクチャーで

す。時代の最先端を切り開く大都市東京で、

▼別れ

三週間の最後の時間でした。各参加者は抱

きしめあい、別れを惜しみました。
守

c〆~
●

一●一｡"＝ 一

…＝

参加者の声：東京サイト総合

世界有数のメガシティ、東京。徳川幕府

の成立以来日本の政治経済の中心地であり

続けたこの地で、69回目を迎えた日米学

生会議は幕を下ろしました。

それまでに訪れた3都市とは打って変わ

って、東京では都会的である意味で人工的

な生活様式や文化を感じる機会が多くあり

ました。およそ6時間弱かけて三重から移

動した私たちの目にまず飛び込んできたの

が、都市特有の雑音と見る者を圧倒する威

風堂々としたビル群です。無数のネオンラ

イトで彩られた景色、機械仕掛けの正確さ
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なぜ日本の伝統芸能？とレクチャー開始時

にはかなり懐疑的な気持ちで臨みましたが、

終わって振り返ってみるとあのセッション

こそ東京で、時代の先端を圧倒的な速さで

切り開くことを期待されている場所で行う

べきものなのだとわかりました。学生との

対話を中心に、終始幸せそうに日本の伝統

文化について語る都一中さんが投げた問い

に、このようなものがあります。「教養のあ

る人とは、どんな人のことですか？」もち

ろん答えは一つではありません。私の解釈

も一中さんの解釈とは異なっていました。

しかし一中さんが「知らず知らずのうちに

目の前の人のことを幸せにしてしまう人の

ことだ」と答えたとき、どんなに時代が変

化しても変わらない人間の目指すべき本質

がよく理解できたように思います。成長を

追い求めるこの場所で忘れてはいけないも

のは何か。その問いに対する都一中さんの

答えだったのではないでしょうか。彼の言

葉はこれからの時代を創ろうとする我々の

心に深く響き、忘れることのできない時間

になりました。

3週間にわたって開催された日米学生会

議は、ここ東京で幕を閉じました。ファイ

ナルリフレクションで思いのたけを語った

学生は、終了後それぞれの道へ進みます。

別れを惜しみつつ、いつの日か人生の道が

互いに交わることを強く期待して、56人の

学生会議参加者は次の目的地へと旅立って

行きました。（大野友）

米国大使館レセプションにて

悩みに悩んだ末、実行委員に立候補！

房
毒
》
盈
郁 1

グレン･S･フクシマ氏と対話する参加者

＠米国大使館レセプション
▼

、

『

津
“
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＊＊＊＊＊サイトコーディネーター後記＊＊＊＊＊

参加者に何を見て、何を感じてほしいか、第69回のテーマを具現化できるのはどこか。

この議論の末に決定される他サイトとは異なり、毎年開催される東京サイト担当としての最

大の困難は「なんでもあり」であったことのように感じる。経済、教育、政治、文化、科学

技術、ありとあらゆる側面で中核を担うこの都市で、与えられた期間は1週間。「参加者の

知的好奇心と探究心を刺激し、議論の生まれるプログラムを作りたい｡」外交、多様性、幸

福、等をキーワードに据え、迷ったときはそこに立ち戻りながらこの雑多で可能性に満ちた

当サイトの運営を行った。参加者にとってはファイナルフォーラムを目前に控え、体力的に

も精神的にも常に圧迫された状態の中、日々新しいことに触れ続ける体験は相当に目まぐる

しいものだったと想像するが、この夏を締めくくるにふさわしいサイトとなっていたことを

願うばかりである。

このように我々学生の力だけでは成し得ないことを実現できたのは、ひとえに毎年多大な

ご支援をいただいている日米学生会議アラムナイの皆様を始めとした、外務省、米国大使館

や多くの企業の皆様、快くご講演を引き受けてくださり、会場手配等に奔走してくださった

各方面の皆様のお力添えのおかげです。心より御礼申し上げます。

東京サイトコーディネーター

慶應義塾大学総合政策学部総合政策学科2年

中川奈津子

東京サイトの企画運営にあたり、一番苦心したのはサイトのテーマ設定であろう。東京は、

政治・経済の中心地として、メディアや現代文化の発信地として、また、企業や人が集中す

る中で多様性や生き方にどう向き合わなければいけない場所として、様々な特性を有してい

る。そのどれもが重要であるため、どの側面を強調して日米の参加者に伝えたらいいか、コ

ーディネーター同士で何度も議論を重ねた。結局、多岐にわたるトピックを東京では取り上

げたが、多様性や生き方について着目したことは、価値観の共有をテーマにする第69回な

らではのプログラムと言えるだろう。沢山苦労もあったが、東京サイトにて無事会議を終了

することができたこと、末筆ながら関係者の皆様に深くお礼を申し上げたい。

東京サイトコーディネーター

慶應義塾大学法学部法律学科3年

吉川久美
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第5章分科会の活動報告

"ApproachingtheCityfromaMultidimensionalPerspective"Roundtable

｢21世紀の都市の在り方と個人の生き方」分科会

コーディネーター

齊藤和平

コーディネーター

DanyiZeng

伊藤江理華 金澤つき美 CeCejohnson Christopher･Koontz

阪上結紀 戸嶋寛太 KitannaHiromasa NganVo

ヒト・モノ・カネ・情報が集中する都市は、社会の動きがダイナミックに見られる空間であると言

えよう。日米両国の都市を傭撤すると、日本は人口が東京に一極集中し、地方との格差が拡大する一

方、連邦国家として成立したアメリカは、各州が独自に地方分権を推進し、全国的に主要都市が散在

している。日本の最大都市東京は、都市圏として3,500万人を超える世界一の人口を擁しており、育

児・介護問題が深刻化している現状に鑑みても、住みやすい地域とは言い難い。

本分科会では都市について、都市工学や都市行政などの理論面に加え、地域のソフトパワーによる

課題解決なども含め実践面からも捉え直す。また日本の国全体としてマクロな視点から、いかに東京

と他の都市が連携しながら共存共栄するのか、一方ミクロな視点にまで掘り下げ、人間はどこにどの

ように住み、働き、生きていくのかを考え、より良い都市の在り方とより良い個人の生き方を調和で

きるような都市づくりができるのか、その可能性を考察する。
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■はじめに

「21世紀の都市の在り方と個人の生き方」という抽象的で漠然とするテーマにどう切り

込んでいくか。都市は世の多くのことに関連があり、次々と興味深い問いが生まれてくる。

かきよせてもかきよせても広がっていこうとする議論をどうにか皆でまとめ、前に進んでい

くこととなった。平坦な道であったとは言えない。議論し、喧嘩して離散し、相談し、疲れ

果ててまた戻ってくる。それの繰り返し。まさに波乱万丈。それでもどうにか這いつくばっ

てFinalForumまでたどり着いた。そんな都市分科会の軌跡、是非読んでいただきたい。

春合宿にて
■事前準備期間

▼参加者が定めた分科会の目標・方向

数回の議論をへて、「より良い都市とは何か」

を根幹として進めていくこととなった。より下

の階層へ各自興味のあるトピックを選び､学び

を共有した上で議論する形を取った。日米がと

もに意見を出せること、事例を出し合えるトピ

ックかどうかを重視し､優先順位をつけて行っ

た。また、多角的に問題を捉えるを目指し、最

学_一
匹

終的に出た結論を文章の形にして残し、広く社会に発信したいと考えた。最終的に、日米の

学生が考える「より良い都市」とそれを実現する具体的な「アクションプラン」を作り、提

言することを目標とした。

▼議論をどのように進めたか

話したい議題が多かったので､それに優先順位をどうつけるか議論した。その方法として、

5点満点で、いくつか項目（後述）を作り上げ、デリがそれぞれ投票していくスタイルを取

り「評価シート」を作った。

項目は、①価値観を共有できるか、②より良い都市とは？を考えられるか、③皆が話しや

すいか(専門知識を必要とし過ぎないか、等を話しやすいかの基準とした)、④社会へと還元

できるか、である。その後、それぞれのトピックの関連性をマインドマップにし、一目瞭然

で関わりがわかるようにした。なお､マインドマツプを使う方法は､本会議でも採用された。

RTPaperについてもアドバイスをしあい、準備を重ねた。その議論はまず、書き手から

の内容共有があり、他メンバーがGoogleドキュメントにコメントをしていく。書き手がコ

メントに返信し、それを各ミーティングまでの課題とした。オンラインミーティングでは、
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第1回オンラインミーティング
こうしたコメントを元に、より深い議論を進

めていった。その他、朝の登校前の定例ミー

ティングに加えて、お互いをよく知ろうと、

何度か長時間ミーティングを試みた｡効率性

は考慮せず､時間に縛られることなく自由に

議論ができた。また、それぞれの内面、人柄

を知る良い機会でもあった。米国側とのジョ

イントでは、各自RTPaperの内容を共有

そめに日本側だけで英語でミーティングをし

逵 申

■ロ

『耐
どうすべきかを議論した。時々、練習のために日本側だけで英語でミ

どうしても母国語に頼ってしまう部分があったことは反省点である。

して、

たが、

▼DiscussionTopics(例）

1．少子高齢化→「官と民はどのように連携すべきか」など

2．都市の定義→「皆が考える都市とは何か」など

3．防災・スマートシティ→「どのようなスマートシティが理想か」など

4．都市の景観→「官民連携の障壁になることは何か」など

5．個人の生き方→「将来何がしたいか、何のために生きるのか」など

▼議論の内容例

都市の定義に関する議論では、「都市とは何か」について長い間皆で検討した。都市の定

義は非常に難しいが､人口構成などの学術的アプローチをRTPaperに書いたメンバーがい

たため、この議題を採用した。だが最後まで定義を求めて迷走していたのもまた事実である。

議論がうまくいかなかった例としては、「都市の交通」についてがある。内容としては、

都市の交通について、どんなものがあるのかの具体例をあげる。そして、それらが何を目的

にしているのか、どういう問題があるのかをミーティングの前にあらかじめ列挙しておく。

より良い｢交通」とは何か、そうするためにはどうしたら良いのかを考えた。事例としては、

交通とITとの関わり方、次世代の交通の役割と人々の意識など。

問題点は、議論はしやすいテーマであるものの、各自が経験していることがバラバラすぎ

て、暗礁に乗り上げてしまったことだ。結論は求めてはいなかったが軸がなく、交通のどの

部分に焦点を当てたいのか、わからずじまいであった。沢山発散した議論であったという点

ではよかったのかもしれない。これを機に、「価値観系」の議論、すなわち個々人の異なる

価値観を共有できる議論、個人によって「どうあるべきか」が変わりうる議論、と「アイデ
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ア系」の議論、すなわち解決すべきことが明らかな問いに対し、具体的な解決方法を考え出

す議論のふた通りがあることを認識した。これはその後も議題によって進め方を検討するき

っかけにもなった。本会議において、この反省は生かされたと思う。

RTにおける課題解決

沖縄自主研修時に行ったRTリフレクションで、みなが壁にぶつかっているということが

発覚した。具体的には、タスクをこなす方だけに皆の意識が向き過ぎていたのではないか、

肝心の議論が薄っぺらくなっていないか、ということに正面から向き合うこととなった。こ

なしている、ちゃんとやっているという自負が強く、停滞期だったのではないか、というそ

れぞれの思いが明らかになり、メンバ－みんなでどうしたいかを考えるべきという結論に至

った。それぞれが課題に思っていることを書き出し、解決方法としてコーディネーター抜き

で「デリだけミーティング」を開き、問題などを議論した。JASCという「良いもの」が決

まっていない世界でどうこれから進んでいくのか、とことん話し合いをした。

-lFTについて

▼三重県庁訪問

【日時】6月2日（金）

【場所】三重県庁県土整備部都市政策課都市計画班松本一彦様

【何を聞いたか．何をしたか】

1．三重県が目指すより良い都市とはどんな都市か？

2．大都市・名古屋と地方都市・三重の違いはどんなものがあるか？

3．今、三重県はどんな問題を抱えているか？

という質問を中心に三重県という都市の在り方についてお話していただいた。

【FT後の議論・考察】

都市について考えていると、どうしても便

利で豊かであること、発展しているかどうか

を重要視しがちである。しかし、必ずしもす

べての都市が発展する必要はないということ。

三重県が目指しているのは、そこで暮らす住

民にとって必要なものを過不足なく提供し、

豊富な自然環境の中でのびのびと暮らしても

らうことだった。三重県庁の方々は、本当に
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三重県民に寄り添うことをめざし、多くの政策を行っている。県庁の方が仰っていた「身の

丈に合う発展」ということも大変印象に残った。机上でどれだけ都市をよくするか考えるだ

けではなく、住民の声に耳を傾けながら、共に問題解決をしていく地方の姿勢に感銘を受け

た。（金澤つき美）

v惨勢補…参道霊……橡諭｡i!|｣罰【日時】8月2日（水） 一 ‐ 司

【場所】伊勢市

【何を聞いたか。何をしたか】

山本武士さんに伊勢神宮の外宮前の景観整備

について伺った。まずは、そもそもの伊勢市の歴

史を具体的に教えていただいた。古くから「お伊

勢参り」という信仰の場としての都市形成が進

んでいた場所であることを学んだ。景観とは＝表現すること、その場所の精神、生活が惨み

出るもの。という考え方をなさっていることを知り、景観整備のステップを伺えた。知る→

共有する→表現する、というステップだそうだ。「何がこの町の宝なのか」「この町に暮ら

せる幸福、誇りとは何か」をまずは「知る」ことから始まる。次に「外宮さんのこと講演会」

「外宮さんちびっこ博士グランプリ」「ワークショップ」などのイベントを通し、人々と「共

有する」というステップ。さらに「和紙行灯」、「浴衣で千人お参り献灯」などの形で表現

することに重きを置いたことを学んだ。だが《特に重点をおいた部分は、観光客でもなく、

住民でもなく、豊受大神に焦点を当てました。CS(CustmorService)ではなく、KS(神様満

足度)、という話は非常にユニークで、伊勢ならではの特徴と言えるであろう。

【FT後の議論・考察】

信仰、歴史、文化、いろんな要素が詰まった伊勢市は今や全世界から人が集まる場所とな

った。その中で伊勢市の人々は住まいとしての伊勢、伊勢神宮のある場としての街をどのよ

うに捉え、景観へと反映しているのかを知ろうと、足を伸ばした。特に式年遷宮から数年が

たち、「おかげ横丁」などの観光名所のない外宮への参拝客数が減少していることが課題と

なっていた。そのなかで、地元の商工会議所などが中心となって新たな方法を考えて実践し

ていることを知った。顧客満足度ではなく、神様満足度という考え方は想像もつかなかった

もので、非常に興味深く、また伊勢ならではの精神ではないかと思う。（伊藤江理華）
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▼小布施訪問

【日時】7月31日（月）～8月1日（火）

【場所】長野県小布施町

【何をしたか】

IM鮎､、 L小布施町の視察

■ 機感や､混在性をﾃｰﾏにしたまちづく
りの取り組みなど。

2．大宮さんのパーソナルヒストリーと現在のライフスタイル

JASCでの、アメリカのNPOの強さに対する衝撃経験や、東京と小布施の二居住生活に

ついて伺った。また、なぜ「小布施の」「まちづくり」に関わるのかについては「感謝の連

鎖」であると仰っていた。

【FT後の議論・考察】

得てしてマクロな議論になりがちな都市分科会の議論において、小布施に行ってまちづく

りの一事例を見て、感じ、考えたことは、以降の議論において軸足を定める上で大変有用だ

った。個人的には、上の世代に「まち」というつながりを通して良くされた想いが「感謝の

連鎖」という形で次世代のためのまちづくりを行うモチベーションになっているという話が

強く印象に残った。これは当たり前のロジックではあるが、頭では理解していても心では分

かっていなかった。また、大宮さんの都市と地方を行き来する生き方自体にも、故郷を持た

ず地方に憧れる反面、日常を東京の喧騒と鮮麗の中で過ごす自分にとっては深く反響する部

分があった。（戸嶋寛太）

■本会議

▼参加者が定めた分科会の目標・方向性

日本側参加者はそれまで、「Whatisagoodcity？（より良い都市とは何か？）」という疑

問に答えることを主軸に、事前準備を進めていた。それを元に、アメリカ側と価値観の共有

をし、相互理解を深め、都市に対する新たな視点を構築することを目標とした。その際には
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社会提言をしたいという最終的目標もあった。アメリカ側と合流してからも、同様に異なる

価値観の共有を目標としたが、限られた時間の中で、議論だけでなく社会提言を行うことは

困難であると考え、相互理解を促すような議論をすることが分科会の最終目標となった。

第1サイト：京都下鴨神社にて▼議論をどのように進めたか

第1サイト・京都にて、どのように議論を進

めていくのか話し合った。都市という広いテー

マを扱うに当たり、それぞれの興味分野が大き

く異なっていたので、まずデリ1人ずつが1つ

のトピックを提示し、その回でファシリテータ

ーを務め、議論を行っていった。

第2サイト・愛媛の終盤からは、再度それぞ

れの興味分野・トピックをグルーピングし、そ

れをもとにデリでペアを作った。そのペアごと、

作成し、議論はそのクエスチョンにそれぞれが

,そのペアごとで各回の議論におけるクエスチョンを事前に

ンにそれぞれが回答することを中心に進めていった。

▼議題

1． 軍基地を作ることにより、都市の景観や交通には影響があるか？

2． 都市をイノベーティブにするには？

3． テクノロジーは都市での働き方にどんな影響を与えるか？

4． どのような公共政策があれば、より効率的に事業を行うことができるか？

5． 地方創生に対するアメリカと日本の価値観の違いは？

6． 地方創生はどのように行われるべきか？

7． なぜホームレス問題の解決は都市再生に不可欠なのか？

8． ホームレス問題における、日本とアメリカの状況の違いとは何か？

▼議論の内容例

議論を開始当初はより良い都市とは何か？についてただお互いのアイデアを共有するだ

けになりがちで、「議論」ということをしていなかった。その問題に気が付くきっかけとな

ったのが、愛媛サイトで、卯之町を訪れ、地方創生の問題に触れたことである。その時の議

論では、実際に地方創生の何が問題なのか？を主軸に、テクノロジーをどの程度地方に導入
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するべきか､や､地方は都市化を進めていくべきなのか？という点について白熱した｡特に、

田舎ののんびりとした生活が良いと考える参加者もおり、意見の分かれる議論となった。

特にアメリカ側は地方創生をプラクティカルな文脈で捉え、古びた家や景観の

Revitalizationに焦点を当てているのに対し、日本はもっと目に見えない部分での人口や文化

の保護に焦点をあててrevit31izationを論じているのが興味深い分かれ目でもあった｡その中

でも一致したのは、アメリカでも日本と同様に地方の過疎化が進んでおり、政府や地方自治

体が官民連携により住民の意見を吸い上げた対策をとっていかなくてはならないというこ

とである。

また、日本側参加者は事前準備期間に沖縄米軍基地を訪問しており、軍と都市の関係性に

ついても活発な議論を行った。軍になじみのない日本側参加者からは、軍の悪い面だけが見

えがちだが、アメリカでは軍があることによって都市交通が発展するといったメリットも十

分にあること等を共有し、アメリカにはない自衛隊の都市における在り方についても、アメ

リカ側参加者の考えを聞くことができた。

▼コーディネーターに対しどう感じたか？

日本側、アメリカ側のタイプの違う2人がいたことで、その時々に必要なサポートを受け

ることができた。

日本側コーディネーターは準備期間から積極的に分科会のコーディネートを行っており、

分科会としての団結力がどこよりもあったのはそのおかげだと思う。参加者か、ECかとい

うことに関係なく、お互いがそれぞれのやりたいことを分科会で行うことができ、とてもよ

い雰囲気だった。

▼議論の過程

京都：議論の進め方を話した後、各自の興味を持つ分野について議論した。

愛媛：議論よりは、アイデアの共有をするだけの時間が長くなってしまい、うまくいかなく

なった。議論とは何かを再度見直す。そこで、「議論の余地のある、意見の分かれる」質問

を毎回作ることで、お互いの考え方を聞きあい、分科会として1つの答えを出そうという新

たな指針を作成した。

三重：指針にそって議論を進める。三重サイトはあまり時間がなかったので、早急にFinl

Forumでのう．レゼンテーションを意識して議論を進めた。

東京:FinalForumの限られた時間の中で、どのように自分たちの考えを伝えるか、活発に

意見を交換することができた。分科会として、よいFinalForumを迎えることができた。
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。＝ 辱のロ”ー

葱≦■分科会としての結論

都市RTでは、都市のハード面とソフト面の両方に

焦点を当て、様々なトピックについて話し合ってきた。

その中でも特に議論が深まった以下の3つについて結

論を提示する。
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【議題】「交通機関が乏しい地域に軍の基地を建設すれば、その都市を活性化することがで

きるか、懸念すべき点はあるか」

【結論】

①軍の基地は周辺住民にストレスを与えうる

②景観・交通・ガバナンスなどの観点においてメリットよりもデメリットが上回る

B:Business

【議題】「都市をイノベーテイブシテイにするために何ができるか」

【結論】

① （ソフト面）信頼をもとに、企業や人が安心して最新の技術やアイデアをシェアでき

るような雰囲気を作る

② （ハード面）創造性を発揮できるようなオフィス空間を構築する

【議題】「政府はビジネスにどの程度関わるべきか」

【結論】

① 規制はイノベーションや生産性を阻害しうる

② 企業はそれ自身の決断によって経営を行い、その成否は市場によって決められるべき

である

C:RegionalRevitalization-日本とアメリカの違い

①文化：長い歴史を持つ日本が文化に対して偶

ある

②自然：自然に対する尊敬の念も畏怖もある日

本は自然と共生しようとしている。アメリカ

は自然より開発を重視する部分がある一方、

より多くの緑を求める

長い歴史を持つ日本が文化に対して保守的である一方、 アメリカは比較的寛容で

､

恕一ざ愚溌
、

少 一一 ・
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③ビジネスチャンス：日本は東京にばかり集中。アメリカは日本より分散している。

【議題】「どのようにしてRevitalizationが達成されるか」

【結論】

① 官民連携が必要である

② 世代、地域を超えた連携が必要である

③JASCのように、1つのテーマに関して意見を交換することも有効である

④ 観光業とRevitalizationについて

（ア）観光客よりも住民を優先すべきである

（イ）歴史・環境・コミュニティをベースにして観光業を行うべきである

（ウ）世界に向けて情報発信すべきである

■分科会メンバーの声

▼伊藤江理華

分科会を選ぶ際、どの分野も、語れるほど知識がなく、

決めかねていた。結果、自作のあみだくじを作り、選ん

だのが「都市」分科会であった。当時のノートを見返す

と、今でもページ全体に手書きのクジが残っている。選

んだが最後、全力で取り組もう。そう思ったが、議論を

積み重ね、最終的にファイナルフォーラムへ「発表」と

いう形でたどり着く道のりは、想像以上に厳しかった。

6$city"という広すぎるテーマにどう方向性をつけ、ど

う進んでいくか。そもそも「都市」とは何なのか。明確

な定義づけの難しさと、切り口があまりにも多いことが、
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分科会のテーマを混沌とさせ、何度も暗礁に乗り上げることとなった。もともと大の苦手だ

ったディスカッション、そして、常にゼロか満点か、だけの思考回路だった私にとって、こ

の答えのない議論がいかに大変だったかは筆舌に尽くしがたい。

分科会内で、問題はたくさんあった。人間関係、時間の使い方、議題、方向性、浮かび上

がった課題など枚挙に暇がない。だが今、こうして思い返して考えると、避けては通れなか

った。というより、避けずに、議論をぶつけ、苦悩する時間があってよかった、と思う。当

時の私にこんなことを言ったら追い返されそうだが。

苦しい時間を過ごした時、もっと事前準備をしておけば結果は変わったのだろうか、何を

していたらもっと貢献できたのだろうか、と何度も「自主リフレクション」をすることとな
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った。辛さのあまり、他の分科会メンバーに泣きつき、なりふり構わず助けを求めた。定義

すら定まっておらず、答えのない議題を考え続けること。それは私にとって極めて大きな挑

戦であり、いやでもこれまでのeverythingornothingの考え方、常に何かしらの答えを求め

る考え方、を変えさせるものとなった。完壁であったとは言えない分科会の時間だが、メン

バーと一緒に過ごした時間を通し、私はこれまでの自分と比較して随分と人間臭くなったと

思う。時間が経つにつれ、どんどん外側の「タイトル｣が剥がれ落ち、ただヒトとしての｢私」

となっていく変化が新鮮であり、一方で、自分をこれまで何重にも守っていたそれらがなく

っていくことが怖くもあった。これが、JASCを通して、素の自分を見つけよう、飾らず、

守らず、そのままの自分を探そう、と思っていたことへの答えなのかもしれない。

メンバーは大変仲が良く、いつでもホッとできる仲間だった。最後の最後でみせた団結力

は忘れられない。ズカズカと他人の領域まで入り込む私を寛大に受け入れてくれたこと、無

茶な振る舞いの数々を爆笑と共に許してくれたこと、何より、お互いに目を背けず、向き合

いきれたことに、心から感謝したい。

▼金澤つき美

21世紀の都市の在り方と個人の生き方分科会。

当初、この分科会を希望していたのは、大学での

専攻である行政が都市とは切っても切り離せな

いものと考えていたからだった。しかし、議論が

始まってみると、容易には理解できない複雑な構

造、数多の要素が絡み合ってできた、非常に大きな「都市」というものに、違った形でアプ

ローチする必要性を感じた。最も大きな迷いが生じたのは、そもそも都市とは一体何なの

か？という疑問の答えが見つからなかったことである。社会学や経済学、都市計画に関する

文献を読み、自分なりに消化できるまでかなりの時間を有したが、新しい学びに関するアプ

ローチはどのようなものかを考えることができた。

議論においては、分科会メンバーそれぞれが都市の様々な部分に興味を持っており、新鮮

さを感じた。そこで、私の視点は行政からの見方をしていることが多いことなど、普段ない

気付きを得ることができた。一方で、ほとんど毎週議論をしていくうちに、議論というより

は意見の共有になってしまうことや、ゴールの見えない議論を続けてしまうということが出

てきた。アメリカ側と合流して議論をするようになっても、そのようなことは度々起こり、

8人で議論をすることの難しさを痛感した。それは未だ今後への課題として残っている。
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本会議中、日本側のみの日本語の議論から分科会全員での英語の議論になることで、英語

が最も大きな障壁になると想定していたが、それは違っていた。私の拙い英語に対するもど

かしさは何度も何度も感じたが、日本側参加者の助けを借りることや、理解しようとしてく

れるアメリカ側参加者のおかげで､乗り越えることができた。それ以上に､相手が違う国で、

全くと言っていいほど違う環境で育ち、そもそも前提に考えていることが異なることが多く、

一つの言葉でも、そこから考えるものが全く違っていることで齪嬬が生じたり誤解を招いた

りすることに、相手の考えがどのように生まれているのかを考えることの困難さを知った。

JASCのメンバーから、本会議から学んだことももちろん沢山あったが、RTという少人数

で信頼しあえる仲間と真剣に議論しあい感じたことや考えたことが非常に多かった。環境も

バックグラウンドも違うJASCにおいて、こんなにも素敵な仲間に巡り合えるとは予期して

いなかったことだった。CityRTの皆に大変感謝している。 ， 錘！

▼阪上結紀

「ぴ－すちるどれん」はすっかり私たちのアイデンティテ

ィに染み付いている。良いときもそうでないときも、約半年

間共に歩み、居場所であり続けてくれた分科会。変で、真面

目で、あったかくて、時々素直になれなくて、でも最後には

本音を打ち明けることができて、また一緒に走り出せる分科

会。JASC69は終わってしまったけれど、長い人生の中で、私たちのつながりはまだはじま

ったばかりであると信じたいし、そうなるようにしていきたい。

議論のみならず人間関係なども含めた上で、10人もメンバーがいる分科会として、もっ

と言えば学生会義の分科会として、何がベストなのかどうかは今もわからないし、わかった

ところで簡単にはそれを実現できないとも思う。それでも、1つ明確に定まった目標や目的

があって無いような中で試行錯誤しながら日々「better」を追い求めて挑戦し続けてこられ

たのは、このメンバーだったからだと思う。

「都市」というトピックについて、個人の生き方まで含めてあらゆる面から考えられたの

は非常に刺激的であった。冬の論文の授業では都市がテーマであるし、日々自分が東京で暮

らすなかで、都市について考える機会はまだまだたくさんある。

個人としては、メンバーのひとりとして自分を顧みた時に、「あのときの判断・行動が正

しかったのか」と思い当たることがある。皆のおかげで深刻な結果にはならずにすんだが、

メンバー全員のことを考えることができなかった。自分の考えをはっきり言わずに、自然な

流れで自分が理想とする方向に持っていこうとした結果、意図をうまく伝えることができず、
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余計な混乱を招いてしまった。私が気づけなかったところに気づき、後からケアをしてくれ

た他のメンバーには本当に感謝している。

JASCという特殊でハードな環境の中で、身体も精神も複雑に、刻一刻と変化する。急に

変化したり、なかなか復活できなかったり、隠していたのが一気に表れたり、人のことまで

考えられなくなったりする。そんな中で、分科会として過ごせた時間は思っていたよりずっ

とずっと短く、懐くもあった。だが、その中で得たものは、皆の人生に影響を及ぼさないこ

とがあり得ないくらいに、大きかった。

最後に、自分が信じる道を突き進もうとする私を受け入れ、一緒にここまで来てくれたみ

んなと、本当はもっとずっと一緒にいたいし、何かをやっていたい。それくらい、大好きだ

から、これからもよろしくお願いします。

▼戸嶋寛太

「21世紀の都市の在り方と個人の生き方」。やたら名前の長いこの分科会は、正直第一

志望ではなかった。それでもこの分科会になったのは今振り返ると、何かの引き合わせとし

か思えない。

もともとヒッチハイクや旅行が好きで、日本の地方と呼ばれるところに行ってその土地の

人に触れ合った時の「あたたかさ」に強い関心を持っていた。地方創生と都市化の文脈にお

いて、地方においても都市においてもその「あたたかさ」を持続・発展していく術を漠然と

考えたかった。

正直、この問いに答えは出なかった。それでも、自分が行政などの制度面でのアプローチ

よりも、もっとミクロなコミュニティデザインという方法に興味があること、街にいる人ひ

とりひとりが主体的にまちづくりに関わるにはどうすればいいのか、まちに対して疎外感を

感じている人がどのように参加感覚を持てば良いのかという問題に取り組んでいきたいこ

とが分かった。また、議論をする中でそもそも上記のような問題意識を持つに至ったのは自

分が転勤族であり、故郷を持たないことによる －－~．§__ 一一一一一__‐

まちからの疎外感や恒常的な寂しさを感じて …キ
ー ‐‐~~烹冨罵壺 － －－－.‐ 、

いることが原因なのだということに気付かさ

溺
れた。自分の興味関心や問題意識の根底を知る

ことにより、今後の学びへの大きなモチベーシ

ョンとなったことは一つの大きな収穫である

し、もともと外交官になりたかったという夢が

大きく揺らいで変わろうとしているのには

166



第5章分科会の活動報告一都市

Life-changingExperienceとしてのJASCの凄みを感じるばかりだ。

一方で、議論についてはただただ「都市」というテーマの広さに驚惜した。環境問題や景

観、イノベーションシティ、都市の定義、など自分の想像と知識を超える議論に対し、徒手

空拳で立ち向かうのには疲れる部分が多々あった。それはみんなにしても同じで、都市とい

う幅広いジャンルに対して何を議論していくべきなのか、というのには最後まで苦労した。

その中でも右に左に揺れては互いにぶつかりながら、「より良い都市とは何か」という軸を

もとに、なんとかファイナルフォーラムにまで持って行ったCityRTのメンバー全員を本当

に誇りに思う。最初から最後まで何もかもがうまく行ったとは思わない。最短経路で進んで

は来なかった。それでも、この経験を10年後20年後懐かしみながら一緒に振り返ることが

できる家族のような存在ができたことが一番の収穫ではないだろうか。凡庸なまとめではあ

るが、心からそう思う。

■分科会コーディネーターによる総括

▼齊藤和平

技術の発達によって20年前とは通信・移動手段が大きく変わった現代、地域共同体の持

つ意義は急速に減退した。特に都市のような地縁の少ない場所において、他者とのつながり

に渇望した人々は、昔ながらの地縁に基づいた地域的なつながりではなく（彼らはその都市

においてはそもそも昔ながらの地縁をもっていない）、同じ組織に所属してできるつながり

や、SNSやイベントを通して似たような興味・関心・価値観を持った人と交流し、つながり

を深める、というような過程を経て、共同体の形成を試みる。そうした背景の中から、私の

中に生まれてきた問いは、「現代における新たな共同体はどのように形成されていくのか」

というようなものであった。昨年9月に分科会を決めた時にはぼんやりとしていた考えであ

ったが、本会議が終わった今、都市分科会に対する私の興味を集約すると、この表現が適切

であるように思える。

しかし、分科会の議題は1人の構成員の疑問だけで決まるのではない。9月から一緒に分

科会準備を進めてきたアメリカ側コーディネーターのDanyiの意向は､多様な参加者の背を

取り込むことができ、いろいろな社会現象が起こる場として｢都市｣を議題として扱いたい、

というものであった。参加者それぞれが興味を持って発言でき、かつ新たな視点を持つこと

ができる議論が期待できるのでは、という論理に同意し、また、共同体について考える際に

も、より大きな単位である「都市」のマクロな観点がまた異なった視点をもたらすのでは、

と、未知のものに対するワクワク感に期待を膨らませ、「都市分科会」が誕生した。
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元来好奇心旺盛で､新しいことにも全力で挑

戦するのが好きな自分の特性を活かして､本や

記事を読みながら､分科会説明文を完成させて

いったのが10月から11月。2月から3月の選

考においては､選考書類で私の分科会を志望し

てくれる学生がいると素直に嬉しく思い､また、

選考しながら「入ってくれる4人と一緒に、楽

しく有意義な経験と場､そして一生ものの人の

つながりを作っていきたい」という想いも芽生

余談ながら、そうした想いが芽生えた背景にI

「自分の全力を尽くしてアメリカ人と英語で議

第68回会議参加者の時代、私は分科会議論のう

覚えて、ある分科会メンバーに心ないことを言

つながりを作っていきたい」という想いも芽生えていった。

余談ながら、そうした想いが芽生えた背景には､第68回会議における苦い経験があった。

「自分の全力を尽くしてアメリカ人と英語で議論できるか試したい」という想いが強かった

第68回会議参加者の時代、私は分科会議論の方向性がまとまっていかないことに苛立ちを

覚えて、ある分科会メンバーに心ないことを言ってしまった。「他の人の意見を聞いて、み

んなで納得しながら前に進んで行く」ことが、すべての分科会メンバーにとって居心地の良

い場を作る上で必要条件であることくらい、メンバーの心情を考えればすぐにわかるはずな

のに、「正しいことをしっかりと主張することでこそ、相手も納得してくれる」と、無意識

のうちにそう信じてしまった自分は、そのメンバーの意見だけならまだしも背景も含めて否

定してしまった。

その後も分科会それ自体は難しかったものの、アメリカ人の議論をまとめる能力の高さや

論理構成力などに感銘を受けながらそれなりに進んでいった。多くのことに気づかせてくれ

た第68回会議は非常に貴重な場であったことは間違いない。けれども、元来寂しがり屋で

人とのつながりを何よりも重視する自分にとって（これに気付いたのもこの件であったのは

皮肉である）、その人を傷つけてしまったという感覚は、第68回会議の思い出全体をうす

暗く覆い尽くすくらいには、重くのしかかっていた。

であったからこそ、第69回会議の私の分科会のメンバーには、一生もののつながりがで

きる第69回会議の､その大きな部分を占める分科会で､人間関係を壊してほしくなかった。

自分の苦い経験を踏まえ、どんな意見であれ、「相手の気持ちを思いやる」ことが、あたた

かい家庭のような、一生つながっていたいと思えるような場を作るのに必要なことであると

信じて、分科会メンバーにも4月の第1回ミーティングからそれを伝えていった。

結果として、春合宿からメンバーがリフレクション中に「CityRTはいつも安心して帰っ

てこられるあたたかい場」って言ってくれて、私にとってはそれが本当に嬉しくてぽろぽろ
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泣いていたし、本会議が終わった今も分科会メンバー同士で仲良くチャットをしたりしてい

て、そういう些細な瞬間にCityRTをやってよかったなあとしみじみ感じるのである。

もちろん、メンバー間でお互いに理解できないことがあったり、ネガティブな感情になった

りしたことも色々と聞いていた。しかし、お互いを思いやることを忘れず、いいつながりを

作り続けてくれた分科会メンバーには、心から感謝している。それぞれなりに頑張ってcity

RTを素敵な場にしてくれて、本当にありがとう。

さて、分科会の議論内容それ自体については、それぞれかなり異なった興味・関心をどの

ように満たし続けるのか、分科会全員で模索していった。それぞれが生まれ育った町におけ

る経験を共有・比較しながら、都市における公共施設の理想の在り方を考えていったり、地

方や「地方創生」という言葉に対するイメージや解決されるべき課題、およびその解決方法

を共有・議論したり、と、議論内容は多岐にわ

たった。それがゆえに、分科会メンバーはそれ

ぞれ専門外の議題にも食らいついて、興味を持

って真剣に楽しく議論していた。春合宿の時の

まだ様子がわからず受け身だった状態から、自

分たちで考えながら場を作っていこうとする真

蟄な姿に変わっていったことは、自分で分科会

を運営しながらも心動かされるものがあった。

分科会メンバーそれぞれが得たものは、それ

a
jc

分科会メンバーそれぞれが得たものは、それぞれの感想文に委ねるとして（得てして報告

書には多かれ少なかれ綺麗事が並んでしまいがちであり、本当の想いはそれぞれと呑み交わ

しながら聞きたいものである）、「現代における新たな共同体はどのように形成されていく

のか」という私の疑問に対しては、仮説の通り興味・関心・価値観でつながっていく事例と

して、チームラボの展示・坂の上の雲ミュージアムから始まるまちづくりなどを見学するな

どして、実践の場を見ることができたことで新たな気づきが生まれた。対外的にはうまくい

っているようにアピールしていても、実際にはそこまでの効果が感じられないことも多いで

あろうことは、仮説としては予想できたが、実際に経験することで、チームラポの展示は予

想以上の盛り上がりを見せる一方で、坂の上の雲ミュージアムのまちづくりについては、本

当にまちづくりにつながっているのか疑問に感じた部分もあった。

また、本会議で訪問した西予市では、昔ながらの町並み（宇和米博物館を中心に）を活か

して、その中で地域住民とよそ者がつながりを作ろうとしていた。これまでしてきた昔なが

らの町並みを打ち出すだけでなく、「麦博米博」と称してビールのイベントを開催したり、

「爆笑ビジネス漫談」と称して、コミュニティビジネスの勉強会を開催したりと、「面白い！」
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と思う興味・関心の心をもとに、地方自治体と民間団体が力を合わせて草の根で人のつなが

りを作っていこうとしている事例を実際に見ることができて、その必死さと熱意、根気よく

続けていく姿勢に感銘を受けたとともに、「本当に人口減少を食い止める」という目標を達

成するには、もう一段上の抜本的なレベルの施策が必要だとも感じた。

一方で、思想・ビジョンを掲げて、そこに人が集まる事例も知ることができた。石川県小

松市で廃寺となっていた西圓寺を、県内で障害者更生施設や授産施設を運営している佛子園

が、障害者福祉施設の領域を超えて老若男女すべてにとって優しい施設として再生させた

「三草二木西圓寺」の事例では、「老若男女すべてにとって優しく」といった思想・ビジ

ョンを掲げて人を集めていた。これは、思想・ビジョンの持つ力を認識する機会となった。

こうして、分科会以外の第69回会議運営も含めて、この一年間は人のつながりについて

たくさんの時間を費やして知識を得て考えてきたけれども、依然として人のつながりに対す

る興味は尽きず、人に寄り添って人の幸せに貢献したい、という想いも、人と仲良くしてい

たい、という欲求も消えることはなかった。いくら大変な思いをしても、消えない想いは自

分の軸たり得るだろうと思う。これからも仕事や環境が何であれ、これからも人に寄り添っ

て優しく接して、MenfbrOthersの精神を貫いて生きていきたい、と思いを新たにしつつ、

都市分科会に関わってくださった皆様に心より御礼申し上げ、第69回会議都市分科会を一

度締めくくりたい。これからも時々分科会メンバーで集まって、生涯続く我々の物語に追記

を加えながら、人のつながりを紡ぎ続けていきたい。
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"GovernanceandDiplomacyinanlnternationalContext:

Terrorisminthe21stCentury"Roundtable

｢国際社会における統治と外交：21世紀のテロリズム」分科会

コーディネーター

jonFoissotte

コーディネーター

有田彩子

古賀彩 JalikaCeesaySarahBemt小倉匠海

NicolasGrigsby EduardoLuisHerrera
古座匠

現代国際社会では、紛争や戦争だけでなく、貧困や、組織的犯罪、予測不能な国家の行動により、

不確実性が増し、安全かつ安心して暮らせる社会が失われつつある。南シナ海で領有権を主張する中

国や、ミサイル開発を進める北朝鮮の行動は、全世界に不信感を与えている。また、非国家主体によ

る影響力が近年増加している。いつ、どこで起こるかわからないテロリズムは国際社会に多大な脅威

を与えている。アラブの春以降、中東地域では戦闘状態が続き、ISILはその混乱に乗じて存在感を増

しているが、アメリカはイラク、アフガニスタンにおける失敗を契機に中東介入を消極化させている。

テロリズムの根本的解決策として軍事行動には限界がある以上、人間の安全保障の観点から、一人一

人の人間レベルで生存、生活、尊厳を守ることも重要となる。内乱状態のためテロ活動の温床となっ

たアフガニスタンでは、地雷除去、インフラ再建など新たな安全保障対策が講じられている。当分科

会では、従来の伝統的安全保障を再考するとともに、多様なテロリズムをはじめ、新たな危機、脅威

にどのように対応すべきか安全保障政策を考察する。
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■事前期間の流れ

▼春合宿

【目標】テロに対し個人、国家はどのように考え、行動することができるのか

【対策】個人：個人教育、コミュニティ（共同体、家族）

国家：安全保障（警察、軍事、外交）、教育（宗教など）、ODA

【原因】宗教、教育、経済、貧困、思想、政治システム

▼当時考えていたスケジュール

敢えて、現状の各国の対策を見てから原因に迫るという、逆方向の考え方で進めることを

考えていた。

【5月】各人が個人的に興味を持っているトピックについて議論

【6月】予防対処

【7月】テロの深層をなす原因を深掘り

▼しかし実際は…

（しかし実際はRTPaperやFTの準備によってスケジュール通りにはそんなにいかず…笑）

テーマはあまり決めず、分散型の議論をしていた（気がする）

．（小倉）テロと革命の違い/テロは自分たち自身に原因がある

．（古賀）テロと国家（政府、軍隊）との関わり合い

▼6月後半

問いの解き方ではなく、問いの立て方に焦点充て始める。(IssueDriven)Issue=本当に

アプローチすべき問題で､問いを立てられれば､あとは解くだけ。「テロ×○○(興味分野)」

という形で各人の興味分野をだして、それをイシュー化することを試みた。

■事前準備～本会議議論の流れ及び総括・考察（古座匠）

分科会に関して自分たちが直面した困難に関しては「RTについての振り返り」という章

で古座が個人的に言及している。簡潔にまとめると、議論しているトピックの抽象度をそろ

えるのが難しく、問いの設定という点で最後まで難航したこと、日米学生の課題設定につい

て思考するときの瞬発力が違う、ということである。ここでは具体的にどう議論が詰まった

か、どう打開しようとしたかの思考過程について焦点を当てつつ、完全に日本側参加者目線

ではあるが分科会議論を振り返っていきたい。
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外交・テロ・安全保障に関する分科

会は(70th本会議でこそないものの)多

くの年で存在してきたし、これからも

このトピックが扱われていく可能性が

高い、一方でこのトピックに関しては

議論の進行が実に難しい。というのも、

外交、安全保障という言葉に相対した

時に、その行為・状態を実現する主体で

成り行きだと思う。ただこれは学生間議論において大きな罠になる(と感じる)。

日米双方の学生ともに政府の外交政策に対する提言をできるほどの背景知識．それらに堪

えうる英語力を日本側学生が持ち合わせていないこと、政府という主体が、マクロすぎるこ

とが主な理由に挙げられる。ここでさらに政府への提言、という方向性に対する構造的な問

題点を挙げるとすれば、（実際に本会議中に使っていた言葉を使うとするならば)「自分ごと」

感が皆無であることだ。就活っぽいたとえを使うなら、政府というマクロでぽやっとした主

体に対する「コンサル」を行うのではなく、自分たちの再定義した「安全保障」、あるいは

到来してほしい「平和な世界」という概念を実現するために具体的に起こせる「新規事業」

‐自らが具体的に想起できるサービス、ムーブメント、（革命？）‐を立案したい、という方

向にもって行きたいという思惑が日本側、少なくとも自分にはあった。

そこで思い描いた仮説のシナリオ。例えば、①テロを削減したい→②テロと貧困．差別に

因果関係があるのではないか→③貧困や差別の削減に寄与できるサービスなどを例えばビ

ジネスとして行っているNPOの事例などをリサーチ→④日米が関与することで意義が生じ

そうなものをピックアップOr創出、の流れをたどることで、政府への「コンサル」ではな

く「自分ごと」にもっていける可能性があるな、と。ただ残念ながら先行研究を漁るうちに

②の部分において貧困がテロの原因ではないという計量論文が大量に手に入ってしまった

ことによりこの案は頓挫することになる。有効な仮説、議題となりうる部分を含んだストー

リーを失った状態で本会議に臨むことになった。しかしアメリカ側はやはり正面から日米政

府の安全保障に対する取り組みについての議論から入ってくることになる。

京都サイトでは時間的に余裕があったため、お互いに何に興味があるのか共有しようとい

う流れに乗って、各自が自分のRTペーパーで調べた(自分が最も興味のある)テーマについ

てざっくばらんに話していた。当然議論は発散するがそのことに対しては全くネガティブに

捉えていない。69回会議のテーマにもあるように、「己を省み人を知る価値観の共有か
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ら生まれる可能性」の下に集った自分たちが、分科会としてのアウトプットだけにとらわれ

ず、まず自分のスタンスを表明する作業は不可欠だった。

第二サイトの愛媛あたりから分科会全体

口

就活生の新卒キャリア選択のごとく、平行線をたどる二項対立にウンウンうなることになる。

ちなみに激しく蛇足だが、院進願望ひしめく自分はまだまだ就活を始める気はない(2017年

12月原稿執筆時点)。

ファイナルフォーラムという結論からいうと、「コンサル」「マクロ」「トップダウン」

vs「新規事業」「ミクロ」「ボトムアップ」どちらかではなく、わかれた議論双方を取り入

れて発表という案もあったが発表尺など現実的な問題が交錯し前者にフオーカスすること

になる。この決定が最終的に行われたのは東京サイト、ファイナルフォーラムの目前であっ

た。

以上は簡潔な分科会議論のフローの再現である。特筆すべきなのは「二項対立」が生じた

ときに文字通りアメリカ側VS日本側という形になった事である。ここを乗り越えたうえで

どう論点を設定し上質なアウトプットまで持っていくのが理想であったが、その前段階の

VS議論がメインパートになってしまったのは当初の目標からすればやや足りないがこのパ

ートにおいて相手を説得するためにロジックを練ったのは特に日本側参加者にとっては大

きな成長機会だったとも捉えられる(中途半端だと自分の論微妙だなとどこか信じきれない。

ゆえに英語することなど到底叶わず、気持ち、ロジック両面で伝わらない)。

「後者」の方向性にもっていく具体的な策と展望としては「安全保障」の定義という時点

で「人間の安全保障」といった前述の二項対立の後者側により親和性の高い概念にあえて着

目する。これによってソーシャルキャピタルといったこれまた後者(ミクロ)的な手段を用い

るという方向性に希望を感じていた、と記憶しているが果たしてその議論をメインストリー

ムに乗せてファイナルフォーラムまでもっていくことはできなかった。

この意味において、分科会議論で日本側参加者が構築した論理を相手に隅々まで伝えきれ

たかどうかという尺度でいうとまだまだ足りないことは多い。時間も足りなかった。
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ただ自分の言いたいことをメインストリームに乗せられれば勝ち、というゲームをしてい

たわけではない。チームとして、個人だけではなしえないアウトプットの総和を生み出せた

か、その中で個人個人はどう自分なりの形で貢献し、成長できたかという尺度で見たときに、

特に「二項対立」議論時に臆さず切り込んでいく、果敢な姿勢を日本側参加者のおぐりん(小

倉)、古賀ちゃんは取り続けていた。自分たちのロジックと英語のレベルだけでは越えられ

ない立ちはだかる抽象度の壁に最後まで食らいつくモチベーションとなったこと、それは分

科会議論時間外でもしきりに思考のブラッシュアップを続けていたこうした仲間がいたか

らに他ならず、アメリカ側参加者もそれを認め、こうした投げだしたくなる議論をぎりぎり

のあんばいで投げ出さず、日本側の言わんとすることに耳を傾けようとする努力を見せてく

れた。自分も分科会議論時外でも意見が食い違っていたアメリカ側参加者に対してフォロー

したり誤解を解いたり、ささいな不満のガス抜きをするなどはささやかに行っていた。

これらの努力は文字にすると陳腐であたり前に思えるのだが、長時間続けようとすると想

像以上に非日常感満載で神経を使う。必然的に嫌悪感や語気の強まりにもつながる。そうな

って場の雰囲気が険悪になりそうなところを、自戒してより傾聴する努力を続けチームとし

ての正の方向への進行を目指す。その努力を一か月経た先で、一見胡散臭いきれいごとのよ

うに感じられた「己を省み人を知る 価値観の共有から生まれる可能性」といった本会議の

テーマをずしりと重たく真に痛感する人間に変わっていたのだから不思議なものである。

■フィールドトリップ（イスラム法学者）考察・感想（小倉匠海）

テロリズムという言葉が頻繁に使われるようになったのはいつ頃なのであろうか。言葉の

期限そのものははっきりしている。1789年のフランス革命のあと、ジヤコバン派のロベス

ピエールが行った恐怖政治をフランス語でlaTerreurと読んだのが最初だとされる。しかし

現代に生きる我々、特に2000年代近くに生まれ育った我々学生にとっては、テロといえば

2001年9月11日に起きた同時多発テロという言葉が､脳裏にあの二つの巨大なビルが一瞬

で崩れ落ちる瞬間とともに、深く記憶に刻まれている。現代において、”テロ”という言葉は

1789年の頃より、はるかに重く複雑な意味を内包している。そしてあのテロから我々は、

かなりはっきりと、テロに何かしら関わりあるものとして、イスラム教というものに多くの

眼目を注いできている。それは畢寛イスラム教は即ちテロリストを生み出す宗教という、き

わめて短絡的、差別的かつ危険な思考を生み出す結果となってしまったこともまた事実であ

る。しかしだからこそ確かな観察眼をもって自らで調べ考えることを諦めてはならない。特

に現代社会をより深く理解するには自他の宗教に対する理解が不可欠であることは言うま

でもない。

1 旬 戸
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我々は2017年6月26日月曜日、池袋要町（私の通学圏で驚いた）のあるバーにて、著名

なイスラム法学者を訪ねることができた。日本国籍を持つイスラム法学の専門家という肩書

きは日本において非常に新鮮に映る。彼こそ私たちの分科会のテーマと密接に関連する、テ

ロと国際政治の関係性に何かしらの興味深い示唆をもたらし得る人物であろうと思ったわ

けである。

イスラム法学者としての彼の立場から我々の質問に対してどのような意見が飛ぶのか。そ

もそも参加者にイスラム教徒がいないから我々にあるイスラムの情報はシーア派とスンニ

派に代表されるような宗派争いであるとか、アルカイーダのような過激な主張を唱えるテロ

リストたちの主張のみで真実多くの一般的なイスラム教徒たちの主張ではない。

我が分科会のメンバーの一人、古賀がシーア派とスンニ派の宗派争いの原因について聞い

たところ、そもそも日本人がイメージする宗派争いというのが、ヨーロッパにおけるカトリ

ックとプロテスタントの宗教戦争に見られる職滅戦であり、現在イスラム世界で宗派争いに

見えるのは宗派争いではないと喝破した。そしてテロリズムとの関連性について、イスラム

神学の立場から、全ての政治的傾向を持つ集団や人々にテロ行為を起こす要因があり、日本

でもイスラムに限らないあらゆる可能性に言及していた。

この質問は日本のテロ行為の可能性について質問したものなのだが、そもそも日本でテロ

リストがテロ行為を起こす可能性について、彼自身もあまり深刻かつ喫緊の問題として捉え

ることは、現在の日本の社会状況から（移民難民の少なさ等）を考えても、難しかったので

はないかと思った次第である。

むしろ彼の話の中で重点的に話されかつ､私も多く記憶しているのは､西洋近代的価値観、

及びそれに付随する政治や学問に対する批判だ。彼が言っていたのは民主主義、自由主義、

国民国家、人権のような近代的価値観は西洋の価値観に過ぎない。私はスペインのある街で

闘牛場を壊してモスクを建設する法案を通過させたイスラム系地域政党の例を挙げ､多様な

意見を集約させる役割を持つ民主主義が、宗教的に異なる基盤を持つ者同士では必ずしもそ

うならない例があるとして、同氏にどうすべきか解決を求めたが、そもそも彼は民主主義を

尊重すべき価値とはしていない。彼が掲げるのはイスラム法（シャリーア）に基づくカリフ

制国家の再興であり、そもそも民主主義というものに意見の形成に寄与しないとしている。

これほどヨーロッパ、殊に戦後アメリカ的な政治思想と価値観に俗した日本と日本人にとっ

てあまりに大きい衝撃的な言葉ではないだろうか。彼の宗教的価値観は置いておいても、

我々は近代的な価値観について当たり前に受容し過ぎて盲目である。普段のニュースを見て

いると、我々の近代的な社会を脅かすテロリストが我々の社会の外部的要因に過ぎない、外

から来た敵と決めつける危険性がある。しかし我々の住む社会が当たり前にする価値観の中
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にテロリズムを生み出す可能性が含まれているのではないか。アメリカのトランプ大統領は

対テロ戦争を西洋の文明の正義の戦いと言ったが、その態度に自らの信条や価値観を顧みよ

うという姿勢は見られない。我々の分科会のテーマに与えられた重要な示唆としては、我々

が当たり前としてきた考え方や価値観に一歩引き下がってみる重要性であり、それによって

現在の国際政治の置かれている環境にどのような影響を与えるのか慎重に考慮しなければ

ならないということだ。

■フィールドトリップ（防衛大学校研修）考察・感想（古賀彩）

防衛大学校生として日米学生会議に参加し、防衛大学校生として日米学生会議参加者を受

け入れる。両者の繋ぎ目として、自分に何ができるのか、ずっと模索していた。防大研修に

おいては、会議参加者だけでなく、他の防大生も心から楽しみにしていることを知っていた

ので、尚更この研修を成功させたいという思いが強かった。

この研修を通して、会議参加者は、防大を直接訪れることで、防大と安全保障について五

感を通して学ぶ。また、防大生は、一般大学生との交流を通して教養を深め、防大生の実情

を知ってもらう。今年は、初の一泊二日が実現し、より会議参加者に防大生のリアルを感じ

てもらえることが出来たと思うし、防大生としても刺激の多いものだったと聞いている。研

修の構成としては、防衛学教官陣による特別授業、フィールドトリップ、学生舎見学が三本

柱になっている。私は自分の課業の関係で特別授業には参加していないので、後者2つにつ

いて書く。

まず、フィールドトリップについて。防衛大教授でテロを専門にされている宮坂教授のも

とに伺った。宮坂教授は、国内のテロ対策として、装備・機動力の点から、軍隊ではなく警

察が動くべきであるとしつつも、海外で日本人が多数囚われたような時は、自衛隊が動ける

ような体制が整えられることを望むということだった。また、そもそもテロの原因について、

テロの一般化ができないため、なぜ起こるのか－貧困なのか、教育なのか－などといった問

いに対する一般解はないとした。そこで、宮坂教授は、原因を3種類に分けてテロを考察す

る。すなわち、素因（社会環境）、主因（人間心理）、誘因（主因を導くファクター）であ

る。後者2つに関しては人間の精神的な問題であるので、アプローチは困難であり、素因に

関しても何かこれだと特定することはできない。テロ対策として一番効果的なのは、市民が

身近に起きる異常事態を正しく認識し、即時警察に通報することだという。英国では至る所

に監視カメラが設置されているが、それでも人の目に敵うものはない、ということだった。

宮坂教授はテロを専門にされているが、テロを研究すればするほど、テロにどう対処すれば

いいのか分からなくなると仰っていたのが印象に残っている。現在、個人に焦点を当てるミ
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クロ的な視点が注目されてきているが、そのようなより精密で具体的な対策でないと解決で

きない問題なのかもしれない。

次に、学生舎見学について。参加者が学生舎内で学生と完全に同じように過ごすことはで

きなかったものの、食事、入浴、点呼など、防大生とほとんど同じリズムで行動した。外部

の団体が防大に泊まって研修するのは初めてのことであったので、双方にとっていい経験に

なったことだと思う。会議参加者は防大生のリアルを五感で感じ、より防大を身近に感じて

くれたのではないか。この研修のメインは会議参加者と防大生が合同で行うディスカッショ

ンであった。それぞれのRTがRTの特徴に合わせて持ち寄ったものと、沖縄米軍基地に関

するトピックを扱う。GovemanceRTでは、「海外で邦人が捕虜となった場合、自衛隊を派

遣すべきかどうか」「沖縄から米軍基地を撤退させるべきか」「憲法9条を改正すべきかど

うか」について話し合った。一般大生と防大生とが一つのことに対して議論することはそう

あることではなく、他のRTでも有意義な時間であったと聞いている。また、個人的に仲良

くなった学生も多くいて、この度協力してくれた防大生は、来年度以降も是非参加したいと

言ってくれた。

防大生として、参加者として、会議参加者を防大に受け入れられたことは、心から嬉しい

ものであった。会議参加者、防大生が相互を少しでも身近に感じることが出来るようになっ

たならこれ以上のことはない。

■分科会メンバーの声

▼小倉匠海

日本が近代国家としての歩みを踏み出して、150年、元はといえば阿片戦争で清国がイギ

リスに敗れるという、ウエスタンインパクトが契機となって、国内での安全保障上の脅威の

論議が活発になったことを思い起こせば、日本は開国以来、常に外側からの脅威と圧力に感

化され続けた歴史を歩んできたと言ってもいいのではないか。日清、日露の戦争しかり、日

中、太平洋戦争もまた然りである。それはまた、国家安全保障を考えることなしに、我々は

我々自身の歴史の中で紡いできた活動の本質に、

迫ることはできないということを自明のものと

しているのではあるまいか。先の戦争の終結から

七○余年が経ち、周りに戦争を経験した人々はめ

っきり減ってしまった。戦争は日本人にとってま

すます遠いものになりつつあるのかもしれない。

しかし奇怪なことに、戦後七○年平和国家と銘打
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って国際社会を歩んだ日本は、常に戦争と隣り合わせで国際社会を歩んできた、かつての敵

国である米国と、軍事同盟を結んでいるのである。

普段あまりに自明としていることで気づかなかったが、ふと思案にふけると実に奇怪であ

る。全く性格を異にする敵国同士であった国家が、七○年もの間同盟を堅持し続けてきたの

である。

先ほど日本の近代の歩みを考えることは日本と戦争の関わりを考えることであると言っ

たが、では戦後七○年の歩みと、戦争はどう関わりがあるのか。それは日米同盟に裏打ちさ

れた戦後日本の"平和主義"をどう捉え、向き合うかを考えることであると思う。

私は今回、日米学生会議参加に際し、米国側参加者である学生たちに対して、日米関係につ

いて質問する機会を得ることができた。それらはこれまでの、そして将来の日米関係につい

て考察する際に貢献する重要なヒントを得た。

戦後日本の安全保障体制が、先ず戦争で疲弊した経済を復興させることを第一の目的とし

て構築されたことを念頭に置かねばならない。日本は経済復興に専念し、軍事的安全保障政

策は日米安全保障条約を基軸にして米国の軍事力に依存する。その安全保障の観念は米ソ冷

戦の中で生み出されたものだ。二つの大国の互いの軍事的均衡によって戦争を回避しつつも、

イデオロギーを背景にした勢力争いとしての代理戦争が高頻度で起こりうる時代であった。

その中で日本はいかに生き残るべきか、新憲法公布時やサンフランシスコ講和条約の締結時

に首相であった吉田茂が、米軍の駐留を、独立後も認める日米安保条約を秘密裏に締結した

ことで、日本人全体の空気感として、経済成長に専念することで平和も自動的に促進される

とぼんやりと思い込んでしまったのだ。実際に経済は飛躍的成長を遂げ、冷戦が終わるま

でその恩恵を享受し続けた。しかしそれを享受する裏に、常にアメリカの軍事力に依存する

体制が構造的に組み込まれていたことを本当に理解するには、戦後から冷戦終結までという

比較的長い期間に失われた、国際社会の現実を捉える感覚を取り戻さなければならないので

ある。その国際社会というのはおおよそ生々しく、時に残酷なものではあるが。

私は、（当時5歳であったがはっきり覚えている）テレビのスクリーン越しに見た二つの

巨大なビルが見るも無残に崩れ落ちる様を見た時、今思えばあの時から世界も確実に変わり、

日本も変わることを強制的に迫られたのだと思う。唯一の超大国として冷戦後君臨すると思

われたアメリカの神話が終わったことが気付かされた。当然日本も旧態依然の冷戦構造下で

の日米同盟を基軸としての国家運営のあり方を根本的に見直さねばならなくなった。だから

9.11から今現在の日本の安全保障政策の起点となった。テロリズムという新しいファクター

が、国民国家を根本要素とした国際社会の様相に衝撃を加えた。この新たな"力"の主体（そ

れまでの究極の力の根源たる国家とは違った）を、どう捉え、向かい合うべきなのか。我々
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1 そして日米学生会議に集った両国の学生がこの
b

難題に向かい合った時にどういったことを導き
亨

衣 ご ■
ている中で、何気なく享受する"安全"も、広い世界でとめどなく（歴史の連続性に裏打ちさ

れた)行使される恐怖によって裏打ちされているのかもしれないのだ｡その恐怖の本質､我々

学生が正面から向き合って思考することは、決して無駄ではないと思った。なぜなら、より

具体的な、日本と米国という主体に焦点を当てれば、我々は軍事同盟という、恐怖に裏打ち

された安全を互いに保障し合うことを承認しているからだ。もしこれからの日本がアメリカ

と共に世界の平和に貢献しようというのならば、間違いなく私というひとりの日本人は、否

応無しに主体的に恐怖と向き合わねばならない。その恐怖とは、北朝鮮か中国か、はたまた

ISのような個々のテロリズムの集合体か、様々な可能性が考えられる。しかしどのような最

大限予測しうる（全てが予測できるわけではないことは前提である）主体との、如何なる形

態の接触（軍事的なものも含め）を持とうとも、絶対的な超大国がいない現在、日本単独で

対処することにどれほどの現実があるのだろうか。それは同盟国であるアメリカも同じであ

ろう、では互いの長所を生かして、より多角的かつ現実的、効率的な対処法を模索する他に

ない。日本のなすべきことは、時ここに至り、大きな変化の波に打たれても、確かな信念を

もって、信頼するとした同盟国アメリカに堂々と向き合い、変化を恐れない姿勢を示してい

くべきなのではないか。

米国学生との討論では、多くの議論を戦わせたが、最も印象に残ったやりとりを一つ書き

留めたい。日本との同盟関係の中で一体日本が有事(ここでいう有事はかなり広意義)の際

どれほどの主体的な決定権が残され、それに基づいて行動できるのかを議論した時、私とも

う一人の日本側学生は、決定権もそれに基づく行動も限定的であると主張した。なぜなら相

対的な国力や選択肢の多さは米国は比較にならないほどで、最終的にそれらを行使すると決

定するのはアメリカだからだ。それに対して米国側の学生は、日本も独立国であり、主権を

持つのだから正当な手続きをもって決定された日本側のあらゆる事柄は、アメリカも最大限

尊重する義務があり、互いの協力もその決定の尊重をもって行われるのだから、決定権と行

動の主体性は日本にもある、と主張した。私はこれを聞いた時、これこそ戦後から続く日米
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関係の本質があると思った。つま米国からすると、日本の意思を尊重するのは、独立国とし

て当たり前ではないか。だから我々の、尊重した意思も尊重されねばならない。それこそ平

等な関係性であると。思った以上にこの関係性の根は深いと思った。互いに国民レベルでも、

力の軽重を捉える感覚が、同盟という名のもとに覆い隠され、麻痒しかかっているのではな

いかと思った。それは寧ろ日本よりも米国側においてより深刻ではないのだろうか。互いに

協力を深めることがかえって、力（国力と個人の信念に基づいた行動力どちらもあると思う）

に裏打ちされた均衡の関係性と可能性を考えることを忘れてかけさせていると思った。

少し戻ろう。私はこういう時こそ日本、そして日本人がもう一度互いの関係について過去を

振り返ることで、本質を見極めることを働きかけ、堂々と接すること、確固たる意思と信念

をもってアメリカに向き合うことが重要ではないかと考える。今確かに同盟は新たな段階の

信頼関係の元に築かれるべきであり、そのために我々日米の学生はここに集まり、互いの理

解を真に求めて難題について議論したのではないだろうか。そこにこそ分科会議論の真の意

義があると思った。真の平等の関係とは互いに胸襟を開いて本音を恐れずぶつけあい、互い

の存在価値を高いレベルで認め合う努力を恒常的に続けなければ実現しないのである。表面

的な言葉の羅列ではない、文字通り真剣なやりとりが、三週間という短い間でもできたこと

を誇りに思う。この場を借りて集まった分科会メンバーに感謝したい。そしてこれからの日

本と米国両国の将来に思いを馳せることができたのは幸運であった。私たちの議論が少しで

も多くの人々に少しでも影響し、互いの関係の新しい高みへ繋がることを確かに期待しつつ、

本報告書の最後とする。

▼古賀彩

JASCが終わって、もう4カ月。あの日々、あの時間は私のそれまでの－今でも、といっ

てもいい－の人生とは異質に濃厚で、今でも、あの日々があったことが夢ではなかったのか

とすら思う。JASCといって思い出すシーンは様々であるが、その中でも、「衝突」という

テーマであれば、私はRTを真っ先に、そして唯一思い出す。

RTは本会議の40時間を占める。すなわち、同じ議題を同じ人達で40時間も話し、何

かひとつの結論を導かねばならないということだ。議論とは、それぞれの意見をぶつける場

であるので、そういう意味の「衝突」は勿論あった。しかし思うに、GovernanceRTでは、

それぞれがそれぞれの意見を尊重し、全体としてひとつの結論へ向かおうとするベクトルは

常に作用していた。ゆえに、議論そのものに関する「衝突」は、「衝突」と見える「協力」

であったと思う。それでは、私が思う純粋な「衝突」は何か、というと、特に2点挙げたい。

ひとつは、言語の「衝突」、もうひとつは、文化の「衝突」である。
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言語の｢衝突｣を感じたのは､最初のRTからであった。

もともと英語で議論する経験がなかったが、なんとかなる

だろう、と思っていた。私以外の日本側メンバーに留学経

験があることにも安心していた。しかし、そういった温い

楽観は、全て最初に打ち砕かれた。日本側全員が米国側メ

ンバーの言っていることが理解できないということが

度々発生したのである。その度、"C"を使ったり、ゆっく

り、優しい英語を使ってほしいといったようなことを伝え

たりした。しかし、それにも限界はあり、恐らく米国側の

意見を全て汲み取ることができた日本側はいなかったと

思う。会議中、何度もそういう場面があり、都度議論が止

一
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割畔
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心'言
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まり、米国側の少し日本語ができるスタッフに仲介してもらっていた。米国側の学生にとっ

ても、自分の言っていることが上手く伝わらず、日本側が言っている英語もよく分からずと

いったところで、個人主義が根ざしている国民性を考慮せずとも、ストレスは相当あったの

ではないか、と思う。

このように、日本側の言語的なdisadvantageは無視できないものがあったが、だからとい

って議論の足でまといであったかというとそんなことはなく、寧ろ、議論を実質的に進めて

いたのは日本側だった。日本側はideaで議論に貢献し、確実にひとつひとつ歯車を設置し

ていっていた。この点をポイント付けすると、米国側と日本側では数段違ったという実感が

ある。日本人には従来欧米列強に対するコンプレックスがあり、何でもかんでもそっちの方

が上だと考えがちである（勿論、私自身にもそのような意識があるのを自覚している）が、

事実として日本人が勝てるという体感を得られたのは、今後の人生の中でも重要な布石だと

思う。誤解をしてほしくないのだが、米国側が何もしなかったというわけではない。確かに

日本人は歯車を設置することには長けていたが､実際その歯車をどう動かすのか､すなわち、

日本側が提示した足場となる意見を、より具体的・実行的なレベルに落とし込む過程では米

国側の貢献が大きかった。これが両国の実行力の差なのだとも感じた。

いずれにせよ、議論を通して､両者のどちらも欠けては最後の結論に至ることはなかった。

この感覚が日米間の個人レベルで存在し続けてほしいと思う。

もうひとつの「衝突」。文化の「衝突」。これを特に意識し始めたのは、三重サイト、フ

ァイナルフォーラムで何を発表するのか本格的に決めないといけない頃のことだった。もと

もと、米国側は議論中に席を外して何十分も帰って来ないなどということがあった。しかし、

ファイナルフォーラムが迫り、議論が止まろうがどうにかこうにか前へ進まないといけない
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といけないときでも、日本側は残ってどうにか先行きを見つけようとするのに対し、米国側

は帰って何もしないのである。日本側からすれば、こちらはこれほど努力しているのに、ど

うして米国側は何もしないのかと苛立ちを禁じ得なかった。しかし、米国側としては、考え

ても分からないのだから、これ以上続けても意味がない、リフレッシュが必要だということ

だった。勿論、だからといって後に彼らから特別なアイデアが出てくるわけではなかったの

で、米国側の方法が必ずしも効果的ではないとは思うが、その諦めのよさが生きる場面はあ

るのだろうなと思う。また、日本人の勤勉性というか、粘り強さというか、そういうよく言

われる特質が対照的に浮かび上がり、なるほど確かに私たちは日本人であるのだなという感

じがした。とはいっても、RTとしてこういう状況が長く続くはずはなく、東京サイト、フ

ァイナルフォーラム目前に日本側が米国側にぶち切れた。米国側は、ずっと残っていても意

味がないではないかと最初は対立したが、米国側のある学生が間に入ってくれて、最終的に

日本側の努力を認めてくれた。そこで初めて、RTTimeの後に毎日日本側が数時間残ってう

んうん吃っていたのを知り、無きながらsorryと言ってくれた学生もいた。そして、ファイ

ナルフォーラムでRTとしてひとつの結論を発表して終わることが出来た。異なる文化/価

値観のもとでも、「衝突」し、対話すれば、お互い分かりあうことができると、経験として

得ることができた。

もともと私はJASCに「衝突」を求めていたこともあって、このようなRTでの「衝突」

は非常に面白く、興味深いものであった。「衝突」を通して得られたものは余りにも大きい。

まさに化学反応であったと思う。あの時ぶつかり合った仲間たちは、今どこで何をしている

のだろうか。次会うときが楽しみで仕方ない。

▼古座匠

JASCについて自分が個人的に語るべきことは｢JASCについての振り返り」という個々の

参加者がJASCを自由に振り返る章で全て語った。それはここに書いた文章から更に1ケ月

後に書くことになるにで、ここに書いた文章はJASC中に落ち着いて思考を整理する時間が

なかった時を経て、思考の整理が徐々に始まった時期の文章ということになる。ちなみに思

考が整理されたから文章にしたのではない。逆因果百パーセント、文章にすることで思考が

整理される｡報告書はJASCの経験を外部に発信するという貴重な役目を負っているが､個々

の参加者の思考を整理し深化させる最上のきっかけにもなる。その証拠に報告書の締め切り

は申し訳ないことに何度も引き伸ばされ皆時間をかけて製作にあたった。編集を担ったピー

スこと齊藤くんへの感謝は尽きない。では見ていこう。
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分科会だが、JASCの掲げる「アカデミッ

クな議論」というものにどれほどまで真筆に

向き合えたのかはわからないままだった｡外

交や安全保障といった大風呂敷を広げに広

げたトピックに対して日米参加者双方の問

題意識のすり合わせが本当に最後の最後ま

で難しく平行線をたどった｡抽象と具体の度

合いのバランスを行き来して､良質な問を構

築することがいかに難しいか。これを五月の

日本側準備開始から本会議最後にいたるまで一貫して痛感することとなった。主な原因とし

ては、外交や安全保障といったトピックに対する参加者側の「アカデミック」な親和性が乏

しかったことが挙げられるが、なんとかそれを乗り切って早期に分科会として掲げる問題設

定を行うことを後回しにして（行えなかった）しまったことは後悔すべき点であったと同時

に、自分、ひいては分科会としての実力不足であったといえる。

JASCでは性々にして「超抽象的」なトピックに対して、とにかく「さあ議論を始めまし

ょう」というシチュエーションが訪れるし今後のJASCでも訪れるだろう。参加者同士が即

席の要素強めでブレインストーミング的に自らの興味を展開し反応し合うのは楽しいが、サ

ロン的で議論は発散し続けてしまう。分科会議論は長いようで短い。分科会議論として打ち

込むべき良質な問題設定をとhにかく早急に行い、その解に近づくための議論を顔をとつつ

き合わせて圧倒的熱量で行う方が分科会全体を通じたアウトプットの質、議論の牛産性も増

してよいと思う。

ちなみに所感だがアメリカ側参加者の方が上記の問題設定という点では優れている気が

した。とりあえず問題設定を行おうとするその発想力のようなもの、そのための筋肉が日本

側より発達している気がした。個人的にはああ、その勘所で思考していくのね、という感覚

はつかめるのだが普段使っていない筋肉感満載でとてももどかしかったのを覚えている。こ

れはおそらく教育システムの差異が影響している可能性もあるが、個人的には自分の、設定

された問題に向かうスピード感と処理に用いる筋肉はかなり発達している気がする。まさに

「イカ東（いかにも東大生）」といった感じで悲しくなったのだが、問題と仮説を構築する

タイプ．の「アカデミック」な力は、特に院に進み論文を書く中で、さらには社会に出た後も

大いに必要になってくると感じる。だが先ほど述べたように、JASC中に感じたのは「普段

使っていない筋肉」といったもどかしさであったので、才能ではなくこれから鍛えることが

できる力であるという直観を得たのは良かった。
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■分科会コーディネーターによる総括

▼有田彩子

まずはじめに、分科会メンバー一人一人に心からありがとうと言いたい。個性溢れるこの

分科会メンバーと共に活動できたことを誇りに思う。当分科会は安全保障分野の中でも、特

にテロリズムに焦点を当て議論を進めた。議論の進め方、テーマ・議題設定、結論への導き

方、これら全てを考え、決定するのは各々の分科会に委ねられているという点で、この分科

会という場に意味を持たせることは非常に難しい。その点で当分科会は問題設定を重視した。

どのように問いを立てるかによって、その後の議論の進め方や結論もおのずと決まってくる。

分科会に設けられた壮大なテーマのもと限られた時間内で議論を進めるうえで、問題設定に

注目したことは非常に効果的であったように思う。またフィールドトリップでは普通はお会

いできないような有識者、専門家のもとを訪れ、直接質問をぶつけることができ、個人的に

も大変貴重な経験ができた。このように事前活動を過ごしてきた当分科会であったが、本会

議，か月前に日本側参加者が1名脱退することとなった。「】ASCは人生を阻害するもので

あってはいけない」というべき論と、「最後まで分科会メンバー全員で活動し終えたい」と

いう正直な気持ちとが真っ向から衝突した。「仕方ないね。」そんな言葉で片付けられるよ

うな、そんな気持ちでこの4名を選んだつもりはない。だが我々は日本側参加者が1人足り

ない状態で本会議を迎えることとなる。分科会メンバーの活動を委縮させるのではないか。

分科会へのモチベーションが下がってしまうのではないか。このように思うことは今となっ

ては分科会メンバーに対して大変な失礼にあたるのだが、当時は本会議を迎えることが不安

で仕方なかった。しかし、本会議が始まってその心配は全くの不要であったことに気づく。

第一サイトで初めてアメリカ側参加者含めた分科会議論に参加した際日本側参加者の議論

に臨む姿勢に、素直に、感動した。言葉で表すと「勇姿」、それが最もしっくりくる。積極

的にC(clarifjr)やT(translate)を挟み議論にくらいついていく姿､英語でわからない時は日本

語を使ってお互いが助け合う姿、（分科会として当然のことなのかもしれないが）3人の勇

姿が、数々のJASCの思い出の中で、強く目に焼き付いていることに疑いはない。第三サイ

トでは一切睡眠時間も取らず、夜中議論し続けたこともあった。またファイナルフォーラム

前には発表の方向性が決まらず、各々が非常に苦しんだように思う。この分科会が各々のメ

ンバーにとってどのような意味を持っているかはわからない。また（来年度は政治・安全保

障に関する分科会がないことを鑑みても）多くの専門家がいる中で、何故私たち学生の身分

であるものが政治・安全保障に関して議論する必要があるのか、もっと熟考すべきであった

ようには思う。ただ、この分科会という存在が私を救ってくれたことは計り知れない。本会

議中は分科会議論に入れないことも多々あり、その度に議論の進捗を教えてくれた。また疲
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れた顔を見せた時は必ずメンバーが声をかけてくれた。メンバーを支えるはずが、逆に支え

てもらう側となってしまった。何十年後かに、またこのメンバー全員がそろう日が来ること

を楽しみにしながら、筆を置くこととする。末筆となるが、大変ご多用の中我々のためにお

時間を割いてくださり、深い学びの場を提供していただいた方々に改めて御礼申し上げたい。
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"Health:RolesandResponsibilitieswithinSociety"Roundtable

｢社会の健康と個人の役割」分科会

L 』
コーディネーター

KaedeYoshioka

コーディネーター

藤本アベリーノ

＝ー-

NicoleMcNevin長谷川信寿 KassandraDiaz岩井凌太

一、

HirotoshiUsui藤本ミケイラ林田將

現代社会において、個人は健康を追求する権利があり、社会は個人の健康を保障する責任がある。

WHOでは、健康を「身体的、精神的、社会的に良好な状態」と定義付けているが、健康な社会を達

成するために何をすべきであろうか。日米両国において、保健の問題といえば、従来は生活習慣病の

予防や社会保険制度の改正が議論の中心であったが、最近は厚生労働省の医療計画に精神疾患が新た

に加えられるなど、問題が多様化し、複雑化しつつある。先進国では、近年の目覚ましい科学の進歩

により、出生前診断や人工妊娠中絶、尊厳死等の生命倫理問題が出現している。開発途上国では、感

染症対策や公衆衛生、母子保健の需要が依然として高く、乳児死亡率、周産期死亡率ともに世界最低

水準を誇る日本は、国際社会に対して積極的に貢献することが求められている。

当分科会では、個人や家庭といったミクロな単位から国や地域といったマクロなしベルに至るまで、

社会全体の健康を維持するために、政府や民間団体だけではなく、我々個々人がどのような役割を果

たすべきか、傍観者としてではなく、当事者として見直し、具体的な対策を打ち出すことを目指す。
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■事前準備期間の議論・活動

▼分科会メンバーが定めた目標

「健康」とはどのような状態であるかを明

らかにした上で、現代の健康問題に対する具

体的な対策を打ち出す。

▼全体の概要・流れ

本会議直前まで海外に留学していたメンバ

ーもいた当分科会では、春合宿、自主研修、

直前合宿を除いて全員が顔を会わせて議論を

する機会がなかった。また、メンバー同士の’する機会がなかった。また、メンバー同士の時間の都合が付かず、オンラインミーティング

も10回以下と限られていた。しかし、その中でもそれぞれのアイデアをワードやプレゼン

テーションにまとめてオンライン上で共有し、各自が空いた時間にフィードバックし合うな

どの工夫によって、お互いの興味関心の深化と論理の構築を図った。

▼春合宿

「健康」とは何か、その定義について議論を重ね、健康の要素の因数分解を図った。議論

の過程で、特に社会的健康と精神的健康の棲み分けについての共通見解をまとめるのに苦心

したが、社会的健康の範囲を他者との交流から生じる事象に限定することで、全員の納得解

にたどり着いた。さらに、健康の各要素は相互に関わり合っているという前提の上で、メン

バー全員が共通して精神的健康に一際大きな関心を見出した。

▼オンラインミーティング

各自の興味・関心分野から健康問題にアプローチする方法についてのプレゼンテーショ

ン・ディスカッションを行い、互いのアイデアや論理のブラッシュアップに務めた。

▼各メンバーの興味・関心領域

【岩井凌太】

日本人の自己肯定感の低さと精神病の罹患に関連性を見出し、教育・身体活動という観点

からこの問題にアプローチする方法を模索した。

【長谷川信寿】

現代の日本で大きな問題となっている精神病の一つ、うつ病の対処療法としてのマジックが

持つ可能性を追求した。
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【林田將】

二つの宇宙開発機関、NASA･JAXAの健康を数値化する方法を参考にしつつ、精神的健康

を含めた全ての健康の要素を数値化する方法を考察した。

【藤本ミケイラ】

グローバル化の進展によって欧米化した日本人の食生活に問題意識を持った上で、食育が義

務教育の一環として浸透した日本では比較的食生活の悪さから生じる健康問題が少ないと

いう事実に注目し、食育の重要性の解明を図った。

▼防衛大研修

健康には様々な種類の健康があるが、各種の健康は相互に/関わり合っている、と私たち

の分科会では結論が出ている。防衛大学での研修では、特に精神の健康と身体の健康の関連

に重きを置いて、意見が交換された。防衛大学の学生は、国を守るという使命に対して聡明

な考えが確立されている。その使命に基づいた彼らの身体は、単に筋肉があるとか無駄な脂

肪がないとかではなく、国を守るための資本として鍛えられている。逆にその身体という作

品からは、彼らの精神の主張が見て取れる。つまり、精神と身体の健康は深く関わりあって

いるように見える。防衛大学研修で私たちは、『異なる種の健康は互いに影響し合う』とい

う仮定の具体例を見つけ、それ以後の議論の基盤となる考えとなっていった。

▼フィールドトリップ：英国スチュアートロード診療所澤憲明さん

NHSという、日本やアメリカとは大きく異なる医療制度を持つイギリスという国で日本

人医師として働く澤さんに、現場で感じるNHSのメリットとデメリットやイギリス的価値

観からみた日本．アメリカの医療制度についての見解をお訊きするためのFTを行った。

このFTでは、医療制度の背後にある各国の価値観の違いや権威主義について詳しくお話

＝一一一一一一一一－－－－－を聞くことができた。そして、日米という二カ国

､ を考えた際にも、集団主義と個人主義など大きな

価値観の違いと、そこから生じる「求める医療制

度の差異」がある為、単純に両国の医療制度を見

てその良し悪しを比較することはできないとい

う澤さんの見解は、私たちのRTディスカッショ

ンの結論にも大きな影響を与えた。
I
■■

189



第5章分科会の活動報告一健康

■本会議中の議論・活動

▼分科会の目標・方向性

我々の健康における分科会ではまず目標や方

向性を設定するのに苦労した。WHOでは、

健康を「身体的、精神的、社会的に良好な状

態」と定義づけているが、健康な社会を達成

するために何をすべきでろうか。身体性、精

神性、社会性の3つの観点それぞれ重要では

あるが、我々はより深い議論をするため精神り深い議論をするため精神的健康に重きを置いて話を進めていった。

▼議論の過程

第1サイトの京都では､事前に書いたRTペーパーを詳しく説明を入れながら発表し、「健

康」という幅広いテーマの内、各々が興味を持つ分野を把握した上で議論トピックを決定し

た。また、日本とアメリカの異なる視点から捉えた「健康」であるとはどのような状態なの

かを話し合い、健康の定義を定めようと試みたが、人が所属するコミュニティー、文化、宗

教、国といった単位で考えた時に、健康である状態の基準自体がそれぞれである為に議論が

難航した。

第2サイトの愛媛では、主に日本とアメリカの社会保険制度について意見交換を行ったり、

2国の学校教育における食育の比較をし、幼少期の食に関する学習が、その後の正しい食の

選択や肥満にどう影響を与えるのか議論した。

第3サイトの三重では、FinalForumでの分科会プレゼンテーションを意識し、発表する

テーマを絞った。都会と田舎、郊外に分け、それぞれの医療施設へのアクセシビリティを比

較した。

最終サイトの東京では、日本とアメリカそれぞれの医療サービスにおける問題点を挙げ、

各国に合った解決策を考えた。そして議論を重ねながら重要な部分をまとめ、FinalForum

に向けて、アイデアに磨きをかけた。また、時間制限のある発表の中で、如何に医療につい

てわかりやすく説明できるか試行錯誤を重ね、プレゼンテーションを完成させていった。
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▼ファイナルフォーラム

FinalForumでの分科会発表では

"AccessibilitytoHealthServicefをテーマ

に、日本とアメリカにおいて、医療サービス

へのアクセシビリティを妨げる要因となって

いるものは何か、という問いを掲げ､Coverage

とAccessibilitvという点から2国を比較した。

■分科会としての結論

健康の定義は国や文化、個人によって差があるものの、健康を追求する権利は万人にある

ため、ある集団内の各個人が健康を実現するために必要な要素はCoverageとAccessibility

であると結論付けた。集団内のどれほどの人数が必要な医療サービスを受けられる制度があ

り、各個人がどれほど容易に医療にかかる事ができるか、である。

米国では、Coverageは実現できておらず、Accessibilityも地域や文化によって実現できて

いない。一方、日本ではCoverageに関しては実現できているが、それがために都心部での

過剰なAccesibilityは実現が難しい事が分かった。都心部では患者数の過多により受診まで

の待ち時間が伸びており、郊外では病院や医療機関までのアクセスの悪さが問題となってい

る。そこで私達の議論はいかにこれらの問題を解決

するかが焦点となった。

保険制度や社会基盤､文化などの社会経済的問題

が複雑に混ざり合うため、日米において2つの要素

を同時に満足することは難しい。今後は、都心部と

郊外をつないで患者の移動支援を促すサービスの

ような､同時に2つの要素を解決する制度が始まる

ことに期待したい。

'1 ll

「
主

'

4町

鍵

■分科会メンバーの声

▼岩井凌太

三週間に及ぶRTディスカッションを通じて得た最も大きな学び、それは、日米の学生が

持つ感覚の類似点と相違点における生育環境への依存度の大きさを実感できたことだと感

じている。日本で育った人間とアメリカで育った人間の持つ感覚が異なる。今の時代そんな

ことは誰でも知っているであろう。それでも、何かを通して二次的にその事実を知っている
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事と、その事実を実感した経験がある事では雲泥の差があることを、JASCを通して実感す

ることができた。病院まで車で二時間かかるのが当たり前。学校の給食は身体に悪いものば

かり。このような自分の感覚とはかけ離れた事を、つい数分前まで共通の感覚があるからこ

そ盛り上がれる「冗談」を言い合っていた友人の口から聞いた時、彼らとの「違い」を意識

し、驚いたのをよく覚えている。

一方で、RTディスカッションを始める前から健康における精神的要因や、その精神的健

康状態の決定要因における人々の文化的背景が持つ影響力に一際大きな重要性を見出して

いるメンバーが日米双方に多くいた。そのことから、「健康」の中で一人の人間として大事

にしているポイントや、私たちの価値観の差異における生育環境や文化的背景の違いの影響

力の大きさについては類似した感覚を有していることもあるという事を知ることができた。

これは、このような相違点や類似点は、「健康」という世界各国で一定程度普遍的な意味や

価値を持つ概念がトピックだったからこそ知ることができたと感じている。

こうして日米両国で育った学生の類似点と相違点を実感した経験は、自分とは異なる環境で

育った人との関わり合いにおいて、その「違い」を意識し、尊重する姿勢をもつ為の重要な

学びであったに違いない。

▼長谷川信寿

「社会の健康と個人の役割」と聞いて何を連想するだろう。個人や家庭といったミクロな

話題から、国や地域といったマクロな話題まで非常に広いトピックである。あらゆる年齢の

全ての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する未来を志向するためにも、私は健康の

分科会に所属していてよかった。人が幸せに生きて行くためには考えなければならない分野

である。

初回の分科会の時間。私はすぐに「答え」を出そうとしない分科会という印象を受けた。

議論のプロセスを楽しんでいたように感じる。お互いの意見を尊重しつつ、疑問に思う点、

それはおかしいと思ったところには食いつく姿勢は他団体よりも強い気がする。皆がお互い

に議論の流れや皆の意見を術鰍する姿勢を持ち多様な意見を持ち寄ったのは非常によかっ

た。

中頃あたりでは、皆の強さや弱さをお互いに認識し始めたように感じる。どんなパーソナ

リティなのか。私たちの班はその弱さを卑下することは一切なかった。むしろその弱さを補

完しようと試みるもの、自分の強さをより引き出す仲間がそこにはいた。そういう意味では

私達は素晴らしいチームワークを発揮していたと感じる。
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日米学生会議も終わりに差し掛かり、ファイナルフォーラムに向けて準備をし始めた。私

が個人的に驚きを隠せなかったのはアメリカ側のスライド作成の仕方である。彼らがどれほ

どこのプレゼンに馴染んでいるのか。横から凝視しなくとも一瞬でわかる。正直ファイナル

フォーラムへの準備が間に合わないのではといった不安は大きかったが、そんな偏見は完全

に払拭された。そんな小さいところでも日本とアメリカの教育システムの違いを私は感じて

いた。

分科会を全体通して振り返って見ると、三週間程度の短期間に自分の成長を感じられた。

それは最初に私が人や議論に圧倒されていたことが大きいかもしれない。本会議のテーマが

「己を省み人を知る」ということであったが､私の場合は人を知ることで､己を省みていた。

自分にないものを人に提供し、人に喜んでもらう。皆がその精神を持っていたと強く想う。

今後はこの議論やその経験をもとにアクションを起こしたい。理論より実践。手足を動かす

ことで、学びを深化させられる可能性をこの分科会では学べた。

▼林田將

本会議では、人の主張の理解と自分の意見の主張の両立が困難なことに気づく。自分の主

張が定まっていないと、他人の主張が必要以上に正しく感じられる。また逆に、自分が強く

信じる主張があると、それと異なる他人の意見を必要以上に聞き捨ててしまう。このような

二つの軸のダイナミクスの中で、私たちは議論を重ねた。

本会議は京都で始まった。会って間もない分科会のメンバーは、何となく互いの主張を模

索し、強く主張することはしない。自分の主張よりも、他人の意見により、注目を傾ける。

議論の目的を意識することなく、議論のメンバーと知り合うというアイスブレイクの場であ

る。

互いに打ち解けあった後の愛媛では、比較的強く主張できるようになる。その分、他人の

主張に強く反対意見をぶつけることも出てくる。議論の目的は、自己主張に近づいているの

かもしれない。

三重に入ると、急に個々の主張は弱くなる。何かしらアウトプットを出さなければならな

いファイナルフォーラムが頭によぎり、それぞれの主張を取り入れた発表をしようと皆が他

人の意見に耳を傾ける。互いの人間性が分かってきた後なので、強くアピールする必要性が

下がったことも影響しているだろう。

最終サイトでは、二つの軸のダイナミクスが機能する。ファイナルフォームに向けて、皆

の意見をよく聞こうとすると同時に、まとめ切れないカオス状態を収束させるための筋の通

った意見を強く主張する者が場を仕切る。この最終段階になって、参加者の議論の目的が、
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『より良い発表をする」という明確なものになる。

日米学生会議という議論の場では、ただ単に議論の方法を学ぶだけではなく、議論がどの

ように発展していくのかも学べる機会だった。

▼藤本ミケイラ

「社会の健康と個人の役割」分科会。春合宿で初めて顔合わせした時から、アットホーム

で過ごしやすい雰囲気を持つ分科会だった。本会議でアメリカ側が加わってもそれは変わら

ず、各々とても個性的で自由だったにもかかわらず、皆、相手の意見に耳を傾け、チーム全

体としては非常にまとまりがあった。

メインテーマ「健康」ついて、日本、ましてやアメリカの医療制度、医療そのものに関し

て特別な知識がない私は、この分科会に何をオファーできるのか悩んだ。より身近なスケー

ルで健康を考えた時、健康状態を左右する最大の要因の一つは、私たちが毎日摂る「食事」

ではないかと考えた。そして、趣味である料理の知識を生かし、食生活や食育の面から健康

についてアプローチした｡分科会の他のメンバーもそれぞれの興味や得意分野から、「健康」

を自分なりにアプローチしており、非常に興味深いトピックばかり議題に挙がった。

本会議では、数々の議論の中で、特に日本とアメリカの食生活や食育についての比較、意

見交換がとても刺激的だった。アメリカ側の学生が、日本の学校教育において、食育の一環

として家庭科の授業が設けられていることや、日本人が普段食べているお弁当の栄養バラン

スの良さに大変感心していたことに驚いた。日本の食事情を客観的に見ることができ、非常

に新鮮だった。また、日本側のメンバー全員が関心を寄せていた、精神的健康、メンタルヘ

ルスについての議論も興味深かった。日本側でも本会議以前に議論を重ねていたが、アメリ

カ側の意見を聞くと、また精神病についての見方がガラッと変わった。ラテン系のバックグ

ラウンドを持つアメリカ側の参加者の一人が、そもそも精神病の概念自体が、自身の文化に

なく、そもそも認識されていない病気だという発言が印象的だった。健康、病気に対する認

識や基準が､それぞれの国や､文化､所属するコミュニティーによって異なることに気づき、

自分の健康に対する価値観が大きく変化した。認識や基準がそれぞれ異なるのは当然のこと

のようだが、如何に自分が狭い視野で考えていたことに気付かされたことは、分科会を通じ

て最大の収穫となった。

分科会という少人数のグループ内で「健康」という一つのテーマを、アメリカと日本の国

ごとの視点や、全く異なるバックグラウンドを持つ個々人の視点から、これほど深く議論す

ることができ、素晴らしい経験だった。そして、意見を言いやすい環境、家族のような雰囲

気を作ってくれたメンバーにも大変感謝している。
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■分科会コーディネーターによる総括

▼藤本アベリーノ

分科会活動を充実したものにするために必要不可欠なものは意見や価値観の衝突である。

全員が初めから共通の視点を持っていたら、わざわざ集まってディスカッションする必要な

どない。ぶつかり合う議論を突き詰めて辿り着く本音の対話こそが相互理解への第一歩なの

だ。

私はコーディネーターとして、分科会の中の意見の衝突を大切にした。余談だが、分科会

コーディネーターは分科会活動に対して3つのスタンスを取ることができると思う。分科会

活動に積極的に参入するタイプ、議論のファシリテーションや知識提供を行うタイプ、そし

て議論に一切関与しないタイプ．だ。私は当初、ファシリテーションや知識提供だけに自分の

役割を留めておこうと考えていた。しかし、分科会のメンバーの強い要求があり、実行委員

ながらも議論に参加させてもらった。振り返ってみて、これには正と負の作用があったと感

じる。プラスの作用として、構成を意識しつつディスカッションを進めていくことができた

こと、議論のトピックに対して多角的な視点からの意見を提示することで議論に幅をもたせ

ることができたこと、分科会メンバーとコーディネーターの間に一体感が生まれたことであ

る。一方で､私は実行委員である限り、分科会活動よりも実行委員としての仕事が優先され、

担当サイトに入った時から急に分科会活動に参加できなくなってしまった。立場上の事情が

あったとはいえ、メンバーから頼りにされていただけに、期待を裏切ってしまい申し訳なく

思う。さらに、より多くの文献やレポートを読みこみ、知識を蓄えていれば、ディスカッシ

ョンに一層、味を加えることができたのかも知れない。

結局、分科会活動全体に対しては達成感よりも悔いの方が強く残ってしまったように思わ

れる。それでも、分科会活動を通じて一つだけ､何にも代えがたいものを得ることができた。

それは、それは、互いに協力し合い､励まし合い、笑い合える最高の仲間との出会いである。

実行委員の仕事で、分科会をないがしろにしてしまっていた私をいつも優しく迎え、頼って

くれる仲間たちの寛大さには常々心を打たれた。そして思う、分科会活動の究極の目的は、

何か答えを出すことではなく、人を知り、自分を知る、そして、人と人との関係を構築する

ことにあるのかもしれない、と。
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"Modemldeologies:AnalyzingtheActionsoflndividualsandCommunities"Roundtable

｢現代における思想の価値」分科会

コーディネーター

EricMueller

コーディネーター

新郷雅大

押切彩 CarolynHooverEmikaOtsuka大野友

＝声
IinTanizaki DuoXu野間康平 吉村彩

近代産業革命以降、あらゆる分野で専門化・分化が進み、自分の專門外は興味も持たない「精神な

き専門人」も増えた。しかし、世界は複雑化し、もはや一つの分野に精通しているだけで十分な時代

は終わった。例えば、グローバリゼーションは世界経済の効用最大化を目指して推進される反面、地

域文化を侵食していると言われる。しかし、この問題を考えるには、経済学が前提とする効用概念に

馴染まない価値の可能性を考察する必要がある。

また、現代の価値観の限界も見えてきている。人間の生活を向上させる目的で発展してきた科学技

術だが、AIやクローン技術は人間の本質を再考するよう迫り、逆に人間を疎外しつつある。はたして

これ以上の技術発展は幸福につながるのか、人々は疑い始めている。

このような、全体を捉えることが困難を極め、行くべき道も容易に定まらない現代に、万学の源で

ある思想は大きな力を持つ。各分野の知見に依拠しつつも、その枠にとらわれず様々な分野を横断し

て問題を捉え直す。そして、既存の価値に対する違和感を大切にしてそれを疑い、あるべき姿を構想

する。当分科会では分野の枠にとらわれず、そうした思想の新たな価値に光をあてる。
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■はじめに

▼本分科会の意義

進行し続ける経済的格差、予測不能な金融危機、加速する難民問題、蔓延する疫病、目処

の立たない環境問題、流行化する政治危機、頻発するテロリズムetc…現代がなんとも形容

しがたい不穏な空気に覆われていることは明らかだろう。この混迷の原因は、現代を形作っ

ている近代的なもの（自由や民主主義、資本主義etc)にあるのだろうか？はたまた近代か

ら現代へと移行する中で人々の考え方や価値観、また社会の設計が根本的に変わったのだろ

うか？上記で挙げた社会問題（メガトレンド）に対する解決策や取り組みは至る所で考えら

れ、実行されている。しかし、中々効果が目に見えないのが実情である。これらの問題を抜

本的に乗り越えるには場当たり的な対処法ではなく、よりラディカルな思想や考え方が必要

ではないだろうか？近代的なものの概念が生まれた背景を知り、人間と社会を根源的な次元

から深掘り、理想の未来を描き、現代の問題に立ち向かう。このような時空間を超越したダ

イナミックな運動が今、緊急的に求められているのではないだろうか。本分科会において、

マクロ的には上記のようなことを皆で考えることを、またミクロ的には分科会一人一人の生

き方や考え方を見つめ直すことを目的とする。

■事前準備活動

初めての分科会メンバーの顔合わせの場である春合宿で分科会の方向性を決定し、その後

の毎週の定例オンラインミーティングで議論を深めた。自主研修の沖縄・防衛大へは、安全

保障についての基本的な知識を課題図書により補い、その後のミーティングの議論を通じて

各々の関心事項を明確にして臨んだ。

▼春合宿

春合宿ではRTメンバーで話し合う時間が十分に与えられ、この期間中におおまかな分科

会の方向性や、トピックを決めることが出来た。思想という広く、暖昧なテーマのもとでど

う分科会進めていくか、話し合いを重ねた結果、「対立構造にある信念同士のあるべき関係

を問い直す」という分科会目標に辿り着いた。

日々の生活の中で個々人の感じる違和感は多数

存在するが、その違和感の背景には、こうある

べきだ、こうしたい、というその人自身の信念

が存在する。そしてそれは､存在する思想を個々

人が自分の違和感や経験を通して解釈したもの

なのではないか。しかし、高次においては同じ
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思想を共有する者同士であっても、その具体的な現実解釈が違うことによって信念の対立が

起こりうる。分科会の期間を通じて、「参加者が日々の生活の中で感じるその違和感や、そ

の背景にある新年の対立とは具体的にどのようなものなのか」「その対立は克服すべきもの

なのか」「すべきであるならば、どのような方法があるのか」といったことを探ることを目

的とした。具体的な議論の進め方は、メンバー個人の違和感や興味に関連したトピック(各

論)から理解を深め、それを抽象化した形で､信念対立の克服の方法論(総論)を構造構成主義

という理論を通じて議論することとした。

▼定例ミーティング

週一回のオンラインミーティングを開催した。「信念の対立をいかに克服するか」という

問いを総論、「信念対立が具体的に表れるトピック」を各論として定義し、毎週一つずつ取

り上げていく形で議論を進めた。テーマごとに担当者を決め、課題図書の選定とそのレジュ

メ、議論したいポイントを準備した上で、全員でそのトピックについて話し合った。当初の

目的の達成に関しては、一つ一つのテーマが予想以上に時間を要し結論までは至らなかった。

▼ディスカッショントピックと課題図書

総論：信念対立の克服

課題図書：「自由はいかにして可能か」

信念の対立について理解する第一歩として「自由とは何か」を読んだ。自由とは、ただただ

個人がもつ欲望や信念を貫き通すことではない。個人が思うままに欲望を貫けば、必ずそこ

には衝突が生まれるからだ。個々人の欲望・信念の対立を克服することが自由を実現するこ

とに必要である。信念の対立には、それが形成されるに至った背景を考えることが必要だと

筆者は主張する。この考えは、今後思想分科会の議論でも重要なものであり、ほかの人の違

う意見を理解できないとするのではなく、なぜその意見を言うのか、背景の経験や性格を考

えることで同じ土俵で議論することができるという結論に至った。

各論：女性の働き方（担当：押切彩）

課題図書：「働く女子の運命」

現代を生きる女性はワーキングマザ一として家庭と仕事の両立を目指すことが増え、その

選択肢を増やすための制度や政策も現れ始めた。その一方で、内助の功という表現があるよ

うに「女性は家庭」という考えも根深い現在の日本。女性の側でも同じように、働きたいの

か、それとも家庭に専念したいのか、幸せについての葛藤がある。女性のあり方が変化する
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中で、どのように個々人が自分の幸せを定義できるのか。また、現在取り入れられているの

は欧米の女性進出をロールモデルとしているが、日本と欧米の雇用形態の違いから、うまく

機能しないのではないか。

こうした問題意識を出発点として、それぞれのメンバーの家庭のあり方という身近な部分

から、在宅勤務制度は広がるのか、日本人の働き方のメリットデメリットなど、働く仕組み

についても広く理解を深めた。

各論：個人的アイデンティティの形成と教育（担当：吉村彩）

課題図書：「学校と社会」

自分が何をしたいのかを考えることのできる教育はどのように実現できるのか。をテーマ

にデューイの思想を学んだ。学校は生徒が活発に生活し、学校内での学びと社会とがつなが

っていることが必要だとするデューイの主張は概ねメンバー全員が賛成した。しかし同時に

OECDによる問題解決能力において日本の順位はそれほど低くないことや、教育の理想と

されてきた北欧の教育の課題などにも焦点があたり、教育の評価の難しさについても議論が

及んだ。

各論：社会でのコミュニケーションのあり方（担当：大野友）

原発産業内では原子力技術の開発が喜ばしいこととされるが、それが社会全体での利益に

かなっているのか。トランプ大統領は民主的プロセスによって選ばれたが、果たしてアメリ

カ国民は自国の大統領に自信を持てるのか。参加者の一人である大野友が、普段のニュース

に接して疑問に思っている事象を解くカギはコミュニケーションの欠落にあると感じてい

ることを手がかりに、"SocialDesignforLivelyCommunication"をテーマに議論を深めた。

熟議民主主義とは何か、直接民主主義の可能性とその実践例の検討（高知県大川村）とい

った政治分野におけるコミュニケーションのあり方から、グーグルジャパン東京本社やル・

コルビュジェの建築フーコーの環境管理型社会などの、空間のあり方とコミュニケーショ

ンの関係についてまで話は広がった。 特に、空間のあり方とコミュニケーションの関係に

ついては、小布施町の話などの具体例を検証しながら、どのような空間が人々の日常的なコ

ミュニケーションを活発化させうるか、という議論を重ねた。
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▼防衛大学校研修・沖縄研修

課題図書：「安全保障とはなにか」

防衛大学研修、沖縄県週に向けて、日本の安全保障に関する課題図書を1つ選び、議論を

進めた。防衛大学研修については、防衛大学の学生とお互いの興味のあるトピックや、話し

合いたい議題についての連絡を取り合った。私たちの分科会では、その中から最終的に以下

の3つの質問にまとめられた。一つ目は、「現在の安全保障の思想を理解した上で、沖縄基

地のあり方はそれとどの程度合致しているのか」、もう一つは「そもそも国を単位として考

える時になぜそれを守る必要があるのか、国防とはそもそも何か」という問いである。最後

の問いは、「それぞれの防衛大生が何を専門にしていて、興味関心はどんなところにあるの

か」という学生個人に迫った問いである。防衛大生からは、そもそも普段自衛隊はどのよう

なイメージを持たれているのか、自衛隊が必要であると思うか。などの質問があった。

■本会議中の議論

本会議は、日本側、アメリカ側が事前に準備してきたテーマについて議論するのと、本会

議最中に決めたテーマについて議論するのとの半々程度の比率で行われた。初ミーティング

では、「現代における思想の価値」という分科会テーマそのものへの問いについて議論した。

そもそも思想とはなんなのか？なんのために思想について議論するのか？（思想について議

論することん意義や価値とは何か？）といった疑問が生まれてきた。そして、思想とは時代

を通じてある一定以上の影響力を持つような普遍性を志向した（実際に普遍的であるかは重

要ではない）考え方やイデオロギー（社会通念）のことであり、大きく人間と社会の本質や

未来を洞察する上では、欠かせないものものだという認識がとれた。二回目以降は、できる

だけ具体的なトピックを扱った。「女性の社会進出」を扱った議論では、日米における「労

働観」や「家族観」、「結婚観」、「大学教育」の違い等、多岐にわたる側面から議論した。

特に、「労働観」における日米比較の際に、「individualism」や「collectivism」といった集

団的価値観がその根底にあるのではない

かといった仮説を考えるのが個人的に興

味深かった。その後も「教育」にフォー

カスした議論（善い教育とは何か？国や

民族によって最適な教育に違いはあるの

か？）や、共同体や集合知に関する内容

の議論（あらゆる専門が有機的に結合さ

れるような共同体はどのようにデザイン
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すればよいか？集合知の活用はいかなる可能性があるか？）をした。

ここで、少し議論する際に生じた障壁について話を譲ろう。英語母国語話者と第二外国語

として英語を身につけたものが議論するのはやはり難解を極める。何も工夫をしなければ。

初ミーティングでは、日本側でも英語が得意な人と、不得意な人とで議論の理解度に開きが

あったように思える。しかし､幸いなことに私たちの分科会には英語も日本語も流暢な人(米

国長年滞在の日本人）が二人いた。彼ら（彼女ら）に言語的な問題による理解度の違いが生

まれているときは、サポートしてもらう（途中で議論を中断して、議論の流れを通訳しても

らった）ことで全員の理解度をある程度そろえたまま話し合うことができた。

そして、話を戻す。具体的なトピックを満足いく段階まで議論した後、ファイナルプレゼ

ンテーションにむけての準備が始まった。ファイナルプレゼンテーションでは、「私たちが

話し合ってきたことを報告する」といった報告会というニュアンスではなく、「聴衆に何を

感じてどう動いて欲しいか？」といったプレゼンの観点から内容を構成した。私たちが、本

会議中議論してきたことは、具体事例が多かったのだが、「聴衆には、生き方や考え方につ

いて根本的に振り返るきっかけになって欲しい」という理念のもと、かなり抽象度高めの内

容に設計した｡思想（より普遍を志向した価値観)はどのような過程で育まれるのか？また、

それは人間や社会（環境）にどのような影響を及ぼすのか？また、そういうことについて今

考えることの必要性や意義とは何か？といったことについてプレゼンテーションをして、私

たちの分科会が一夏かけて議論してきたことの集大成とした。

■総括：思想分科会の4か月を振り返って

思想分科会は、信念対立の克服のために持つべき心理的態度や認識としてどのようなもの

があるか議論をしてきた。メンバーが全体として到達した結論は以下の二点にまとめられる。

①お互いの信念の間にある「ずれ」の存在とその程度や特徴を認識する必要がある

②その間のずれを埋めていくには「己を省み相手を知る」ための丁寧で誠実な議論を積み重

ねていくことが重要である。その際に、分科会の議論を通して考案されたIdeologyCycleと

いうツールが理解を助ける

一点目は、5月の春合宿から本格的に始まった準備期間のなかでメンバー全員が繰り返し

感じてきた。同じ言語で話しているはずなのに、持っている知識の差が大きいことが原因で

まったく話がかみ合わなかったり、理解度に大きな差が現れたり、といったことが頻繁に起

こった。お互いのことを深く知る前の段階では、その理解のすれちがいは暖昧で輪郭のぼや

けた「わからない」という心象に過ぎなかったものの、お互いのことを深く知っていくうち

に段々と知識と理解のレベルに差があるということがはっきりしてきた。たとえばある分科
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会メンバーが頻繁に口にしていた「実存主義」という言葉の定義にずれがあることから議論

が漂流したり、「脱構築」という言葉の定義が共有されていなかったりしたことが原因で、

ある特定のメンバーの間だけで議論が進むという事態が起こった。分科会議論での例が示す

ように、物事に対する知識・理解レベルやその見方の違いが、相互不理解を生み出している

原因になっていることは住々にしてある。しかもそうした差に気づくことは、均一性を前提

とする日本社会ではかなり難しい。したがってその差をまず認識し受け入れることが相互理

解、ひいては信念対立の克服に到達する道の最初であることがわかった。

では、その差を埋めるのに必要なことは何か。信念同士の間に横たわる違いの種類や当事

者によって大きく異なるものの、共通して恐らく言えることは「互いの言動や行動の原因を

知ろうとする誠実な態度」だろう。本会議中のある晩、メンバー全員がある部屋に集まって

心を開いて自分たちの想いを話し合ったことがあった。日米学生会議における意気込みや分

科会の参加目的、興味のあることや将来の目標など、一見して議論には直接関係のない話題

が中心だった。その中には分科会を通して徹底的にイデオロギーと社会の関係を思索したい

人、チームビルディングをしたい人、大学講義で得た知見をファイナルフォーラムで発表し

たい人など、話すうちにそれぞれの目的が表に現れてきた。その日を境に、単なる学術的な

議論に終始するのではなく、互いの違いを飛び越えてメンバー同士が相互理解に達しようと

する努力ができるようになってきたと思う。そのような文化が分科会の中で徐々に作り上げ

られていく中で、お互いの関係性も変質して

いった。ファイナルフォーラムで発表した

IdeologyCycleという思考ツールはイデオロ

ギー・人間のありかた・社会のそれぞれが相

互に影響をし合い創造していく仕組みを示し

たものであり、それは単に抽象的な議論から

生まれたのではなく私たちの実体験から始ま

っているのである。
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■分科会メンバーの声

▼大野友

「現代における思想の価値」という名を冠した分科会に参加することで私は何を得られた

のでしょうか。他の分科会、他のメンバーでは決して得られなかったものとはいったいどの

ようなものがあるのでしょうか。分科会活動を振り返る中で、そのテーマについて考えを巡

らせてみたいと思います。

主な議論のテーマとしては、その名が示す通り、現代社会はいかにしてイデオロギーを生

み出し、社会を形作り、最終的に私たちにた影響を及ぼすのか、といったものが挙げられま

す。いつの時代も、人々の間に共有される思想は時代のうねりを生み、体勢を変革させ、次

の時代を創り出す巨大な原動力となってきました。マルクスに端を発する共産主義は20世

紀後半の世界を大きく二つに分けて戦争の一歩手前まで行き、植民地獲得競争に後れを取っ

た工業国は全体主義というイデオロギーを国内に敷くことで連合国に全面戦争を仕掛ける

に至りました。現代において支配的なイデオロギー（思想）はどのようなものがあり、それ

は現代社会においてどのような役割を果たしているのか。分科会では、様々なバックグラウ

ンドを持つ日米双方の学生が積極的に議論に参加しました。

言うまでもなく、そのような環境では数えきれないほどの気づきが得られます。イデオロ

ギーと人間の関係を示したループ状の図を政治学専攻の学生が提案したかと思えば､経営学

専攻の学生からは女性の社会進出に関して鋭い知見が数多く出されました。議論が最も盛り

上がった場面は、「多様性を認めないというイデオロギーは、多様性を尊重する価値観の中

で受容できるか」という問いから生まれました。モラル相対主義(moralrelativism)と倫理

多元主義(moralpluralism)という二つのイデオロギーが侃々諸々の議論の末に発見された

とき、私たちはその矛盾に立ち向かう力強い武器を手にしました。

3週間続く熱い議論。もちろん、その道には大きな困難も待ち構え

ていました。「この時間は、基本的に君たちのものだ」とRTコーディネーターから告げら

れた時､海図のない航海に突然放り投げこまれた感覚に陥りました｡分科会の目的や到達点、

運営する方法まで一から自分たちで築き上げていかなければならない。しかも、そのうち4

人はつい数日前生まれて初めて会った、よく素性の知れない人達。運営方法や議論のスピー

ド、話し合うべきトピックについて一つ一つ合意を取った上で進めることは非常に困難で、

大小の衝突数多く経験しなければなりませんでした。それに加えて個人間の英語力の差や認

識方法の違いなど、配慮すべき点は一人では到底抱えきれないもの。リーダー一人にずっと

頼るのではなく状況をよく見て自分の役割を的確に判断し、ある時はリーダー役となってい

るメンバーを支え、またある時は自分が積極的に議論をリードするなど、高いレベルのチー
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ムワークが求められました。長時間のRTTimeを前にした少し憂鯵な気持ちは、きっと忘

れることはないでしょう。

そうした困難を乗り越えて迎えた8月26日のファイナルフォーラム。チームメンバー全

員が力を合わせて取り組んだことで前日までにほとんど完壁な仕上がりを見せていたプレ

ゼンテーションは、大ホールという会場にも臆することなくさらに輝きを増しました。「イ

デオロギーと人間の相互作用」という抽象的なテーマにもかかわらず質問の手が多く挙がっ

たのは、きっと妥協することなく徹底して議論した結果なのだと確信しました。

分科会を通して得られたこと。チームワーク、メンバーを気遣う力、初めて会う人と丸裸

の状態で議論する知的体力、思想に関する知識と理解。数え上げればきりがないほどありま

す。しかし、JASCが終わって3週間が経とうとしている今はっきり言えることは、「学術

的議論を超えた心の絆」が何よりも大切だったということです。私はRTメンバーとのリフ

レクションの中で「みんなと家族のような関係になりたい」と思いを打ち明けました。大学

時代という二度と戻ってこない貴重かつ濃い時間を3週間も共有する仲間との関係が、希薄

なまま終わってよいはずがない。そんな思いから打ち明けた3週間後、その言葉通り家族の

ような関係を築くことができたと思っています。OnceaJASCer,alwaysaJASCer.そんな言

葉を信じて、分科会で得られた貴重な経験と仲間との思い出を胸にこれからもJASCerとし
て精一杯生きていきたいです。

▼押切彩

日本側の分科会メンバーと4か月過ごし終わった今でも不思議に思う。それまで知り合う

由もなかった者同士が、初めて5月に顔を合わせ、1週間も経ったころには類を見ないぐら

い仲良くなっていた。一見、まったく違うタイプの人間たちで、所属も工学部やら政治経済

学部やら。無理やりにでも引き合わせられなければ、こんな素晴らしい人たちが存在するこ

とにも一生気づかないままであっただろう。

コーディネーター含めた私以外の4人は全員、互いの意見に耳を傾け、尊重し、且つ自分

の意見もしっかりと提示した。自分の知識に霜ることなく、多様なトピックに喰らいつき、

柔軟に物事を理解する姿勢があった。私にはすぐに理解しがたい話に突入したときは、いつ

でも噛み砕いて分かり易く教えてくれた。本当に優秀というのはこういうことを言うのかと

感銘を受ける場面に幾度となく出会った。そのような仲間に恵まれ、尊敬の気持ちを保ちな

がら、教育/女性活躍/構造構成主義/ソーシャルデザインについて幅広く話し合った。本会

議では、自分の英語力に常に不安はあったが、相手の言わんとすることを理解しようとする

姿勢はアメリカ側参加者も変わらず、だからこそバイリンガルに頼り切りではなく、拙い言
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語力でも積極的に発信することで自分の殻を破れたような気がする。

もちろん、議論の衝突だけにとどまらず、人間関係のすれ違いも多少あった。周りに気を

遣って自分の中のもやもやを隠す人もいたが、そのようなミスコミュニケーションさえも打

破できたのは、自分の気持ちを吐き出す勇気や、もらったアドバイスを素直に受け止める心

を持っていたからだと思う。

「所属は思想の分科会でした」とJASCで自己紹介をすると、随分と難しそうだねという

反応が返ってくることが多い。実際「思想」というワードから想像するのは○○主義や横

文字の小難しいものであるし､今でもそのような類の言葉は正直よくわからない。それでも、

JASC69の思想分科会に入れたのは人生の財産になるであろうし、そんな分科会を作れるコ

ーディネーターになりたいと逼進するのみである。

▼野間康平

分科会について何を書きたいのか、伝えたいのか。そもそも分科会とは何なのか？私にと

ってどういうものだったのか？そういうことについて考えたく頭を悩ましていたが、何も出

てこなかった。半年以上も所属していた分科会の価値を明確に言語化できないなんてことが

あっていいのだろうか。万策尽きたかのように見えた矢先、あるイメージが頭の中にふと浮

かんできた。それは、見覚えのある光景だった。

何が浮かんだかは言うまでもない。私にとっての分科会の価値は、大野友、押切彩、新

郷雅弘、吉村彩（敬称略）一人一人の人間であり、またその結合体が生み出す知的ダイナ

ミズムであり、彼らの考え方、生き方から影響された刺激の総量であった。そんな閃きもあ

って、この場は、手短であるが、一人一人との出逢い、学びの振り返り、そして感謝の気持

ちとこれからの期待を伝えることに徹する。

大野友。洋画フォレストガンプのチョコレートボックスの名台詞が好きと聞いた時、彼

とは人生観や死生観といった根本的なところで通じるところがあるに違いないと確信して

いた。その予想は間違っていなかった。彼とは何かの話題について話すと必ず、その物事に

対する自分の考え方や捉え方といった「価値観」にまつわる話に帰着するのだった。私はそ

れがなんとも言えないくらい心地よく、楽しかった。「一回しかない人生を私は何に使いた

いのだろう？」そういった問いはなぜかいつも私の中心課題であり、恐らく彼の中心課題で

もあったろう。「一つしかない自分の命の意味や役割ってなんなのだろう」と考え悩みなが

らも、「今」という一瞬一瞬を懸命に生きている彼の姿には多くのことを学ばせてもらった

のだと思う。本当にありがとう。どこまでも夢想家であれ。そして、どこまでも「今」を喰

らえ。お互い成長した姿で未来に出逢い、またそこで夢を語ろう。
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押切彩。彼女のノリは本当に好きだ。私のくだらないジョークに付き合ってくれる彼女

はなんて優しいのだろうかと常々思っていた。プライベートはお茶目な反面、公的な場では

目上の人などに丁寧な礼儀作法を行える彼女は、私なんかよりも随分「大人力」が高かった

ように思う。しかし、私が彼女から一番刺激を受けたのは本会議も大詰めの次期実行委員選

出選挙の時だった。お世辞やフィルターを抜きにして彼女のスピーチに一番心を動かされた

のだ。その堂々とした振る舞い、流暢な英語、聴衆へのアテンション、熱い想い、明確なヴ

ィジョン。半年前彼女に初めて会った時は、まさかあんなスピーチができる人だとは思って

いなかった。元々の才能なのか、この半年間での成長なのかはわからないが、現時点での彼

女は間違いなく次世代を引っ張っていく女性リーダーの気質とスキルを持ち合わせている

と思う。彼女からは多くの新しい視点をもらった。本当にありがとう。未来を創る一人とし

て、強く、そして優しい女性として輝いて欲しいな。死ぬまで、応援してるよ。

吉村彩。彼女はほんとに分科会というチームに欠かせない存在だった。チームのもつ知

的資産を有効活用するような知識経営的視点からも、チームの活気度、エネルギーという単

な定性的観点からも彼女の存在がチームにもたらした影響は大きいと思う。個人的に印象に

残っているのは夜遅くまで民泊を借りて話したことだ。「自己の欲望」や「存在意義」にま

つわる話だったかな。「私が心の底から求めているものはなんなのだろう？」「私が組織に

いる意味ってあるのかな？」そんな問いが彼女の素直さと思考傾向を媒介として現れてきた。

その時の彼女の苦悩しながらも、確かなものを求めて真剣に考えている姿勢や表情が忘れら

れないのだ。彼女との関係は哲学的課題と現実的問題が複雑に絡み合ったあの深夜の対話を

超えて急激に親密になったように感じている。日常的に感じる感覚や感情に対して真筆に向

き合い、恥じることなく人と対話する姿勢には心から尊敬している。上記の問いに対して、

いつか分かった時には、報告してくれると嬉しい。自分だけが気づく、小さな問いに対して

真剣に対時し続ける人生を送ってください。ずっと応援してる。

新郷雅弘。彼とは話があうだろうなと察知したのは出逢って間もない頃だった。理由は

単純、この世界の根本的な部分に絶望していたからだ。「永遠に真理に辿り着けないのでは

ないだろうか？それなら生きている意味はあるのか？」彼にまとわりつくのは肉体の有限性

に対する真理への道のりの無限性という埋めることのできない大きな壁に対する悲劇的感

情である。日々真理と向き合いたいと思いながらも、命が朽ち果てるまでにその景色は見え

るのだろうかという不安と闘っていた私は、同じようなことを考えていた彼に出逢い少し安

堵したことを覚えている。関係が深まるにつれ、抽象的、理念的な話だけではなく、具体的

な人生の意思決定、選択の話もするようになった。「これから数年間何をして生きていこう

か？」そういった話をする際も必ず、世界の根源的な部分とは接続していた。彼に出逢えた
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ことを心から嬉しく思う。彼は思想家なのか、芸術家なのか、起業家なのかわからない。た

だ必ずやいつか何らかの分野で人類に新しい価値や考え方を吹き込んでくれるに違いない。

生命が尽きるまで、絶望の中にあるであろう希望に向かって共に歩み続けよう。

以上､私の人生に多大な影響を与えてくれた素敵な4人のメンバーに心からの感謝と敬意

を表して本報告書を締めくくりたい。

▼吉村彩

どのように思想というものを学校で教えるべきなのか。もともとはこの問いに興味があっ

て思想分科会に入った。しかしこのトピックに関してはほぼ議論しておらず、代わりに全く

予想外のものが得られた分科会だった。

8人という大人数での議論は、チーム内での衝突やモチベーションの喪失が起こるかもし

れないという不安もあった。しかし実際は、分科会の時間以外にも集まって議論の方向性や

内容について夜通し話し合った。分科会の1人ひとりが、その空間を良くしようとし続けた

のだ｡今までどんなことを感じて人生を歩んできたのか､興味のあること、嬉しかったこと、

恥ずかしかったこと、すべてではないが話すことができるメンバーだったと思う。分科会の

議論だけでなく、ひとりの個人としてお互いに興味を持てるチームにいたことがとても嬉し

かった。

同時に分科会が始まる前から不安だった自分の知識不足、能力不足には予想通り直面した。

JASCが終わった今振り返ると、臆病な自分に気づかないほどの言い訳をして逃げていたよ

うに思う。思想分科会での議論は、分野が難しく、理解するだけで精一杯だった。だからな

かなか自分が思考するまでに至らず、発言ができないことが多かった。これは私が終始思っ

ていたことだ。

けれど今､あの時議論を途中で止めて、わからないということが怖かったのではないのか。

思考停止の状態の自分をさらけ出すのが怖かったのではないのか。議論に関心が持てなくな

った自分を認めるのが嫌だったのではないのか。と思う。思考が止まっている中で、その状

況を変える行動を自分は取っていなかった。知識や議論の経験が無いならせめて気合で頑張

ると考えていた自分が、議論に集中すらできなくなっていることを認めるのが怖かったのだ。

きっと。今、ゆっくり振り返ることでやっとそう感じていたことを認識できるほどに、自分

は巧妙に言い訳をしてあの一ケ月を過ごしていた。ではあの時どうすればよかったのか。な

んでもいいから発言すればいい。わかんないといえばいい。何か一言でも発言すれば、理解

度も関心度も大きくなる。この夏一回しかなかった日米学生会議という場は､本当に貴重で、

大好きな人たちに囲まれていた。何かを投げたら必ず返してくれる環境だったと思う。だか
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らこそ、その機会を最大限に生かしたかったと後悔している。今後また、こんな状況になっ

たとき、うまく言い訳する自分に気づいて、全力でぶつかれるようにしたい。

後悔はあるけれど、この夏思想分科会に所属することができて本当によかったと思う。

■分科会コーディネーターによる総括

▼新郷雅大

報告書に書く文章ということで、色々考えたけれども、思想のみんなが大好きすぎて何も客

観的なこと書けないという結論に至った。たまにはいいかなと思って、諦めた。論理的一貫

性も、諦めた。

この文章を読み直すのはいつになるのだろうか。その時はみんなどうなってるだろうか。今

思うと、一夏って本当に短くて、夢のようだったけど、それでもこの分科会メンバーは確実

に出会ってて、本当に居心地が良くて、出会わなかった自分を想像するのが怖いくらい。

3月22日に選考合宿が終わった日が懐かしい。その日から、自分の選んだこの4人が出会

って、何を一緒に見て聞いて、お互いで議論していくのか、楽しみで仕方なかったのを覚え

ている。

自分なりの一人一人の他己紹介。

．最初に渋谷の居酒屋であった時、「いつも吉村と呼ばれているので、吉村って呼んでくだ

さい」という謎の自己紹介をかました。圧倒的マイペースなのに、めちゃくちゃ優しくて、

ミーティング中全然しゃくんなくて心配してるのに、本入いわくめちゃくちゃエクサイティ

ングしてるらしい、クールなのかワームなのかわけわかんないやつ。ほんとに優しすぎるか

ら、毎回いじりすぎちゃって、それでちょっとむすってするのに気づいて、心の中で「あ、

ごめんなさい」っていつつも謝ります。ごめんね。

・ムードメーカーで普段は思想の他のメンバーを縦横無尽にいじり倒す。やたらと自分のこ

と卑下するくせにやたらとプライド高くて、でも本当に頑張り屋で、一番着実に成長した。

春合宿のNagy先生の講義を受けた後の落ち込んでた顔が懐かしい。自分が発した一個一個

の言葉を本当にしっかり真筆に受け止めてくれて覚えててくれるから、こっちもちゃんと向

き合って真剣に言葉を選ばなきやって襟を正されます。
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．まじで思想の良心で、忙しいのにいつも議論を引っ張ってくれて、終わったら楓爽と次の

別のミーティングに消えていくのに、なぜかお酒めっぽう弱くて、飲み会の席では飲む前か

ら酔っ払い。ちなみに酔っ払うと幼児化する。本当にみんな心から頼みにしてたし、時には

寄りかかってしまった気がして反省している。それでも自分が苦しんでることはおくびにも

出さず、みんなのことを第一に考える姿勢はいつか壊れないかちょっと心配だけど、尊敬す

るし、見習いたい。

・ヒゲ生やしたおっさんかと思ったらメガネとったら意外とベビーフェイスな、でも頭の回

転クッソ早くて様々なことを本当に深くまで知っていて、ミーティング中は口が止まらない

博識変人。直感と理性の高度な現象学的融合を目指している（と思われる）。関西人だから

ユーモアのセンスもあって､憧れる。こいつと出会うために思想RTを作ったんだと思った。

これが将来どうなってるか楽しみ。三つ子の魂百までって言うし、そんなに変わってないこ

とに賭けます笑。

「現代における思想の価値」分科会。名前を聞いてどのような議論が行われるか想像できる

だろうか。この分科会は、大学に入った時から感じていた、全ての学問を縦横無尽に駆け巡

り、想像力の翼を広げて世界を見てみたいという学生だからこそ許される青臭い思いから作

った。どのような議論がなされるか、参加者の興味関心や得意分野によって無限に変化しう

る。だからこそ面白いと思ったのだが、参加者からしたら丸投げされたかのようで無責任な

感じがすると思う。自分は参加者への絶対的信頼というのを言い訳にして、自分も一参加者

のようにただただ面白がっていただけなのだが、参加者からすると、とんでもない無責任な

コーディネーターのとこに来てしまったと思ったかもしれない。とても申し訳ないです。で

も、その無責任な思いを本当に分科会のメンバーは実現してくれた。

自分たちが議論に選んだテーマは、教育/女性の社会進出/思想対立の解消/コミュニティデ

ザインであったが、それ以外にも防衛大研修のために安全保障の思想的な議論もしたし、ミ

ーティングの後も自身の人生観についてなど、たくさんいろんなことについて雑談した。

事前準備活動も本会議も、毎回のミーティングは本当に楽しかったし幸せだった。みんなが

分科会コーディネーターだからって特別扱いしたりなんかしなかった。だから思う存分意見

が言えたし、自分もミーティング前には必死で読書して勉強した。
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唯一心残りなのは、本会議中実行委員活動に追われて、なかなか分科会の議論に顔を出すこ

とができなかったこと。一人のメンバーから、「いままでまっさんは当たり前のようにメン

バーの一人としていたから、本会議に入って「実行委員ってそういう感じで関わるんだ」っ

て感じた。」と言われ、それは自分も気づいていたことであったからこそ、ショックだった

し、自分の無力さを痛感した。結局、自分の担当が第三サイトの三重だったこともあって、

最後までなかなか顔を出すことができなかったが、しかしそれでも愛媛サイトのある夜、コ

テージのベンチで「自分は実行委員だけれども、一人の分科会メンバーとして接して欲しい」

と打ち明けた次の日、RTミーティングでいつものように遅れて顔を出しても自然に受け入

れてくれて、気遣ってくれて、本当にこの分科会でよかったなと思った。

アメリカ側の参加者も本当にみんな優秀で、優しくて、感謝している。口では「ぶっちゃけ

めんどくさくないですか？」とかいいつつ、日本人のアメリカ側参加者としての役割に悩み

ながらも向き合って、日本側を気遣ってくれた絵美華。RTのみんなを議論でもそれ以外の

息抜きでもぐんぐん引っ張ってくれた仁。最年少にもかかわらず、ミーティング中のミスコ

ミュニケーションにストレスアウトをこらえて大人な対応でRTをまとめてくれたCarolyn。

みんなのことを大事に考えてくれて、最後には一人一人にそれぞれにあったプレゼントをく

れたDuo。

RTのメンバーは、一人一人がそれぞれの壁にぶつかっていて、でも自分が何か手を差し伸

べなくても、それぞれが自分の向き合い方で自分に向き合って、自分なりに答えを出しなが

らみんなで一歩ずつ前に進んでて、本会議中はコーディネーターとして自分は用済みだなと

まで感じた。でも、それはネガティブな意味ではなくて、みんなとても頼もしかった。

そして、最後にアメリカ側コーディネーターだったEric・自分の分科会へのこだわりが強す

ぎて、分科会説明文を書く時に全然ニュアンスを伝えられなくて一人で暴れてたのを、（一

回キレたけど）文句も言わず本当に話を汲み取ってくれようと耳を傾けてくれた。本会議中

も、頭良すぎていってることについていくのがいっぱいいっぱいだったけど、分科会の方針

とかいろんなことを深夜まで粘り強く議論してすり合わせた経験は、実行委員をやりながら

も参加者のようなチャレンジ精神を持ち続けなきゃなと思い出させてくれた。本当に感謝し

てます。Ericと一緒にコーディネーターをやれてよかった。
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これ以上書くと、内輪の痴話話みたいになるのでやめます。続きはまたreuniOnして話しま

しょ。いつまでも集まるRTでいたい。

この思想RTの一員でいられたことが本当に幸せでした。みんな本当にありがとう。
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"Media,Morality,andtheGovernanceofthePress"Roundtable

｢報道の倫理」分科会

コーディネーター

中川奈津子

コーディネーター

jenniferLim

大野あゆみ新井英貴 jacquesChaumont XingshenZhang

豊坂竹寿 藤井一樹 ChristinaZhou

情報技術の発達は､報道の意義とそれを媒介するメディアの在り方に大きな変化をもたらした｡2011

年にはfacebook上で拡散された一つの映像がチュニジアにジャスミン革命を引き起こし、現在シリア

周辺の難民はSNSで自ら世界にSOSを発信する。

今や情報は距離を問わず秒単位で世界中に広がり、個人の発言がもたらす影響力は急激に拡大した。

しかし、だからこそデジタルメディアの隆盛は、私たちの倫理観を問う。より多くの情報を提供する

ことが正義で、全てを知ることが人々の幸せか。権力の監視機関としての役割が求められるメディア

だが、批判のみで物事は自動的に改善されるのだろうか。そうでないとすればどこまでが真のメディ

アの役割か。これまで絶対的な影響力を持ち続けてきたマスメディアに加え一般人による市民メディ

アが登場し、21世紀における報道のかたちは多様化する。

当分科会では、それらの異なるメディアを切り口に、変化し続ける現代社会においても普遍的に存

在する報道の倫理を追求する。
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■はじめに

▼本分科会の意義

国内外で起こる社会情勢の変動をめぐって、メディアの影響力は無視できない。私たちは

メディアを身体延長のツールとして、遠い世界の出来事を知る。新聞社やテレビ局といった

マスメディアがその役を担い、空間的・時間的に限りがある大衆へと情報を伝えてきたが、

その際に真実性が問われる。フランスの思想家・ジャンボードリアールは「湾岸戦争は起こ

らなかった(1991)」にて、ニュースとして大衆に消費される戦争と、実際に爆撃の雨となっ

た地との乖離を唱えた。ブラウン菅上に映る油まみれにされた水鳥、ナイラなる少女が証言

した、敵国兵士がもたらしたという悪逆な暴動の数々･事実と信じられてきた画面上の出来

事は、プロパガンダによるものだった。さらに現代は、インターネットの発達でひとりひと

りが情報発信の主体となることを可能にし、各人のリテラシーが問われている。フェイクニ

ュース、ポスト・トゥルースが世界を席巻する中、情報を取り扱う基準が、世界の市民にど

う科されるべきか。また表現の自由を天秤に、情報規制の在り方はどうあるべきか。本分科

会ではその倫理を問う。

▼参加者の報道の倫理を応募した理由

本分科会の開催に当たって、各自それぞれ

の関心を抱いたメンバーが集った。表現の自

由､著名人バッシング､松本サリン事件報道、

プロパガンダ。トピックがバラエティに富む

中、メンバーは各々PIP(Personallnterest

Paper)に己の関心事項を書き、また「メデ

ィアとは何か」という根本の定義設定に取り

掛かった。

■事前準備期間の議論・活動

▼事前合宿・研修・FT

春合宿

各自関心のあるテーマを出し合い、共通事項や差異を確認、分類した。メンバーの興味に

従ってトピックが拡散していったが、最終的に何を分科会の中心として据えていくか話し合

い「情報発信者が心掛けるべき核の基準とは何か」という一つの命題を基点として、各自の

テーマを議論していくことに定めた。
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FT:ジャーナリスト下村健一さん

【日時】5月26日（金） 【場所】日米会話学院（東京都四谷）

元TBSキャスターとして、また菅直人内閣期に内閣広報官としても活躍し、現在はリテ

ラシー教育にも携わるジャーナリストの下村健一さんにお話を伺った。これまで働いてきた

経験をまとめて聴講した後、各自報道関係に関わる質問をした。下村さんは松本サリン事件

期、冤罪だった方に取材を行い、スクープをしたり、烏インフルエンザ事件で各メディアか

ら大規模なバッシングを受けた企業に対し一定の評価を行ったりと、メディアが誤ってもた

らす情報の伝達や、報道被害の現場に精通した方だった。分科会のメンバーの関心(オウム

報道や著名人のバッシング等)とも一致していたため、各々大きな知見を得ることになった。

【FT後の議論・考察】

下村さんは、メディアのレベルは国民のレベルであるとおっしゃった。なぜメディアは、

踏み込んだ取材/インタビューに欠けたニュース、芸能人のスキャンダルや細かなプライベ

ートに関する報道を行うようになったのか。視聴者がそれを求めるからである。理性や真実

を追究する姿勢よりも、そのときどきの感情に重みを置く一般大衆。その構造が生まれた背

景を見つめなおし、メディアの責任はそれを見る私たちの責任でもあることをより実感し、

どうすればより良質な情報の伝達ができるようになるのか、という命題を得ていくことにな

り、後の議論にてもメンバー間で共有した。

▼隔週オンラインミーティング

メンバーひとりひとりが週一回の議論を担当し、トピックに沿った素材(動画や本)を提示

し知識の共有を行った後、それをもとに意見の交流をし合った。

表現の自由

犯罪の加害者に表現の自由はあるのか、また加害者の家族というだけで様々な権利から疎

外されるのは許されることなのか。今回は加害者の権利という問いに対して、地下鉄サリン

事件を引き起こしたオウム真理教の教祖、麻原彰晃の娘アーチャリーと、酒鬼薔薇事件を引

き起こし獄中で『絶歌』を執筆した酒鬼薔薇聖斗に着目した。オウム真理教についてのドキ

ュメンタリー映画を撮影した森達也を参照し、アーチャリーこと松本麗華が、極悪事件の加

害者の家族、麻原彰晃の娘、というだけで学力では合格した大学にも入学を拒否されるとい

う事態は、日本社会の非寛容さそのものであり許されるべきではないという意見や、酒鬼薔

薇聖斗の「絶歌」は犯行の動機などもなまなましく綴っており、被害者の家族の気持ちを著
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しく踏みにじるものではないか、しかし犯罪者といえど表現の自由は担保されるべきなど、

活発な議論が行われた。

沖縄とメディア

本年度の自主研修(沖縄)を通して、基地問題を報道という観点から読み解くこととした。地

元ローカル紙が基地建設反対に傾いている意向があるとして、メディア(情報発信者)として

適切かどうが議論され、意見が分かれる場面が見られた。オスプレイ公開イベント（フライ

トラインフェスティバル)の報道をめぐって、あるメンバーは米軍側に寄り添い、現地住民

と融和のために起こしているアクションにも関わらず十分にカバーされていないと指摘し

たのに対して、他のメンバーは当イベントをオスプレイの安全PRとして捉えつつ、その報

道を違和感のないものとして受け止めていた。捉え方の違いが、お互いの経験から発生して

いることが分かり、ひとつの報道をめぐっても、一定の角度から見ていたことに気が付いた。

ナチスプロパガンダ、芸術家

ナチスのプロパガンダとはいかなるものであったのか。プロパガンダの先頭に立った宣伝

大臣ゲッペルスと、それに協力した映画監督リーフェンシュタールの2人に着目して議論し

た。ゲッペルスを通しう．ロパガンダの実態を検討した。当初はナチス支持の新聞が少数だっ

た事実を踏まえ、ナチスが編集長を規制する法律の制定や検閲等を行い、報道機関を自主規

制に追い込み、最終的に政府と報道機関を一体化させた過程を追った。リーフェンシュター

ルについては、芸術家がナチスに加担した責任はどこまであるのかという問いの下、話を進

めた。彼女の前半生や作品を概観し、彼女がナチスに映画製作を強要されたのではなく自ら

ヒトラーに近づき、進んでプロパガンダに関与したこと、プロパガンダ映画の成功によって、

芸術界での地位を築こうとしたことを明らかにした。この意味で協力した芸術家達にも道義

的責任がある、という意見が多く出された。更に討論は「なぜ人々がプロパガンダに染まっ

たか」という大衆心理にも及んだ。推論としてまとまったのはプロパガンダにおける空間の

使い方と徹底した美意識である。集会・行事等の規模と群衆特有の雰囲気、またプロパガン

ダにおける視覚的な美しさが、熱狂を生み出したのではないかと考えた。

プロパガンダ/PR

「広報の父」と呼ばれる、米国出身エドワードバーネイズの功罪に焦点を当てつつ、PR

やプロパガンダの起源や、その違いについて学ぶことを中心にした。彼はジークムント・フ

ロイトの甥であり、叔父の心理学をもとに大衆を動かす術を身に着け、戦争の正義性を扇動

したり、大規模なキャンペーンによって特定の商品の消費を拡大させたり、などを行った。

プロパガンダはより拡大的に解釈され、教育や社会問題に関しての民衆の関心度、また芸術

的価値観をも左右するとされた。メンバーの意見として、プロパガンダはより”メッセージ
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性やアイデオロギーを秘めており、PRはどれだけ市場的価値があり、付加価値を与えるか

にとどまる、というものだった。日米におけるそれぞれのプロパガンダ/PR事情も考察し、

国ごとにおける発展の違いも話し合い、メディア学の考察を高めた。

戦争報道（クリミア危機）

NHKスペシャル「そしてメディアは戦争を煽った』をみて、戦争報道について議論した。

クリミア危機のロシアとクリミアのそれぞれのマスメディアの動向を取材した番組である

が、お互いが相手を批判しあい、ナショナリズムを高めて戦争へと国民を駆り立てていく様

子を取材したものである。そして番組の内容から1「この番組にはテレビが絶大な影響力を

持つという前提があるが､実際にテレビは我々にどこまで影響を与えていると思うか」2「客

観的な報道とは。この番組自体客観的でありえているのか」という疑問を提示し議論を進め

た。lについては、夕食時に家庭ではいつもテレビがついており、親がテレビのいう事はす

べて鵜呑みにするなど、テレビの及ぼす影響は今なお大きいとする意見が多かった。2につ

いては、中立公平な報道というものが不可能にしても、それから目を背けず向き合う姿勢が

大切なのではという意見などが出た。

テレビと家庭

メディア学の祖とされるマーシャル・マクルーハンの理論をもとに、テレビが家庭や社会

に与える影響を考察した。まず、各メンバーが幼少期をテレビと過ごしたかどうか、という

問いから始まり、その中で学生時代の過ごし方に大きな影響を与えていることが分かった。

メンバーはテレビがない家庭で育った者が多く、学校で同級生が話し合うトピック(お笑い

やドラマなど､テレビが中心)についていくのに苦労をした、という思いを各自再発見した。

ゴールデンアウアーという"時間の感覚"を共同体の中に創り上げ、また近代化された家庭を

象徴する存在(三種の神器の一つ)としても絶大な影響力を持ち、SNSといったソーシャルメ

ディアが勢力を上げる中でも、改めてその存在が大きいことを実感した。

■本会議中の議論・活動

▼参加者が定めた分科会の目標・方向性

「議論を通してお互いのバックグラウンドを知る」をコンセプトに、初段階からひとつの

議題に絞って議論するよりも、メディアをめぐっての多様なテーマをそれぞれ話し合うこと

を中心とした。その方向性を決定づけた要因として、メンバーそれぞれが異なる角度からメ

ディアに対して興味・関心を抱いていたことによる。上述したように、日本側参加者におい

てもトピックが枝分かれしていたが、アメリカ側参加者においても同様だった。各自自分の
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専攻分野から観る点が異なり(統計学や医学、ジャーナリズム等)、その中でひとつに絞って

可能性を狭めてしまうよりも、各々が互いに話し合いたいことを追究すべきと判断した。

1． 京都

京都ではまず､互いの顔合わせにはじまり、

各人が興味を持っていることについてシェア

し合った。また、はじめからファイナルフォ

ーラムありきに議題設定するのではなく、毎

回異なるトピックに触れ、その蓄積を結果と

して集大成のフォーラムに繋げよう、と議論

の方針を定めた。

2． 愛媛

▼3.11東日本大震災

愛媛では、それぞれが興味を持つポテンシャルディスカッショントピックを出し合った。

更にそれらのトピックを、「情報発信者としての報道機関｣、「情報を規制､公開する政府｣、

「情報を受信、発信する市民」に分類し、それぞれの各トピックにおける役割を考察した。

その後は全員が何らかの意見を持つディスカッショントピックとして東日本大震災を題材

に取り上げ、震災当時自分が何をしていたか、どのようにして震災が起きたことを知ったか

という各人の体験から、震災というカオスな状況においてメディアはどのような対応を行う

べきかについて批判的な検討を行った。またこの議題はファイナルフォーラムの主題ともな

った。

▼SNS

エンターテイメント、インターネットメディアが社会に与える影響力について、アメリカで

社会問題となった事例に着目して議論をした。

痩せていることを美徳とする人々がダイエットの報告をするサイトがあり、1日何カロリー

摂取したのか、どんなご飯を食べたのか等を書き込める。これらのユーザーは過剰なダイエ

ットにより拒食症となってしまい、1日辺りに必要な食事、カロリーを大幅に下回るなど健

康被害も出ている。この事例を用いて、インターネット掲示板の功罪を議論をした。特定の

仲間と繋がれる安心感を芽生えさせる一方、そのネット空間上のコミュニティに依存してし

まい視野を狭めてしまい得るという意見も出た。
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3． 三重（プレゼン準備、リフレクション）

本会議の半分が過ぎ、ファイナルフォーラムに向けての発表とそのリハーサルが迫る中、

メンバーたちは各自行なってきた議論の集約先を定めることにした。アメリカ大統領選挙で

氾濫したフェイクニュースの嵐、日本の3/11大震災をめぐってのメディアの報道の在り方、

日・米の事例に共通して「社会的混乱(socialchaos),

の中でのメディアの役割」という要素があることを 3.Media'sRoleinChaoticExpenences

認識し、その中でメディアは混乱を最小限に押さえ 今M:懸鰐蕊鱸麓M｡｡'c""""……
今Y畝itmuld■皿P麺motechn配

るためにどう規範を定めるべきなのか､という課題 ………｡口
発表を行うことにした。情報の発信者を三つの主体 ･'W園種聖w里一

◆ …画堀茸函i呵防n戸七四“一 吋一切唯

号F幽 函－－随＝柚一画÷1■向一一口

■に分け(個人・報道機関・政府)、その中でそれぞれ

が求められるべき基準を議論し、発表用のスライド

作りに取り組んだ。

▼リフレクション

個性豊かな9人の分科会、合意形成を得るのは非

’

個性豊かな9人の分科会、合意形成を得るのは非常に難しかった。議論に行き詰まったこ

とから、私達は「リフレクション」を行った。

議論に割ける時間が限られ、円滑に進まないことに対しての焦りや不満を一同が感じ始めて

いたのが第3サイト三重県での分科会活動であった。アメリカ側参加者を含め全員の興味関

心､議論したい内容は京都､愛媛を通じて共有された状態ではあったが､議題に挙がった数々

の興味深いテーマからどのテーマを議論するのか。ファイナルフォーラムの場では、私達の

議論の成果として傍聴者に何を伝えるのか。これらの二つについての議論を繰り返し、悩み

苦しんだ。この緊迫した雰囲気、余裕のない状況の中リフレクションを行うことは結果的に

大変価値があり、私達の分科会の雰囲気を劇的に変えたきっかけにもなった｡各々が分科会、

議論経過に対しての想いを率直に伝える、皆がこの想いを受け止めた後に反省、内省する。

二週間議論を行ってきた者達で黙り込み、互いに目を合わし、一人一人の想いに寄り添って

話を聞く。たったこれだけのことではあるが、私達

の分科会の繋がりをより一層強くした分科会活動中

の最初で最後のリフレクションとなった。
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ゼンテーションを基点として、より質を高めるべく、

発表の仕方を中心に全員で議論を重ねた。最初にテ
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一マの基幹となっている「メディア」と「社会的混乱」の定義を鮮明にさせ、イントロダク

ション．コンクルージョンのパートを作り順序を整理させた後、メンバーは各自のパートを

補強するためにリサーチを重ね上げ、より説得力のあるものにした。全体として発表内容を

完成させた後、グループでのスピーチ練習を幾度も重ねた後、本番に臨んだ。

■分科会としての結論・総括

出身も、置かれてきた家庭環境も、これまで見てきた景色も内で構築してきた価値観も異

なる5人が集まり、メディアという一つのトピックを多方面から議論する。つきまとう「学

生の議論でなにが成し得るのか」という疑問、言語の壁、直面する自己理解と他者理解の限

界、メンバー間の温度差や興味分野の相違など、上げたらきりがないほどの障害や、もっと

率直に言えば「面倒くささ」を抱えながらも議論を続けることを強いられるのが日米学生会

議の分科会活動である。理解されることを諦めて内に抱えていた想いが受け入れられる感動

もあれば、言葉を尽くしても伝わらないもどかしさや悲しさもある。そもそも自分の熱は本

当にここに向いているのかという迷いや、これだけ異なるメンバー間で共通する思いを見つ

けたときの驚きなど、鮮明に残る感覚や未だに消化できない思いなどはそれぞれ異なるだろ

うが、それでも全員が内にも外にも葛藤を抱えながら必死に走り抜けた4ヶ月間だったので

はないだろうか。

■分科会メンバーの声

▼新井英貴

事前活動、日本側参加者の人々とは議論をする、扱うことがタブー視されていることも

度々議論をした。白熱する議論の際には、何度も自問自答を繰り返した後に、自分の価値観

を何度も疑い、自身の固定概念から抜け出そうともがき続けたのが分科会活動であった。

分科会活動参加以前に抱いた「メディア」、「報道」等のテーマを扱うのであろうという予

想とは大きく異なり、芸術、広告、扇動、人間心情等をの議論も行った。個性豊かな背景を

持った分科会メンバーとは、幼い頃から抱いていた想い、違和感を共有することによって生

まれる共感が何度も生まれ、当初は共有することに恐怖心を抱いていたにも関わらず、結果

的に安心感、または喜びを感じる議論活動もあった。

さらに、本会議、アメリカ側参加者と議論する際には言語の問題、議論の方向性を定めら

れない二つの問題が起きた。言語の問題を解決したのは、決して私達の英語力が急激に向上

したわけではない。アメリカ側参加者が言語の壁、私達の言語能力について理解を示し、手

を差し伸べてくれたからである。英語が理解できないと主張できる、英語から日本語の翻訳
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に時間を割くことができる、これらを容易に頼める環境、関係作りをアメリカ側参加者が行

ってくれたからである。英語を理解出来ないことを恥と捉え、相手の発言内容に対して「理

解している態度を取る日本人」から「理解していないと主張する日本人」になれたきっかけ

は、アメリカ側参加者の協力があった故だ。

また、議論の方向性を定める際には、個々人の興味関心、問題意識が異なるが故に難航し

た。自身の想いを主張する、「私は何故このテーマを議論したいのか」、相手の想いを理解

する、「何故他の参加者はこのテーマを扱いたいのか」、この均衡を釣り合わせるために多

くの時間を費やし、頭を悩ました。

しかし、これらの大きな二つの壁を乗り越えられることにより、報道の倫理分科会の中で｢相

互理解」という言葉が見え始めてきた､見つけ出した瞬間でもあったのではないかと考える。

個性豊かな集団だからこそ、合意形成には苦労をした。文化、言語の違いがあるからこそ、

理解に苦しんだこともあった。しかし、日米の学生が互いに寄り添い合い、協力することに

よりこれらの問題も解決されたのである。

報道の倫理分科会の一員として数多の議論、困難を経験したことにより、学術的な議論の

知識、知見を得たのみならず、新井英貴の今後の人生にも大きな影響を及ぼすであろう物事

の見方、姿勢等の重要なものは、この分科会活動から学ぶことが出来たのだ。

▼大野あゆみ

半年前。JASCのパンフレットをはじめて開いた自分を思い出す。分科会紹介ページを目

で追い、「報道の倫理」に目が吸い寄せられた日のことを。

そこに記されていたことは、あまりに壮大で。自分が議論に貢献できるのか、私には予想

さえつかなかった。二次選考の前夜まで、漠とした不安が私を包み続けた。

だからこそ、面接では、自分の思いの全てをぶつけようと思った。全てをぶつけて駄目な

ら、それでいい。そんな覚悟で臨んだ。

そして、私が拙い言葉で語った情熱は、受け止めてもらえた。第一志望の分科会に、無事

受け入れてもらうことが出来たのだ。そして、全く違う魅力を持った四人の同志との議論が

始まった。

この中の誰が欠けても、分科会は成り立たない｡そう、思えるメンバーに恵まれたと思う。

議論を提起する人がいて、豊富な知識や冷静な視点を提供してくれる人がいて、そしてその

議論をまとめて前に進めてくれる人がいる。誰もの役回りが、驚くほどぴったりとはまって

いた。毎週の分科会ミーティングは、いつだって弾んだ笑い声に包まれていた。

アメリカ側の参加者が来てからの本会議。私には思うにまかせぬ日々が続いた。英語の壁。
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すれ違う人間関係。議論時間の不足。主体的に議論を引っ張っていけない自分が、たまらな

くもどかしかった。

綺麗なまとめ方は出来なかった。三週間で、満足いく議論がし切れたとも思わない。

でもファイナルフォーラムの後、全員で円陣を組んだ時、ああ、ひとつになれたな、と思

った。皮肉にも、ひとつになれたな、と心から思えたその時は、別れの時でもあった。

完全燃焼は出来なかった。やり残したことは、振り返っても私の胸を締め付ける。

それでも、あの日、重ね合った手の温かさは、今も私の心から離れない。

▼藤井一樹

二次選考の後に届いた通知メール。「合格」の二文字。

大いに喜んだ私。と同時に、想定していなかった一文が書かれていた。

「報道と倫理」の所属である、と。ここから私の日米学生会議はスタートした。

メディアRTは、実は私にとって志望外の分科会であった。

といっても会議に参加できること自体に重きを置いていたため、ほとんど気にしていなかっ

た。

実際日本側の定期ミーティングではお互いの意見を交換し合ったり、今まで知らなかった

ことに対して見識を深めることになり、とても楽しんでいた。

モチベーションの違いを意識し出したのは、7月頃だったかもしれない。

各メンバー各々、”報道"や"表現の規制"に関して、個人のバックグラウンドや経験を含め、

自分自身のことと絡めて興味を抱いていた。その中で、自分の人生と密接に関わるほど、特

別に"これが特に唯一"といえるものがなかった私にとって、立ち位置を見失うことが時折あ

った。英語力にはある程度の自信があったが、しかし大切なのは、話す内容にどれだけ関心

があり伝えたいことがあるか、であることを強く実感し、本会議において議論に深く関わり

きれず、消極的になりかけている自分を見つけたとき、その弱さを実感した。「自分はなぜ

ここにいるのか。」目的があるからこそ、普段の中でも積極性を発揮できる。その目標設定

が自分の中で暖昧だったことが、一つの心残りだ。日々の密なスケジュールをこなす中で、

自身を反省する時間が取れずにおり、RTタイムをどう過ごすべきか、より深く見つめてお

くべきだったと思う。

そんな悩みもあった中、私の持つPointsofYouという心理カードゲームをやろう、とメン

バーのひとりが提案してくれた。ある一つのテーマのもと、計65枚ある写真の中から1枚

を選び出し、個人の経験を語る、というものだったが、普段議論が中心になる中で、どこか

新鮮な時間を創れたと思う。特に一人のアメリカ側参加者が自身のこれまでを熱く深く語っ
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てくれたことが、私にとって大きかった。自分自身、そのカードゲームでどこまで人の内側

の部分を引き出せるか半ば確信しきれていなかったが、今まで知らなかった彼女の熱意ある

側面を見つけることができ、そこに一つのやりがいを感じた。議論をしていくこともそうだ

が、お互いのことを知り合うこと。その面でわずかだが自身が関われたことに、嬉しさを感

じた。私にとっての分科会は、アカデミックな議論も一面あるが、そこからの蹟きであった

り、互いを知り合おうとすることの意義深さであったり、を学び取れた経験として大きかっ

た。

▼豊坂竹寿

RTという、とことん同じメンバーと向き合って議論する空間の経験は、自分にとってか

けがいのないものになったと思う。「よかった」の一言では語れない葛藤や反省が、RTで

得た最大の収穫だ。

報道の倫理、マスコミュニケーションという分野は、選考を受けた時点で自分の最大の興

味だった。しかしこの分野の問題点や、そこから発生する社会問題は、メディアという業界

で働いてない人間にとって実際的な限界が存在することへの無力感から、自分のメディアに

関する興味も次第にマーシャル・マクルーハンのメディア論や、オングの文字の文化のよう

な、思想的なメディア研究へと変遷していった。

日本側でミーティングをする時は、自分がそのような議題を持ってきてもみなと共有する

ことができたが、アメリカ側と合流した時に日本側で議論したことがほとんど使えなかった

のが心残りである。

これは、言語の壁だけでなく、ディスカッション慣れし、発言することが存在価値である

ようなアメリカ式の教育と、テストに追われ受け身の講義ばかりの日本の教育との差にも起

因するのではないかと感じた。

またファイナルフォーラムのプレゼンテーション作成においても、日頃から授業でプレゼ

ンテーションをすることに‘|買れているアメリカ側がほとんどの構成を担当し、自分の発表す

るスライドしか作れない自分の実力を頼りなく思った。

本会議3週間の間に生じたRT内の亀裂は、人間関係の難しさを覚えた。腹を割って話せ

ないことへの苛立ちや、相手を信頼できない自分の器の小ささに何度も失望した。

このように書き連ねてみると、RTディスカッションがどれほど辛かったのかと思われる

だろう。しかし、RTのメンバーと結ばれた絆は確かなものであり、彼ら彼女らとの胸襟を

開いた会話は一生でそう何度も経験できるものではないと思う。

人と向き合う。たったそれだけのことの難しさ、大切さ。何より、人と向き合うことを通
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して見えた知らない自分。全てがこれからの人生においてかけがえのない財産となるだろう。

■分科会コーディネーターによる総括

▼中川奈津子

概して活発で社交的な人が集まる日米学生会議では珍しく、集団の中での自分というもの

に常にどこか怯えたところを抱え、自分の強みを発揮することに不器用なメンバーが集まっ

たのが当分科会の特徴だったように感じる。そんな彼らの、徐々に表情が緩み、自分を少し

ずつ肯定しながらのびのび羽を広げ始める過程を一番近くで目にすることができたことが

私のコーディネーターとしての最大の喜びである。

議論内容としては、当初から「メッセージや物語を表象し得る全ての媒体」とメディアと

いうものを限りなく広く定義し、その上で持ち寄った各人の興味分野を掘り下げて議論する

形をとった。「報道の倫理」という名の通り、安易な解決策の提示に意固地になることより

も、簡単に答えの出ない問題に対し頭をひねり、自身の倫理観を問い、それを他者と照らし

合わせ思考を深めることを目的に据えた。「メディアリテラシーってやっぱり大事だよね」

というフレーズで思考停止し、議論の本質から逃げ腰になることに常に自己批判的な目を向

けながら各参加者の選んだトピックは、犯罪者の出版の権利の是非から始まり、ナチスドイ

ツを代表例にあげたプロパガンダ、表現の自由の観点から見たヘイトスピーチ、戦争報道の

在り方等であった。本会議が始まりアメリカ側参加者と顔を合わせてからは、自然災害等の

社会的混乱とメディアのなし得る役割、引き起こしうる弊害に焦点を当てることとなった。

社会問題を学生が議論することの意義を問う声も聞かれるが、「自分はここに引っかかっ

たんだけど皆はどう思う？」と昼夜LINEで記事がシェアされ、日常の景色の中に転がるあ

らゆることに突起を見つけ、議論を楽しむメンバーの姿は、大義名分があったわけでもなけ

れば誰かに押しつけられたわけでもない、常に純粋な好奇心をエネルギー源にしていた私た

ちの分科会をよく表している気がする。何かを生み出したわけではないかもしれないが、4

ヶ月間内外の葛藤に徹底的に自分を苦しめ、答えのない問いに向かい合った一夏が、この先

社会でなんらかの変革を起こす糧になることは、メンバーへの期待であり自分の意志でもあ

る。

胸の内で抱えてきた葛藤を恐る恐る外に出してみては、それを丁寧に受け取り疑問や批判

を加えてポジティブな形で返球する各人の姿勢は分科会議論でもリフレクションの場でも

一貫していた。何気ないミーティング風景の中で、思い詰めて共有された悩みがきちんと共

感された上で笑いに昇華されていく、メディア分科会独特のあたたかい空気感に触れるたび

涙腺が緩みそうになることも何度かあった。「これまで属した集団に自分の居場所を感じた
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ことがない」「自分と社会の接点が感じられない」「バックグラウンドの特殊性故に必死に

感情を排除しようとするあまり、自分の意見に自信が持てない｣。学問的な議論と並行して、

他者の力を借りながら各参加者を縛ってきたものに足掻くことにより生まれる人間的な繋

がりと、自己肯定、他者受容のプロセスも、日米学生会議の分科会活動の魅力であると感じ

る。

末筆となりましたが、フィールドトリップの申し出を快諾してくださった下村健一先生

を始めとする、ご協力くださった全ての方に心より御礼申し上げます。
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@<ReexaminingMino㎡tiesandRealizingldealSociety"Roundtable

｢マイノリティとマジョリティ：公正公平な社会の実現は可能か」分科会

コーディネーター

吉川久美

コーディネーター

ErinNorris

－
－

佐々木彩乃 PaolaResendiz小島直毅 EthanMattos

リーロイ 渡邉まり StephanieSpear

戦後世界人権宣言が採択され、公民権運動やアファーマティブアクション、移民・難民保護、女性

の地位向上、富の再分配など、歴史的・構造的に差別されてきた様々なマイノリティの地位を改善す

る運動や政策が世界中で広まり、施行されるようになった。しかし、このようなリベラルな動きが高

揚していった影で、マイノリティの要求を社会が聞き入れることを逆差別と感じるマジョリティが増

加していった。移民に対する国民の恐怖がフランスの極右政党の台頭やイギリスのEU離脱を助長し

たことに続き、移民や女性などに対する差別発言を繰り返すことで多数票を得た2016年米大統領選等

によって、近年ついにその存在が明るみに出た。

立場の弱い者を積極的に引き上げることは公正なのか、不平等なのか。多数派の原理はどこまで適

用されるべきか。リベラルに対する反動が起こっている現在、どの集団のどのような要求を社会は反

映すべきか、我々はマイノリティとマジョリティ双方の実情を正確に捉えながら議論する必要がある

のではないだろうか。当分科会ではマイノリティとマジョリティの実情を、現場も訪ね直接体感し理

解した上で、双方が満足できる公正公平な社会とはどのような社会か模索する。そのような社会を実

現するため、個人や企業はどのような行動を起こすべきか、それを受けて政府はどのような政策を施

行すべきなのか、考察する。
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■はじめに

二度の大戦を経て、人類はすべての人に平等

な権利が与えられることの重要性を認識する

ようになった。戦後、徐々に、マイノリテイに

も権利が認められるようになっていったが、近

年そのバックラッシュともいえる動きもマジ

ョリティの側から生まれてきている。権利の衝

突の中で、誰のどのような権利が、優先される

の分科会では、このような権利や差別といった

クであるため、メンバー各々の、マイノリティ

や人生を話し合ったりした。4ヶ月の議論の中

を重ねながらも、理解を深めあった。

どのような権利が、優先されるべきなのだろうか。正義、公平とは何か。こ

このような権利や差別といった問題に向き合った。「人」に向き合うトピッ

メンバー各々の、マイノリティ／マジョリティとしての経験や、自分の信念

ったりした。4ヶ月の議論の中で、互いにどのような人間であるのか、苦労

■事前準備期間の議論・活動

1．事前活動期間中の過ごし方や目標

日常会話と異なり、会議とは用意された場である。枠組みや話し合いの向かう先、こうし

た場の在り方に対する合意が必要となる。準備期間においてこうした「議論の外枠」に対す

る注力を欠けば、議論とは必ずしも会議とはなり得ない。むしろ、時に散漫なものにすら落

ちぶれてしまうという危機に対して、我々は強く問題意識を共有できていたのではないだろ

うか。その証として、日本側参加者の本会議前における勢いには目を見張るものがあった。

まずは、本会議までにどのようなスケジュールで活動していたのかを、続いて、本会議前ま

でに議論した内容を紹介する。

マイノリティRTの本会議前プロセスは主に、オンラインミーティング、オンライン勉強

会、フィールドトリップと合宿により構成されていた。マイノリテイRTの始まりは2017

年4月11日に遡る。この日に行われたオンラインミーティング初回においてRTメンバー

の顔合わせを行った。以後は本会議までの間に1週間に1～2度のミーティングを行い、親

交を深め合いながら議論の枠組みに関する話し合いを進めてきた。そんな走り出しから1か

月弱、5月初旬に行われたのが春合宿であった。一部を除き初対面であったRTメンバーで

あるが、皆の個性がはじけ合うことで何か特別なものが築かれ始めたことは明確であった。

これからの議論に関するブレインストーミングを行った際のあの躍動と混乱を今も忘れる

ことはない。こうしてマイノリティRTは本格的に歩み始めた。
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（右）思うがままにブレインストーミングをした図。

このあと、我々はポストイットを使いトピックを

洗い出し、綺麗に整理した。
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合宿後の活動は、引き続き行われるミーティング

とフィールドトリップ、そして合宿となる。合宿に

おいて、各メンバーの興味分野が多様なこと、そし

て個別事例と社会全体のあり方の双方を入れ替わりに議論したいという合意から、RT内で

の勉強会も行われる運びとなった。アメデリ（アメリカ側参加者）とのジョイントミーティ

ングも少しずつ始まっていった。フィールドトリップとして、LGBTの方々や女性としての

母親、AV男優などと接点を持った。

こうしたRTの活動の中でも、最も重要な働きをもたらしたのは個人間の関係づくりであ

った。議論のみならず、個人間の電話にはかなりの時間を費やした。また実際に顔を合わせ

ることも同時に重要と考えたため、フィールドトリップに合わせて合宿を行ったり、地方在

住のメンバーに会いに向かったりと、とにかく活動的なRTであった。

北大の参加者（右奥）と

関東在住のコーディネーター（左手前）が、

九大の参加者（右手前）に会いに

福岡に行った時の様子。

2．事前活動期間中の議論

議論では、「公正公平な社会の実現は可能か」という大きな問のもと、様々なトピックを

扱い議論を進めてきた。この問いへの答えを探求するために私たちは議論を続けてきた。

議論の過程としてはまず｢MinorityandMajority:Isitpossibletoachievethefairandequal

society?」という私たちの分科会テーマに使われている言葉の定義を行った。次にテーマへ

の結論を導き出すためにその過程を3つに分けた。1つ目がマイノリティとマジョリティの

現代社会における関係性の分析。2つ目に「何が正義か」「何が公正公平なのか」といった

あるべき社会の価値観について。3つ目に1と2の現状でのギャップを埋めるためにいかに
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すべきか、という仮定を置いた。またこの他にも話し合いたい議題が多々あることを考慮し

フリートピックというものも用意していた。

社会におけるマイノリテイとマジョリテイについて考える際に定義すべき言葉はとても

多い。しかし、一方で完全に定義化できない言葉も多いのだ。そもそも「マイノリティ」と

は？「マジョリテイ」とは？という問いに始まり、「公正・公平」、「正義」、「多様性」、

「統合｣、そして私たちの感情に基づく言葉、とかなり多くの言葉のさす意味を皆で考えた。

確かに定義化することが難しい言葉たちであったが、この過程でいかに私たちの社会を示す

言葉が表せる範囲に限りがあるのかということを気づくことができたのではないかと考え

る。

その後先ほど述べたように、3つの過程に沿って議論を進めた。1つ目のマイノリティと

マジョリテイの関係分析は、一言に現状分析とは言えないほど多種多様な関係性があること

に気付いた。例えば女性と男性のジェンダー問題、LGBTQ+の問題、宗教、年齢、障害、

と様々な社会の側面にパワーバランスが取れていない部分が見つかった。またこの関係性を

より深く理解するために色々な評価観点を考えた。例えば「歴史」「政策」「文化」等であ

る。このような視点からいかにその問題が私たちの目に映るか、また社会が理解しているの

かということについて議論を深めた。その後2つ目の過程にあるように、それぞれの問題の

「あるべき姿」は何なのかについて考えた。そして、その私たちが考える未来の「あるべき

姿」を実現するために今何をしていくことが大事なのかという形に議論を落とし込んでいっ

た。

しかしこの話し合いを進めていて私たちが気づいたのは己の圧倒的知識不足である。ゆえ

に週に1回程度「勉強会」なるものを開いた。個人が皆に対して事前にリソースを提供し、

全員がそのリソースに触れた状態で情報共有をおこなったり話し合いをしたりするという

ものだ。

このような過程を4月から本会議までの4か月間を通して行い、己の無知に向き合いつつ

も社会への理解を深め自分なりの問題へ取り組む姿勢を形成していった。

3.事前活動期間中のフィールドトリップ

事前期間に行ったマイノリテイRTのフィールドトリップとしては、ホームスクーリング

を実践しているクリスチャンフアミリー、ゲイバー・レズピアンバー、AV男優などをマイ

ノリテイとして訪問したが（モルモン教関係の施設やイスラムのモスクも訪問予定だったが、

スケジュールの関係で断念）、ゲイバー．レズビアンバーは特に強烈な経験だった。Kumi,

Naoki,Roy,Mariの四人で参戦することとなった(Ayanoは遠隔のため断念)。
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まずはレズビアンバー。そこには他にないコミュニティのあり方が存在した。あちらの側

から積極的に話しかけてくれるわけではないが、こちらから話しかけるとなんでも答えてく

れた。「楽しんでね」と幾らかのお金をこちらにくれた客もあった。ゲイバーのビジネスと

して営まれている様子とは異なり、来るものは拒まず去る者は追わずの姿勢がそこにはあっ

た（しかし、女性のみしか入店できない日もあるそうだ）。レズビアンバーに来る客は必ず

しもレズビアンだけではなく、パイセクシュアルや性には特にこだわらないといった客もい

た。特徴はやはり先に述べたようにそのバーを中心としたコミュニティであろう。そこで居

場所を見出してきた客や店主の姿が強い繋がりを作り、そのコミュニティを中心としてその

場が成り立っているように思われた。

次にゲイバーに参戦。ワンドリンク制だというのでそれぞれカクテルを注文し、ソファー

席にて待つ。各客に担当のゲイのスタッフがつき、軽い自己紹介を済ますと、積極的に恋愛

の話や性の話などを振られる。またそのお店は「大人の関係」の経営もしており、聞くとそ

れぞれの男の子の得意なことやプロフィールの書かれたカタログを見せてくれた。ゲイバー

では、メンバーの1人は、「性」というトピックについてオープンであることにカルチャー

ショックを受けてしまったものもいた。おそらく彼らは営業時間内と外ではまた違った立ち

振る舞い･側面を持っているのだろう。これはレズビアンバーとは大きく異なる点であった。

レズビアンバーとゲイバーで感じた違いは、前者はあくまで話しかけられれば対応するが

突っ込んだことは特に聞いてこないというのに対し、後者はもっとオープンである印象、そ

して、前者では、異性のように振る舞う人が少なかったのに対し、後者では「それらしい」

振る舞いがあるように、文化の違いを感じた。しかし、どちらも、アットホームで、優しい

人がたくさんいらっしやっているように感じた。

性に関わることにあまり深く突っ込んだことは「一般社会」や「世間」では触れてはいけ

ないものとして隠れているが、そこに確かに存在することを確認できるフィールドトリップ

であった。このフィールドトリップでは、新しい世界、自分たちが知らない世界がどれだけ

たくさんあり、それらのコミュニティが深く繋がっているものかということを改めて感じら

れるものとなった。マジョリティはマイノリテイの詳細までよく知らず心無い発言や行動に

よって（政策も含め）そのコミュニティを潰してしまいがちだが、実際に彼らの生活や思い

を知ることがどれほど大切か、ということをこのフィールドトリップは私たちに教えてくれ

た。
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フィールドトリップのあとは､親睦合宿を行った。

普段ミーティングはハングアウトを利用しているた

め、facetofaceのコミュニケーションの機会は貴重

であった。

■本会議中の議論・活動

1．日米の参加者が定めた分科会の目標・方向性

本会議で定めた分科会としての方向性は、以下の二つである。

1．マイノリティとマジョリティの議論の中で、メンバーの互いの価値観を共有し、新

しい価値観を身につける

2．その過程でメンバーでの絆を深める

そして、議論の方向性を如何なるものにするかについては、マイノリテイ・マジョリテイに

関する互いの関心と、なぜこの分科会に参加しようと思ったのかを共有した後に、そこから

メンバー皆が関心のあるトピックをピックアップしながら進めていった。

まず、共有されたメンバーの興味関心や背景は以下のようになった。

アメリカ側RTコーディネーターのErinは、マイノリティの日米での差に関心があり、

日本では認知が低いことに問題意識を持ち、日本側RTコーディネーターの久美は、以前意

図せずにマイノリティを傷つけてしまったことをずっと後悔しており、偏見や差別について

関心を持っていた。

アメリカ側参加者のEthanは、LGBTQとWomenEmpowementに関心を抱いていた。

Stephは、自身がハーフであることから、ハーフやナショナルアイデンティティに、Paola

はアメリカにおいて人種的マイノリティであるこ

－二剛禦〃畢
認池》一
と
一
画
■

一ｆ

とから苦しい思いもしたことがあり、日米の人種

のマイノリティに関心があった。

日本側参加者の彩乃は、中学時代に生徒会長を

女子生徒として初めて勤めた経験から、なぜ女性

はリーダーになりにくいのかとwoman

empowermentに関心を持っていた。日本側参加者

で中国系アメリカ人のロイは、アメリカでも日本

でも「マイノリティ」としての経験を持つことか

ら、人種やセクシャリティ等様々なマイノリティI

＝■■■■＝

リティに関心があった。
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まりは、以前に参加した日本・イスラエル・

パレスチナ会議の経験や身の回りの経験か

ら、"conflict''と紛争解決、どうしたら違いをポ

ジティブに乗り越えられるのかというテーマに

関心があり、直毅はInclusiveSocietyとはどのよ

うな社会なのか、偏見の根元にある思想や心理、

社会構造などに関心を持っていた。

このように多種多様な関心と背景を持つメン

バーが集まり、分科会の中でも賑やかな分科会となった。

関心や背景を共有したのちに、いよいよディスカッショントピックを選定していくことに

なった。関心が少しずつ異なるため難航もしたが、以下の3つのマイノリテイの例をあげな

がら、互いの興味分野に関連して話していくことに決めた。また、議論の際は、フィールド

トリップ．などを織り交ぜたり、実際に経験した人の話を聞いたりなどして、一次情報で他者

を知る、ということを心がけるようにした。

2．ディスカッショントピック・議論の内容について

①RacialMinoritiesについて

議論：在日とか、アメリカにおけるメキシカン等

フィールドトリップ：在日コリアンNPO(京都報告文(byなおき）参考のこと）

マイノリティRTの議論の中核の一つは、人種と移民に関する議論であった。これはRT

内において、出自がアイデンティティのよりどころとなっているメンバーが存在していたこ

と。そして国際社会において、トランプの移民規制の様な、一部の民族や国家、移民への働

きかけが拡大していた事情より注目された。

アメリカに関しては、様々な人種が混在する社会の中における格差の多様性について議論

が行われた｡人種による賃金格差や移民間格差､パオラのパーソナルストーリーなどを経て、

「人の間の違い」について考え議論し続けた。日本に関しては、在日韓国朝鮮人に関する議

論や難民受け入れが議論された。中でも在日韓国朝鮮人に関しては、当事者であるJASCメ

ンバーとの対話やNPO法人京都コリアン生活センターエルファ様への訪問により、実際の

経験と議論を深く結びつけた議論を展開した。

1人1人が本当の自分らしく生きることのできる社会を実現するためには、何が必要なの

か。マイノリティRTはこの問いについて、様々な人々の視点から考え続けた。その結果得
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られた結論として、全ての人の社会的包摂に向けて3種類の取り組みが必要であると議論し

た。

1つ目は政策レベルでの取り組みである。国家のみならず、様々な大きさの公的主体によ

り市民に対して、共に同じ社会に住んでいるマイノリティの人々に関する情報提供を行うこ

と。また、マイノリテイの当事者の方々に対して補助制度の情報提供を行うことが重要とい

う結論に至った。中でも、これまで疎外されてきたマイノリティの方々に対し、新たな補助

や政策が施行された場合に、そうした制度が当事者に知られ使われる体制を築くことが重要

とされた。これは例えば、長らく疎外されてきた移民の第1、第2世代が政府に対する嫌悪

感やバイアスを持っていることで、新たな政策を知らなかったり、そもそも補助されるとい

う発想が生まれない環境にあったりするためだ。

2つ目はコミュニティレベルでの取り組みである。マジョリティやマイノリティといった

立場に関わらず、コミュニティ内部における多様性を理解することは他者への配慮を行う上

で重要である。これに加えて、マイノリテイがどのような出自であるのかといった情報面を

知るだけに留まらず、その心理状況を理解し「人として向き合う」ことが重要であると議論

した。こうした過程を通して相互承認することが、多様性を実現する社会において欠かすこ

とのできない共生方法なのではないだろうか。またマイノリテイ個人に関し、ただの一度で

もマイノリティだからという理由で差別的扱いを受けることが彼らの心を閉ざしてしまう

可能性に着目した。マイノリティを集団としてではなく個人の集合体として捉えたとき、彼

ら一人一人が自分らしく生きられるための方策を考える必要がある。従って社会に受け入れ

られているという感覚を得ることのできる経験を日常から地道に積み重ね、差別などの負の

経験を可能な限り少なくする動きが求められる。そうすることで彼らが社会に住む自己を肯

定できる素養を磨き、ひいては強固な自己を見出すことができると考えられた。

3つ目は我々1人1人の取り組みである。こうした議論の結論としてマイノリテイRTで

は、マイノリテイの問題を「自分ごととする」ことが私たち個人にとって最も重要であると

考える。情報の理解から感情の共有へ。集団としての理解から、個人への着目へ。社会に共

生するマイノリティの姿を少しずつ明確に把握していくことで、個人間の関係に基づいた、

偏見を解消した社会の実現に向かうことができるだろう。そのためにはマイノリテイ当人の

話に耳を傾け、彼らの生い立ちやマイノリティとして困窮したときの感情の揺らぎを体感し

ていくことが重要である。そしてこれを個人として行うだけではなく、親しい人や友人と共

有していく。そうやって他者を通すことで、マイノリテイの方々に対して抱く問題意識や感

情が正しいと理解していく事が重要であろう。
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NPO法人京都コリアン生活センターエルフアの

南殉賢様と記念撮影

②LGBTQについて

京都での自由行動の時間に「何かRTに関係す

ることができないか？」ということから京都市の

マイノリテイと呼ばれる人々への取り組みは何か

ないのだろうかと京都市役所に電話をした。「今

ことはできませんか？」いきなり電話をして受け入から伺って何かお話を聞かせていただくことはできませんか‘/」いきなり電詰をして支け入

れてくれる行政機関などあるのだろうか…。

そんな不安のもと担当者につながれる間の「間」がとても長く感じられた。

「いいですよ、今から来ていただけるなら4人くらいなら受け入れられます。」京都市役

所の担当の方から快い返事をいただくことができマイノリティRTに喜びの歓声が上がった。

結局、アメリカ・日本サイド二人ずつの参加者が京都市役所の関係部署に向かった。

関係部署では2里の職員の方が私たちを迎え入れてくださった。初めに京都市の

LGBTQ+の人々を含めた「マジョリテイ」に対して「マイノリテイ」と呼ばれる人々に対

する取り組みに関して簡単な説明を受けた。例えば、フリーペーパーを年に何度か発行する

ことであったり、企業の管理職にいる方々を対象とした勉強会を開催したり、駅などのコミ

ュニティスペースを利用した展示を行ったりとその内容は多様であった。

日本側参加者のリーが通訳をしてくれ日本側・アメリカ側参加者ともに理解をしながら京

都市役所の職員のお話を聞くことができた。その後、質問の時間をとったのだがこれがとて

も盛り上がり時間が足りないほどであった。アメリカ側の参加者からの意欲的な質問を何と

かリーと通訳しながら、京都市のマイノリティヘの取り組みの理解を深めた。アメリカ側参

加者は自分たちの住んでいる場所の状況と京都市の状況を比較しつつ様々な質問を投げか

けていた。

マイノリティの問題を考えながら、質問をしながら、通訳をしながら、考えていたのは住

んでいる国が違えど私達参加者は同じ問題に向き合っている、という当たり前の実感だった。

私たちは、場所は違えど同じ問題意識を共有していて、同じような熱意でその問題の解決を

しようと考えている。

きっと、それぞれの場所で同じ問題を解決しようとこれからも努力を重ねきっとある日ど

こかでまためぐりあうのだろう。そんな思いがあふれる帰路だった。
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③Genderについて

マイノリティ分科会のメインとなったトピックの三つ目はジェンダー、つまり女性・男性

というsexが社会にもたらしている状況についてだ。Ethan,Ayanoが特にこのトピックに興

味を持っており、したがって本会議前の日本側でのミーティングでもジェンダーの話は中心

的にあがっていた。このトピックは8/14,15日と、19日に行った、RTミーティング中に扱

ったbigquestionの一つとして扱った。主に議論したものをあげると

・ ジェンダーとは何か：

ジェンダーの定義づけとそのラベリングの必要性について

･日本とアメリカにおける女性が直面している問題：

「女性が結婚・子育てをするものだ」という価値観から見た就職活動や会社

での女性の地位と状況と家庭でのfairとは到底呼べない役割分担

･ 日本とアメリカにおける男性が直面している問題：

男性の家庭進出に対する社会のバイアスと、男性の社会的プレッシャーに起

因する高い自殺率の問題

・ 子供の夢：

夢を聞かれて、男の子は医師や政府関係の役職、消防士など体力や知的能力

が求められるものを答えるのに対して、女の子はお花屋さんや看護師、可愛

い奥さんなど伝統的に「女性らしい」と思われているものを答える傾向がい

まだに根強い。

・ 会社や組織内のジェンダー格差：

人種とともに、男女間で異なる給料や受ける待遇の状況

・ 家庭でのジェンダー間の役割：

特に日本では、「女性の社会進出」の価値観はそれでもだいぶ進んできたが

「男性の家庭進出」の価値観はまだまだ遅れているために、女性が二重の負

担を負わなければならないという状況が発生している。

といったところだ。基本的にそれぞれの目指す最終ゴール、理想の社会像といったもの

はほとんど同じ方向性を向いていたため、無意識のうちに「ジェンダーや国籍や人種、宗教

といったラベリングやexpectationではなく個人を知って、見て、理解しようとすることが

大切だ」という軸を元にジェンダーの議論も行われていた印象だ。結論としては、生物的な

違いもそれはそれで大切にしつつ、「女性だからこうあるべき」「男性だからこうあるべき」

というジェンダーを前提にした社会的役割は無くすべきであり、その方法は教育しかないと
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いうことと、男性も女性もそうでない人もどんな道を選ぼうと個人の自由な選択が尊重され

るような社会になるように、特に家庭や労働環境で男女ともが生きやすくなるようなシステ

ムづくりがなされるようにという二点になると思う。

3．ファイナルフォーラム

プレゼンテーションを作るに当たって、分科会メンバー1人1人の本音、またフィールド

トリップなどを通じて出会った沢山の人々から預けられた大切な思いやメッセージを正し

く、妥協せず伝えることに向き合うことに尽力した。激論の中、ただ、自分たちの考えをま

とめるだけではなく、個人のメッセージを伝えるために、聞いた話しやパーソナルストーリ

ーを編みながら、「公正、公平な社会とは何か」と言う問いに対して、マイノリテイ分科会

なりの答えを発表することにした。

全ての人の全ての人権を同様に尊重や守ることは時に難しいこともあり、あるグループの

ある権利を守ろうとする時、他のグループの権利を侵害することになることもあり得るから

だ。このように、同じ「権利」でも矛盾が起きるということは我々マイノリテイ分科会が活

動の中で何回ども実感した。そんな矛盾の中に、マイノリティ分科会は「権利のヒエラルキ

ー」という概念を提示した。簡単に説明すると、「権利」というものが重要性の順位がある

ことを認め、権利と権利が衝突する際優先順位が高い権利から守るべきということだ。時間

の足りなさや勉強不足により、我々はこのヒエラルキーを具体化することはできなかったが、

「生命、自由及び身体の安全」など最も基礎な権利を最上位に守るべきという風になる。こ

のように身近にある「権利」という概念を、これまでのマイノリティの議論と結びつけて捉

え直せたのは、メンバーにとって貴重な体験だったと言える。

個性豊かなメンバーが集まり、一番､本音でぶつかり合ったと言っても過言ではなない｢劇

的な」分科会だったが、無事発表を終えることができ、長い議論に、文字通り幕を閉じるこ

とができた。
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■分科会メンバーの声

▼小島直毅

整理がつかないのである｡私にとってRTが何を意味したのか｡この問いに対する結論は、

今でも思考の渦中に眠っているかのようだ。将来に背後を見返せばふと、あれはこういうこ

とだったのだと納得できるのだろうか。しかし本会議が閉幕した現在、反省と学びを早期に

得ることこそが参加意義だったのではないかと焦る。そうした理想は未だ実現できていない。

なぜか。

事実、得たものは無数にあったではないか。RTの仲間とは今後長きに渡る友好を築けよ

う。フィールドトリップやRTタイムでは普段いけない場所で普段会えない人と話し、仲間

と熱く議論を重ねた｡JASCに向け自己設定した目標の実践にもRTは最適の場だった。「普

段なら中々話しかけようとしない人たちと本気で向き合う」という私の目標。これを通して

メンバーと向き合ったりぶつかり合ったりする過程から見えてきた、自分の嫌いなところや

小ささが今の自分を衝き動かしている。自分の殻を破る目標を実践したからこそ明らかにな

る、積み残し課題や新たな問題点といったネガティブな自己分析。本来なら自己嫌悪にも発

展しそうなこれらが、むしろ今後の自分にとっての糧であると思えたのは仲間の存在が支え

になってこそだ。

一方で得られず後悔したものもあった。自分の興味があるトピックに関しては、勉強不足

もあり中々議論で触れることが叶わなかった。英語能力の不足で議論に対する貢献性が十分

でないことも多かった。時には人と向き合いきれない葛藤を覚え、数度はRT外のメンバー

と話していたいと思う裏に逃げている自分を意識した。議論の組み立て方や発表内容の作り

方にも、もっと事前準備があればと思わずにはいられない。ただしどこまで改善したところ

で、まだ不十分であると反省し続けるであろう点は多い。その分、真に後悔したと思う要素

があるわけではないと気付く。

結局得たものも後悔も、整理しようと思えば一つ一つを容易に言語化できるのだ。しかし

私の中で、「これはRT全体を振り返っての集大成とは言いたくない」という自意識が働い

ている。ここまで書き進める中で、この私の傾向についてわかってきたことがある。それは、

得られたこともそうでなかったことも、本会議に閉じて考える必要性が一切ないということ

だ。日米で離れていても、日本にメンバーが散在していても容易に連絡を取ることができる

現代、本会議やRTという場と日常は努力次第で一続きに結びつけることができる。また人

と向き合う私の目標は、JASCに閉じたものではなくむしろ今後も継続．発展させていくも

のだ。従って私は、JASCという枠で本経験を整理し固定化しない。この経験は確かに私の

236



第5章分科会の活動報告一マイノリテイ

生涯の一部を形成し、決してその前後と切り離すことができないものとして今後も考え続け

る自分の基盤の一部となるだろう。

▼佐々木彩乃

分科会どうだった？

正直に答えると「わからない」という回答になると思う。

決して良くはなかった。決して悪くはなかった。

でも、よく、わからない。

これが私の感想だ。だから何となく何を書けばいいのかわからなかった。

また「分科会すごくよかったです！」と嘘の感想を書きたくもなかった。

だからこれから私が書くのは、個人的な分科会の反省だ。

まず、議論の流れがきちんとしない議論は難しい。

難しいというのは、そこから何かを得ることも、何かを生み出すということも、という意味

だ。

私たちの思考は常に流動的で形を持たない。

その思考がいかなるものかは自分の中で判断しつくすことはほぼ不可能である。

誰かと会話を通して、その思考は外気に触れて形を変え評価をされて自分の仮場所を知る。

ここである。私たちの議論はいつもその場しのぎだった気がしてならないのだ。知っている

ことを共有して、そして？

マイノリティとマジョリティというものすごく深く、かつ広いトピックであるからこそその

議論の方向性が定めきれずにいつも「議論」になり切れなかった気がしてならない。

かつ、マイノリテイとマジョリテイとしての個々のストーリーというのは数え切れないほど

に膨大にある。そこから何を得て､議論の洗浄に置いていくのか。とても難しい営みであり、

やり切れたという感覚が残っていない。

次に分科会の参加者についてだ。

私はこの分科会で出会った友人たちは本当に人間的に面白く、20年間生きてきた中で出会

ったことのない人種だと感じている。

だが、本会議中にチームとして成功したかと聞かれえると素直に縦に首を振れない自分がい

る。分科会のメンバーというのは日米学生会議の3週間の中で1番多くの時間を共有する仲

間である。当然のことながら衝突だって起きる。しかし私は今夏のマイノリテイ分科会では

個人個人の間に起きた衝突の可視化ができなかったがためにお互いが相手に対して正面か

らぶつかれない状況が生まれていたように感じる。

237



第5章分科会の活動報告一マイノリティ

何が悪かったという話ではなくやはり人間関係は国境を越えても複雑なものであることは

変わらないといったところであろうか。

そもそも人間関係に成功も失敗もなく評価基準すらないと私は考えている。だが、チームと

してもう少し良い関係を作れたのではないかと思わずにはいられないのだ。

私はこの分科会にてたくさんの素敵な尊敬する仲間たちに出会えたと思っている。

でも、もう少し違った何かができたのではないか？その感覚も同時に色濃く残っている。

今はまだその「何」がはっきりとわからず言語化できない。

だが幸運にも今年、第70回実行委員に選出してもらうことができた以上、いかに分科会運

営が難しいものなのかということを肌で感じつつも自分の経験を生かしていきたいと思っ

ている。

▼リーロイ

MinorityRTismorethanaRTtome,aslhaveestablishedstrongbondsandlasting

friendshipswithitsmembers.However,itdidn'tstartoutallfriendlyandcozy.Infact,

MinorityRTwasastrangeanduncomfbrtableplacefbrmeinMay,whenfivemembers

(includingtheRTcoordinator)metforthefirsttirneinperson､1t'shardtodescribewhvl

feltthatway,perhapsitwasbecauseofourdifferencesinbackgroundsandsubsequentways

weviewedtheworldaroundus.Wedidhaveafewthingsincommon,aseachandoneofus

hasstrongandpeculiarpersonalities,andironicallysharedthesenseofcautiontowardseach

other.

AyanolivedinKyushuandNaokilivedinHokkaido,soitwasratherhardforustogather

everybodytogether.IsomehowgotclosewithNaokiandKumi,andthethreeofuswould

haveprolongedlatenightphonecalls.OurcallwouldstartfromlOpm,lastdeepintothe

night,startingoffwithatopicrelatedtominority.butthenspinofftalkingaboutourfamilies,

relationships,futureplans,philosophy,andrandomthingsinourdailylifeuntilsomeone

wouldfallasleepontheothersideofthephone.Wewerealonelybunch,wantingtoshare,

butstillkeptacertaindistance.Itwasalmostlikewewantedtheotherpeopletounderstand

whatwewerethinkingwithoutsayingitoutloud.IalsowantedtogettoknowAyanoand

Maribetter,butldidn'treallyknowhow.

InJulywedecidedtohaveaRTsleepoverinTokyofbraweekend,webookedanairbnb

andstayednearAsakusa.Onthefirstnight,wedecidedthatinordertogettoknoweach

otherbetterandtruly"breaktheice,"wewouldhavelonlconversationsinseparaterooms,
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androtateafter30mins・Ithoughtlwouldn'thavelastedmorethanfiveminuteswithMari,

butweendeduptalkingformorethananhour,andsodidalltheotherconversationsthat

happenedthatnight.Laughswereexchangedandtearswereshed,someconversationsstuck

andsomedidn't,butthemutualfeelingofunderstandingandempathywereshared.Idon't

thinkl'veevertriedthishardtotalkwithandlistentosomebodyinmylife,theexperience

thatnightwassomewhattiringyetfascinating,stressfUlyetemancipating.

Onecanneverwishtounderstandanotherwithoutsinceredialogue,timeandeffbrtsat

downlisteningandprobingatanother'sstories,emotions,andvalues.Butinthistimeand

age,sucheffbrtoftenappearsluxuriousifnotfUtile.JASCprovideduswithtimeanda

platfbrmthatwassopreciousandrareandohboydidweuseitforexperimentation.While

ourRT'sdiscussionwascenteredaroundquestionssuchas"Whatisaidealsociety,"and

"Howcanweachieveempathytowardsothers,"ourRTmembers,throughourshortbut

eventfUl4monthstogether,havedemonstratedananswerofourown.Theroadaheadislong

andfullofdarkness,evenwithinthemainconfbrenceofJASC,I'vepersonallyexperiencedso

muchmiscommunication,misunderstanding,distrust,andsadlyrelationshipsthatwere

beyondrepair・ButthankstoMinorityRTIretainhope,hopethatpeoplearecapableof

empathyandunderstanding,andthattherewillbebeautifulandimportantpeopletherefbr

youintimesofneed,andthingswillturnoutalright.

▼渡邊まり

あまり大きな声では言えないのだが、マイノリティRTは一番変化とドラマのあったRT

ではないかと思う。人間関係としても、議論の方向性としても。エッセイというよりはどち

らかというと回顧録に近いような形で思い出しながら時系列の順に書いていこうと思う。

初め（春合宿くらい）はそれぞれバラバラで、特にコーディネーターと私の間に透明な高

い壁があった｡同じ空間にいてもなんとなく居心地の悪い雰囲気がそこにあった。その後(春

合宿～本会議）それぞれで電話やtextなどで仲を深め、ついにコーディネーターとの間の壁

も3時間の電話で壊れ、一気に仲のいいRTへとなった。しかし距離と時間の問題でAyano

だけその輪から外れがちになってしまい、全RTメンバーが心配していた。Ayano以外は東

京にいたので集まりやすかったがAyanoは九州という距離的にもなかなか集まれない距離

であったことと、Ayanoはとても健康的な朝方だったのに対しAyano以外の三人はひどく

夜型であったという二点に起因するところが大きい。物理的な距離が精神的な距離に影響す

るものは決して小さくはないというのは一つの結論でもある。
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その距離は埋まらないまま本会議を迎え、Ayano本人もその距離を感じつつもアメデリを

迎えることとなった。当初はアメリカ側と日本側で分かれ気味だったけれどもだんだん個人

間で仲を深め、それぞれの側がどんな風に進めてきたのかもお互いに理解し、京都二日目に

は全体としても距離を縮めた状態でスタートすることができた。RTの自由時間にはfield

tripをしようということになり、その場でマイノリティ関連の思い当たる施設を調べ、アポ

イントメントの電話。2グループに分かれて、バスなど迷いながら（誰一人京都在住者がい

なかった）京都市役所と在日韓国人の施設とに訪問させていただきブリーフィングをしてい

ただいたあと質問をさせていただいた。私は在日韓国人のためのエルフという施設の方に行

かせていただいたのだが、集団の中に埋もれてしまいがちな彼らの思いやいろんな制度の問

題、いろんな事件の裏に起きていたものなどやはり当事者から直接ストーリーを聞くことは

何かを理解するために何にも勝る価値があることだと改めて感じた。

愛媛では何人か今までの議論の流れに疑問を感じ、改めてRTのメンバーがなぜこのRT

に参加したのかやこのRTで何を議論したかったのか、またコーディネーターに対してはな

ぜこのRTを作ったのかと言ったことをそれぞれシェアし、RTの方向性を決めた。この頃

にはそれぞれ言いたいことを自由に言えるような雰囲気ができてきており、だいぶRTが自

分たちのRTになってきたのではないかと思う。ただ個人的には、ずっとnotetakingをここ

までしてきたために（議事録とりは得意なので自分からやってきたのだが)なかなか発言し

づらく、他メンバーが代わるよと言ってくれても素直に交代することができなかった。議事

録とりというわかりやすい役割がなくなってしまうことが怖かったのと、次第に自分からイ

ニシアチブを取っていこうという自主性が失われていたのだと今振り返って思う。フォーラ

ムの日には、素直になることができないために議論にうまく入れず途中で泣き出してしまう

こともあった。その時に距離を感じていたAyanoやコーディネーターが助けてくれ、RTに

戻ることができた。それぞれいろんな苦しい思いも抱えながらRTに向き合っていたのだな

と確信した瞬間であった。受け身でひたすら議事録を取り続けるという役割を一旦

comfortableだと感じてしまうような順応が無意識にされてしまったがためにそれを変える

のが苦痛になってしまったり他人に任せがちになったり逃げがちだったりしたのは自分の

中から自主性や能動的な姿勢が失われている証拠である。また、疲れも溜まってきて余裕が

なかったのもあるんだと思う。当たり前のことが当たり前に楽しくできない、自分が自分ら

しくいられないフラストレーションを一番感じたのも愛媛だった。また、のちに生じるRT

および数人を巻き込むことになるコンフリクトのタネも愛媛期間中であった。

三重ではRTおよびRT縦断のコンフリクトが表面化する。数人が実質脱退状態のままフ

ァイナルフォーラムの準備を進めることとなった。私個人はなんとかコンフリクトがよくな
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らないかとactivelisteningに努めたつもりだ。人に寄り添うことがどういうことなのかとい

うことをひしひしと考えさせられた。結局コンフリクトの解決は難しく、RTはバラバラの

ままだったが、なんとか巻き込まれた数人の支えにはなれたかと思う。三重の記憶はそれし

か残っていない。

東京に帰ってくると、もうほとんど私の中でJASCは終了に等しかった。いつも暮らして

いる土地、バラバラの人間関係と溜まった疲労。集まる時間も逃げがちであった。またファ

イナルフォーラムのRTの発表の方向性に疑問を感じており、RTのメンバーに投げる。他

メンバーも共感してくれ、方向性が変わる。マイノリティのstoryをシェアするという方向

だったものを、マイノリティとマジョリティのバランスをとる上で、また相互理解をする上

で大切なことは何か、という方向になった。それはコンフリクトの中で難しさを感じていた

ことそのものだった。理想論はRTで散々話し合っていたけれども、それを実際余裕のない

状態で実践しようとするとなかなかうまくいかないということも同時に痛いほどよくわか

っていた。幸いにもコンフリクトはEC選挙をきっかけに収束を迎えた。特に後半は多くの

人といろんな話をするよりもコンフリクトのactivelistiningに時間を割くことになったため

印象が薄いまま終わってしまったJASCメンバーも多くいるが、数少ない何人かとものすご

く濃い時間を過ごすことができたのでこれはこれで満足している。

ただ、もともととても親しかったのにJASCの期間全体を通して距離ができてしまったメ

ンバーもいて、とても残念である。JASCが終わって、印象が薄かった人はまだともかくも

のすごく濃い時間を共有したRTのメンバーも疎遠になってしまっている。雑多な日常に追

われて人ときちんと話すことはどうしてもおざなりになりがちだが、それこそが人生に置い

て大切なことなのだ。余裕がない時こそきちんと時間を取って人と話したいなとこの文章を

書きながら改めて思う。

また、他のメンバーも書いているようにこのRTのメンバーは非常にユニークが個性が集

まっており、このメンバーから得たものも非常に大きい。JASCで一番得たものの大きいの

はこの面々に出会えたことであることは間違いない。私をRTのメンバーに入れてくれて、

大変な思いや苦労がありながらもこのRTをはじめ、一緒に作ってきてくれたコーティネー

ターには特に感謝しても仕切れない。本当にお疲れ様。

以上、稚拙な文章ではあるが、私なりのRTの回顧録とする。
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■分科会コーディネーターによる総括

▼吉川久美

人生で起こりうるありとあらゆるドラマを、ギュッギュッ、っと半年に濃縮したら、この分

科会ができるだろう。そんな、カオスとドラマだらけの分科会だった。

会議が終わってすぐは、趣味に没頭したり、報告書の執筆もおざなりに済ませたりして、で

きるだけこの分科会での出来事を忘れようとしていた。思い出すと辛くて仕方がなかったか

らだ。

ようやく向き合えるようになったのは4ケ月過ぎてから。だから、4ケ月も経った今、編集

権限でこの報告を書き直している｡今回は逃げないで、しっかり、向き合ってみようと思う。

4月、最高のメンバーが集まった。

問題を抽象化して、理路整然と議論を進めてくれる、なおき。

ユーモアに溢れ、流暢な日本語と英語を使いこなし、人間観察が得意な、ロイ。

何かとやることに追われ、わたわたしているように見えるが、芯がしっかりしていて、誰よ

りも優しい、まり。

ディベートが上手く、責任感が強い、しっかり者の、あやの。

一人一人全く違う良さを持ち合わせ､全員が個性的だった｡(あと私も含め全員B型だった｡）

最初に気があったのは、なおきとロイだ。なおきと映画「ムーンライト」を見に行った後に、

なおきとロイと私で、感想を述べあい、お互いのバックグラウンドについても話した。他人

には言い難いもやもやとした感情も、このメンバーならば、気兼ねなく言えた。

私とまりの間は、すんなり仲良くなったわけではない。まりに関しては、実行委員としての

立場上感じる不満があり、まりもそれを感じて、ギクシャクしてしまった。まりに伝えるこ

とができ、お互いの誤認は晴れ、一気に距離が縮まった。

彩乃は、他のメンバーも述べたように、地理的な理由と生活リズムの違いで、遅くまで電話

したり、お泊まりしたりすることができなかった。なので、本会議になる前に、溝ができて

しまっていたのが、心残りである。

週一で分科会議論があり、そこでは偏見や差別、マイノリティの問題について話し合った。

そこで終わらないのが、このRT。むしろここからが本番で、議論の後は、大抵朝の4時く

らいまで、人生のことや恋愛のことなどを語り合う。
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これは、メンバーの多くが、ディスカッションそのものより、互いのことをどれだけ深く理

解できるか、という相互理解にフオーカスしたいとお互い思っていた。ただのディスカッシ

ョンメンバーではなく、より深い絆を構築していこうと、努力してた。「普段言えないけど、

このメンバーなら話せるね」と言い合った。大概ロイか私の提案で（笑）、沢山アホなこと

もしたし、楽しかった。

と、ここで切れば、いい話なのだが、そうはいかない。

本会議中、あることをきっかけに、ジェンガが倒れた。積み上げてきたものが、一気にばら

ばらと崩れ落ちた。

どうしてこうなってしまったのだろうか、と、アメリカ側のコーディネーターのエリンと、

夜中泣いたりもした。解決したいけど、権限もないし、たとえ権限があってもうまくいくも

のではない、どうしようもなかった。憤りが爆発して、こんな団体やめてやる、と逃げ出そ

うともした。

分科会自体は分解したが､分解してなお､支え合ったのも、分科会のメンバーである。特に、

まりは優しくって、落ち込んでいる私にお弁当を持ってきてくれたことを今でも思い出す。

信じるとは。友情とは。愛とは。何が正解かわからない、そんな数週間が続いた。

「どうか、嫌い合わないで」

と泣きながら訴えたファイナルリフレクション。

ぐちゃぐちゃな感情を吐き出した。

2人のメンバーが手を握ってくれていた。

という、本会議の話は、もうだいぶ過去のことだし、懐かしい思い出だ。

のど元過ぎればなんとやら、で、そのときの辛さも、もうすっかり色槌せてしまった。

残ったのは、あのとき支え合った、仲間たちだ。今でも、たまに会ったり電話したりして、

互いの近況など話す。

分科会という枠組みはどうでもいい。また5人で仲良くしたいと思う。
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"UnderstandingCulturalSignificanceandldentity"Roundtable

「個人と社会における文化の意義」分科会

コーディネーター

河崎涼太

コーディネーター

Ehennedenldehen-Amadasun

下吹越愛莉 AndrewFischer EmlvnMioLee-Schalow川崎明宙

EvaMarieOIson
松村謙太朗 諸星渚

｢文化」と聞いて、あなたは何を思い浮かべるだろうか。古風な伝統建築や独創的な絵画といった

ど有するものから、日本古来の武士道やアメリカに深く根付くキリスト教といった形而上的なもの形を有するものから、日本古来の武士道やアメリカに深く根付くキリスト教といった形而上的なもα

まで、文化の形態は様々である。

だが近年のグローバル化は地域を超えて文化の変化や融合、統合を推し進めてきた。日本の伝統食

である寿司は世界の各地域でその形態を変え、それぞれの文化に融合している。なお、日本の「イエ

制度」を土台に形成されたと考えられる同性愛差別、或いは移民や奴隷制度などに端を発するアメリ

カの人種差別のようなその国特有の歴史的・文化的背景は、当分科会で文化の変遷を議論するにあた

って、欠かせない論点となるだろう。また一方では「クールジャパン」のように、固有文化への回帰

も強く望まれる。しかし私たちは、文化の統合は時に価値観の相違による争いを招き、「消費」され

る伝統文化はその本質を失いがちであるということにも目を向けなければいけない。当分科会では時

代の変化に伴い、私たちが本当に守り、変えるべき文化は何か、またその是非を検討し、評価する。
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■分科会概要及び意義

はじめに。「個人と社会における文化の意義」と銘打った当分科会には、文化というトピ

ックに対して一風変わった、また切れ味鋭い独自の視点を持った参加者らが集った。全体を

見渡しても異色であった当分科会の強みは、やはり各自が興味関心を体現していることであ

ったろう。書道に始まり、美術館巡り及び絵画鑑賞､ゲームなどのポップカルチャーや茶道、

そして能。各自のバックグラウンドを最大に活かしつつ、「文化の意義」という難題に挑ん

だ参加者らを、誇りに思う。 ■

の瞬桧とLTの目探
田幻上というｵ球蕃蓬.つく-ｼ〈〆濠K癖可も
→結論は違夕Tl,Tちよ‘1．

ex幻とり稗"(徒遥）
図幻と行j攻」、の淡芦

②妹,thal-EPics

春合宿分科会議論の成果春合宿にて

■事前準備期間の議論・活動

a. 全体の概要・流れ

参加者が全国に散らばった当分科会では、春合宿、防衛大学校研修、自主研修、直前合宿

での合同ミーティングのほか、オンラインにて各週、ミーティングを行った。本会議までに

計二十度ほどの日本側ミーティング、四度の合同ミーティングが行われ、参加者は発表や議

論を通して各自、互いの興味関心の深化に務めた。

「文化」とは何か、その正体を捕捉しようとなんとか枠組みをひねり出した春合宿。沖縄

関連のトピックに加え、「軍人の精神的支柱としての文化について、古来から兵士が精神的

な支え、根拠としてきた文化的要素やその変遷」と題して「日本人らしさ」とは何か、考え

た防衛大学校研修。全メンバーは参加できなかったものの、沖縄に実際に赴いて基地問題に

立ち向かった自主研修から、怒涛のテスト期間を経て直前合宿、そして本会議を迎えた。本

会議を迎えるにあたっては、先述したオンラインミーティング等に加え、各人で適宜フィー

ルドトリップを行った。諸々につき、詳細を以下に述べてゆく。
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b. 文化の7つの分け方

文化とはあまりに大きな概念であり、身の回りのもの全てを包摂する議論になりかねない。

例えば、我々が「文化」と聞いて、ある人は「西洋画」のような芸術的要素の強いものをイ

メージするかもしれないし、ある人は「部屋に上がるとき靴を脱ぐ」というような習慣的要

素の強いものをイメージするかもしれない。数回オンラインMTGを行う中で、構成員5人

の文化の捉え方が大きく異なることに気がついた我々は、文化を以下の7つの切り口からと

らえ、文化という「形のないものに形を与え」て議論を具体的なものに落とし込もうと努め

た。

①伝統文化と現代文化

②見える文化と見えない文化

③普遍的な文化と特殊な文化

④上流文化と大衆文化

⑤営利目的の文化と非営利目的の文化

⑥長期的に存在する文化と、一時的に存在する文化

⑦アート的文化と、カスタム的文化

普段我々が耳にする文化的トピックは、この7つのものさしだとどちらに属するのか。例

えば先ほどの「西洋画」であれば、伝統、見える、不明、不明、営利目的、長期的、アート

的という分類ができる。ここで「不明」となるのもポイントで、いざ新たなものさしで考え

直してみると「これ、時代によって違う分類になるな」など様々な気づきを得られるのだ。

MTGを重ねるうちに各々のPreRTなどに時間を取られてこの議論は不完全燃焼で終わっ

てしまったが、本会議が始まってからもこの7つの分類という視点は、我々の議論が路頭に

迷わないための予防線として活躍してくれた。一方でアメリカ側の考える文化と比較した際

に､我々の考える文化というものは芸術に関連する要素が多いのだ、と気づく材料となった。

C. 発表①（担当：松村）

伝統文化の担い手の人口が減っている中で、ポップカルチャーと混ぜた紹介の仕方で若者

の注意を引こうとする動きが活発化している。しかし、それは果たして「伝統」文化と言え

るのか？どこまで守り、どこから変えれば、多くの人々に受け入れられるものとなりうるの

だろうか。京都での伝統文化の家元訪問から三重サイトのものづくりパネルに至るまで様々

なヒントを得て、文化のイノベーションには二つの形があると結論づけた。一つ目は、必要

とされた(needed)イノベーション。人々が望んだ変化を、文化に付与する。外国人の茶道

への興味を汲み取り、立礼式を考案した茶道。女性からの能への興味を汲み取り、女流能を

246



第5章分科会の活動報告一文化

形成した能。二つ目は、付加的な(additional)イノベーション。人々の人気を引きつけよ

うとして、付加的な要素を既存の文化芸術に与える行為である。和の伝統芸術を題材にした

アニメ。着物を着てのファッションショー｡一つ目は､多くの人々が望んだ変化であるので、

反発が起きるはずはない。京都で学んだ、伝統の継承と変わらない。大事なのは、これから

先多くの人にリーチしたいと思う伝統文化は、イノベーションが二つ目の「付加的な」変化

に初めはならざるを得ないことを自覚した上で、どれだけ一つ目の「必要とされた」変化に

近づけることができるかを、謙虚に考え続ける必要があるという点である。

d. 発表②（担当：川崎）

日本の伝統文化が関わる産業では、需要の不足・後継者不足が訴えられている。その根底

にあるのは産業が経済的に自立することが難しくなっているという現状がある。伝統文化の

本質が何かを考え、それを継続させることを行いつつ、経済的に成り立たせるための方策を

考える必要があるという報告を行なった。また、和えるAeruなど、先進的な取り組みを行

う企業の紹介を行なった。

e. 発表③（担当：諸星）

愛媛県松山市での「坂の上の雲ミュージアム」見学の経験から、松山市の「フィールドミ

ュージアム構想」を通して、文化と行政との深い結びつきを学んだ。

もちろん、「文化が行政を動かした」と一概にはいえず、様々な要素が松山市の「フィー

ルドミュージアム構想」へと結びついたことは考盧すべきである。しかし、地元の方々に愛

され､彼らのアイデンティティ形成の一翼を担う「坂の上の雲｣という作品だったからこそ、

民間までも巻き込んで、大規模な計画が実現したのではないだろうか。

同じように文化と政策が結びついた例の一つとして、アメリカの「アンクル・サム」を見

ることができよう。

このように、日米学生会議でのサイト見学を通して､改めて文化が行政を動かす｢引き金」

たり得る可能性を垣間見ることができた。

f・ 発表④（担当：下吹越）

私は、日本書道を世界に浸透させたいとの思いで、これまで書道をコミュニケーションツー

ルとして多岐にわたる国の方と国際交流を続けている。しかし、彼らとの交流を通して日本

書道の本質的な部分が伝わっていないのではないかという違和感を抱いていた。そこで今

回は、しばしば｢害は人なり」と言われるような、書道における日本人の精神性を考察した。
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この議論において、精神性という暖昧なトピックに対して、個々人の持つ多様なバッググラ

ウンドや、思考性、価値観を反映させるために、タレントショーでの書道リレー（一人一画

担当して1つの作品を仕上げる）の経験に特に焦点を当てた。これに関し、本会議において

特に印象的だった意見は、「あの作品はわざと汚く書いたのか」という意見である。内に秘

めることを美とされるような側面を持つ日本文化において、大きな筆で大胆に体を動かして

書く、書道に込められた感情の部分には、あまり視点が向けられていないように思われた。

その一方で、書き手の感情や思いをダイレクトに紙にぶつける様子に心を動かされたという

アメデリもいた。

この要素の1つに、東洋思想と西洋思想の違いが大きいだろうという結論が出た。このこ

とをふまえた上で、異なる思想を持つ人にどのように日本書道の良さを伝えていくべきなの

かを考えることが今後の課題である。

■本会議中の議論・活動

a. 京都

京都は日本の伝統文化の中心地とも言える地である。日本側としては当初、この地の利を

活かして文化、特に伝統文化についての理解を深めて行く方針を考えていた。はじめの議論

で、日本側とアメリカ側の参加者が考える、文化の捉え方が異なることが分かった。日本で

は文化という言葉には、芸術も当然含まれていて、伝統文化や現代文化などとして、芸術が

区分されている。しかしながら、アメリカではCultureとArtは完全に区別されており、

Cultureとはより人間の生活における価値観などに近い意味合いがあるというのが分かった。

また、京都フォーラムでの有識者のパネルディスカッションは我々の議論に対して、実際に

現場で文化に関する課題に取り組む人々の考えや取り組みについて理解することができた

という点で大きな影響を与えた。

b. 愛媛

愛媛では、主にこれから具体的な議論を進めていくための個々のトピックを全体で共有し

た。それぞれが持つ独自の視点を最大限に活かすために、トピックを選ぶ範囲をJASCでの

生活やレクチャー、フィールドワークなどに限定した。特に愛媛サイトで訪れた松山市や坂

の上のミュージアムでの経験が、この後議論する個々のトピックに反映された。

また、文化RTの特徴として愛媛サイトでは特に、リフレクションタイムの時間を意識的

に多くとったことが挙げられる。文化RTのアメデリの中には、個々の持つ多様なバッググ

ラウンドが、しばしばアイデンテイーの衝突で、精神的に苦しめる場面もあった。我々は、
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議論だけではなく、議論の進め方や少しの違和感をリフレクションを通してその都度共有し、

文化RTとしての結束力を高めた。

c・ 三重

三重県での文化RTに関わる活動としては、やはり日本の精神性を強く宿している伊勢神

宮の公式参拝や、鳥羽の地に古くから根ざす海女文化とのふれあいが挙げられるだろう。ま

た、3日間泊まった宿が日本ならではの旅館だったこともあり、温泉という文化（全員裸、

湯船を共有｡アメリカは個人シャワーが基本)についても再考する機会を持つことができた。

分科会の議論に関して言えば､三重サイトがファイナルフォーラム前のリハーサルを実施す

る場所に選ばれていたこともあり、ここで発表の枠組みを決定する必要性に迫られた。アメ

リカ側のAndrewを中心に「こぎれいに発表をまとめよう」とする動きと、いや、それでは

発表の意義がない、もっと掘り下げるべきという意見がぶつかり合い、結果的に中庸の意見

に落ち着いたが、この時点で分科会としての動きの難しさを各自で痛感することとなった。

d. 東京

京都サイトにてアメリカ側と日本側の「文化」の概念を整理した後、愛媛サイトからは

JASCでの実体験をもとに各参加者が取り上げたトピックについて一つずつ議論したが、東

京サイトでは一通り全員分のトピックの議論が終了した。

その後、似たようなトピックを結合したり、削ったりすることで最終発表の制限時間内に

収まるよう調整．整理し、リハーサルやスライド作成に取り掛かった。

最終的なプレゼンテーションでは、日本とアメリカの文化の概念の違いから始め、JASC

中の具体的な経験（松山市のフィールドミュージアム構想、西予市の"伝統的な"旅館など）

から学んだ「文化」について発表する形となった。

CommunicatiOnChallenges
･Ourdefinitionsofcu伽陀aIもveⅣ。i碓正nt

oAme減cml鍼口e:cultureiseverythmgthatconstltutesacertam

demographic,fbcuglangely(mevelydaycllstomgwetakefbrgTanted

oJnpa祀唖es極巴:cultu侭isbothcuItu舵andtradition,fbcusingon

traditionalartisticcultunesofJapansuchasnohorshodo

＆

'

議論の様子（日本側参加者） 皆で作り上げたフアイナルフオーラム発表資料
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■分科会としての結論・総括

「文化」という言葉を聞いて、あなたは何をおもい浮かべるだろうか。我々が議論をはじ

めて間もなく直面した壁は、日本とアメリカの二国間にある「文化」の概念に関する認識の

違いであった。そのことを身をもって実感した我々はまず、お互いの文化の概念に関する違

いを明らかにすることに努めた。ここで初めて、アメリカ人は、文化と社会や政治、人種問

題が密接な関係を持っていること、日本人は文化から書道や能などの伝統芸能を想像する傾

向にあることを、互いに認識した。定義が暖昧な「文化」について議論しようとするとき、

はじめに共通の文化における概念の定義をしようとする我々の試みは、自然な段階のように

思える。しかしながら、先にも述べたようにこれは非常に困難の伴うことであった。

しかし我々は、分かり合えないと諦めるのではなく、その違いを明らかにし、お互いの文

化に関する認識の差をみとめ、それと同時に、日本人としての文化に対する思考の傾向を客

観的に認識することに成功した。このことによって、意見がただ単に、その人から独立され

た表面的なものとして捉えるのではなく、アウトプットとしての意見の言葉に潜む価値観や

バッググラウンド、思考性を含むものとして、立体的に意見を捉えることが可能になった。

同じように、文化の概念の整理の後、特に取り扱った具体的な議論の内容としては、①時

代に変化を迫られた｢needed｣なイノベーションと、自ら人気を得ようと変化した｢additional」

なイノベーションの違い、②伝統文化を継承しつつも、どのように経済社会に組み込んでい

くか、その際に守るべき本質とは何か、③芸術としての文化が行政・政策へどのような影響

を与えるのか、④書道という文化から見る精神性、などであるが、ここでも議論は思うよう

に進まなかった。

その原因として、内容の抽象度の違いや、アメリカ側と日本側の議論の進め方の違い（「ゴ

ール」を目指す日本側と、「プロセス」を味わうアメリカ側）などでつまづいたことが挙げ

られる。 しかし、それだけ私たちは様々な価値観をもち、いろいろな「議論」の形が存在

することをを学べたのではないだろうか。繰り返しになるが、これこそが「日本人としての

文化に対する思考の傾向の客観的認識」であり、私たちの大きな学びとなったのだ。さらに

は、「日本とアメリカの考え方の違い」という二項対立の衝突もあれば、その先にある、国

籍をも超えた「一人一人」の考え方の違いを直接感じられたことも大切な気づきである。

このように、「文化の議論」を通じて、私たちは「文化」についてだけを学んだのではな

く、コミュニケーションや考え方など、さらに幅広く深い学びを得ることができたのである。
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■分科会メンバーの声

▼川崎明宙

JASCでのRTの経験は自分にとって貴重なものだった。

大学での講義が完全にInputを目的としたもの、取り組んでいる発明活動がOutputを目

的としたものだとすると、IASC期間中の活動はその間に位置するだろう。何かの具体的な

成果を求めるものではないから、Outputを求めるものではない。また、過度にInputをで

きるものでもない。体系化された何かを習得するというものではないからだ。

そのどちらでもない、JASCは私にとって最初は気持ち悪いものだった。掴み所がないも

の、目に見えた成果やフィードバックがないものである。これは今まであまり、経験してこ

なかったことであった。ここに参加することは正しいのだろうか、というのは当時よく思っ

ていたことである。

けれども、今だから分かること。それは、この形がないもの自体が自分にとって必要だっ

たということである。なぜその人はそう考えるのか？なぜ、今みんなはこういう方向に流れ

ていっているのか、その背景にはどのようなものがあるのか？それを細かくみて自分なりに

理解することがJASC期間における最も大切なことだったと思う。

集団で何かを進めて行く際に自分の考えが全て通るなどということはあり得ない。また、

自分には思いもつかないアイデアが他の人から生まれることもある。RTではこういったこ

との大切さに気づくことができた体験であった。

▼下吹越愛莉

初めての分科会ミーティングは、日本側参加者の顔合わせとなる春合宿の時に行われまし

た。初めてのミーティングを終えた当時の私は、正直、この環境でやっていけないと思いま

した。これから一緒に議論をしていく仲間の圧倒的な頭の回転の速さや雰囲気に圧倒された

からです。しかし、手探りながらも一生懸命にぶつかっていくうちに、この議論にどのよう

に自分が貢献できるのかを次第に考えられるようになり、自分の所属する文化RTという居

場所にやっと自分がいていいんだという実感が湧いてきたように思います。議論に限らず、

一人ひとりと真剣に向き合ったからこそ、どんなに対話をしても交わらない価値観があるの

だと知りました。このことは、自分が日頃どんな価値を重視しているのか、また、自分が思

っていることは相手も理解してくれるだろうという考えが自分の頭の中に潜在的にあった

のだということに気づかせてくれました。最初は英語力に不安もありましたが、分科会議論

内でも外においても、一人ひとりの少しの気遣いと優しさのおかげで、みんなと一緒に達成

感を味わうことができました。誰よりも一人ひとりと向き合い、この分科会をコーデイネー

ワ目1
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トしてくれた文化RTコーディネーターをはじめとする、文化RTのみんなには本当に感謝

の気持ちでいっぱいです。ありがとう。

▼松村謙太朗

文化一一それは、あまりにも多くの要素を包摂する。

「それも、文化やんね。でも、あれも、文化やと思うのね。だから、僕たちで議論をいか

ようにでも料理できる。興味あるトピックは何？……日本人のアイデンティティ？最高。僕

はすごく、この分科会をお勧めしたい。」

だからこそ、青山学院で河崎涼太から熱烈な招待を受けた時、素直に挑戦してみたいと

思った。別に、議論がまとまらなくたっていい。ただ、本会議の1ヶ月間、僕は「日本人」

を何度も何度も問答して、相対化したかった。全く背景の異なるアメリカ代表団に、「国っ

て何？」と、問うてみたかった。それは、自分が知りたかったからに他ならない。この日本

という国を､理由もなく愛する自分の気持ちの正体を､一部でもいいから､解き明かしたい。

そんな好奇心に、抗うことができるはずもなかった。

蓋を開けてみれば､予想通り、いや右斜め上のレベルで､議論は困難を極めた。そもそも、

事前に日本側が用意した流れが、アメリカ側と全く合致しない。彼らの捉える文化と、僕た

ちの捉える文化には大きな隔たりがあり、まずはその違いをわかり合う時間に多く議論を割

かざるを得なかった。

また、このトピック特有の「暖昧さ」は、英語で語る難しさを特にわかりやすく僕たちに

痛感させた。文化は、あらゆるものを包摂する。言うなれば、generalizedされすぎたトピッ

クなのだ。捉えどころのない概念のような説明を行うときは、何度も何度も「Tマーク」の

応酬があった｡第3サイトあたりの､議論中の､両代表団の疲労感溢れる表情とやりとりを、

今でも鮮明に思い出せる。

正直､あともう1回分会議の期間が欲しかった｡僕たちはファイナルフォーラムに追われ、

結論を焦り、全ての要素に触れつつも全てが浅い結論に至ってしまったように思う。2倍の

時間があれば、もっとトピックを絞り込み、より具体的な議論が行えたかもしれない。

だが、この不完全燃焼も、また、僕が「文化」をこれからも探求し続ける燃料となりうる

のだろうと、今は思う。「形のないものに、形を与える」‐‐分科会の議論を通して、僕がず

っと志していた思考は、果たして今の僕が生きるための道しるべになってくれている。この

ダフな、しかし語るに惜しい実りある議論を与えてくれた、日米学生会議のすべての仲間た

ちに、心から感謝したい。
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▼諸星渚

私がRTでの議論を通じて印象に残っている点は2点ある。

一つは、日本人とアメリカ人の「文化」に対する考え方の違いだ。私たち日本人が「文化」

という言葉を聞いた時、能や歌舞伎、書道、日本画といったいわゆる伝統芸能点・ファイン

アートを思い浮かべる。しかし、アメデリたちは「文化」という言葉に対して、言語や多様

性、人種といった社会文化的で側面を連想すると言ったのだ。

私たちジャパデリは、本会議が始まる以前には芸術などを中心として議論を進めていたが、

その前提を覆すような発見であった。後から考えると、新しい国と古い国、単一民族国家と

多様な人種のいる国家といった違いがあるので、文化の概念の違いは当たり前のことかもし

れない。

しかし、文化という考え方の違いを肌で感じたことは私にとって大切な新しい視点であっ

た。グローバル化が進む中、文化政策や文化交流といった言葉はよく耳にするが、改めてそ

の言葉の意味をじっくりと考えることが必要かもしれない。相手が考える文化とは何か、

様々な文化の議論が行われる今日匂いて、この点を明確にする大切さを学んだ。

もう一つは、議論の本筋とは直接関係していないが、日本人とアメリカ人の議論の進め方

の違いである。ジャパデリ側は、議論を始める際まずはそのゴールや疑問を具体化してい

た。「○○の解決策を考える」、「○○という現象が起こったその原因を考える」など、今

何に向けて議論を行っているのかを見失わないよう意識するのだ。他方、アメデリ側は単語

レベルであっても一つ抽象的なテーマを設定し、そこから発展する議論の過程を注視してい

た。例えば、「日本人と神道」といったテーマを設定し、各各がその主題に対する意見を述

べるうちに問題を発見し、少しずつ議論を形作るといった流れである。

答えを大切にする日本人と、答えには至らなくとも過程を大切にするアメリカ人、どちら

が良い悪いということではなく、その違いがとても刺激的であった。もちろん、この違いが

足伽となり議論が膠着したこともあった。しかし、違いがその議論の違いを認知し、乗り越

えることはとても達成感があり、深い学びとなったのだ。

この2点以外にも、沢山のことを学んだRTであった。国も環境も大学も異なる学生が集

まり、それぞれの知見を活かしながらディスカッションを進めることは時に難しく、時にワ

クワクする体験である。RTにて学んだことを糧に、これからの学問や生活にいかしていき

たい。
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第5章分科会の活動報告一文化

■分科会コーディネーターによる総括

▼河崎涼太

さあ、感想文を書こう！と言えども、どこから手をつければ良いのか全く見当がつかない

というのが、今の正直な気持ちである。やりきったのだという気持ちと虚無感、それに新た

なことへの渇望、これらの同居する心が、会議が終わって2週間が過ぎた私の中で依然とあ

る。思い返せば、心の底から悔しかった分科会活動を終えた昨年、特別な思いを持って取り

組んできた分科会活動は、あっけなく終わった。それぞれの参加者にとって、文化分科会は

どのような場となったのだろうか。

美術に書道、能にポップカルチャーと、素晴らしい個性が集ってキックオフを迎えた当分

科会。各々の分野を楽しみ、また苦悩する彼らはとても眩しく、毎回の刺激的なミーティン

グの時間では、日々のジャスクワークを忘れるほどであった。週ごとに執り行われたミーテ

ィングでは、それぞれの近況を共有したり、各研修に向けての議題を設定したり、また本会

議が近づくと各々のRTペーパーについての発表を重ねたりするなど、本会議に向けて着実

にディスカッショントピックに対する知識やクエスチョンの蓄積を目指した。

本会議に入ると、一旦議論のペースは落ちたように思う。だが、日米間の「文化」に対す

るイメージの共有を経て、議論は一層深化を遂げた。7人が集まり、収集しきれないディス

カッショントヒ．ツクを前に、このままでは埒が明かないと、会議を通して皆が感じた違和感

や疑問点をトピックとすることとしたのは三重でのことだったか。「伝統とは何か」「文化

とアイデンティティの関わり」「書道文化」「本音と建前」「美術と町興しの関係」など魅

力的なトピックが並ぶ中、短い時間を縫って議論を重ねたメンバーたちには、心から喝采を

叫びたい。だが一方で、様々な問題が惹起して止まなかった当分科会は、「第三サイトで崩

壊する」とまで鳴かれたこともあった。分科会議論の内外で起こる様々な問題に対応するた

め、かけがえのない議論の時間を割いて行ったリフレクションの数々。またその中でも忘れ

られないのは、日本側メンバーのうち2人が、ささやかな口論をきっかけに互いを省み、理

解しようとしていた愛媛での時間である。小雨が降りしきる中冷たい地面に座り、（私を入

れた）3人で文字通り頭を突き合わせて話し合った夏の夜。自分は何を思い、相手はそれを

どのように受け取るのか。年の差を、価値観の差を超えて真剣に理解しようとする二人の間

で、眠気と疲労で滕朧としていた私の頭は、一気に冴えていた。

議論はいつだって､難しいものだとつくづく思う。真剣に相手を理解するって言ったって、

「相手」が、「理解」がなんなのか、考えれば考えるほどわからなくなる。愛媛でのあの夜

は、2人に互いへの理解をもたらしたのだろうか。分科会のメンバーは、議論を通してどの

ような「理解」を為したのだろうか。議論の結果、互いを理解できなくとも良い、と思う。

254



第5章分科会の活動報告一文化

ただ、この世に溢れる「文化」という安易な言葉に対してメンバーたちががっぷりと勝負を

挑み、その容貌を、意義の欠けらを、少しでも手にできたのなら、または手にできずとも、

理解できなくとも、分科会がそのように取り組める場であったならば、コーディネーターと

してそれ以上のことはない。
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第6章事後期間中の活動報告

第6章事後期間中の活動報告

【12月】第69回会議報告会兼第70回会議説明会

～人生を変える夏、覗いてみませんか～

■概要・目的

毎年冬に行われる日米学生会議の恒例イベント、報告

会が12月2日（土）に明治大学にて開催された。お世

話になっている方々に感謝を示すとともに、日米学生会

議が持つ様々な魅力をこの一日に凝縮してお伝えする

場が報告会である。当日は、日米学生会議のアラムナイ、

日米学生会議に興味のある学生、日米学生会議にご支援

くださった方々、参加者のご家族、ご友人など様々な方

にお越しいただいた。またFacebookにてライブ配信す

ることにより来場できない方々に対しても発信するこ

とができた。
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■スケジュール

【日時】2017年12月2日（土)12:30～17:30

【場所】明治大学リバティタワーリバティホール

【タイムスケジュール】

12:00開場、受付

12:30開演

13:10日米学生会議概要説明

13:30基調講演（講演者：第50/51回会議参加者

原田曜平氏、山崎繭加氏）

14:50第69回日米学生会議報告

16:20タレントショー

17:00第70回日米学生会議概要説明

17:30来場者と日米学生会議参加者との交流(質疑応答）
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第6章事後期間中の活動報告

■各プログラムの詳細

■ ■▼開会

一般財団法人国際教育振興会代表理事の向後

純一氏、明治大学学長の土屋恵一郎氏、第69

回日米学生会議実行委員長の塩崎諒平より挨拶

をいただいた。また河野太郎外務大臣よりいた

だいたメッセージを以下に掲載する。
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▼日米学生会議OB・OGによる基調講演

第50回参加者/51回実行委員であられる原田

曜平氏、山崎繭加氏をゲストにお迎えし、モデ

レーターを第69回実行委員の有田彩子が務め

た｡第50/51回会議当時の思い出をざっくばらん

hlにお話ししていただいた中では、20年経っても P

変わらない日米学生会議の特徴､魅力などが垣間 一＝ ‘"

見られた。また博報堂にて若者研究をされている

原田氏、コンサルティング会社に勤務後現在は華道家として活動されている山崎氏、おこ方

のキャリアについてもお伺いした。おこ方の素敵なお人柄、息のあったトークに会場は終始

笑いに包まれ、質疑応答ではゲストに対して沢山の質問が飛び交った。

hl P
一一

一 ＝

‘唖

▼第69回日米学生会議報告（全体報告）

第69回日米学生会議の報告はパネルディスカ

ッション形式で行われた。第69回会議の参加者

である新井英責、古賀彩、野間康平、松村謙

太朗が登壇、モデレーターを実行委員長の塩崎

諒平が務めた。登壇者の自己紹介にはじまり、第

69回会議にどのような思いで取り組んだか、印

象に残っていることなどが話された。また終盤に

Experienceたらしめているのか」というテーマ（

学生会議に対する思いを語った。

７
１…

1
＝ー、 ‐

劃ご

勾凄
ー

二。また終盤には「何がIASCをLife-Changing

というテーマのもと個性あふれる登壇者それぞれが日米
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第6章事後期間中の活動報告

▼タレントショー

日米学生会議におけるコミュニケーション手

段は言語のみにとどまらない｡毎年日米学生会議

では本会議中に、タレントショーという参加者が

自分の趣味や特技を発表する場を設けている。こ

の度はそうしたタレントショーを再現すべく、第

69回日米学生会議参加者である金澤つき美に

よるフルート演奏、長谷川信寿によるマジック、よるフルート演奏、長谷川信寿によるマジック、伊藤江理華によるヴァイオリン演奏、下

吹越愛莉による書道パフォーマンスの説明が行われた。

▼第69回日米学生会議報告（分科会報告）

第69回日米学生会議参加者で「21世紀の都

市の在り方と個人の生き方」分科会のメンバー

である伊藤江理華､金澤つき美、阪上結紀、

戸嶋寛太が登壇、モデレーターを分科会コー

ディネーターの齊藤和平が務めた。分科会と

はなにかという説明にはじまり、具体的にどの

ような議題で議論したか、英語のレベル、議論

の進め方、分科会の雰囲気など、分科会活動の

＝＝’､，，

塵、

タ キ
:.』 恥

ハリ
ヒゴ凸.

●津 恥

'11，b散 ﾏ馳， ■
ず画■

分科会活動のリアルが伝わる報告となった。

▼第70回日米学生会議概要説明

2017年8月にアメリカで開催される第70回

日米学生会議のテーマ、開催地、分科会、選考

試験概要について初めて披露する場となった。

第70回実行委員が創り上げてきた会議の構想

を発表し、次年度会議がどのようなものになる

のかご来場の皆様に伝えた。
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第6章事後期間中の活動報告

【第69回日米学生会議報告会に寄せて河野外務大臣よりメッセージ】

この夏日本で開催された第69回日米学生会議が成功裏に修了し，本日，明治大学で報告

会が開催される運びとなりましたことに心からお喜び申し上げます。

今から80年以上も前に日米両国の学生により開始された日米学生会議は，日米間に現存

する最古の民間交流プログラムであり，外務省も50年以上もの長きにわたり様々な形でそ

の活動を支援して参りました。

本日は，来年度開催の日米学生会議の説明会を兼ねているとお聞きしています。ご参集の

皆様におかれては，日米学生会議への参加を御検討中の方々も多いでしょう。私は，日本の

将来を担う若い方々には，日米学生会議のように諸外国の若者と直接対話し議論を重ねるこ

とに，是非とも挑戦していただきたいと思っています。自分とは異なる文化圏で育ち異なる

価値観を有する人の考えを率直に話してもらい，そしてまた相手には自分の考えを真蟄に伝

え理解してもらうことは，大変な努力が必要です。しかし，社会に出てからも必ず求められ

る能力でもあります。多くの人から理解と信頼そして支援を得られなければ，あなたが考

えていることを実現することはできないからです。相互理解，相互信頼を得るための真の対

話力が，今求められているのです。

私は，これまで一国会議員として，また就任後は外務大臣として，国内外の様々な価値観

や意見を持った方々と胸襟を開いて語り合うことがいかに重要であるかを痛感してきまし

た。そして，自分にとっては，若い頃に米国へ留学し，世界中から集まった，バックグラウ

ンドも多種多様な学生達と共に学び，自分の言葉で率直に議論を重ねた経験が大いに役立っ

ていると自負しています。学生の皆様には，日米学生会議のような有意義なプログラムに挑

戦し，様々な価値観に触れ、新しい時代を形作るための経験と能力を身につけて頂きたく思

います。

平成29年12月1日

日本国外務大臣 河野太郎
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第7章第70回会議概要

第7章第70回会議概要

7-1．第70回会議 テーマ

異なる価値観との避遁～対話がもたらす成長への探求～

ExchangeandGrowth:NurturingRelationshipsinaGlobalSociety

「避遁から対話へ、対話から学びへ」なぜ今"日米学生会議"なのか。創設当時と比べると

日本の取り巻く環境は大きく変わり、今やインターネット技術も発達し、虚偽のニュースが

アクセス数を稼ぐために流され、それが拡散され信じられてしまうという事象も見られるよ

うになった。オックスフォード英語辞典は、2016年を象徴する言葉として「ポスト・トウ

ルース」を選んだ。「真実の後」という意味のこの言葉は、世の中が、何が真実なのかでは

なく、感情や個人的な信念により動いていくことを指すのだという。ポスト・トゥルースの

時代には、人々は、情報の真偽を見極める能力を問われている。そんな時代こそ対話による

学びは欠かすことの出来ないものである。何もしがらみもない日米を代表する36人ずつの

学生が3週間にわたる共同生活を通して、世界が抱えている課題を真剣に討議する。互いに

衝突を恐れず、面と向かい本音をぶつけ合うことで、自分とは違う個性や価値観があること

を認め、その過程を通して、自己を見つめ変革する。これこそが日米学生会議の醍醐味であ

ろう。日米学生会議を通して、国を超えて生涯の友情を築き、社会の各分野で活躍してきた

諸先輩たちの姿、それこそが、この学生会議の意義を如実に物語っている。

全世界を席捲した急速なグローバリゼーションは、同時に社会に様々な対立を生み出した。

欧州では中東やアフリカ諸国から移民、難民が殺到したことで、その対応を巡り欧州内に亀

裂を生み、イギリスはEU離脱を決定した。アメリカでも同様にグローバリゼーションは経

済格差を広げ、その反動として「米国第一主義」を掲げるトランプ政権が誕生した。同政権

は米国内の雇用や産業を守るためにTPPから脱退を表明し保護主義的傾向を強めている。

人間誰しも自分とは異なった価値観や信条を持つ人を理解することは難しい。自分にとって

心地の良い情報の中だけで仲間意識を強め、異なるグループに懐疑心や敵意を抱きがちであ

る。しかしこのような時代だからこそ、人種や言葉の壁を超えて人と人とが対話を続けるこ

とが必要なのではないだろうか。
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第7章第70回会議概要

我々実行委員はみな、本会議を企画するにあたり、この混沌とした時代が生み出している

様々な対立を前に葛藤した。価値観は生きる人の数だけ多様に存在し、己の価値観と相入れ

ない価値観を持つ人との対話は困難を極める。しかし、それら一つ一つが素晴らしい学びの

機会となる。理想に燃ゆる者、あくまで現実を直視するもの、それぞれが理想と現実の狭間

で揺れる。対立した者同士が歩み寄るのは容易なことではない。しかし我々は対話を通して

深く内省し、お互いの立場を学びあうことで、その溝を埋められると信じている。対話は避

遁から始まり、そして対話を通じて成長が促されるのである。

7-2．第70回会議開催概要

【主催】一般財団法人国際教育振興会

【企画・運営】第70回日米学生会議実行委員会

【会議開催期間】2018年8月6日～2018年8月28日（帰国日含む）

【事業実施期間】2018年4月1日～2019年3月31日

【開催地】マディソン（ウィスコンシン州）・レキシントン（バージニア州）

ワシントンD.C.･ポートランド（オレゴン州）

7-3．第70回会議活動内容

▼分科会(RoundTable,RT)

本会議において活動の中心となる分科会は7つ設けられており、日米各5名の学生（実行

委員各1名を含む）が議論を重ねる。事前活動では自主的に定期ミーティングを開き議論を

重ねるほか、各自の興味に沿い、その分野の第一線で活躍されている方々のもとを訪ねる。

本会議中もフィールドトリップ．で関連機関や専門家を訪問するなど、議論の質の向上を目指

す努力が続けられる。以下が7つの分科会テーマである。

（1）テクノロジーによる社会変革の可能性

（2）人間の「精神」を考える～社会における心の健康～

（3）今日における働き方と家族の在り方

（4）環境と人類～持続可能な共生社会とは～

（5）人間社会における宗教の意味

（6）アイデンティティ～グローバル社会における単一化と多様化～

（7）教育の意義と改革
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▼フィールドトリップ

分科会の議題や各開催地についての理解を深めるため､政府機関、国連機関､企業､大学、

NGO､NPOおよび研究所などへ訪問研修を実施する。事前活動における訪問研修と同様に、

問題の対象となっている現場や現状を実際に体感できる貴重な機会であり、議論に必要な具

体的視点を得るために重要な活動である。

▼スペシャルトピックディスカッション

同年代の学生である参加者が、個々の関心に沿った議題を自由に設定し、多角的な議論を

行うことを目的としている。また参加者の主体的、自発的な参加により、問題発見能力や議

題設定能力を養うばかりでなく、参加者同士の交流を促し､新たな視点や発想を得ることで、

会議をより充実させることも求められる。

▼リフレクション

参加者が一同に集い、3週間の共同生活で、分科会における議論の対立や人間関係の葛藤

から生まれる悩みなどを自由に話し合う。参加者自身が心を開き、自ら思うことを率直に語

り合うことにより、参加者間に相互理解が生まれ、信頼構築の一助となることを期待してい

る。また、他者の思いを理解することにより、参加者に会議の充実や円滑な運営のために努

力していく姿勢が生まれることを目的としている。

▼フォーラム

第68回日米学生会議の各開催地で、サイトテーマに関する問題や日米両国に深く関わる

トピックについて、一般公開のフォーラムを開催し、第一線で活躍する専門家、有識者の講

演や学生を交えたパネルディスカッションなどを行う。これにより、参加者が各開催地で学

んだ知見を深め、新たな問題意識や興味を持つ機会になることを期待する。

▼ファイナルフォーラム

最終開催地で行われるファイナルフォーラムでは、3週間の総まとめを行う。主として分

科会における議論の内容や活動を発表することにより、現代社会が抱える問題とそれに対す

る学生なりの見解や視点を第68回日米学生会議において得られた会議の成果として社会に

発信する。
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7-4.第70回会議実行委員名簿
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東京外国語大学言語文化学部言語文化学科2年

国際教養大学国際教養学部グローバル・ビジネス学科4年
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■米国側実行委員

渇

崎（ EmlynLee-Schalow(Chair)

RutgersUniversity

1四

１

甑
遮
一

EthanMattos(Vice-Chair)

HobartandWilliamSmithColleges

CarolynHoover

DukeUniversity

ChristinaZhou

UniversityofCalifornia,LosAngeles

EmikaOts''Im

CarletonCollege

JacquesChaumont

WilliamsCollege

KitannaHirom2sa

WashingtOnandLeeUniversityグ

NicoleMcNevin

WheatonCollege
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第8章後援・協賛・賛助・協力

8-1．ご賛助頂いた企業・団体様（順不同）

国際教育振興会賛助会会員企業様

三菱東京UFJ銀行@MUFG
三菱UFJリース

.M,TSUmS@CO

Canondentsu6SDBI
〃画…uQR

"nCM『､鴬"東京海卜円動
NICHIDO

日米学生会議賛助企業・団体様

◇住友商事株式会社．〃rcoPartners

A凡胸〃 JR東日本TOPPAN

抄w照漁輪講砺惣)≦ﾙｰﾙ
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8-2．ご協力頂いた方々

■後援団体■主催者

外務省

国際交流審議官宮川学

大臣官房人物交流室

課長補佐三浦恵子

村上浩子

一般財団法人国際教育振興会

代表理事 向後純一

代表理事 伊部正信

事務局 金野洋

後藤明子

文部科学省

国際統括官川端和明

大臣官房国際課長里見朋香

大臣官房国際課総務係長高田安隆

参与 稲田脩

国際教育振興会賛助会

名誉会長 高円宮妃久子殿下

会長 橋本徹

事務局長 伊部正信

事務局 伊部亜理子

米国大使館

首席公使losephMYoung

広報・文化交流部三橋乃佑里

IntemationalStudentConference,Inc

理事長 KristyHolCh

事務局長LindaButcher

一般社団法人日米協会

会長藤崎一郎

専務理事渡辺隆

公益財団法人国際通貨研究所

理事長行天豊雄

公益財団法人国際文化会館

理事長明石康
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■広報活動

北海道大学

国際交流課専門員石黒公美

大学院工学院環境フィールドエ学専攻

修士2年布川敦士

FulbrightJapan

ExecutiveDirectorMatthewS・Sussman

青山学院大学国際政治経済学部

教授武田興欣

国際教養大学

企画課研究.地域連携支援チーム(RC

三浦登志枝

国際教養学部

グローバル．スタデイーズ学科3年

中澤きなり（第68回会議参加者）

お茶の水女子大学

国際課丹羽恵美研究･地域連携支援チーム(RCOS)

学習院大学国際交流センター野田佳代

慶應義塾大学法学部

教授奥田暁代

教授常山菜穂子

教授岡山裕

東北大学

グローバルラーニングセンター

国際交流室・国際交流課

工学部建築・社会環境工学科4年

毛利涼楓（第68回会議参加者）

工学部機械知能・航空工学科4年

小濱和宙（第68回会議参加者）

慶應義塾大学外国語教育研究センター

教授ColinSkeates

国際基督教大学教養学部

アーツ・サイエンス学科

上級准教授StephenR.Nagy

助教松田浩道

4年村井咲絵（第67回会議参加者）

4年梅原彩花（第67回会議参加者）

4年宇都木大樹（第68回会議参加者）

群馬大学

医学部学事学生支援課青木厚美

国際課福島健太

群馬県立女子大学

文学部英米文学科2年木村朱里

芝浦工業大学

大宮学事部学生課矢部みどり日米研究インスティテュート

日本オーフイス代表若松智明

上智大学総合グローバル学部

教授前嶋和弘
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武蔵野美術大学学生支援グループ

国際チーム小出彩子

多摩美術大学国際交流室石田一郎

中央大学

法学部政治学科2年木村穂乃

（第68回会議参加者）

明治大学

理事青柳勝栄

中野教務事務室内田則之

教学企画部教学企画事務室藤田直樹津田塾大学

学外学修センター

副センター長/特任教授敦賀和外

学芸学部国際関係学科4年稲垣葉子

（第68回会議参加者）

立教大学異文化コミュニケーション学部

教授川崎晶子

アメリカ大使館後援学生団体JAZ

東海大学

国際教育センター主査関根広太

山本碧

新潟大学広報室

名古屋大学

海外留学室学生交流課村山かなえ東京外国語大学

副学長武田千香

総合国際学研究院教授吉冨朝子

英語学習支援センター井之川睦美

英語学習支援センター金子麻子

佐藤陽太郎（第67回会議参加者）

三重大学

理事 鶴岡信治

副学長・国際交流センター長堀浩樹

学長補佐・国際交流副センター長

吉松隆夫

学術情報部国際交流チーム

国際交流課長秋保聡

係長井澤貴代美

コーディネーター黒田恵

東京大学本部国際交流課東郷太郎

一橋大学学務部国際課

学生交流係長出口啓介

関西学院大学

経済学部経済学研究科教授神崎高明

文化総部英語研究部部長山口友規

法政大学グローバルラーニング課

江原裕一朗
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京都大学教育推進・学生支援部

国際教育交流課交流支援係植村五枝子

国際教育交流課廣瀬泰子

沖縄科学技術大学院大学名取薫

沖縄国際大学国際交流センター

同志社大学スポーツ健康科学部

スポーツ健康科学研究科采野正明

琉球大学総合企画戦略部国際連携推進課

■選考活動

立命館大学BKC国際教育センター

亀田直彦・白崎雄也・植木泰江

京都文教大学総合社会学部総合学科

教授島本晴一郎

大阪府立大学国際交流課

栗林知美・寺迫正廣

国際医療福祉大学医療福祉経営専攻

教授高橋泰

神戸大学

国際部国際企画課課長補佐有働雄二

国際連携推進機構米州交流室

室長下村研一

国際ウェールズ環境総研代表竹本秀人

日本女子大学文学部日本文学科

教授田邊和子

愛媛大学国際連携支援部国際連携課

課長山内和美

瀧本笑子

日米学生会議常任幹事秋間修

東京学芸大学名誉教授金谷憲

九州大学

言語文化研究院教授中里見敬

基幹教育院教授稲葉美由紀

学務部留学生課波多江真理子

立命館大学客員教授今井義典

東海大学

国際教育センター主査関根広太

山本碧

熊本大学学生支援部国際教育課

国際学生交流チーム端羽広憲 同志社大学スポーツ健康科学部

スポーツ健康科学研究科采野正明

鹿児島大学研究国際部

国際事業課留学生係友岡雅子
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■沖縄研修日米学生会議アラムナイ

川邊拓也、川部好輝、熊添由季

庄司玲菜、田勢奈央、寺尾昌人

中山悠太郎、野地雄太、萩原夏花

松本秀也、村井咲絵、吉田知史

モンタニョ・ミチェル・ルイス

HanaeMiyake

【協賛】

那覇商工会議所

沖縄都市モノレール株式会社

【協力】

エルドリッヂ研究所

代表・政治学博士RobertD.Eldridge

第9航空団司令兼那覇基地

司令空将補川波清明

第9航空団司令部

総務班長1等空尉荒木啓史

監理部総務班准空尉相原弘介

■春合宿

独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立オリンピック記念青少年総合センター

一般社団法人パーラメンタリーデイベー

ト人財育成協会代表理事中川智皓

第三海兵遠征軍司令官及び

在日米軍沖縄地域調整官

LawrenceD.Nicholson中将

国際基督教大学教養学部アーツ・サイエ

ンス学科上級准教授StephenR.Nagy

■防衛大学校研修 在日米軍沖縄調整事務所長

ジョンホ・ジャン大佐防衛大学校

学校長國分良成

人文社会科学群

国際関係学科佐々木智弘

防衛学教育学群

戦略教育室平山茂敏

国防論教育室井手達夫

総務部総務課社会連携推進室

連推進専門官常井重志

143小隊渡邊雄二郎

在沖米国総領事館総領事JoelEhrendreich

元沖縄県知事仲井眞弘多

外務省参与又吉進

沖縄タイムス社

編集局局長石川達也

名護市長稲嶺進

向川友理絵（第62回会議参加者）
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海上ヘリ基地建設反対・平和と名護市政民

主化を求める協議会共同代表安次冨浩

南の島の健築アドバイザー

医師城所望

辺野古新基地を造らせないオール沖縄会議

事務局次長志喜屋盛隆

のぐち社会保険労務士事務所

ファイナンシャルプランナ

野口安計

ンナーAFP

沖縄県

知事公室広報課主幹石井淳一郎

知事公室辺野古新基地建設問題対策課

班長新垣耕

知事公室基地対策課

調査班班長島袋秀樹

企画部企画調整課班長武村幹夫

名桜大学国際学群大城美樹雄

日米学生会議アラムナイ

下地邦拓

山田晃永

ヴー・ホアン・ミン

株式会社がちゆん

代表取締役社長国仲瞬

教育旅行コーディネーター平仲稚菜

沖縄尚学高等学校

副理事長補佐與座宏章

中高教頭金城英和

高校国語科豊平美奈子

高校国語科百次智仁

NHK沖縄放送局放送部

アナウンサー中道洋司

記者島田有希子

NHK佐賀放送局放送部

記者市毛裕史
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■サイト活動 総合企画局総合政策室大学政策部長

奥井拓史▼直前合宿・京都サイト

【後援】

京都市役所 公益財団法人稲盛財団

理事事務局長経理財務部長姫田和仁

事務局次長事業推進部長博士（理学）

田中治雄

事業推進部広木清香

金剛龍能楽堂

若宗家金剛龍謹

PellecchiaDiego

【賛助】

三洋化成工業株式会社

【協力】

元全権特命大使天江喜七郎

一般社団法人茶道裏千家淡交会総本部

運営企画部主査有田外喜彦

国際部部長弘田佳代子

国際部鈴木和佳

国際部MichaelHardy

電通株式会社京都支社

文化事業構想部プロデューサー各務亮

同志社大学

学長松岡敬

副学長圓月勝博

企画課寺本正芳

スポーツ健康科学部スポーツ健康科学

研究科事務長采野正明

株式会社のぞみ藤田功博

賀茂御祖神社（下鴨神社）

権禰宜衣笠崇

祭儀課長禰宜清水洋直

管理部岡部訓|亮 日米学生会議

同窓会会長今井義典

同窓会副会長竹本秀人

アラムナイ田勢奈央

ヴー・ホアン・ミン

横田真彩

モンタニョ・ミチェル・ルイス

京炎そでふれ！おどりつつ

京都市

市長門川大作

総合企画局国際化推進室

室長牧敬二

副室長山口ひかり

照沼健史

福助

ワワワ
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薮中塾塾長薮中三十二 (以下役員）

松山市産業経済部観光・国際交流課

国際交流担当課長芳野昌宏

西予市総務企画部総合政策課

課長藤井兼人

(公財）愛媛県国際交流協会

専務理事高岡亮

(公財）松山国際交流協会

事務局長福本正行

今治市国際交流協会

事務局長片上正行

愛媛大学国際連携推進機構

国際連携支援部国際連携課

課長山内和美

愛媛県商工会議所連合会

事務局長塩崎桂

愛媛県商工会連合会事務局長高橋章司

愛媛経済同友会事務局長川平明生

松山青年会議所副理事長近藤譲治

愛媛県庁経済労働部長菅豊正

愛媛県庁経済労働部

観光交流局長宮本泉

愛媛県庁国際交流課長谷口敏久

臨済宗大本山妙心寺退蔵院松山大耕

臨済宗妙心寺派本山塔頭春光院

副住職国際交流担当川上全龍

立命館大学BKC国際教育センター

次長植木泰江

課長亀田直彦

白崎雄也

クラーク・コンサルティング・グループ

代表取締役社長CliffordH.Clarke

▼愛媛サイト

【後援】愛媛県、松山市、西予市

【協賛】第69回日米学生会議in愛媛サポ

ート委員会（以下構成組織）

愛媛大学国際連携推進機構

愛媛県商工会議所連合会

愛媛県商工会連合会

松山商工会議所

愛媛経済同友会

松山青年会議所

(公財）愛媛県国際交流協会

(公財）松山国際交流協会

今治市国際交流協会

松山容器株式会社

(以下事務局）

愛媛県庁経済労働部観光交流局

国際交流主幹松浦和仁

国際交流係長村上暢章

愛媛県庁国際交流課長谷口敏久
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西予市長管家一夫

西予市総務企画部総合政策課政策調整係

係長清家祐一

橋本直美

西予市産業建設部経済振興課町並み推進係

係長都築卓郎

河野温

【協力】

愛媛県知事中村時広

愛媛県副知事原昌史、上甲俊史

愛媛県経済労働部観光交流局宮本泉

愛媛県経済労働部国際交流課

課長谷口敏久

主幹松浦和仁

係長村上暢章

主査佐々木比呂

愛媛県東京事務所所長田中英樹

愛媛県営業本部の皆様

愛媛県農林水産部ブランド戦略課の皆様

一般社団法人Zenkon-nex

代表理事齊藤正

馬淵好司

山岸彩夏（株式会社ライヴス勤務）

日米西予座談会にご参加いただいた皆様

着物の着付け体験をご担当いただいた皆様

明治の授業体験をご担当いただいた皆様

松山市長野志克仁

松山市産業経済部部長大崎修一

松山市産業経済部観光・国際交流課

国際交流担当課長芳野昌宏

前国際交流担当課長重信美樹

観光戦略担当副主幹高橋潤一郎

主査垂水洋

主事峯森恵梨

前主査上甲亮介

松山市道後温泉事務所池田剛典

松山市総合政策部坂の上の雲まちづくりチ

ームの皆様

松山観光コンベンション協会の皆様

観光ガイドの皆様

衆議院議員塩崎恭久

秘書早瀬隆士

愛媛県商工会議所連合会

事務局長塩崎桂

松山商工会議所

槌谷将広

三好博

高市貴久

愛媛経済同友会清水進坂の上の雲ミュージアム館長松本啓治

公益社団法人松山青年会議所

理事長 今城靖浩

日米学生会議アラムナイ堺谷真人

大和屋本店取締役専務奥村敏仁
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副理事長近藤譲治

白石哲夫

和泉明子

医学部学生

医学部5年伊藤恭

医学部4年本田遼佑

医学部3年山手敦志

医学部2年玉井葉奈

法文学部3年豊坂奈巳

社会共創学部教授牛山眞貴子

社会共創学部

地域資源マネジメント学科浅海咲彩

教育学部教授池野修

アカペラサークル「オレんジ」

渉外担当安原光里

公益財団法人愛媛県国際交流協会

専務理事高岡亮

村上太郎

公益財団法人松山国際交流協会

業務課長敷村弥生

愛媛大学

学長大橋裕一

副学長安川正貴

学長特別補佐（国際）大上博基

国際連携支援部国際連携課

課長山内和美

瀧本笑子

社会連携支援部社会連携課

課長和田和敬

坂本世津夫

教育・学生支援機構

副機構長・教育企画室長小林直人

生活協同組合

フードサービス統括店長浅野圭司

企画運営パートナー学生

法文学部2年尾崎美和

医学部3年萩原彩

社会共創学部2年福永晃

大学院医学系研究科

地域医療学講座准教授熊木天児

松山大学国際センター事務部

次長阿部起仁

日米学生会議同窓会幹事長冨川秀二

愛媛県立松山東高等学校

SGH事業課教諭稲葉麻衣

愛媛県立宇和島水産高等学校

水産食品科長鈴木康夫

伊予鉄道観光営業課森野一成

今治タオルエ業組合専務理事木村忠司

コンテックス株式会社

代表取締役社長近藤聖司

横山治雄・美枝子
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【ホームステイにご協力いただいた皆様】

天野清子、石村多賀子、片岡寛人

木下春馬、栗田由美子、栗林幸

佐々木和枝、杉原真紀、武安友里恵

谷口敏久、對馬文代、中田智津子

中田陽三、永井紀之、長野誠

野本典英、浜川知子、東岡幸江

兵頭美穂、福本鮎美、堀内祥子

前谷泰三、松本かおり、三好祐吾

村上暢章、山岡傳一郎、山本真理子

吉田真也、渡部千春

三洋興産株式会社芳香事業部

専務取締役飯尾健一

日米学生会議同窓会副会長竹本秀人

加賀工業株式会社常務取締役村上徹

住友化学株式会社

常務執行役員・愛媛工場長丹一志

別子銅山記念館館長永井誠治

▼三重サイト

【後援】三重県、桑名市、四日市市、津市、

伊勢市、鳥羽市、多気町、皇學館大学

新居浜市企画部秘書広報課

副課長山本知輝

新居市教育委員会

事務局長武方弘行

関福生

【共催】（ものづくりパネルディスカッショ

ン）国立大学法人三重大学

【協賛】津商工会議所､四日市商工会議所、

伊勢商工会議所、松阪商工会議所、鈴鹿商

工会議所、桑名商工会議所、上野商工会議

所、亀山商工会議所、尾鶯商工会議所、名

張商工会議所、鳥羽商工会議所、熊野商工

会議所、三重県商工会連合会、多気町商工

会、JA全農みえ

新居浜市商工会議所

専務理事秦誠一

産業振興部副部長仙波学

岡崎美和・岡崎安由美・岡崎家の皆様

衆議院議員三原朝彦

【賛助】株式会社三重銀行、九鬼産業株式

会社、住友電装株式会社、三岐鉄道株式会

社、日本トランスシテイ株式会社、伊勢志

摩烏羽インバウンド協議会、相差海女文化

運営協議会

生命の碧い星理事長松崎修明
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【協力】

三重県雇用経済部国際戦略課

青木智

大平和輝

八太淳之介

森田倫果

山根菜月

パイロットインキ株式会社

文具事業部部長印田孝雄

執行役員生産部長太田義之

みて株式会社

代表取締役森口英智

吉田本家山林部

当主吉田正木伊勢志摩鳥羽扇野の里扇芳閣

副支配人大田浩平

谷口優太

冨山聡史

四日市公害と環境未来館

四日市市立博物館

三重県商工会議所連合会

六華苑

神宮司驍

三重県立四日市高等学校

割烹大喜

四日市公害語り部野田之一

海の博物館

桑名の千羽鶴を広める会

三重県立相可高等学校

三重県立桑名高等学校

万協製薬株式会社

代表取締役社長松浦信男 四日市港管理組合

浅井農園株式会社

代表取締役浅井雄一郎

株式会社プラトンホテル四日市

営業部宿泊課五十嵐康輔

蒼築舎株式会社

代表取締役松木憲司

学校法人津田学園

宮澤正明
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米国国務省東アジア太平洋局

日本・韓国担当GregAurit

鎌田雄介

奥山秀朗

在日米国大使館

首席公使JosephMYoung

広報・文化交流担当公使

MargotCarrington

政治部一等書記官JonathanLeeYoo

Political-MilitaryAffairsOfficer

HeatherHwalek

広報・文化交流部三橋乃佑里

日米学生会議アラムナイ

近藤文樹

▼東京サイト

【協力】

外務省

大臣官房人事課課長補佐川口耕一朗

国際文化交流審官宮川学

人物交流室課長補佐三浦恵子

米国先端政策研究所

上級研究員グレン･S･フクシマISC代表LindaButcher

青山学院大学

国際政治経済学部教授羽場久美子

国際政治経済学部教授武田興欣

庶務部施設課朝比奈由美子

国際教育振興会代表理事伊部正信

ハフィントンポスト日本版

編集長竹下隆一郎

YouthForumJAPAN代表理事山本東生早稲田大学国際教養学部准教授陳天璽

日米学生会議アラムナイ

teamLabカタリスト竹内正人

12代目都一中

日米学生会議同窓会

幹事長 冨川秀二

常任幹事 秋間修

常任幹事 乗竹亮治

独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立オリンピック記念青少年総合センター

日米学生会議アラムナイ

米本大河
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■分科会活動 ■その他

▼21世紀の都市の在り方と個人の生き方

三重県庁県土整備部

都市政策課都市計画班松本一彦

伊勢神宮外宮参道発展会山本武士

小布施町特別職主任研究員大宮透

▼日米学生会議同窓会事務局

日米学生会議常任幹事会（括弧内は参加回）

会長

副会長

今井義典（17）

竹本秀人（16）

山田勝（18）

梅崎渉(19)

岡本実（22）

橘・フクシマ・咲江（22,23）

▼国際社会における統治と外交：21世紀の

テロリズム

防衛大学校人文社会科学群国際関係学科

国際交流センター長兼教授宮坂直史

常任幹事

秋間修（25）

和田昭穂（25,26,27）夕
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▼社会の健康と個人の役割

英国スチユアートロード診療所澤憲明

▼報道の倫理

ジャーナリスト下村健一

▼マイノリティとマジョリティ：公正公平

な社会の実現は可能か

NPO法人京都コリアン生活センター

副理事長事務局長南洵賢

幹事長

監事
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▼YouthForumJapan

YouthForumJapan会長

元外務次官柳井俊二

YouthForumJapan

代表理事山本東生

YouthForumJapan

特別顧問愛知和男

津田塾大学理事長島田精一

笹川平和財団特任研究員渡部

週刊現代編集次長近藤大介

青山学院大学国際政治経済学部

▼日米学生会議同窓会

青柳勝栄、安藤歩美、飯島千咲

市毛裕史、稲垣葉子、井上裕太

今井けい、植田真衣、宇都木大樹

梅原彩花、大蔵嶺冠、大谷慧

大西由起、大沼雄貴大宮透、岡崎栞

加藤優一、兼子莉李那、川口耕一朗

河島慧美、川野さりあ、川邊拓也

川部好輝、菅家万里江、木村穂乃

木村優吾、熊添由季、倉持あゆみ

小濱和宙、小林勇貴、小松崎遥平

古村大和、堺谷真人、佐藤陽太郎

澤晃太郎、島本晴一郎、下地邦拓

庄司玲菜、白石拓也、杉本夏来

鈴木健司、鈴木良祐、関口響

竹内智洋、竹内正人、竹内友里

伊達佳内子、千代明弘、附田玄也

辻村志帆、寺尾昌人、中澤きなり

中山悠太郎、野澤知亜、野地雄太

野間雄大、萩原夏花、原田有理子

東影喜子、藤井一衆、藤島悠貴

松居純平、松本秀也、村井咲絵

毛利涼楓、森田修弘、森鞠乃

モンタニョ・ミチェル・ルイス

八木澤龍大、安川皓一郎、矢島シヨーン

山田晃永、吉田知史、米本大河

HanaeMiyake

恒雄

教授羽場久美子
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■賛助

▼国際教育振興会賛助会（順不同）

伊藤忠商事株式会社

株式会社オリエンタルランド

オリックス株式会社

株式会社アルコパートナーズ

キッコーマン株式会社

キヤノン株式会社

新日鐵住金株式会社

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

禅林寺

ダウ・ケミカル日本株式会社

デルタ航空会社

株式会社電通

東京海上日動火災保険株式会社

東京ガス株式会社

一般財団法人凸版印刷三幸会

トヨタ自動車株式会社

中辻産業株式会社

株式会社ニコン

日産自動車株式会社

株式会社日本政策投資銀行

日本生命保険相互会社

日本電信電話株式会社

野村ホールディングス株式会社

パナソニック株式会社

富士ゼロックス株式会社

丸紅株式会社

株式会社みずほフィナンシャルグループ・

株式会社三井住友銀行

三井物産株式会社

三井不動産株式会社

三菱地所株式会社

三菱重工業株式会社

三菱商事株式会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

三菱UFJリース株式会社

メリックス株式会社

森ビル株式会社

今井義典、岡本実、北城烙太郎

橘・フクシマ・咲江、冨川秀二、橋本徹

平竹雅人、山田勝、和田昭穂

▼日米学生会議賛助財団・団体

公益財団法人三菱UFJ国際財団

公益財団法人双日国際交流財団

公益財団法人平和中島財団

一般財団法人日米協会

大阪日米協会

京都日米協会

アレンマイナー財団

日米学生会議同窓会

(順不同）

▼日米学生会議賛助企業（順不同）

日本たばこ産業株式会社

ANAホールデイングス株式会社

住友商事株式会社

日本航空株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

協和発酵キリン株式会社

楽天株式会社
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第9章メディアへの掲載

第9章メディアへの掲載

沖縄研修9－1．

①NHK沖縄7月2日ニュース

②(右）「日米の学生31人辺野古の海視察

「自然環境の視点大事」」

：沖縄タイムス7月2日朝刊

〆
、
、 縄ま

のり
政さ
治ん

蓬
け米

要烏
大境
事の
だ視
と点
思か
つら
た考

芒え
話ゑ
し這
這も

③(下）「学生30人、基地学ぶ瀬嵩浜に

日米学生会議』：琉球新報7月2日朝刊
。

､ ｜郁引》ディスカッションを
坊
■
”
八
痘
扉
Ｉ
Ｍ
ｙ
０
レ
』
Ｒ
Ｆ
ｖ
ｈ
Ｐ
い
ぃ
ｈ
俳
腓
ｂ
ｐ

名
護
市
長
の
講
話
を
聞
い
た
。

最
終
日
は
沖
縄
尚
学
高
校
で
グ

学
生
刈
人
、
基
地
学
ぶ

瀬
嵩
浜
に
日
米
学
生
会
議

全
国
の
学
生
で
構
成
さ
れ
る

第
的
回
日
米
学
生
会
議
の
釦
人

が
１
日
、
名
護
市
の
瀬
嵩
浜
を

訪
れ
、
ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会

の
安
次
富
浩
共
同
代
表
か
ら
新

基
地
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
Ｋ

９
護
岸
の
作
業
の
様
子
や
、
沖

縄
の
基
地
問
題
の
現
状
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
Ⅱ
写
真
。
安
次

富
共
同
代
表
は
学
生
ら
に
『
本

土
に
は
な
か
な
か
届
か
な
い
沖

縄
の
声
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

日米学生会議は米国と日一

本
の
学
生
が
両
国
の
問
題
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
る
た
め
結
成

し
た
団
体
。
測
人
が
所
属
す

る
。
今
回
は
日
本
の
学
生
の
み

で
「
沖
縄
研
修
」
を
行
っ
た
。

実
行
代
表
委
員
の
慶
応
義
塾

大
学
３
年
の
吉
川
久
美
さ
ん

（
遡
）
は
「
沖
縄
の
現
状
が
詳
し

く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
基
地

問
題
は
騒
音
や
危
険
性
だ
け
で

は
な
く
、
沖
縄
戦
な
ど
の
歴
史

的
背
景
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

同
団
体
は
、
２
日
に
は
那
覇

市
の
沖
縄
尚
学
高
校
で
、
学
生

ら
鋤
人
と
「
基
地
問
題
」
や

「
沖
縄
の
理
想
と
す
る
未
来

像」について討論会を予定一
し
て
い
る
。

288

日
米
の
学
生
別
人

辺
野
古
の
海
視
察

「
自
然
環
境
の
視
点
大
事
」

日
米
の
学
生
が
１
カ
月
間
の

共
同
生
活
で
国
際
理
解
や
学
術

的
な
議
論
を
深
め
合
う
「
日
米

学
生
《
至
匿
の
メ
ン
バ
ー
瓠
人

が
１
日
、
名
護
市
辺
野
古
を
訪

れ
、
新
基
地
建
設
が
進
む
海
を

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
視
察
し
た
Ⅱ

写
真
。
大
浦
湾
の
サ
ン
ゴ
を
見

た
国
喋
基
督
教
大
３
年
の
捜
遷

目l
rll



第9章メディアへの掲載

④(右）「平和への思いを活発に意見交換学生会議、沖尚高生と議論」

:琉球新報7月3日朝刊 平
和
へ
の
思
い
を

活
発
に
意
見
交
換

学
生
会
議
、
沖
尚
高
生
と
議
論

第
的
回
日
米
学
生
会
議
に
向

け
県
内
で
研
修
し
て
い
る
全
国

の
大
学
生
ら
訓
人
は
最
終
日
の

２
日
、
沖
縄
尚
学
高
校
で
同
高

校
の
生
徒
と
「
米
軍
基
地
間

存
の
メ
デ
ィ
ア
に
と
ら
わ
れ
て

は
い
け
な
い
』
と
い
っ
た
意
見

も
上
が
っ
た
。

題
」
や
「
県
内
と
県
外
と
の

溝
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
Ⅱ
写
真
。

九
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
議
論
の
中
で
は
高

校
生
か
ら
「
一
人
一
人
が
平
和

に
つ
い
て
考
え
行
動
す
る
こ
と

が
平
和
に
つ
な
が
る
と
思
う
」

や
「
基
地
問
題
だ
け
で
な
く
貧

困
問
題
を
取
り
上
げ
る
べ
き
だ

と
思
う
」
な
ど
率
直
な
意
見
が

出
た
。
一
方
、
県
外
の
大
学
生

か
ら
は
「
沖
縄
の
『
で
も
あ
な

た
は
県
外
の
人
で
し
よ
』
と
い

う
排
他
的
な
姿
勢
が
（
本
土
と

の
）
溝
を
生
ん
で
い
る
」
「
既

学
生
が
辺
野
古
視
察

米
軍
基
地
問
題
学
ぶ
一

来
月
当
日
米
学
生
会
醗
」
’

八
月
の
「
日
米
学
生
会
議
」

に
参
加
す
る
日
本
側
の
大
学
生

ら
約
三
十
人
が
米
軍
基
地
問
題

の
事
前
学
習
の
た
め
沖
縄
県
を

斗
正
冷
且

訪
れ
た
。
米
■
苗
天
間
飛
行
場

向
の
、
４

（
宜
野
潤
市
）
の
移
設
作
業
が

へ
の
・
巳

進
む
名
護
市
辺
野
古
を
視
察
。

地
元
高
校
生
と
の
討
論
で
は
本

音
を
ぶ
つ
け
た
。
本
番
の
米
国

側
と
の
議
論
で
は
、
複
雑
な

「
沖
縄
の
声
」
を
代
弁
で
き
る

か
。学
生
は
七
月
二
日
、
沖
縄
尚

嵩
校
を
闇
。
「
奎
烏
一

縄
の
溝
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
討

「
本
土
と
沖
縄
寄
り
添
お
う
」

⑤（左）『｢本土と沖縄寄り添おう」

学生が辺野古視察米軍基地問題学ぶ」

：東京新聞7月9日朝刊

輪
で
「
沖
縄
の
人
は
『
県
外
の

人
に
は
ど
う
せ
分
か
ら
な
い
』

と
壁
を
つ
く
っ
て
い
な
い
か
」

と
率
直
に
問
い
掛
け
た
。

こ
れ
に
対
し
寓
校
生
は
一
沖

縄
で
は
『
他
県
の
人
は
沖
縄
の

Ｉ

米
軍
基
地
問
困
な
ど
に
つ
い
て
肘

険
す
る
沖
縄
尚
学
高
校
の
生
徒
と

日
米
学
生
会
鱗
に
参
加
す
る
大
学

等
ｂ
Ⅱ
２
日
、
那
覇
市
で

す
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
繭

建
設
的
な
議
論
が
で
き
た
」
と

話
し
た
。

．
学
生
は
沖
縄
で
、
在
沖
米
軍

ト
ッ
プ
の
二
コ
ル
ソ
ン
沖
縄
地

域
鯛
整
官
、
辺
野
古
沿
岸
部
の

埋
め
立
て
を
承
翻
し
た
癖
邦
舞

識
傘
前
知
事
、
移
設
に
反
対
す

こ
と
を
知
る
気
が
な
い
』
と
思

っ
て
い
る
」
と
反
論
。
「
お
互

い
に
歩
み
寄
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
」
と
指
摘
し
、
討
論
は

次
第
に
熱
を
帯
び
た
。

立
教
大
三
年
の
小
倉
睡
海
さ

ん
（
二
一
）
は
討
論
後
、
「
相
手
に

寄
り
添
っ
て
考
え
ら
れ
る
か
が

重
要
だ
と
思
っ
。
未
来
を
良
く

る
稲
撤
進
名
漣
市
長
ら
の
考
え

を
聞
い
た
。

日
米
学
生
会
議
は
一
九
三
四

年
に
発
足
し
、
今
年
は
日
米
の

大
学
生
ら
約
七
十
人
で
構
成
。

京
都
、
愛
媛
、
三
重
、
東
京
で

開
か
れ
る
本
会
議
で
約
三
週
間

に
わ
た
り
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
安
全
保
障
な
ど
に
つ
い
て
激

論
す
る
。

「
沖
縄
の
基
地
は

本
土
で
負
担
を
」

都
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

沖
縄
県
に
集
中
す
る
在
日
米

軍
基
地
の
県
外
移
設
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
八
日
、
東
京

都
新
宿
区
で
開
か
れ
た
。
各
地

で
「
基
地
引
き
取
り
運
動
」
を

展
開
す
る
メ
ン
バ
ー
が
登
壇
し

「
基
地
押
し
付
け
は
差
別
。
沖
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日米学生会議8月愛媛で
9-2．愛媛サイト 四国初文化や都市のあり方叢鎗

①(右）「日米学生会議8月愛媛で四国初

文化や都市のあり方議論」

：愛媛新聞朝刊3月7日16面

「日~日米学生会鋼』を愛類纂で初めて鰯催する
ことを明らかにした高庫和平実行委負(中

央)ら－6日午後､嘆庁
一一

驍蕊塞誌諭雛謹議§‐蕊…"ゞ鑿罵湘蕊燕2

；

塞難

ことを明らかにした

央)ら－6日午後､卿

開
幕
し
、
露
嬢
や
京
都
、
三
怠
、

初
め
て
》
灯
年
の
第
的
回
日
米

学
生
金
麟
自
体
は
８
月
６
日
に

案
が
で
き
る
と
期
痔
し
て
い

る
」
な
ど
営
鱈
し
《
俺

（
加
摩
太
啓
）

②（下）『日米学生会議のサポート委設立

来月開催で県内11団体』

：愛媛新聞7月12日朝刊7面（総合）

百
米
学
生
会
議
の

サ
ポ
ー
ト
委
設
立

来
月
開
催
で
県
内
Ⅱ
団
体

各
地
を
巡
り
な
が
ら
日
本
と

米
国
の
大
学
生
ら
が
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
議
論
す
る
「
日
米

学
生
会
議
」
の
開
催
地
の
一
つ

に
四
国
で
初
め
て
愛
媛
が
選
ば

れ
、
８
月
ｕ
～
Ⅳ
日
の
来
県
を

前
に
、
県
内
の
産
官
学
ｕ
団
体

が
ｎ
日
、
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
を

設
立
し
た
。
参
加
者
の
食
事
や

宿
泊
、
広
報
な
ど
を
支
援
す
る
。

日
米
学
生
会
議
は
１
９
３
４

年
に
始
ま
り
、
的
回
目
。
今
回

は
８
月
６
～
溌
日
、
愛
媛
、
京

都
、
三
重
、
塞
宗
の
４
都
府
県

で
開
催
さ
れ
る
。
愛
媛
で
は
日

米
の
学
生
錦
人
が
「
愛
媛
の
現

状
を
知
り
、
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
松

山
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
西

予
市
民
と
の
対
話
な
ど
に
臨

み
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
愛

媛
へ
の
提
言
を
ま
と
め
る
。
愛

媛
大
生
が
運
営
に
協
力
す
る
。

サ
ポ
ー
ト
委
は
県
が
発
起
人

と
な
り
、
松
山
と
西
予
両
市
や

経
済
団
体
、
愛
媛
大
な
ど
で
構

成
。
県
庁
で
あ
っ
た
設
立
式
で
、

県
の
菅
豊
正
経
済
労
働
部
長
は

一献‘

日
米
学
生
会
議
の
愛
媛
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
す
る
塩

崎
諒
平
実
行
委
員
長
（
左
）

Ⅱ
ｎ
日
午
前
、
県
庁

『L

丑
－

1息 アーヨ

少

＝

里＝
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日朝刊総合面:8月14③(下）『日米学生会議視察で西予に地方活性化考える』
ｕ
馴
呵
日
は
松
山
市
や
西
予
市

日
米
学
生
会
議
鷺
点
参
る
。
畠
で
の
開

視
察
で
西
予
に
鍜
測
藤
国
出
塞
農

地
友
侭
化
考
え
る
瀧
鞠
纈
踊
雛
羅

日
本
と
米
国
の
大
学
生
ら
が
延
戸
時
代
靭
っ
昭
和
初
期
の
古

社
会
間
■
や
文
化
、
安
全
葆
障
い
商
家
が
並
ぶ
町
並
み
を
歩

な
ど
奮
テ
ー
マ
に
麓
繭
し
て
交
さ
、
巻
物
の
輯
付
け
を
体
験
．

流
を
深
め
る
第
棚
回
「
日
米
学
宇
和
米
博
物
館
で
は
７
，
８
人

生
会
顛
」
（
実
行
委
里
会
主
催
）
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
市
、

の
参
加
者
例
人
が
過
日
、
西
予
貝
や
ま
ち
づ
く
剛
関
係
者
に
地

市
を
動
れ
た
。
町
並
み
視
察
や
域
の
特
蝕
や
課
■
を
質
問
し

埋
元
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
魚

通
じ
、
地
方
の
人
口
城
少
対
策
実
行
委
員
の
斉
膝
和
平
さ
ん

や
活
性
化
を
考
え
冬
怜
（
認
）
Ⅱ
九
州
大
４
年
Ⅱ
は
「
米

会
晦
は
１
９
３
４
年
に
ス
タ
国
も
人
口
醸
少
に
悩
む
地
域
が

凱
超
蕊
韻
謝
一
蕊
鑪
訣
篭
説

日
米
学
生
会
頭
で
牢
見
交
換
■
咽
て
α
橿
即
を
組
掃
す
層
一

す
る
垂
生
と
西
予
市
関
係
者
オ
ー
ラ
ム
を
開
く
○
無
料
。

Ⅱ
過
日
午
後
、
西
予
市
（
森
田
康
裕
）

あ
る
と
感
じ
た
。
西
予
市
の
人

も
生
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ

た
」
と
感
耐
し
←
怜
米
国
側
副

実
行
委
只
長
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ

イ
ソ
ッ
テ
さ
ん
（
調
）
Ⅱ
ジ
ョ
ン

ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
高
等
国
際
関

係
大
学
院
２
年
Ⅱ
は
「
西
予
市

で
小
さ
な
神
社
を
肋
れ
た
際
、

言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど
感
動
し

た
」
と
笑
顔
○
外
交
に
携
わ
る

た
め
日
本
研
究
を
専
攻
し
て
お

り
「
外
交
で
一
番
大
切
な
の
は

人
と
人
の
つ
な
が
り
。
人
生
を

一
変
さ
せ
る
経
験
に
な
る
と
思

う
」
と
期
待
し
て
い
←
句

会
録
は
蝿
日
午
後
１
時
か
ら

松
山
市
文
京
町
の
愛
娘
大
で
、

愛
媛
で
の
活
動
を
織
括
す
る
フ

⑥（下）「日米学生会議愛媛で討論」：愛媛朝日テレビ8月16日

ニユ云投■
県内ニュース

2017年08月16日（水)19:25

日米学生会議愛媛で討論

日本とアメリカの学生が､議論して互いの理解を深める日米学生会議の討輪会が､四国で初めて愛媛大学で開かれまし

た。日米学生会臓は､1934年･昭和9年に発足した日本初の国際的学生交流団体で､夏休みに日米の学生らが共同生

活を送りながら､様々な社会問題について意見を交わしていて､今年は愛媛を含む4都府県を巡っています。16日は、日

米あわせておよそ70人の大学生らがパネルディスカッションを行い､愛媛の観光地を巡り､歴史や俳句､サイクリングなど

による地方創生を視察した体験をペースに､地方活性について意見を交わしました｡参加者からは､｢独自の伝統文化や

豊かな自然など多様な魅力が愛媛の良さ』だとして､体験型の観光などで､県外の人に新たな楽しみや幸せの形を提示し

てはどうかといった意見が出されていました。

ワQ1
~ ゾ ュ



第9章メディアへの掲載

⑤(下)｢滞在を通して考える地域振興策など議論松山で日米学生会議｣:愛媛

8月17日(Umｺ:https://www.ehime-np.co・jp/article/news201708162957)

松山で日米学生会議｣:愛媛新聞ONLINE

愛姻新聞
ONL1NE=

2017年

8月17日(木）

ホーム＞ニュース＞良蟻＞■醸配事一貢

滞在を通して考える

地域振興策など議論松山で日米学生会議
2017年8月16B(水)(愛娘新聞）

日本と米国の大学生ら約70人が社会

問題などをテーマに現輪し交流を深める

「第69回日米学生会蟻」（実行委貝会

主催）の愛曝フォーラムが16日、松山

市文京町の愛媛大であった。学生らは1

1日からの滞在で感じた愛媛の魅力や陳

題を振り返り、恵見を交わした。

滞在を通して考えた愛媛の腺■や魅力について意

見を交わしたフォーラム＝16日午後、松山市文
京町の愛蟻大学

地域振興策など議論松山で日米学生会議・愛媛新聞

i-~-.

④今

b

Lノ

一一

1－，F

YouTube視聴URL:https://www.youtube.com/watch?v=d-7zzyPXnbQ
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第9章メディアへの掲載

⑥(下）「日米の学生が愛媛の魅力で議論」:NHK松山放送局8月17日

日米の学生が愛媛の魅力で議論
08月17B 08時48分

日本とアメリカの学生らが、地域

の活性化について考えるフォーラ

ムが松山市で開かれ、両国の学生

が、愛媛の魅力や課題について意

見を交わしました。

J曹鰡諾遥1

－－ 勺

、

戸
このフォーラムは、日本とアメリ

カの学生どうしの交流活動を進め

る団体が毎年行っている「日米学

牛会議」のプログラムの一環として開かれ、会場の松山市の愛媛大学には両国の大学

生など合わせておよそ70人が参加しました。

はじめに学生らは8月11日から5日間、愛媛県内を視察した際の様子を報告し、松

山城を中心に豊かな緑が広がる松山市のまちづくりや、古い建物が暮らしに根付いて

残る西予市の町並みなど、印象に残った場面を述べ合いました。

このあと、愛媛の魅力や課題について意見が交わされ、このうちアメリカの学生は、

「愛媛は自然が豊かで歴史もある。地元の雰囲気を大切にしながら外国人も温かく迎

えてくれる」と評価した一方、ガイドブックに載っていない地元の酒蔵で地域の文化

や歴史に触れる体験をしたことを踏まえ、「海外からの観光客を増やすにはその土地

でしか体験できないことを積極的に情報発信する必要があるのではないか」などと指

摘しました。

日米両国の学生たちは、17日からは三重県と東京都を訪れ、地域の活性化に向けた

議論をさらに深めることにしています。
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第9章メディアへの掲載

9-3．三重サイト

①(下）「日米学生会議の学生たち伊勢で神道に触れる』：中日新聞朝刊8月19日

六
規
織
玉
製
罐
記
舞
嬬
認
鯛
喧
鱒
識
鯖
粧
鍜
讓
謹
溺
辮
篭

の
視
察
旅
行
を
続
け
な
が
日
本
人
の
信
仰
や
思
想
然
と
調
和
し
た
生
活
を
大
聴
講
は
申
し
込
み
が
必

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
間
を
、
神
社
や
神
道
を
題
材
切
に
す
る
』
と
強
調
し
要
。
唾
県
国
際
戦
略
課
Ⅱ

題
を
議
論
す
る
「
日
米
学
一
に
学
ん
だ
。
た
。
０
５
９
（
２
２
４
）
２
８

生
会
議
」
の
一
行
が
十
八
一
皇
学
館
大
で
は
、
桜
井
参
加
者
か
ら
は
「
神
道
４
４
（
大
墓
康
介
）

日米学生会議の学生たち

伊勢で神道に触れる

桜井さん⑮から神通の考え方を聞く日米の学
生たち＝伊勢市神田久志本町の皇学館大で

治
男
特
別
教
授
（
宗
教
め
て
。
十
九
日
は
鳥
羽

学
）
と
神
宮
司
庁
広
報
室
市
、
二
十
日
は
多
気
町
と

の
音
羽
悟
さ
ん
が
講
鑑
し
津
市
、
’
’
十
一
日
は
四
日

た
。
桜
井
さ
ん
は
「
お
か
市
市
と
桑
名
市
を
訪
れ

げ
さ
ま
」
「
お
た
が
い
さ
る
。

ま
」
と
い
う
言
葉
が
、
神
学
生
が
県
内
で
学
ん
だ

道
の
考
え
方
を
示
し
て
い
こ
と
を
報
告
す
る
「
三
重

る
と
説
明
。
神
社
を
囲
む
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
二
十
一

鎮
守
の
森
を
例
に
『
日
本
日
午
後
二
時
か
ら
、
桑
名

で
は
自
然
に
感
謝
し
、
自
市
民
会
館
で
開
か
れ
る
。

然
と
調
和
し
た
生
活
を
大
聴
講
は
申
し
込
み
が
必

｜
ト
‐

｜

I

は
始
祖
が
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
ど
の
よ
う
に
始
ま

っ
た
の
か
」
「
式
年
遷
宮

に
費
や
す
五
百
五
十
億
円

は
ど
う
や
っ
て
集
め
る
の

か
』
と
い
っ
た
質
問
が
盛

ん
に
出
た
。
内
宮
を
参
拝

し
、
神
宮
の
博
物
館
「
徴

古
館
」
も
見
学
し
た
。

日
米
学
生
会
議
は
国
際

教
育
振
興
会
（
東
京
）
の

主
催
。
六
’
二
十
八
日
の

日
程
で
京
都
、
愛
媛
、
三

重
、
東
京
を
巡
っ
て
い

る
。
県
内
へ
の
滞
在
は
初

294

大葬祭展開催
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桑名愛昇殿
8/27個） 四日市市■木2-13

堀木愛昇殿
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0120.51.5940



第9章メディアへの掲載

②(下）『日米学生会議始まる雅楽・海女学ぶ」

:読売新聞朝刊8月19日12面(地域）
｢浦安の舞」を準賞する日米学生会輯

の参加者ら《伊勢市の皇学鐘大学で〉

日
本
と
米
国
の
学
生
が
世
界

の
諸
簡
題
に
つ
い
て
謬
論
す
る

「
第
船
回
濁
米
学
生
会
議
」
量

般
財
団
法
人
麺
際
教
育
振
興
会
一

日
米
学
生
会
議
始
ま
る

晦
日
、
伊
勢
市
で
始
ま
つ
だ
。
て
学
び
、
同
大
雅
楽
部
の
学
生

計
駒
人
の
参
加
者
添
皇
学
飽
大
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
』
を
鑑
賞

学
や
伊
勢
神
宮
内
宮
な
ど
を
訪
し
た
。
米
国
人
で
国
際
教
養
大

主
催
）
の
察
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一

雅楽･海女学ぶ
県内プログラム 藤溌喫学生らと交流一

で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
て
お

り
、
三
重
察
に
綴
く
東
京
都
で

活
勘
を
総
括
し
、
会
議
の
成
果

を
発
信
す
る
。

ゞ
ま
り
、
学
生
同
士
の
日
米
交
流

と
し
て
は
最
も
古
い
歴
史
が
あ

る
。
圏
本
と
米
国
で
交
互
に
開

か
れ
、
今
年
は
８
月
６
国
か
ら

銘
日
ま
で
の
麗
程
で
実
施
。
こ

れ
ま
で
に
遡
京
都
府
と
愛
媛
県

弓

神｡こ
道の
的鱈
なは
考、
え皇
方学
一館
に大
つ学
いで

同
会
議
は
１
９
３
４
年
に
始
一

学
生
同
士
の
日
米
交
流
一

＝＆
錘
謬
瀦
蕊
韓

と
桑
名
市
に
移
動
し
、
鈴
木
英

敬
知
事
ら
と
三
重
県
と
日
本
の

蕊
誌
溌
損
壊
霊

む
。

学に留学中のリー・ロイさ一
ん
（
副
）
は
雅
楽
に
つ
い
て
、
「
神
一

の
世
界
を
思
わ
せ
る
不
思
議
な
一

感
覚
を
味
わ
っ
た
」
と
謡
し
種

い
た
。参
加
者
ら
は
晦
日
、
鳥
羽

市
で
現
役
の
海
女
ら
と
交
流

す
る
な
ど
し
て
園
本
の
海
女

文
化
を
学
び
、
鋤
日
は
多
気
一

諏誕率唾礎珂幅壺窪蓉諏一
ほ
か
、
津
市
の
三
重
大
学
で

「
も
の
づ
く
り
」
に
つ
い
て
識

義
す
る
。

県
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
柊
日
の

副
臼
は
、
四
圏
市
市
で
四
Ｂ
市

③(下）『三重での学び生かして

日米学生会議県内終了

日本の精神性体感』

：読売新聞朝刊8月22日

日
本
と
米
鍾
の
大
学
生
ら
が
世
界
の
熊
閥
麺
に
つ
い
て
鍾

諭
す
る
「
鱒
翻
回
逼
米
学
生
会
議
』
（
園
際
教
鴛
銀
澱
余
主

催
）
は
副
濁
、
甕
鳶
で
の
醤
動
内
容
を
鞭
告
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
桑
名
市
内
で
開
催
し
、
県
内
で
の
日
程
を
繕
了
し
た
。

学
生
た
ち
は
次
の
東
溌
で
今
年
の
活
励
全
体
を
総
鱈
し
、
衾

礁
の
成
果
を
発
鰭
す
る
。
（
山
下
語
克
）

日
米
学
生
会
議
県
内
終
了

三
重
で
の
学
び
生
か
し
て

悪
見
を
典
家
す
る
日
米
の
学
生

、
呵
凸
可
毛
ｒ
可
硫
酔
噂
〆
講
ｒ
イ
』
僻
‐
’
し

日本の精神性体感桑名で活動報告

鰯
余
嘩
は
日
米
相
互
の
蕩
解

を
深
め
よ
う
と
１
９
３
４
年
に

始
ま
っ
た
。
今
年
は
今
月
６
日

ｊ
認
日
の
日
程
で
、
京
都
、
愛

嬢
、
婁
噂
栗
願
の
４
都
府
難

を
巡
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
肥
日
か

ら
難
内
を
訪
れ
て
い
る
日
米
の
》

学
生
計
闘
人
は
、
伊
勢
市
の
建

勢
神
露
や
窮
学
館
大
で
日
本
の

糖
神
朧
の
ル
ー
ツ
を
学
び
、
馬

羽
市
で
は
現
役
海
女
と
の
交
確

を
通
じ
て
ヨ
本
の
海
女
文
化
を

体
感
○
騨
臼
端
市
で
は
四
日
市

公
欝
の
鰹
吏
を
学
ん
抄
袷

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
ま
ず
、
伊

勢
神
宮
の
式
年
竃
富
を
テ
ｉ
マ

鐸
奮
漆
黍
す
る
鋤
名
壷
校
の
生
徒
た
鐘

に
し
た
映
面
「
う
み
や
ま
あ
ひ

だ
～
伊
勢
神
宮
の
森
か
ら
薄
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」
の
富
沢
疋
璃

鑑
篭
と
蟻
田
雄
介
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
基
鎮
麟
狭
。
海
外
で
も

上
映
さ
れ
た
映
繭
で
、
宮
沢
鑑

鋳
紘
「
篭
の
日
本
人
紘
閏
然
嘩

感
畿
し
、
共
存
し
て
い
た
。
そ

の
締
神
性
を
世
界
の
人
に
も
見

て
ほ
し
か
っ
た
」
と
蕊
っ
た
ゆ

ま
←
借
桑
名
高
校
の
生
捷
が

日
本
の
伝
貌
曲
「
さ
く
ら
ざ
く

ら
』
寒
霧
で
演
奏
し
た
ほ
か
、

桑
名
市
を
詔
介
す
る
閏
作
の
動

類
も
紹
介
し
、
会
襲
を
盛
り
上

げ
一
輪

‐
簸
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

｜
シ
ョ
ン
で
は
、
日
米
の
学
生
４

人
が
雪
貢
で
ど
の
よ
う
な
価

傾
翻
を
見
つ
け
、
自
分
の
人
生

に
ど
う
生
か
す
か
」
な
ど
慧
テ

ー
マ
に
瞳
鱗
を
交
わ
し
た
。

登
壌
し
た
伊
鈴
市
出
身
の
東

北
大
２
年
、
伊
濠
江
理
鶏
さ
ん

（
錨
）
は
『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

篭
身
に
付
け
し
貧
剪
塁
麹
に
鯵

加
し
た
激
、
地
元
を
歩
慧
ま

撞
ま
だ
錘
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
感
じ
た
。
地
元
だ

か
ら
こ
そ
も
っ
と
多
く
の
こ
と

を
学
ば
な
い
と
い
け
な
い
」
と

謡
し
て
い
た
。
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第9章メディアへの掲載

④(下）「和の精神世界にふれ日米学生会議が感想発表」：中日新聞朝刊8月22日

十
八
日
か
ら
嫉
内
で
賑
一
十
一
麓
、
桑
魯
索
中
央
町
□

翻
軒
謹
零
獣
輔
懸
等
撫
訓
？

和
の
精
神
世
界
に
ふ
れ

一
瞥
日
米
学
生
会
議
が
感
想
発
表

鈴木惣獅（左から量人嘗）の爾金で憲見発表する
日米の学生たち＝桑名市のNTNシティホール憲

一一＝一一一斗＝ 生 悪…－ － － －… 一 -二溌
遜
介
爵
の
闇

Ｉ
グ
レ
ー
校
四
鐸
谷
崎
仁

録
海
挙
ん
澄
こ
鐘
、
感
じ

漉
牽
姦
鎚
、

漆
索
の
頭
臼
瀬
公
錘
霞
』
顔

だ
農
と
壷
発
表
心
《
輪

蕊
敬
鎚
奉
の
司
余
憲
討
臼

戴
鐘
塞
撰
察
し
溌
慾

人
鍾
繍
神
鐵
舞
鴦
ア
ー
マ
電
獄
ぬ
い
』

勢
辮
鍾
で
神
滋
、
惑
溺
市

腫
心
、
室
十
一
鬮
感
鯉
臼

癖
窪
澪
赦
壷
墨
悪
褒
鋒
議
簿
塞

鐘
警
惑
毒
余
録
プ
ロ
グ
ラ
ム

た
､勘

で
海
女
文
化
な
蕊
、
日
本

蕊
フ
ォ
ー
ラ
ム
》
を
礎
い

屍
塞
季
都
鐡
尽
愛
錘
密
零
審
振
郵

つ
だ
蕊
だ
。
漂
癒
泰
海
羅
癖

で
私

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
パ

フ
オ
ー
ラ

鐵
累
墜
愈
生
愛
型

桑
蕊
索
の
六
一
｝
ン
タ
リ
；
映
蕊

ム
で
徳
鈴
木
一

さ
ん
健
、
浅
井
醸
溌
（
津

索
〉
の
浅
井
雄
一
灘
さ
ん

鐘
の
交
流
を
繊
迩
遮
り

『
縁
統
釣
な
磯
蕊
海
難
砿

を
蕊
壱
竃
き
鍾
人
愈
私
徳

パ
イ
球
エ
ン
ジ
ニ
ヂ
リ
ン

グ
〈
生
物
工
学
〉
奄
専
政

一達急這庵
心
て
お
む
、
参
毒
恵
な
っ

鈴
率
知
拳
嫁
『
こ
れ
か

猿
さ
ら
腫
蒙
化
が
激
し
い

鯨
織
庭
な
る
懲
蕊
簿
す
る

も
嘩
鍾
減
で
な
く
、
変
わ

ら
な
い
も
の
、
大
率
に
す

べ
霧
蓮
の
に
も
麗
奄
向
け

竜
獄
ぬ
い
』
と
途
べ
だ
愈

一
》
》
の
嫁
か
寓
綴
勢
捧
窟

移
豪
惑
に
し
承
漂
率
ユ
メ

ン
タ
リ
；
溌
鰯
『
る
み
や

ま
あ
ひ
だ
』
の
謹
溌
正
明

→
監
鋳
、
鎌
醗
雄
介
プ
ロ
ヂ

｝
ユ
ー
サ
ー
が
基
溌
窺
演
働

桑
穫
悪
の
生
嬢
瀝
溌
が
蒲

の
窪
索
を
躯
分
す
る
嫉
塗

一
壼
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第9章メディアへの掲載

神宮、海女に日本の精神性日米学生会議、学び報告」：伊勢新聞8月22日1面⑦
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■編集後記

297ページというおそらく過去最厚の報告書、お楽しみいただけたでしょうか。

我々、第69回日米学生会議実行委員会は、2016年8月22日の実行委員会発足から本会

議終了まで丸1年間、報告会・報告書まで含めると2018年1月まで活動してきました。そ

して、第69回日米学生会議、という場は、もう二度と戻ってはきません。思い出も記憶も、

どんどんと色槌せていくその前に、消えていかないようにとなんとか今ある記憶を手繰り寄

せて表現し、後世に第69回会議の記憶を残そうと試みたのが本報告書でした。記録を読む

ことで、後世の人間は、昔の人の目に見えない思考や感情に対して思いを馳せることができ

ますが、今までの人生においてその意義をこれほど深く感じたことはありませんでした。

本報告書を読まれた皆様に、何かしらの思考や感情が生まれて、日々善く生きる糧となり

ましたら、編集者としてこれほど嬉しいことはありません。そして、たくさんの方の想いが

つまった本報告書に宿る魂を感じて､大切に保管していただけたなら、なお嬉しく存じます。

本報告書をお読みいただきまして、本当にありがとうございました。

ご意見．ご感想は以下のアドレスまで:kazuhirasaitoh@gmail.com(齊藤）
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